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平成２３年 

第１回宿毛市議会定例会会議録第１号 

 

１ 議事日程 

     第１日（平成２３年３月２日 水曜日） 

午前１０時 開議 

   第１ 会議録署名議員の指名 

   第２ 会期の決定 

    ○ 諸般の報告 

    ○ 行政方針の表明 

   第３ 宿毛湾港利活用推進調査特別委員会中間報告 

   第４ 議案第１号から議案第５０号まで 

      議案第 １号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 

      議案第 ２号 平成２２年度宿毛市一般会計補正予算について 

      議案第 ３号 平成２２年度宿毛市国民健康保険事業特別会計補正予算について 

      議案第 ４号 平成２２年度宿毛市へき地診療事業特別会計補正予算について 

      議案第 ５号 平成２２年度宿毛市定期船事業特別会計補正予算について 

      議案第 ６号 平成２２年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計補正予算につい 

             て 

      議案第 ７号 平成２２年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予算について 

      議案第 ８号 平成２２年度宿毛市下水道事業特別会計補正予算について 

      議案第 ９号 平成２２年度宿毛市介護保険事業特別会計補正予算について 

      議案第１０号 平成２２年度宿毛市土地区画整理事業特別会計補正予算について 

      議案第１１号 平成２２年度宿毛市後期高齢者医療特別会計補正予算について 

      議案第１２号 平成２２年度宿毛市水道事業会計補正予算について 

      議案第１３号 平成２３年度宿毛市一般会計予算について 

      議案第１４号 平成２３年度宿毛市国民健康保険事業特別会計予算について 

      議案第１５号 平成２３年度宿毛市へき地診療事業特別会計予算について 

      議案第１６号 平成２３年度宿毛市定期船事業特別会計予算について 

      議案第１７号 平成２３年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計予算について 

      議案第１８号 平成２３年度宿毛市学校給食事業特別会計予算について 

      議案第１９号 平成２３年度宿毛市下水道事業特別会計予算について 

      議案第２０号 平成２３年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計予算について 

      議案第２１号 平成２３年度幡多西部介護認定審査会特別会計予算について 
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      議案第２４号 平成２３年度宿毛市後期高齢者医療特別会計予算について 
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      議案第２５号 平成２３年度宿毛市水道事業会計予算について 

      議案第２６号 宿毛市暴力団排除条例の制定について 

      議案第２７号 宿毛市課設置条例及び宿毛市特別会計設置条例の一部を改正する 

             条例について 

      議案第２８号 宿毛市移動通信用施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正 

             する条例について 

      議案第２９号 宿毛市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する 

             条例の一部を改正する条例について 

      議案第３０号 宿毛市一般職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につい 

             て 

      議案第３１号 宿毛市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例につい 

             て 

      議案第３２号 長期継続契約を締結することができる契約に関する条例の一部を 

             改正する条例について 

      議案第３３号 宿毛市スクールバスの住民利用に関する条例の一部を改正する条 

             例について 

      議案第３４号 宿毛市立体育館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条 

             例について 

      議案第３５号 宿毛市立保育所設置条例の一部を改正する条例について 

      議案第３６号 宿毛市児童遊園設置条例の一部を改正する条例について 

      議案第３７号 宿毛市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

      議案第３８号 宿毛市営改良住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する 

             条例について 

      議案第３９号 企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条 

             例について 

      議案第４０号 宿毛市振興計画（基本構想）について 

      議案第４１号 宿毛市の特定の事務を取り扱わせる郵便局の指定について 

      議案第４２号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 

      議案第４３号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 

      議案第４４号 工事請負契約の変更について 

      議案第４５号 工事請負契約の変更について 

      議案第４６号 宿毛湾港港湾区域内の公有水面埋立てについて 

      議案第４７号 市道路線の認定について 

      議案第４８号 市道路線の認定について 

      議案第４９号 市道路線の変更について 

      議案第５０号 市道路線の廃止について 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 
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２ 本日の会議に付した事件 

   日程第１ 会議録署名議員の指名 

   日程第２ 会期の決定 

   日程第３ 宿毛湾港利活用推進調査特別委員会中間報告 

   日程第４ 議案第１号から議案第５０号まで 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

３ 出席議員（１４名） 

   １番 今 城 誠 司 君     ２番 岡 﨑 利 久 君 

   ３番 野々下 昌 文 君     ４番 松 浦 英 夫 君 

   ５番 浅 木   敏 君     ６番 中 平 富 宏 君 

   ８番 浦 尻 和 伸 君     ９番 寺 田 公 一 君 

  １０番 宮 本 有 二 君    １１番 濵 田 陸 紀 君 

  １２番 西 郷 典 生 君    １４番 中 川   貢 君 

  １５番 西 村 六 男 君    １６番 岡 崎   求 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

４ 欠席議員（ １名） 

   ７番 有 田 都 子 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

５ 事務局職員出席者 

   事 務 局 長        岩 本 昌 彦 君 

   次長兼調査係長  朝比奈 淳 司 君 

   議 事 係 長        岩 村 研 治 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

６ 出席要求による出席者 

   市 長  中 西 清 二 君 

   副 市 長  岡 本 公 文 君 

   企 画 課 長  岡 崎 匡 介 君 

   総 務 課 長        弘 瀬 徳 宏 君 

   市 民 課 長  滝 本   節 君 

   税 務 課 長  山 下 哲 郎 君 
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   会 計 課 長 
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   保健介護課長  三 本 義 男 君 

   環 境 課 長        岩 本 克 記 君 
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   建 設 課 長  安 澤 伸 一 君 

   福祉事務所長  沢 田 清 隆 君 

   水 道 課 長  豊 島 裕 一 君 

   教 育 委 員 長  松 田 典 夫 君 

   教 育 長        岡 松   泰 君 

   教 育 次 長 兼       

   学校教育課長 
出 口 君 男 君 

   生涯学習課長 
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   センター所長 

金 増 信 幸 君 
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   センター所長 
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   千 寿 園 長        村 中   純 君 

   農 業 委 員 会 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時２０分 開会 

○議長（寺田公一君） これより平成２３年第

１回宿毛市議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 日程第１「会議録署名議員の指名」を行いま

す。 

 会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定

により、議長において浅木 敏君及び浦尻和伸

君を指名いたします。 

 日程第２「会期の決定」を議題といたします。 

 この際、議会運営委員長の報告を求めます。 

 議会運営委員長。 

○議会運営委員長（岡崎 求君） 議会運営委

員長。 

 ただいま議題となっております今期定例会の

会期につきましては、議長の要請により、去る

２月２８日、議会運営委員会を開きまして、今

期定例会に提案予定の案件等を勘案のうえ、慎

重に審査した結果、本日から３月１８日までの

１７日間とすることに、全会一致をもって決定

いたしました。 

 以上、報告いたします。 

○議長（寺田公一君） お諮りいたします。 

 今期定例会の会期は、委員長報告のとおり、

本日から３月１８日までの１７日間といたした

いと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） 御異議なしと認めます。 

 よって、今期定例会の会期は、本日から３月

１８日までの１７日間と決定いたしました。 

 この際「諸般の報告」をいたします。 

 有田都子君から、傷病治療のため今期定例会

は欠席する旨の届け出がありました。 

 委員会条例第８条第１項の規定により、３月

１日付をもって、今城誠司君、岡﨑利久君、

野々下昌文君、松浦英夫君、浅木 敏君、中平

富宏君、有田都子君、浦尻和伸君、寺田公一君、

宮本有二君、濵田陸紀君、西郷典生君、中川 

貢君、西村六男君、岡崎 求君、以上１５名を

予算決算常任委員に指名いたしました。 

 予算決算常任委員会の委員長及び副委員長が

選任されておりますので、この際、事務局長か

ら報告いたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（岩本昌彦君） 事務局長、予算決

算常任委員会の委員長及び副委員長を報告いた

します。 

 委員長、中川 貢君、副委員長、岡﨑利久君。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） 閉会中の議員派遣につ

いては、お手元に文書を配付いたしております

ので、これにより御了承願います。 

 会議規則第６２条第２項の規定により、一般

質問の通告期限を本日午後５時と定めますので、

質問者は期間内にその要旨を文書で通告してく

ださい。 

 なお、事務的な報告につきましては、お手元

に配付いたしました「事務報告書」のとおりで

あります。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

 続いて、市長の「行政方針の表明」を行いま

す。 

 市長。 

○市長（中西清二君） 市長、おはようござい

ます。 

 本日は、平成２３年第１回宿毛市議会定例会

に御参集をいただきまして、まことにありがと

うございます。 

 来月には、県会議員選挙、市会議員選挙を控

えた中で、大変お忙しい中、御参集をいただき

ましたこと、重ねてお礼を申し上げます。 

 平成２３年度予算案並びに各議案の審議をお
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願いするに当たりまして、市政運営の一端を申

し上げ、市民並びに議員の皆様方の御理解と御

協力を賜りたいと存じます。 

 昨年は、ギリシャの財政危機やリーマン・シ

ョック以降のアメリカ経済の低迷から、ユーロ、

ドルが下落し、その反動による円高の影響で、

日本の輸出産業が大きな打撃を受けました。 

 この事態は、円高不況や雇用の悪化などを招

く結果となり、国は円高・デフレの緊急対応と

して、９月に新成長戦略実現に向けた３段構え

の経済対策を打ち出し、新たな交付金も創設さ

れました。 

 一方、政治面では、一昨年に続いて行政刷新

会議による事業仕分けが行われ、政府関連の公

益法人や、特別会計等にもメスが入り、３兆円

を超える削減効果があったと報告されました。 

 また、７月に行われました第２２回参議院議

員通常選挙では、与党が惨敗したことにより、

国会においてねじれ現象が生じ、今後、重要法

案等の成立の不透明感から、地方行政に少なか

らず影響を及ぼすのではないかと懸念されてい

るところでございます。 

 こうした中、宿毛市では、昨年、小筑紫小学

校体育館の建設、ナオシチ等かんきつ類の搾汁

施設の整備及び光ファイバー網の敷設など、重

要なインフラ整備を初め、生産者直売会の開催

による地場産業の育成や、バイオマスタウン構

想の推進による循環型社会の構築に向けた取り

組みにも、鋭意努めてまいりました。 

 また、人工透析治療を受ける方への医療機関

までの交通費の助成や、医療費無料化の対象範

囲を、小学校卒業までから中学校卒業までに拡

大するなど、福祉事業にも力を入れてまいりま

した。 

 さらに、８月には、目の錯覚を利用して絵画

を楽しむ「トリックアート展」、１０月には、

宿毛大使である中尾ミエさん主演のミュージカ

ル「ヘルパーズ」、加えて本年１月には、宿毛

市出身のソプラニスタ、岡本知高コンサートな

ど、文化芸術事業にも取り組んでまいりました。 

 今後も限られた財源の中で、緊急性や優先度

等を勘案しながら、適正な予算執行に努め、市

民とともに歩む市政運営に全力を注いでまいり

ます。 

 それでは、市政運営の基本方針について、各

分野ごとに申し上げます。 

 まず、行政改革についてでございます。 

 長引く景気の低迷、円高・デフレの進行など、

我が国の経済情勢は依然として厳しく、民間企

業を初め、地方自治体の財政事情は深刻な状況

が続いており、宿毛市も引き続き、効率的、効

果的な行財政運営に努めていく必要があります。 

 このため、平成２２年度から平成２６年度ま

での５カ年計画として策定した、宿毛市行政改

革大綱並びに改革プランに基づき、鋭意取り組

みを進めているところでございます。 

 平成２３年度も改革プランに掲げる事務事業

や、組織機構の見直し、民間委託の推進、効率

的な行財政運営及び職員の能力開発の推進等、

幅広い分野において、さまざまな手法を活用し、

市民の皆様の御理解、御協力も賜りながら、全

庁体制で本プランを着実に実施してまいります。 

 また、本プランに掲げていない事務事業等に

つきましても、社会情勢などを勘案しながら、

随時、見直しを図り、不断の行政改革に取り組

んでまいります。 

 財政状況でございますが、平成２２年度は、

円高・デフレ対応のための緊急総合経済対策と

して、きめ細かな交付金及び住民生活に光を注

ぐ交付金の二つの地域活性化交付金が創設され

たことに加え、平成２１年度に創設された公共

投資臨時交付金及びきめ細かな臨時交付金を財

源とする事業についても、平成２２年度に繰り

越して実施したことにより、通常より多くの事
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業を行うことができました。 

 その反面、事業実施に当たっては、交付金の

裏負担財源として、一般財源や起債の充当も必

要となりました。 

 平成２１年度決算に基づく財政健全化比率で

は、早期健全化基準を下回る数値となっている

ものの、公債費を計画的に抑制していくための

指針ともいえる公債費負担適正化計画の予定額

を超えた起債充当となっておりまして、決して

楽観できる財政状況ではございません。 

 また、今後、土地開発公社の長期保有土地の

購入や、学校校舎の建築・耐震化、消防庁舎の

建築など、引き続き、大型事業を実施する必要

があります。 

 このような状況下において、平成２３年度当

初予算には、宿毛小学校の設計や、大島中央線

の整備に係る費用を初め、消防庁舎の建設予算

等を計上しています。 

 予算全体の特徴といたしましては、扶助費等

が増額となる一方で、小筑紫小学校体育館の建

設工事が終了したこと等に伴う普通建設事業費

等の減額により、一般会計で、対前年度比０．

７％減の１００億８，７０８万１，０００円の

予算となっています。 

 一方、歳入面では、昨年行われた国勢調査の

人口速報値が、前回調査に比べ、１，７８３人

減少となったことによる地方交付税への影響や、

自主財源である税収が、平成２３年度も減少す

ることが見込まれ、加えて国においては、ねじ

れ国会となるなど、政権運営が安定しておらず、

今後もさまざまな制度改革が行われることが想

定されますので、引き続き、国の動向を注視、

新制度の活用や必要な事業の精査等に鋭意努め、

健全な財政運営を目指してまいります。 

 宿毛市振興計画について、申し上げます。 

 平成２３年度は、新しい振興計画の開始年度

となります。平成２２年度においては、改訂に

向けた見直しや、パブリックコメントの集約作

業を行い、宿毛市政策審議会での審議もいただ

く中、本年の２月２１日に答申をいただいたと

ころでございます。 

 振興計画は、基本構想と基本計画で構成され

ています。基本構想は、今後１０年間、平成３

２年度までの市政の方向性を示すものとなりま

す。このため、振興計画の策定に当たっては、

これまでの計画を踏まえる中、市民のニーズや

昨今の社会経済情勢、重要な課題、官民連携の

重要性などを考慮し、教育や福祉、産業振興な

ど、各種施策や事業について、市民目線に立ち

ながら、素案を作成しています。 

 本議会で基本構想の議決を経た後、平成２３

年度以降は、新しい振興計画に基づき、市民生

活の向上や、さらなる地域振興に向けて市政運

営を行い、行政機関としての役割を果たしてま

いります。 

 次に、防災対策について、申し上げます。 

 近年、世界各地で地震や、記録的な集中豪雨

などにより、大規模な自然災害が多発していま

す。海外では、昨年末からことしにかけて、オ

ーストラリア、ブラジル、スリランカなどで、

相次ぐ豪雨により街が水没し、多くの方が被災

されています。 

 また、日本国内でも、昨年２月に発生したチ

リ沖地震により、日本の太平洋沿岸には大津

波・津波警報が発令され、宿毛市では６０セン

チの津波を観測、さらに本年１月には、鹿児島、

宮崎県境の霧島連山・新燃岳の噴火により、宿

毛市で降灰が観測されるとともに、市民の方か

らは、空気中に振動波が伝わり、窓ガラスなど

が振動する、いわゆる空振とみられる現象の通

報が数件寄せられました。 

 幸い、どちらも被害はなかったものの、改め

て、日ごろからの防災対策や防災意識の向上の

必要性を認識したところでございます。 
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 なお、宿毛市では、これまでも津波避難道の

整備や、木造住宅耐震診断・改修事業などを実

施するとともに、自主防災組織が整備する資機

材等などに対する助成、生活必需品を中心とす

る公的備蓄、要援護者台帳の整備など、積極的

に自然災害対策に努めてまいりました。 

 平成２３年度も、引き続き津波避難道の整備、

自主防災組織に対する助成、木造住宅耐震事業、

及び公的備蓄、家具転倒防止対策、要援護者対

策などを推進するとともに、夜間における避難

経路、避難場所の安全確保に向け、避難誘導灯

の整備を行うなど、総合的な南海地震対策に取

り組んでまいります。 

 地上デジタル放送についてでございます。 

 平成２３年７月２４日の地上デジタル放送完

全移行に向け、全国各地では、さまざまな対策

がとられています。 

 宿毛市では、平成２２年度に既存の共聴施設

の改修がすべて完了したため、今後は７月２４

日以降にテレビが視聴できなくなる方への対策

として、関係機関とも協力しながら、地上デジ

タル放送の啓発に努めてまいります。 

 市民の方で、地上デジタル放送への対応をさ

れていない方は、視聴には専用の機器が必要と

なる場合がありますので、総務省テレビ受信者

支援センター「デジサポ」へ相談をするなど、

早目の準備をお願いをいたします。 

 ブロードバンド環境についてでございますが、

宿毛市では、ブロードバンドゼロ地域の解消に

向け、平成２２年度に公設民営で光ファイバー

網等の整備を行い、市内の大部分で高速ブロー

ドバンドが利用できる環境が整いました。 

 利用に当たりましては、ＳＷＡＮテレビへ加

入する必要があり、一定の個人負担が生じます

が、ぜひブロードバンドを活用していただきた

いと考えています。 

 次に、戸籍事務の電算化についてでございま

す。 

 宿毛市では、現在、紙ベースで戸籍事務の取

り扱いを行っているため、戸籍の作成や戸籍

謄・抄本などの発行などは、手作業となり、事

務処理に時間を要するだけでなく、古い戸籍に

ついては、紙の劣化や誤字などによって、文字

が判読しづらいなどの問題が生じています。 

 こうした状況を解消するため、平成２３年３

月下旬から、戸籍事務の電算化に取りかかり、

システム構築によってプライバシー保護の強化

はもとより、戸籍謄・抄本などの発行時間が大

幅に短縮され、窓口サービスの向上につながり、

さらに戸籍システムを住民基本台帳システムと

連動させることで、記載誤りの是正や、事務の

正確性の向上も図ることができます。 

 今後、平成２３年度中には、一部稼働、平成

２４年度中には全面稼働する予定でございます。 

 交通運輸体系の整備について、申し上げます。 

 宿毛市では、御存じのように、第３セクター

鉄道、フェリー、離島への巡航船及び地方路線

バスといった公共交通が存在いたしますが、い

ずれも非常に苦しい経営を強いられています。 

 土佐くろしお鉄道は、地域の公共交通として、

住民の通勤、通学などの日常活動や、観光振興

などにおいて重要な役割を果たしています。し

かしながら、沿線地域における人口の減少や、

道路整備などにより、利用者が減少しています。

このような中、経営の安定化に向け、平成２１

年度からは、高知西南地域公共交通活性化・再

生総合事業を活用し、鉄道及びバスについて、

さまざまな利用促進に向けた活動や、実証運行

を行うなどの対策を進めているところです。 

 宿毛佐伯航路につきましても、景気低迷の影

響を受け、旅客数及び貨物量の減少傾向が続い

ています。本航路は、四国西南地域と九州を結

ぶ海の国道として、重要な航路であることから、

引き続き、安定経営に向け、幡多６カ市町村及
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び高知県で財政支援を行うとともに、大分県及

び佐伯市とも連携を図りながら、利用促進に努

めてまいります。 

 今後も、地域公共交通の長期的な存続に向け、

市民の皆様の積極的な利用をお願いするととも

に、観光資源のＰＲや、交通機関の相互の乗り

継ぎ環境の改善など、利用者の利便性をもっと

考えた取り組みをする必要があります。 

 このため、市民の皆様からも御提案をいただ

きながら、利用者の増加につながる取り組みを

進めてまいります。 

 次に、宿毛湾港でございますが、港湾内の静

穏度を保つため、平成２１年度から第２防波堤

の整備が進められています。今後も港湾機能の

充実に向け、引き続き第２防波堤３８０メート

ルの早期完成について、関係機関へ要望すると

ともに、背後の宿毛湾港工業流通団地への企業

の誘致活動にも努めてまいります。 

 中村宿毛道路についてでございます。 

 平田・宿毛インター間の用地買収が完了した

箇所から、順次、工事に着手されている状況下、

引き続き、早期完成に向けて、積極的に要請す

るとともに、四国横断自動車道の予定路線区間

である宿毛・内海間も、早期に計画路線に組み

入れられるよう、取り組んでまいります。 

 横瀬川ダムについてでございます。 

 ダム本体の準備工事として、平成２１年度に

着手した河川水を迂回させるための仮排水トン

ネル工事が、本年３月末に完成いたします。 

 国は、全国一律の評価基準で、ダム事業の検

証を始めましたが、中筋川の特殊性など、地元

の実情を説明し、利水を含めた治水の必要性を

訴え、早期完成に努めてまいります。 

 市道について。 

 未改良区間が多く、また路面や道路側溝等の

老朽化が著しい市道において、維持修繕箇所が

年々増加しています。こうした箇所につきまし

ては、緊急性、優先度等を十分勘案し、計画的

に整備してまいります。 

 また、交付金の割当不足などにより、完成に

至らなかった市道大島中央線につきましては、

平成２３年度内の早期完成に向けて取り組んで

まいります。 

 さらに、地域の主要幹線である国道、県道の

整備促進につきましては、地域の要望が早期に

実現できるよう、引き続き、各関係機関へ強く

要請してまいります。 

 都市計画についてでございますが、中心市街

地の活性化はもとより、自然災害に備える防災

の観点からも、総合的な都市空間の形成が急務

となっているため、平成２３年度から、お年寄

りや子供に優しく、住みやすいまちづくりの再

構築に努めてまいります。 

 次に、国土調査でございます。 

 台帳の未整備等の理由から中止をしていまし

た国土調査事業は、平成２２年度に山奈町の長

尾近辺から、現地調査を再開いたしました。平

成２３年度も、引き続き山奈町の現地調査を実

施し、関係する市民の皆様の御協力のもと、地

籍の明確化を図るとともに、土地の保全及び活

用の促進に努めてまいります。 

 市営住宅についてでございます。 

 宿毛市が管理する市営住宅は、３２団地、４

７９戸となっていますが、昭和５６年改正の新

耐震基準を満たしていないものや、耐用年数を

超えているものが大部分を占めている状況でご

ざいます。 

 このため、平成２３年度には、公営・改良住

宅を含む市営住宅全体について、今後の整備方

針を確立するための再編計画を策定し、安全・

安心して住める住宅環境の改善に努めてまいり

ます。 

 次に、水道事業についてでございます。 

 潤いのある市民生活に欠かすことのできない
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水道事業は、安全で安定的な給水の確保に向け、

市内の配水管を計画的に整備するなど、事業の

実施に努めているところでございます。 

 平成２３年度には、老朽化に伴う市道内外ノ

浦線配水管布設替え工事ほか６路線の配水管整

備工事を行い、安全で安定的な水供給に努めて

まいります。 

 また、沖の島の水道事業につきましては、平

成１８年度から平成２２年度までの５カ年計画

で、母島簡易水道、弘瀬簡易水道及び古屋野飲

料水供給施設の３施設を統合いたしまして、沖

の島簡易水道として整備を行ってまいりました

が、すべての工事が完了したことにより、今後、

島民への安全で安定的な水道水が供給できるよ

うになりまして、沖の島の観光振興にもつなが

るものと期待をしているところでございます。 

 下水道事業について申し上げます。 

 「下水道 きれいな水を未来まで」をキャッ

チフレーズに、市民の生活環境の向上と、公共

水域等の環境保全を図ることを目的として、平

成４年度から下水道事業に着手しています。 

 その後、平成１４年３月には、宿毛クリーン

センターが稼働を始め、現在では事業認可区域

１６６ヘクタールのうち、管渠整備の必要な約

１５１．５ヘクタールの整備が完了しまして、

２，４０６戸が利用可能となっています。 

 しかしながら、平成２３年１月末現在の加入

世帯は、１，３１８戸で、加入率は５４．８％

と少ないため、下水道への加入促進を図る取り

組みといたしまして、水洗便所等改造資金利子

補給及び水洗化促進奨励金制度を設け、さらに、

平成２０年度から３年間限りで、別途、水洗化

促進特例奨励金制度を設け、公共下水道、農業

集落排水、漁業集落排水にかかわらず、くみ取

り便所から下水道に加入した方に、１０万円の

助成を行ってきたところでございます。 

 今後、本制度を、平成２３年度から３年間延

長し、引き続き、加入促進に取り組んでまいり

ますので、下水道の整備された地域の皆様方に

おかれましては、加入促進に御協力をお願いを

申し上げます。 

 一方、雨水対策としましては、松田川河口に

あります宿毛ポンプ場のポンプ施設が老朽化し

ているため、国の下水道長寿命化支援制度を活

用しまして、雨水ポンプの部品交換等による長

寿命化を図り、安全で快適な生活環境の確保に

向け、市街地の浸水防除に努めてまいります。 

 次に、企業立地について申し上げます。 

 高知西南中核工業団地には、現在、製造業２

０社、物流センター協業組合２５社が操業して

おりまして、約７３０人が就労しているところ

でございます。また、宿毛湾港工業流通団地で

は、造船会社２社が操業しておりまして、約５

０名が就労しておりまして、雇用の確保はもと

より、地域の経済・産業の発展に多大な貢献を

していただいているところでございます。 

 しかしながら、長引く経済不況により、立地

企業の経営環境は依然として厳しい状況下にあ

ります。今後は、これまで以上に関係機関との

情報交換を密にし、情報共有や迅速な情報提供

に努めるとともに、さらなる雇用の場の確保に

向け、未分譲地への新たに企業誘致はもとより、

進出企業へのアフターケアなどにも努めてまい

ります。 

 次に、農林水産業についてでございます。 

 農林水産業は、宿毛市の活性化に向けて、欠

くことのできない、重要な基幹産業であり、今

後、後継者を発掘、育成していくことが、取り

組むべき最大の課題であると考えています。 

 課題解決に当たっては、何よりも従事者の所

得向上を図ることが重要であり、いかにして１

次産品の野菜、果樹、水産物等を加工して、付

加価値を高め、商品化していくかがかぎとなっ

てきます。 
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 このため、農産物分野では、高知県産業振興

計画に基づき、昨年９月に完成した搾汁工場を

有効に活用する中、商品化を図ってまいりたい

と考えています。 

 本市の基幹作物であります施設園芸では、レ

ンタルハウス整備事業を支援していくとともに、

耐用年数を経過し、修繕が必要となったハウス

につきましても、平成２３年度から、修繕等の

経費を支援することで、遊休ハウスの発生を防

ぎ、農業者の負担軽減を図りながら、農業経営

の安定化につなげてまいります。 

 米作につきましては、米価の下落傾向が続く

中、稲作を中心とする水田農業への補償制度と

して、平成２２年度に導入された個別所得補償

制度が見直され、平成２３年度は、これまでの

個別所得補償モデル対策から、畑作も含んだ農

業者個別所得補償制度に移行しますので、農業

者の不利益になることのないよう、適正な運用

に努めてまいります。 

 畜産業につきましては、畜産物価格の下落傾

向が続く中で、配合飼料価格は依然として高ど

まりで推移し、農家所得は大きく減少するなど、

非常に厳しい状況にあります。 

 このため、平成２３年度は、幡多地区畜産振

興協議会が主催する幡多地区総合畜産共進会が、

宿毛市で開催されますので、牛や豚の販路拡大

に向けて、生産者の生産意欲が高まるよう、関

係機関と連携してまいります。 

 なお、国はＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）

交渉への参加について、６月をめどに方向性を

示す意向でございますが、これについては、ま

ず国内における第１次産業対策を講じてもらう

必要があるというふうに考えております。 

 林業につきましては、木材価格の変動、林業

従事者の減少、高齢化、後継者不足などにより、

依然として厳しい状況が続いています。今後も、

木造家屋や公共の建物に、地元産材の使用を奨

励していく中で、森林所有者、森林組合及び製

材業者の３者が一体となって、森林の育成から

伐採、製材までの取り組みができるよう支援す

るとともに、ふるさと雇用再生特別基金事業や、

市有林整備事業を活用し、除間伐作業を実施し

てまいります。 

 水産物分野では、宿毛市で加工を行う民間業

者が、養殖業者とタイアップして、事業規模を

拡大しておりまして、さらにすくも湾漁協でも、

生産性の向上と販路拡大を図るため、民間企業

と連携して、新たに加工場の整備を行い、本年

２月末に完成したところでございます。 

 いずれも宿毛湾の魚を利用した加工品を製造

する施設であり、商品化という効果に加え、雇

用の創出にもつながっていきます。 

 今後は、片島地区で創業しているきび工房と

も連携をとる中で、魚価の向上、安全・安心な

商品の提供に取り組めるよう、支援してまいり

ます。 

 また、加工場については、新たに農水産加工

品を保管するための低温・冷凍・冷蔵倉庫が必

要となるため、早急に確保に向けた検討を行う

中、整備を進めてまいりたいと考えています。 

 新たな取り組みといたしましては、近年、全

国各地の沿岸域において、海藻群落が衰退する、

いわゆる磯焼け現象が発生しています。宿毛市

も例外ではなく、アマモ場の繁殖範囲が年々衰

退している状況でございますので、その分布域

を回復するための取り組みを実施してまいりま

す。 

 漁船漁業の振興では、平成２３年度におきま

しても、ヒラメ、イサキ、タイ等の放流を実施

し、水産資源の増殖と保護を推進することで、

漁家経営の安定に努めてまいります。 

 養殖漁業の振興につきましては、漁業経営の

安定化に向け、引き続き資金の借り入れに対す

る利子補給の交付などにより、支援するととも
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に、平成２３年度は、藻津漁港の老朽化した燃

油タンクの補修と、新たに給油計量器の整備を

実施してまいります。 

 商工業について。 

 商工業を取り巻く経営環境は、長引く経済不

況や、個人消費の低迷により、宿毛市において

も厳しい状況にあります。特に、企業及び個人

事業者にとりましては、大変厳しい経営状況に

あり、中でも中心市街地商店街の空洞化は深刻

な問題で、早急な対策が求められています。 

 このため、中心市街地活性化協議会と連携を

図りながら、平成２３年度中には、中心市街地

の再構築に向けた基本計画を完成させ、にぎわ

いのあるまちづくりの推進に努めてまいります。 

 一方、特産品につきましては、官民一体とな

って、地域の素材を生かした商品開発及び製造

に取り組んでおり、すくもの芋や直七の里など

は、一定の成果があらわれてきていますので、

さらなる特産品開発や、販路の拡大、物流の効

率化を推進するなど、関係団体とも連携を密に

しながら、地域産業の活性化に取り組んでまい

ります。 

 観光について、観光等の関連について申し上

げます。 

 今後の観光振興は、都会からの修学旅行生や、 

観光客の誘致に加えて、サッカーや野球大会等

の開催によって訪れた方が、気軽に市内を観光

できるような体制を整備することが、何よりも

必要であると考えています。 

 このため、社団法人宿毛市観光協会との連携

を強化し、引き続き、「だるま夕日」などの観

光資源の利活用はもとより、宿毛湾を活用した

体験型観光メニューの開発・企画等に取り組ん

でまいります。 

 中でも、修学旅行生を対象とした漁村の生活、

漁業体験や伝馬船体験等の場を提供するブルー

ツーリズムにつきましては、栄喜地区が本格的

に実施していますので、伝馬船、釣りいかだの

活用も図りながら、入れ込み客の増加に努めて

まいります。 

 すばらしい景観美を有する県内唯一の有人離

島である沖の島、鵜来島につきましては、新た

な観光メニューの開発や、地域イベントなどを

開催することで、観光客の誘致や、島内の活性

化に努めてまいります。 

 市民の憩いの場として利用されている咸陽島

公園につきましては、平成２１年度以降、トイ

レ兼シャワー室を初め、ビーチスポーツを楽し

んでもらうための砂場などを整備してまいりま

した。今後は、より多くの市民に親しんでもら

える公園として、さらに公園内を整備するとと

もに、利用促進に努めてまいります。 

 市民祭宿毛まつりにつきましては、引き続き、

実行委員会を主体に、内容の充実を図りながら、

市民の皆様が心から楽しみ、参加していただけ

るような祭りにしていきたいというふうに思っ

ております。 

 次に、教育についてでございます。 

 宿毛市では、子供たちの生きる力をはぐくむ

ため、確かな学力の保障と、豊かな人間性を身

につけた、健康でたくましい子供の育成に取り

組んでいます。 

 平成２３年度からは、小学校において、新学

習指導要領に基づく教育課程がスタートします。

これまでのゆとり教育における課題の克服はも

とより、新たに小学校の段階から、外国語教育

を導入し、コミュニケーション能力の向上を図

るとともに、急速に進展する社会や、経済のグ

ローバル化にしっかりと対応できる子供の育成

が求められています。 

 こうした中、本市では、新学習指導要領に先

駆け、既に小学校における外国語教育の取り組

みを進めておりまして、指導する教職員はもと

より、子供たちにも浸透しつつありますので、
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平成２３年度におきましても、これまでの取り

組みを生かし、より効果の上がる外国語教育を

推進してまいります。 

 また、学力向上の基本となる学習規律の確立

を図るため、必要な学校については、支援員を

派遣するなど、支援体制を整備してまいります。 

 不登校やいじめ問題等の対策につきましては、

さまざまな事業を実施する中で、一定、改善の

きざしが見られていますので、今後も学校、保

護者及び地域との連携を図り、その解決に向け

て、より一層、取り組みを強化してまいります。 

 学校再編につきましては、子供のためのより

よい教育環境を整備することが最重要であると

考えます。その観点から、学校の適正規模、適

正配置について、教育委員会の方針を説明する

中、保護者や地域の皆様の御理解をいただきな

がら、取り組みを進めているところです。 

 これにより、昨年４月の小筑紫小学校と田の

浦小学校の統合に続いて、本年４月には、栄喜

小学校も小筑紫小学校に統合することとなりま

した。新しい体育館も完成し、４月からは新し

い施設で、充実した教育活動を行うことができ

るものと期待をしています。 

 また、宿毛小学校につきましては、本年度、

新校舎の基本設計、実施設計を行うこととして

おりまして、計画どおり校舎の建設を行い、平

成２６年度には、松田川小学校との統合ができ

るよう、取り組んでまいります。 

 さらに、子どもたちに安全・安心な教育環境

を確保するため、国の交付金を活用し、平成２

２年度の繰越事業でございますが、平成２３年

度に片島中学校及び小筑紫中学校の耐震化のた

めの２次診断を行うこととしています。 

 今後も、保護者や地域の皆様の御理解と御協

力をいただく中で、よりよい教育環境の整備に

努めてまいります。 

 生涯学習の推進では、宿毛文教センターを初

めとする社会教育施設を積極的に活用し、市民

の学習活動を推進するとともに、地域文化の継

承と、新たな文化の創造に向け、質の高い芸

術・文化に触れることができるような、環境の

整備等にも努め、心豊かで活力ある地域社会を

築いてまいります。 

 生涯スポーツの推進としては、ＮＰＯ法人宿

毛市体育協会を初めとする各種スポーツ団体を

支援するとともに、市民一人ひとりが、それぞ

れの体力や年齢、技術等に応じて、いつでも、

どこでも、気軽にスポーツに親しみ、みずから

の健康増進と、体力づくりができる環境の整備

に努めてまいります。 

 また、大学・スポーツ団体のキャンプ誘致や、

各種大会の招致に努め、社会体育施設の活用を

図るとともに、宿毛花へんろマラソンや、宿毛

花へんろウォークなどの開催により、スポーツ

を通じた地域の活性化に努めてまいります。 

 人権について申し上げます。 

 宿毛市では、これまで、人権が尊重される社

会の実現を目指し、宿毛市人権尊重の社会づく

り条例の制定及び人権施策に関する宿毛市総合

計画の策定を行うとともに、人権啓発講演会や、

人権教育推進講座などを実施するなど、人権意

識の向上に努めてまいりました。 

 平成２３年度も、引き続き関係機関と連携し

ながら、部落差別をなくする運動強調旬間での

人権啓発講演会、街頭パレードを初め、人権フ

ェスティバルや人権教育推進講座の開催等、あ

らゆる人権問題の解消に向けた取り組みを進め

てまいります。 

 また、市民一人ひとりの基本的人権が尊重さ

れ、人権問題をみずからの問題として、認識と

理解を深めることができるよう、さまざまな機

会を通じて、人権教育及び人権啓発に努めてま

いります。 

 次に、福祉について、申し上げます。 
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 高齢者や障害者の福祉につきましては、第４

期高齢者保健福祉計画や、宿毛市障害者計画な

どに基づき、高齢者やサービスを利用される方

が、安心して、住みなれた地域で、生きがいの

ある生活ができるような環境づくりを推進する

とともに、障害者福祉の充実に向けて、現在、

国が新たな法律の制定に取り組んでいる状況等

も勘案しながら、引き続き、制度の充実に努め

てまいります。 

 児童福祉につきましては、さらなる子育て支

援策として、医療費無料化の対象者を、平成２

２年１０月より、小学校卒業までから中学校卒

業までに拡大しました。 

 今後も、国、県の財政支援等について要請し

ていく中、安定した制度となるように取り組ん

でまいります。 

 また、子供たちを取り巻く環境は、教育現場

におけるいじめ、不登校などの問題だけでなく、

家庭での子供の虐待や、親の子育ての悩みなど、

多くの課題が顕在化しています。 

 これに対応するため、平成２０年度に宿毛市

子ども支援ネットワーク委員会を設置し、あら

ゆる問題の解決に向けた取り組みを、積極的に

進めています。 

 今後とも、関係機関と連携し、相談窓口の充

実など、さらなる支援に努めてまいります。 

 要援護者対策では、ひとり暮らしの高齢者や、

障害のある方などが、安心して暮らすことので

きる地域づくりを推進することを目的として、

日常的な見守り、声かけ支援を行うなど、災害

時における可能な限りの情報の伝達や、安否確

認、避難誘導などの支援に努めてまいります。 

 地域福祉につきましては、少子高齢化の進展

などにより、地域の支え合いの力が低下する中、

地域の現状や、課題を明らかにするとともに、

すべての住民が、住みなれた地域で、ともに安

心して暮らせる社会の実現に向け、平成２３年

度から、市民との協働により、宿毛市地域福祉

計画の策定に取り組んでまいります。 

 保育所では、少子化の影響により、園児数が

年々減少し、効率的な保育所運営に支障が生じ

る園が出てきたことから、保護者や地域の皆様

と協議を重ねる中、平成２０年度に和田保育園、

平成２１年度に貝礎保育園、さらに平成２２年

度に栄喜保育園の統廃合を実施しています。 

 今後も引き続き、小・中学校の再編計画とあ

わせて、統廃合を含めた保育所のあり方につい

て、保護者や地域の皆様の御協力をいただきな

がら、協議を進めてまいります。 

 また、平成２２年度に策定した宿毛市次世代

育成支援行動計画（後期計画）でございますが、

それに基づき、次代を担う子供たちが、健やか

に生まれ育つ環境づくりや、安心して子供を預

けることができるよう、保育サービスの充実と、

子育て支援の推進を図ってまいります。 

 次に、保健事業でございます。 

 宿毛市では、「生涯を通じて健康で安心して

暮らすことのできる地域づくり」を目指し、乳

幼児から高齢者までを対象とした保健事業の積

極的な推進を図るとともに、「自分の健康は自

分で守る」という意識啓発を行っているところ

でございます。 

 健診事業では、特定健康診査や特定保健指導

等を通じて、壮年期の段階から、体の変化に気

づいてもらい、食事、運動など、生活習慣の改

善ができるよう支援するとともに、各種がん検

診についても、あわせて受診率の向上に努めて

まいります。 

 さらに、レセプト分析を活用しながら、適正

受診の指導を行い、医療費の適正化にも取り組

んでまいります。 

 母子保健事業では、少子化対策の一環として、

宿毛市在住の妊産婦が、安心して健康診査を受

けられるよう、平成２１年度から行っている妊
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婦一般健康診査の公費負担を、平成２３年度も

継続するとともに、平成２３年１月から開始し

ました子宮頸がん、ヒブ及び肺炎球菌のワクチ

ン予防接種についても、引き続き全額公費負担

により実施することで、より一層の子育て支援

に努めてまいります。 

 精神保健事業では、全国的に年々増加する自

殺者への取り組みとして、平成２２年度に引き

続き、相談窓口の充実を図るとともに、自殺予

防のための行動として、気づき、つなぎ及び見

守りの３つのポイントの啓発を行うなど、予防

の強化を図ってまいります。 

 介護保険事業では、要支援、要介護状態にな

らないための介護予防事業を引き続き推進し、

高齢者の生活が、自立した、生きがいのあるも

のになるように努めるとともに、高齢者虐待や

多様な相談に対し、迅速な対応に取り組んでま

いります。 

 なお、介護保険制度は、少子高齢化が急速に

進む社会状況の中、重要な役割を担う制度であ

るため、引き続き、適正な介護保険サービスの

提供と、制度の安定的運営に努めてまいります。 

 また、今後も、保健、福祉、介護及び医療サ

ービスの連携を一層強化し、高齢者を初め、す

べての市民が健康で豊かに生活できる、活力あ

るまちづくりの実現に向けて、取り組んでまい

ります。 

 公共施設の緑化についてでございます。 

 宿毛市では、子供たちのけがの防止や、近隣

への砂じんの飛散防止などの観点から、平成２

３年度に、和田地区の地域子育て支援センター

の園庭へ芝生を植栽していきます。 

 今後も、計画的に、公共施設の芝生化による

緑化にも取り組んでまいります。 

 生活環境についてでございます。 

 宿毛市は、足摺宇和海国立公園内に位置する

沖の島を初め、恵まれた自然環境を有しており、

この美しい自然環境を後世に残すことは、私た

ちの責務ではないかと考えます。 

 しかしながら、現在、二酸化炭素などの温室

効果ガスによる地球温暖化の問題や、生活排水

による水質汚濁、さらには廃棄物処理の問題な

ど、解決しなければならない課題を数多く抱え

ています。 

 地球温暖化対策が世界的に取り組まれている

中、人や生物が安心して暮らせる生活環境を取

り戻していくためには、行政と市民が一体とな

って、身近なところから環境問題に取り組んで

いかなければなりません。 

 そのためには、化石燃料の使用を抑制し、地

球温暖化の原因となっているＣＯ２など、温室

効果ガスの発生を抑えることが必要でございま

す。 

 幡多クリーンセンターにおける宿毛市のごみ

の持ち込み量は、平成１７年度以降、減少傾向

にあるものの、化石燃料を使用した溶融処理費

については、年間で約１億３，０００万円負担

をしているのが現状でございます。 

 家庭から排出される１日分の生ごみに含まれ

る水分を、コップ１杯分減らすだけで、年間約

１，２００万円に相当する処理費が削減でき、

化石燃料の使用を抑制することができます。 

 このため、生ごみ減量化のためのコンポスト

等の購入補助を引き続き行い、加えて平成２３

年度には、新たに家庭用の電動式生ごみ処理機

の購入者に対する補助制度を新設します。 

 また、地球温暖化対策に向けた取り組みの象

徴として、電気自動車１台をリースし、今後も

老朽化した公用車の買いかえ時期等を勘案しな

がら、計画的に導入してまいりたいと考えてい

ます。 

 一方、生ごみ等の廃棄物系バイオマスにつき

ましては、宿毛市バイオマスタウン構想の中に、

堆肥化施設等の整備を位置づけており、平成２
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２年度には、庁内プロジェクトチームを編成し

て、推進体制の整備を図ってきたところでござ

います。 

 平成２３年度におきましても、引き続き、構

想の早期実現に向けた取り組みを行う中、廃棄

物として処理されてきたバイオマスを資源化し、

循環型社会の構築に努めてまいります。 

 ごみの減量化につきましては、市民に対して

積極的に啓発を行うとともに、ごみの３Ｒ（リ

デュース、リユース、リサイクル）の推進を図

り、循環型社会の構築に取り組んでまいります。 

 環境保全としましては、市民の皆様に御協力

いただく中、宿毛市クリーンデーを年２回実施

するとともに、平成２２年度からは、環境指導

員を１名増員し、２名体制でパトロールの強化

を図っており、より一層、ごみの不法投棄や野

焼きの防止に努めてまいります。 

 河川や海洋の水質保全対策としましては、生

活排水による水質汚濁を防ぐため、公共下水道

等が整備されていない地域における合併浄化槽

の設置に対して、今後も引き続き、補助を行う

ことにより、生活排水処理人口の拡大を図り、

自然環境の保全に取り組んでまいります。 

 次に、消防行政でございます。 

 防災拠点となる新消防庁舎につきましては、

平成２４年度末の完成を目指し、平成２３年度

は実施設計及び用地造成を行ってまいります。 

 救急業務につきましては、年々増加し、複雑

多様化する救急需要に対応するための救急救命

士の養成、及び気管挿管、薬剤投与資格者の育

成に取り組み、救命率の向上を図ってまいりま

す。 

 なお、救急救命士の養成にかかる費用につき

ましては、財団法人高知県市町村振興協会から、

２分の１の助成が受けられる見込みとなりまし

たので、積極的にこれを活用してまいります。 

 また、引き続き、消防力を低下されることの

ないよう、職員の知識、技術の向上に力を入れ、

より高いレベルで、住民の安心・安全の確保に

努めてまいります。 

 以上、平成２３年度を迎えるに当たりまして、

市政運営の基本的な考え方を申し上げましたが、

依然として厳しい財政状況が続く中、南海地震

対策や、地域振興のための各種事業など、今後

一層、推進していかなければならない課題が山

積みしています。 

 この上は、官民協働で、この状況を乗り越え

ていかなければならないと考えています。市民

並びに議員の皆様方におかれましては、より一

層の御理解と御協力を賜りますようお願いを申

し上げまして、所信の一端といたします。 

 ありがとうございました。 

○議長（寺田公一君） 以上で、市長の「行政

方針の表明」を終わります。 

 日程第３「宿毛湾港利活用推進調査特別委員

会中間報告」を議題といたします。 

 本件については、会議規則第４５号第２項の

規定により、同委員会より中間報告を行いたい

との申し出がありますので、この際、これを許

します。 

 宿毛湾港利活用推進調査特別委員長。 

○宿毛湾港利活用推進調査特別委員長（宮本有

二君） 宿毛湾港利活用推進調査特別委員会の

中間報告をさせていただきます。 

 本委員会は、平成１９年６月２８日の設置以

来、宿毛湾港の利活用推進について、鋭意調査

を行ってまいりました。 

 その過程で、平成１９年１２月には、宿毛湾

港工業流通団地への進出企業第１号として、株

式会社栗之浦ドック・三好造船株式会社の進出

が決定し、宿毛湾港の利活用に大きな前進があ

りました。 

 同社は、工業流通団地内に１２．２ヘクター

ルの用地を購入し、雇用者４０名で操業中であ
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り、地域経済に大きく貢献をしているところで

あります。 

 本委員会としましても、高知県知事及び四国

地方整備局への要望活動等の取り組みを行って

きたところでございますが、念願の誘致が実現

したことは、御進出いただいた企業はもとより、

市、県並びに民間有志の方々の御努力のたまも

のであり、この場をお借りして、改めて敬意を

表する次第であります。 

 もう一つの大きな進展は、第２防波堤工事が

平成２１年度より着手されることとなったこと

です。 

 現在、平成２５年度の完成を目指して、工事

が進められているところであり、港湾整備が一

気に前進すると期待が高まりましたが、平成２

２年３月、全国の重要港湾１０３港の中から４

０港に絞り込んで、重点投資をするとの国の方

針が出され、宿毛湾港はその対象から外される

こととなりました。 

 厳しい財政状況ではありますが、今後とも予

算獲得に向けて、関係機関への要望活動を強化

し、一日も早い工事完成を実現していかなけれ

ばならないと考えております。 

 そのほか、平成２１年１０月には、倉庫や多

目的交流施設として活用できる８４マリンター

ミナルが完成をいたしました。本施設について

は、本市議会においても、有効活用の見通しに

ついて、厳しい意見が出された経過があります

が、現在、豪華客船寄港時の歓迎セレモニーや、

毎月開催されている直販市等で利用されており、

今後、さらなる利活用に向けた取り組みを期待

するものであります。 

 宿毛湾港には、毎年、豪華客船が寄港してお

りまして、その歓迎は乗客の皆さんに大いに好

評を得ていると聞き及んでおりますが、供用開

始から１０周年を迎える今、より一層の利活用

を図るため、さらなるポートセールスの促進や、

新たな企業誘致の推進など、今後とも官民一体

となった取り組みを行う必要があると、改めて

認識をしておるところでございます。 

 以上、宿毛湾港利活用推進調査特別委員会の

中間報告とさせていただきます。 

○議長（寺田公一君） 以上で、委員長の報告

は終わりました。 

 ただいまの中間報告に対する質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） 格別質疑がありません

ので、これにて質疑を終結いたします。 

 日程第４「議案第１号から議案第５０号ま

で」の５０議案を一括議題といたします。 

 この際、提案理由の説明を求めます。 

 市長。 

○市長（中西清二君） 市長、提案を申し上げ

ました議案につきまして、提案理由の説明をい

たします。 

 議案第１号は、教育委員会委員の任命につき

同意を求めるものでございます。 

 平成２３年３月３１日に任期満了となる本市

の教育委員会委員に、現委員の岡松 泰氏を任

命したく、地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律第４条第１項の規定により、議会の同意

を求めるものでございます。 

 議案第２号は、平成２２年度宿毛市一般会計

補正予算です。 

 主な内容は、職員の早期退職による退職手当

の増額や決算見込みによる補正でございます。 

 総額で１億６，２７１万３，０００円を減額

しようとするものでございます。 

 歳入で増額する主なものは、市税、１，２７

０万円、地方交付税、４，９１０万２，０００

円、諸収入が、１，９７４万２，０００円など

です。 

 また、歳入で減額する主なものは、国庫から
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の支出金、５，４８０万３，０００円、県から

の支出金、３，６５５万４，０００円、繰入金

が、１，３６３万１，０００円、市債が、１億

３，０３０万円などでございます。 

 一方、歳出で増額する主なものとしましては、 

総務費では、職員手当等として、「職員退職手

当」の２億２，９８７万５，０００円及び「特

別職退職手当」の７０２万３，０００円を合わ

せ、合計で２億３，６８９万８，０００円を計

上しています。 

 民生費では、特別養護老人ホーム「千寿園」

おける入所者の死亡及び医療機関への入院によ

る空き部屋が、当初の見込みよりふえたこと等

に伴い、サービス収入が減少したため、「特別

養護老人ホーム特別会計繰出金」として、１，

３３５万円を計上しています。 

 農林水産業費では、戸内・黒川地区の用水路

の改修及び高石地区のポンプの取りかえを行う

ため、「小規模農業水利施設保全緊急対策事業

費」として、７６０万円を計上しています。 

 土木費では、保留地が売却に至らなかったた

め、「土地区画整理事業特別会計繰出金」とし

て、６，４８４万７，０００円を計上していま

す。 

 また、歳出で減額する主なものとしましては、

総務費では、「共聴施設デジタル化支援事業費

補助金」で、１，９２５万６，０００円、「宿

毛佐伯航路運航経費支援事業補助金」で、１，

２３５万円、「財政調整基金積立金」で、１億

４，５５４万２，０００円。 

 民生費では、「療養給付費市町村負担金」で、

１，３０２万５，０００円、「子ども手当扶助

費」で、５，０７０万円、「児童扶養手当給付

費扶助」で、６２０万円。 

 衛生費では、ごみ処理に係る「幡多広域市町

村圏事務組合負担金」で、６２５万４，０００

円。 

 土木費では、「県営港湾事業負担金」で、１，

１２８万１，０００円、「国直轄事業負担金」

で、５，２０５万７，０００円。 

 消防費では、「幡多西部消防組合分担金」で、

６４９万５，０００円。 

 教育費では、「小筑紫小学校体育館改築等工

事費」で、２，０００万円。 

 災害復旧費では、「農業施設災害工事費」で、

１，９０３万６，０００円、「土木施設災害工

事費」で、４，６０１万５，０００円などを減

額しています。 

 議案第２号から議案第１２号までの１１議案

は、平成２２年度各特別会計及び水道事業会計

補正予算でございます。 

 いずれも、決算見込額として必要最小限の経

費を補正をしています。 

 議案第１３号は、平成２３年度宿毛市一般会

計予算でございます。 

 総額で１００億８，７０８万１，０００円を

計上しています。 

 財政状況や予算編成につきましては、行政方

針の中で申し上げましたので、省略させていた

だきますが、前年度より７，４５１万２，００

０円の減額予算となっています。 

 歳入の主なものを申し上げます。 

 市税が、２１億９１３万７，０００円、地方

消費税交付金が、２億２，０２２万６，０００

円、地方交付税が、４１億円、国庫からの支出

金が、１２億６，１５８万４，０００円、県か

らの支出金が、８億３７万２，０００円、財政

調整基金等からの繰入金が、２億８，２７０万

５，０００円、市の借入金であります市債とし

て、７億６，２３０万円などを計上しています。 

 一方、歳出の中で主なものを申し上げます。 

 総務費では、ケーブルテレビで放送する行政

情報番組を制作してもらうため、ＳＷＡＮテレ

ビヘの「行政チャンネル番組制作委託料」とし
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て、１，２２７万３，０００円を計上していま

す。 

 次に、現在、紙台帳で管理している公有財産

について、公会計制度の導入を見据え、新たに

システムを構築するため、「公有財産管理シス

テム導入業務委託料」として、８０６万７，０

００円を計上しています。 

 次に、広域的に運行する生活バス路線の支援

を行うため、「路線運行バス運営費補助金」と

して、１，６００万円を計上しています。 

 また、土佐くろしお鉄道中村・宿毛線の経営

助成を行っている基金について、平成２２年度

から平成２６年度までの５カ年計画で再造成を

行うため、「鉄道経営助成基金負担金」として、

１，７２９万３，０００円を計上しています。 

 さらに、宿毛・佐伯間のフェリー航路の支援

を行うため、「宿毛佐伯航路運航経費支援事業

補助金」として、２，０００万円を計上してい

ます。 

 次に、平成２２年度から再開した国土調査事

業を引き続き行うため、山奈町の現地調査に伴

う「地籍調査事業委託料」の２，１１３万１，

０００円を含め、総額で３，６６４万８，００

０円を計上しています。 

 続きまして、平成２３年４月１日から、沖の

島支所鵜来島連絡所の窓口業務を「ＮＰＯ法人

宿毛雇用サポートセンター」に委託することに

伴う２２９万１，０００円の委託料及び弘瀬連

絡所に係る同額の委託料を合わせ、「連絡所窓

口業務委託料」として、総額で４５８万２，０

００円を計上しています。 

 また、３年ごとに実施している固定資産税評

価替えに向けた作業を行うため、「平成２４年

度固定資産税評価替えに係るシステム等更新業

務委託料」の１，１１６万２，０００円などを

計上しています。 

 さらに、本年３月末から事業着手する、戸籍

システムの構築に向けた作業を引き続き行うた

め、「戸籍電算化業務委託料」として、９，２

９２万５，０００円を計上しています。 

 民生費では、社会福祉法に基づき、住民等の

意見を取り入れながら、地域におけるさまざま

な福祉課題の解決に向けた計画を新たに策定す

るため、「地域福祉計画策定委員会委員報償

費」の１０万円及び「地域福祉計画策定委託

料」の３７３万８，０００円を計上しています。 

 次に、障害者自立支援法に基づき、地域の実

情に応じて、障害者の生活支援に必要な各種事

業を、引き続き行うため、「地域生活支援事業

委託料」として、１，２２１万円を計上してい

ます。 

 続きまして、「宿毛市あったかふれあいセン

ター」の業務を、引き続き、「社会福祉法人高

知西南福祉協会」に委託するため、「ふるさと

雇用再生あったかふれあいセンター事業委託

料」として、１，５０８万６，０００円を計上

しています。 

 また、医療費無料化の対象範囲を、引き続き、

「中学校卒業まで」とするため、市単独分の

「乳幼児医療費扶助」として、３，８８３万円

を計上しています。 

 さらに、「ねじれ国会」により、予算案の可

決が不透明な状況ではありますが、平成２２年

度に引き続き、「子ども手当扶助費」として、

４億５，３０１万２，０００円を計上していま

す。 

 次に、公共施設の緑化に向けた新たな取り組

みとして、「財団法人日本サッカー協会」の支

援をいただける見込みでございます。地域子育

て支援センターの園庭に芝生を植栽し、その維

持管理費用の「芝管理委託料」として、４５万

円を計上しています。 

 衛生費では、地球温暖化対策に向けた新たな

取り組みとして、電気自動車１台をリースする
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ため、「電気自動車リース料」として、６０万

円を計上しています。 

 次に、少子化対策の一環として、引き続き、

妊婦健康診査の１４回分に係る費用を公費負担

とするため、「妊婦・乳児一般健康診査委託料

等」として、１，９００万円を計上しています。 

 続きまして、水質及び環境保全に向けた取り

組みとして、水洗トイレの普及を図るため、引

き続き、「宿毛市浄化槽設置整備事業補助金」

として、１，０８０万円を計上しています。 

 また、生ごみの減量化に向けた取り組みとし

て、引き続き、コンポスト等の購入に対する補

助を行うとともに、新たに家庭用の電動式生ご

み処理機の購入に対しても補助を行うこととし、

「生ごみ処理機購入費補助金」として、１００

万円を計上しています。 

 さらに、循環型社会の構築に向けた取り組み

を強化するため、歳出予算に、「バイオマスタ

ウン構想推進事業費」の予算科目を新設しまし

て、堆肥化工場候補地の調査費として、「生活

環境影響調査委託料」の１５４万４，０００円

を含め、総額で２１６万１，０００円を計上し

ています。 

 労働費では、雇用環境の急速な悪化に伴い、

平成２１年度に創設された緊急雇用対策事業を、

平成２３年度においても実施するため、「緊急

雇用創出臨時特例基金事業」及び「ふるさと雇

用再生特別基金事業」として、総額で９，７８

７万６，０００円を計上しています。 

 農林水産業費では、施設園芸農業の振興に向

けた新たな取り組みとして、「ＪＡ高知はた」

が行うレンタルハウスの整備に係る費用に対し、

「宿毛市レンタルハウス整備事業費補助金」と

して、１７０万円を計上しています。 

 次に、「宿毛いも生産組合」の動力噴霧器の

購入並びに「篠南集落営農組合」のコンバイン

及び乾燥機の購入に係る費用に対し、引き続き、

「宿毛市中山間地域集落営農等支援事業費補助

金」として、５２５万円を計上しています。 

 続きまして、農業後継者の確保・育成に向け

た新たな取り組みとして、新規就農者や研修生

を受け入れする農家などへの支援を行うため、

「宿毛市新規就農研修支援事業費補助金」とし

て、２４０万円を計上しています。 

 また、施設園芸農家の経営安定等に向けた新

たな取り組みとして、老朽化したハウスの修繕

や省エネ対策等に係る費用に対し、「宿毛市園

芸ハウス整備事業費補助金」として、３００万

円を計上しています。 

 さらに、１％以上の勾配のある農用地につい

て、農業者が共同で行う水路、農道等の維持管

理のための活動に対し、引き続き、「宿毛市中

山間地域等直接支払交付金」として、４４５万

４，０００円を計上しています。 

 次に、農家・非農家を問わず、地域住民が共

同で行う農地の草刈りなど、農地・農業施設の

維持管理のための活動に対し、引き続き、「宿

毛市農地・水・保全管理支払交付金」として、

５２９万円を計上しています。 

 続きまして、宿毛排水機場のポンプ等が、老

朽化により腐食等しているため、県が補修工事

を行うことに対し、基盤水利施設保全型の「県

営集落基盤整備事業負担金」として、６３０万

円を計上しています。 

 また、小川地区において、飲料水供給施設の

改修工事を行うことに対し、「高知県中山間地

域生活支援総合補助金」として、６００万円を

計上しています。 

 さらに、水産資源の増殖及び保護の推進に向

け、引き続き、沖の島周辺等に稚魚を放流する

ため、ヒラメ・マダイ・イサキなどの「種苗購

入費」として、１００万円を計上しています。 

 次に、藻津漁業協同組合の燃油供給施設が老

朽化したため、燃料タンクの補修及び給油計量
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器の取りかえを行うことに対し、「宿毛市水産

業総合支援事業費補助金」として、６３０万円

を計上しています。 

 続きまして、離島における漁業環境の保全の

ため、母島、弘瀬及び鵜来島の３地区が、引き

続き、共同で取り組む漁業再生活動に対し、

「離島漁業再生支援交付金事業」として、５１

６万８，０００円を計上しています。 

 商工費では、地場産品等のＰＲ及び販売促進

に向け、平成２２年６月２８日に新設したパッ

ケージデザインの開発等に対する支援制度を、

引き続き実施するため、「宿毛市地場産品等パ

ッケージデザイン支援事業費補助金」として、

１００万円を計上しています。 

 次に、蛍湖ゴルフパークの老朽化した芝刈り

用トラクターを買いかえるため、「スポーツト

ラクター購入費」として、４６７万２，０００

円を計上しています。 

 土木費では、「一般国道５６号中村宿毛道

路」の延伸に伴い、周辺の戸内、芳奈及び中山

地区において排水路等の整備を行うため、「高

知県高規格幹線道路等関連公共施設整備促進事

業工事費」として、１，３００万円を計上して

います。 

 次に、市道大島中央線及び市道宇須々木鼻前

線の道路改良工事を行うため、「市道大島中央

線道路改良工事費ほか」として、１億６，６９

０万５，０００円を計上しています。 

 続いて、県が新港及び新田の緑地整備等を行

うことに対し、「県営港湾事業負担金」として、

７，５０８万８，０００円を計上しています。 

 また、国が新港の第２防波堤の整備を行うこ

とに対し、「国直轄事業負担金」として、４，

６８７万５，０００円を計上しています。 

 さらに、地域の子育て活動を支援する目的で、

「地域子育て創生事業費補助金」を活用し、咸

陽島公園を含む４カ所の公園に、複合遊具等の

整備を行うため、「公園遊具施設設置工事費」

２７３万円、及び「原材料費」１，５３０万５，

０００円を計上しています。 

 次に、中心市街地活性化に向け、「社会資本

整備総合交付金」を活用し、中央線の道路等の

整備を行うため、「中央線道路施設整備工事

費」として、３，００４万円を計上しています。 

 続きまして、公営住宅及び改良住宅の今後に

おける整備計画を策定するため、「公営住宅等

再編計画策定業務委託料」として、５５３万３，

０００円を計上しています。 

 また、市民の安全な暮らしを確保するため、

引き続き、「がけくずれ住家防災対策工事費」

１，３３０万円、「住家安全対策工事費」１０

０万円及び「県営急傾斜地崩壊対策事業負担

金」５００万円を計上しています。 

 消防費では、新消防庁舎建設に向け、実施設

計及び用地造成に伴う費用を「幡多西部消防組

合分担金」に含め、総額で２億５，７６７万１，

０００円を計上しています。 

 次に、老朽化した消防車両を買いかえる予算

として、山奈分団山奈上部及び平田分団黒川部

に、小型動力ポンプ付積載車を１台ずつ配備す

るため、「小型動力ポンプ付積載車購入費」１，

６６０万円及び沖の島分団弘瀬班に、軽積載車

を１台配備するため、「沖の島弘瀬班軽積載車

購入費」５７８万円を計上しています。 

 教育費では、不登校対策として、新たに専門

の相談員を配置するため、「不登校対策支援員

報償費」２８０万円を計上しています。 

 次に、平成２３年４月１日の小筑紫小学校と

栄喜小学校の統合に伴い、遠距離通学となる栄

喜小学校の児童をスクールバスで送迎するため、

「栄喜地区スクールバス運行委託料」として、

３００万円を計上しています。 

 続いて、宿毛小学校と松田川小学校の統合校

舎の建設に向け、「宿毛小学校統合改築工事」
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に係る「地質調査業務委託料」として６５０万

円及び「基本・実施設計委託料」として８，７

００万円を計上しています。 

 また、坂本図書館の窓口業務を、引き続き、

「ＮＰＯ法人宿毛雇用サポートセンター」に委

託するため、「窓口業務事務委託料」として、

８９５万７，０００円を計上しています。 

 さらに、第４回宿毛花へんろマラソン実施の

ため、「宿毛花へんろマラソン実行委員会補助

金」として、８５０万円を計上しています。 

 議案第１４号から議案第２５号までの１２議

案は、平成２３年度各特別会計及び水道事業会

計予算です。 

 総額で、各特別会計は７０億１，１８２万７，

０００円及び水道事業会計は６億９，３７１万

円を計上しています。 

 議案第２６号は、宿毛市暴力団排除条例の制

定でございます。 

 この内容につきましては、市民が、安全で安

心して暮らせる生活を確保するとともに、社会

経済活動の健全な発展に寄与するため、本条例

を制定し、官民一体となって暴力団の排除に向

けた施策を推進しようとするものでございます。 

 議案第２７号は、宿毛市課設置条例及び宿毛

市特別会計設置条例の一部を改正する条例でご

ざいます。 

 この内容につきましては、老人保健制度が平

成２０年３月診療分の支払いをもって廃止とな

りまして、平成２０年４月から、後期高齢者医

療制度へ移行したことに伴うものでございます。 

 詳細を申しますと、老人保健制度廃止後の老

人保健特別会計の設置期間については、平成１

８年に公布されました「健康保険法等の一部を

改正する法律」附則第３９条の規定により、平

成２３年３月末までの３年間とされておりまし

て、このたび経過措置が終了するため、両条例

から老人保健に関する記述を削る必要がありま

すので、本条例の一部を改正しようとするもの

でございます。 

 議案第２８号は、宿毛市移動通信用施設の設

置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

です。 

 この内容につきましては、公共投資臨時交付

金を活用し、平成２１年度の繰越事業として実

施していました、橋上町楠山地区への携帯電話

中継局の整備が、本年度中に完了することに伴

い、条文中に「宿毛市橋上町楠山地区移動通信

用施設」に関する記述を加える必要があります

ので、本条例の一部を改正しようとするもので

ございます。 

 議案第２９号は、宿毛市特別職の職員で非常

勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例です。 

 内容につきましては、非常勤の特別職として、

新たに「退職手当審査会委員」及び「学校運営

協議会委員」を設置することに伴うものでござ

います。 

 詳細を申し上げますと、退職手当審査会委員

については、国家公務員退職手当法等の一部を

改正する法律等の施行に伴い、退職した職員の

過去に行った行為が、懲戒免職等の処分を受け

るような行為と認められた場合、当該職員の退

職手当の全部又は一部の返納処分等ができる制

度が、平成２１年４月１日に新設されているた

め、このたび本制度を導入しまして、処分を行

う際の市長の諮問機関の委員として設置するも

のでございます。 

 また、学校運営協議会委員につきましては、

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一

部を改正する法律の施行に伴い、地域に開かれ

た信頼される学校づくりに向け、保護者、地域、

学校及び教育委員会が一体となって、学校運営

に参画する学校運営協議会制度が、平成１６年

９月９日に新設されているため、このたび本制
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度を宿毛小学校において導入し、合議制機関の

委員として設置するものでございます。 

 このため、両委員に関する記述を別表に加え

る必要がありますので、本条例の一部を改正し

ようとするものでございます。 

 議案第３０号は、宿毛市一般職員の給与に関

する条例の一部を改正する条例です。 

 内容につきましては、人事院勧告に基づき、

超過勤務手当の取り扱いを改定しようとするも

のでございます。 

 詳細を申しますと、平成２１年の人事院勧告

に基づき、平成２２年４月１日から、月６０時

間を超える超過勤務に係る超過勤務手当の支給

割合を引き上げたところですが、日曜日及びこ

れに相当する日の勤務時間は、６０時間の算定

基礎から除外されていました。 

 その後、民間企業の実態を踏まえ、平成２２

年の人事院勧告において、平成２３年４月１日

から、日曜日及びこれに相当する日の勤務時間

も算定基礎に含めることとされたことに伴い、

本条例の一部を改正しようとするものでござい

ます。 

 議案第３１号は、宿毛市職員の退職手当に関

する条例の一部を改正する条例でございます。 

 内容につきましては、先ほど議案第２９号の

中でも若干触れましたが、退職手当制度の一層

の適正化に向け、国家公務員退職手当法等の一

部を改正する法律等が施行され、退職した職員

の過去に行った行為が、懲戒免職等の処分を受

けるような行為と認められた場合、当該職員の

退職手当の全部又は一部の返納命令や共済年金

の支給制限ができるようにするための新たな制

度が、平成２１年４月１日から設けられており、

地方公務員においても同様の措置を講ずること

が求められていることから、このたび、本制度

を導入することに伴い、本条例の一部を改正し

ようとするものです。 

 議案第３２号は、長期継続契約を締結するこ

とができる契約に関する条例の一部を改正する

条例でございます。 

 内容につきましては、これまで、定期船事業

における乗船券の販売及び貨物等の取り扱いに

係る委託業務は、毎年度、年間を通じて繰り返

し履行され、なおかつ、翌年度以降にわたって

契約を締結しなければ、事務の取り扱いに支障

を及ぼすものでありながら、地方自治法施行令

第１６７条の１７に基づく長期継続契約ができ

る契約として規定していませんでしたので、こ

のたび、条文中に役務の提供を受ける契約とし

て位置づけることに伴い、本条例の一部を改正

しようとするものでございます。 

 議案第３３号は、宿毛市スクールバスの住民

利用に関する条例の一部を改正する条例です。 

 内容につきましては、平成２３年４月１日か

ら、小筑紫小学校と栄喜小学校が統合すること

に伴い、栄喜地区に居住する児童の通学支援に

向けて、新たに導入するスクールバスを、有償

運行路線「県道安満地福良線」として、一般住

民も利用できるようにするため、本条例の一部

を改正しようとするものです。 

 なお、運行区間につきましては、栄喜住吉神

社前から中央一丁目までとしており、平成２３

年１月２８日に行われた宿毛市地域公共交通会

議において、承認をいただいております。 

 議案第３４号は、宿毛市立体育館の設置及び

管理に関する条例の一部を改正する条例です。 

 内容につきましては、平成２２年度をもって

栄喜小学校が閉校となることに伴い、平成２３

年４月１日から、栄喜小学校体育館を「宿毛市

栄喜体育館」に名称を改めるとともに、地域住

民の体育振興を図るための「宿毛市立体育館」

として位置づけるため、本条例の一部を改正し

ようとするものでございます。 

 議案第３５号は、宿毛市立保育所設置条例の
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一部を改正する条例です。 

 内容につきましては、平成２３年４月１日か

ら、小筑紫保育園と栄喜保育園が統合すること

に伴い、平成２２年度をもって栄喜保育園が閉

園となるため、別表から栄喜保育園に関する記

述を削る必要がありますので、本条例の一部を

改正しようとするものです。 

 議案第３６号は、宿毛市児童遊園設置条例の

一部を改正する条例です。 

 内容につきましては、立地条件が悪く、遊具

等も整備されていない現在の貝礎児童遊園の利

用者が少ない状況を受け、貝礎保育園跡地に整

備した公園を、新たに貝礎児童遊園として位置

づけることに伴い、本条例の一部を改正しよう

とするものです。 

 議案第３７号は、宿毛市国民健康保険条例の

一部を改正する条例です。 

 内容につきましては、国の緊急の少子化対策

として、出産育児一時金の支給額が、平成２１

年１０月１日から平成２３年３月３１日までの

間、暫定的に４万円引き上げられ、現在、３９

万円となっていますが、国は、平成２３年４月

１日から、現行の支給額を恒久化する意向を示

し、平成２３年３月中旬をめどに、恒久化に向

けた政令改正を行う見込みであることを受け、

本条例の一部を改正しようとするものです。 

 議案第３８号は、宿毛市営改良住宅の設置及

び管理に関する条例の一部を改正する条例です。 

 内容につきましては、所得税法改正による扶

養控除の見直しを受け、公営住宅法施行令の一

部を改正する政令が、平成２３年１月１日から

施行され、入居者等の収入に関する規定が改正

されたこと及び平成１８年度から行ってきた手

代岡・貝礎・正和地区の入居者組合等との協議

の結果、家賃改定について、一定の理解が得ら

れたことに伴い、これまで月額３，０００円の

定額方式だった家賃を、応能応益方式とし、入

居者等の収入に応じて、月額１万円、１万５，

０００円及び２万５，０００円の３段階に改め

るとともに、減免措置を設けるなどの必要があ

るため、本条例の一部を改正しようとするもの

です。 

 議案第３９号は、企業職員の給与の種類及び

基準に関する条例の一部を改正する条例です。 

 内容につきましては、議案第３１号と同様の

趣旨で、企業職員においても、退職手当の返納

処分等ができる制度を導入することに伴い、本

条例の一部を改正しようとするものです。 

 議案第４０号は、宿毛市振興計画（基本構

想）についてです。 

 内容につきましては、地方自治法第２条第４

項の規定に基づき、「宿毛市振興計画」の基本

構想を別冊のとおり定めることについて、議会

の議決を求めるものでございます。 

 議案第４１号は、宿毛市の特定の事務を取り

扱わせる郵便局の指定についてです。 

 内容につきましては、平成１５年７月から宿

毛西町郵便局において取り扱っています納税証

明書や、住民票の写しの交付などの事務につい

て、平成２３年度も継続して行うことに伴い、

地方公共団体の特定の事務の郵便局における取

扱いに関する法律第３条第３項の規定により、

議会の議決を求めるものでございます。 

 議案第４２号は、辺地に係る公共的施設の総

合整備計画の策定についてです。 

 内容につきましては、地上デジタル放送を良

好に受信する共聴施設の整備に伴うもので、ケ

ーブルテレビのエリア外となる橋上町楠山地区

において事業を実施するにあたり、辺地対策事

業債の申請を行うため、計画を策定する必要が

ありますので、辺地に係る公共的施設の総合整

備のための財政上の特別措置等に関する法律第

３条第１項の規定により、議会の議決を求める

ものです。 
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 議案第４３号は、辺地に係る公共的施設の総

合整備計画の変更についてです。 

 内容につきましては、水道施設の整備及び地

上デジタル放送を良好に受信する共聴施設の整

備等に伴うもので、沖の島町母島地区を中心に

事業を実施するにあたり、辺地対策事業債の変

更を行うため、計画を変更する必要があります

ので、辺地に係る公共的施設の総合整備のため

の財政上の特別措置等に関する法律第３条第５

項において準用する同条第１項の規定により、

議会の議決を求めるものでございます。 

 議案第４４号及び議案第４５号の２議案は、

工事請負契約の変更についてでございます。 

 内容につきましては、両議案とも、平成２２

年第３回宿毛市議会定例会において議決された

情報通信基盤整備の工事請負契約に係るもので、

議案第４４号は、当初、予定していた本市独自

のデータ放送について、管理運営業者となるＳ

ＷＡＮテレビと協議した結果、現段階では、放

送するデータ量が少ないなどの理由から、デー

タ放送機器は整備しないこととしたため、４，

７４１万９，０５０円を減額し、契約金額を６

億６，６５８万９５０円とすること。 

 また、議案第４５号は、利用希望者に合わせ、

光ファイバー網の敷設ルートに電柱を追加する

などの調整を行う必要があるため、１，４４４

万２，７５０円を増額し、契約金額を３億４，

６２４万２，７５０円とすることに伴い、地方

自治法第９６条第１項第５号の規定により、議

会の議決を求めるものでございます。 

 議案第４６号は、宿毛湾港港湾区域内の公有

水面埋立てでございます。 

 内容につきましては、平成２年第２回宿毛市

議会定例会において議決された宿毛湾港港湾区

域内の公有水面埋立てについて、埋立地の用途

変更等を行うことに伴い、高知県知事から意見

を求められておりますので、異議のない旨を返

答することについて、公有水面埋立法第１３条

の２第２項において準用する同法第３条第４項

の規定より、議会の議決を求めるものでござい

ます。 

 議案第４７号及び議案第４８号の２議案は、

市道路線の認定についてでございます。 

 内容につきましては、両議案の路線とも、市

道認定要件を満たしているにもかかわらず、過

去に行った開発の際に、市道認定ができていな

かったことが判明したため、議案第４７号で、

起点から終点までの延長６３メートルを「市道

貝塚団地５号線」として、さらに、議案第４８

号で、起点から終点までの延長９６．４メート

ルを「市道貝塚団地６号線」として、新たに市

道認定することについて、道路法第８条第２項

の規定により、議会の議決を求めるものでござ

います。 

 議案第４９号は、市道路線の変更についてで

ございます。 

 内容につきましては、議案第４７号及び議案

第４８号と同様の理由で、「市道貝塚団地３号

線」の終点を、１１３．４メートル延長し、総

延長を２３２．７メートルに変更することにつ

いて、道路法第１０条第３項の規定により、議

会の議決を求めるものでございます。 

 議案第５０号は、市道路線の廃止についてで

ございます。 

 内容につきましては、本年度、橋梁点検を行

った際、橋上町楠山地区の「市道池ノ上線」上

にある池ノ上橋が、坂本ダムのどんぐり湖に水

没している状況でございまして、本路線が使用

できないことが判明したため、本路線を廃止す

ることについて、道路法第１０条第３項の規定

により、議会の議決を求めるものでございます。 

 大変長くなり、申しわけございません。以上

が、御提案申し上げました議案の内容でござい

ます。 
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 よろしく御審議の上、適切な御決定を賜りま

すようお願いを申し上げまして、提案理由の説

明とさせていただきます。 

 長時間、ありがとうございました。 

○議長（寺田公一君） これにて、提案理由の

説明は終わりました。 

 お諮りいたします。議事の都合により、３月

３日及び３月４日は休会いたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） 御異議なしと認めます。 

 よって、３月３日及び３月４日は休会するこ

とに決しました。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 ３月３日から３月６日までの４日間休会し、

３月７日午前１０時より再開いたします。 

 本日は、これにて散会いたします。 

午後 ０時０６分 散会 
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平成２３年 

第１回宿毛市議会定例会会議録第２号 

 

１ 議事日程 

    第６日（平成２３年３月７日 月曜日） 

午前１０時 開議 

   第１ 議案第４４号及び議案第４５号 

   第２ 一般質問 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

２ 本日の会議に付した事件 

   日程第１ 議案第４４号及び議案第４５号 

   日程第２ 一般質問 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

３ 出席議員（１４名） 

   １番 今 城 誠 司 君     ２番 岡 﨑 利 久 君 

   ３番 野々下 昌 文 君     ４番 松 浦 英 夫 君 

   ５番 浅 木   敏 君     ６番 中 平 富 宏 君 

   ８番 浦 尻 和 伸 君     ９番 寺 田 公 一 君 

  １０番 宮 本 有 二 君    １１番 濵 田 陸 紀 君 

  １２番 西 郷 典 生 君    １４番 中 川   貢 君 

  １５番 西 村 六 男 君    １６番 岡 崎   求 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

４ 欠席議員（ １名） 

   ７番 有 田 都 子 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

５ 事務局職員出席者 

   事 務 局 長        岩 本 昌 彦 君 

   次長兼調査係長  朝比奈 淳 司 君 

   議 事 係 長        岩 村 研 治 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

６ 出席要求による出席者 

   市 長  中 西 清 二 君 

   副 市 長  岡 本 公 文 君 

   企 画 課 長  岡 崎 匡 介 君 

   総 務 課 長        弘 瀬 徳 宏 君 

   市 民 課 長  滝 本   節 君 

   税 務 課 長  山 下 哲 郎 君 



 

－ 28 － 

   会計管理者兼 

   会 計 課 長 
小 島 秀 夫 君 

   保健介護課長  三 本 義 男 君 

   環 境 課 長        岩 本 克 記 君 

   人権推進課長  乾     均 君 

   産業振興課長  頼 田 達 彦 君 

   商工観光課長  津 野 元 三 君 

   建 設 課 長  安 澤 伸 一 君 

   福祉事務所長  沢 田 清 隆 君 

   水 道 課 長  豊 島 裕 一 君 

   教 育 委 員 長  松 田 典 夫 君 

   教 育 長        岡 松   泰 君 

   教 育 次 長 兼       

   学校教育課長 
出 口 君 男 君 

   生涯学習課長 

   兼 宿 毛 文 教       

   センター所長 

金 増 信 幸 君 

   学 校 給 食       

   センター所長 
岡 村 好 知 君 

   千 寿 園 長        村 中   純 君 

   農 業 委 員 会 

   事 務 局 長 
小 野 正 二 君 

   選挙管理委員 

   会 事 務 局 長 
島 内 千 尋 君 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時０５分 開議 

○議長（寺田公一君） これより本日の会議を

開きます。 

 日程第１「議案第４４号及び議案第４５号」

の２議案を一括議題といたします。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） 格別質疑がありません

ので、これにて質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、会議規則第３７条第３項の規定によ

り、委員会の付託を省略いたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員会の付託を省略すること

に決しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 これより、「議案第４４号及び議案第４５

号」の２議案を一括採決いたします。 

 本案は原案のとおり可決することに賛成の諸

君の起立を求めます。 

（賛 成 者 起 立） 

○議長（寺田公一君） 全員起立であります。 

 よって「議案第４４号及び議案第４５号」の

２議案は、原案のとおり可決されました。 

 日程第２「一般質問」を行います。 

 順次発言を許します。 

 ４番松浦英夫君。 

○４番（松浦英夫君） 皆さん、おはようござ

います。４番、松浦でございます。 

 本日は、多くの傍聴の皆さんがおられます。

大変緊張いたしております。 

 私は、４年前の平成１９年４月に行われまし

た市議会議員選挙において、８５４票という、

私には身に余る多くの市民の御支持を得る中で、

初めて議会に送り出していただきました。 

 早いもので、議員としての任期も、余すとこ

ろあとわずかとなりました。私は、市議会議員

選挙に挑戦する際に、市民の皆さんに、市民の

目線に立った議会活動、市民本位の市政を目指

して頑張っていきます。そして、何よりも憲法

の理念を市政に反映をしていく、このことを訴

えてまいりました。 

 そのことが、社会的に弱い立場に置かれてお

る方々や、少子高齢化が進み、あわせて地理的

にも大変厳しい生活環境のもとで、日々生活を

されております中山間地域に対し、政治の光、

行政の光を届けることになると考えたからであ

ります。 

 この４年間、市民の思いや考えをもとにしな

がら、執行部に対して、毎議会ごとの一般質問

や議案質疑を行ってきたのであります。 

 前置きはこれぐらいにいたしまして、通告い

たしております内容につきまして、市長並びに

教育長に対しまして、一般質問を行います。 

 今回、私が質問する内容は、これまで、この

議場にて質問もしてまいりましたが、保育行政

についての問題や、小中学校再編計画について

であります。 

 まず、保育行政の１つとして、沖の島地区に

おける保育園の再開問題についてでありますが、

この問題につきましては、平成２１年第２回定

例会において質問もした経緯がありますけれど

も、現在、沖の島地区には、ＵターンやＩター

ンをした若い夫婦の方々が４家族おります。ゼ

ロ歳児から５歳まで、合わせて６人の子供さん

がいます。 
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 平成２１年１０月から、高知県ふるさと雇用

再生特別基金を活用いたしまして、赤ちゃんか

らお年寄りまで、障害の有無にかかわらず、だ

れもが利用できる支援施設として、沖の島あっ

たかふれあいセンターが開設をされ、毎日、多

くの方々が利用され、島民に大変喜ばれており

ますことは、御案内のとおりであります。 

 市長は、私の質問に対する議会答弁の中で、

生まれた子供さんには、保育を受ける権利があ

ると思うので、沖の島の保育園を再開しなけれ

ばならない。保育園機能を必ずやらなければい

けないということは、確約させていただきます、

と力強い答弁をされております。 

 その一助として開設されたのが、沖の島あっ

たかふれあいセンターであります。 

 皆さん御案内のとおり、あったかふれあいセ

ンターは、雇用対策の一環として開設されたも

のであります。保育士としての専門の資格を持

った職員の配置は義務づけられておらず、十分

な保育園機能を備えたものではありません。 

 保育についていえば、一時預かりをすること

だけを目的としております。そのために、子供

さんを預かる側のあったかふれあいセンターの

職員においても、専門の保育士の資格がないた

めに戸惑いがありますし、一方、預ける側の保

護者にとりましても、将来の子供のことを考え

た場合に、専門の資格を持った保育士さんのも

とで、保育を受けさせていただきたいと考えて

おります。 

 開設から１年６カ月が経過いたしましたが、

これまでの取り組みを踏まえて、いま一度、沖

の島の保育園のあり方について、再検討をすべ

きではないかと思い、質問をいたします。 

 子供は宝であるといわれますが、少子高齢化

が進む沖の島地区において、子供の声が聞こえ、

ある意味で島ににぎわいを与えております明る

い話題であります。大変喜ばしいことであり、

うれしく感じております。 

 先日は、若い保護者の皆さんや、関係する地

区長さんが沖の島保育園の再開について、宿毛

市長に対して陳情されたようでありますが、沖

の島、いや宿毛市の将来を背負う子供さんであ

りますので、健全な保育を受けさせるために、

現在、休園となっております沖の島保育園の再

開を求めるものであります。 

 沖の島のことを人一倍考えておると、常日ご

ろ自負しておる市長でありますので、その英断

を求め、市長の所見をお伺いいたします。 

 次は、小筑紫地区の保育園のあり方について

であります。 

 宿毛市立小中学校再編計画に基づいた小筑紫

地区における学校再編については、地元栄喜地

区の御理解や、教育委員会の努力によります小

学校については、難産の末に、平成２３年度か

らようやく初期の計画どおりに進むことになり

ます。 

 この問題につきましても、宿毛市行政改革大

綱との関連で、平成２１年第２回定例会におい

て質問をした経緯がありますが、小筑紫地区に

おける小学校再編を受けて、再度、この問題に

ついて質問をいたします。 

 市長は、それぞれの保育園は、津波対策とか

環境問題等で問題が１小学校に１保育園という

基本方針に従うのであれば、園舎の新築を含め

て、今後、検討しなければならないと答弁をさ

れます。 

 小学校の再編、統合を受けて、小筑紫地区に

おける保育園のあり方については、２２年度末

をもって栄喜保育園を廃園し、小筑紫保育園に

統合しようとする議案が、本議会に提案されて

おります。 

 今後の取り組みについて、いまだに明らかに

なっておらず、保護者の皆さんも大変危惧いた

しております。 
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 今日まで、どのような検討をしていたのか、

今後の取り組みを含め、市長の所見をお伺いい

たします。 

 次は、宿毛小学校、並びに宿毛中学校の再編

計画についてであります。 

 平成２２年１２月１５日、宿毛市文教センタ

ーにおいて、宿毛小学校並びに宿毛中学校区、

地区住民を対象とした宿毛市立小中学校再編計

画に伴う宿毛小学校、宿毛中学校の今後につい

ての説明会が開催され、その中でそれぞれの校

区の方々に、宿毛市教育委員会から説明があり

ました。 

 宿毛小学校については、校舎は現在のグラウ

ンドに建設し、プールは建設するが、体育館に

ついては現在の宿毛中学校の体育館を使用する。

また、宿毛中学校の校舎については、一部を残

すが、解体をしてその跡地は小学校のグラウン

ドとして拡張し、活用していく。 

 宿毛中学校については、現在の松田川小学校

の跡地に校舎、体育館、プールを建設移転する

と、初めて建設場所が校区の住民に公表されま

した。教育委員会の事務局としては、検討に検

討を加えた結果において、事務局としての計画

案として、最終的にこのような結論に至り、そ

のことを説明したものであります。 

 しかし、私の聞くところによると、各種の会

合の中では、この移転計画については、既に決

定をされたかのごとく発言をする市内の有志も

おられます。私としては、この計画は最終結論

でないと考えておりますが、教育長の所見をお

伺いいたします。 

 あわせて、平成２１年第１回定例会において、

宿毛市小学校再編計画に伴い、統合される宿毛

小学校の建設予定地として、長田町にあります

旧宿毛病院の跡地について交渉中である、との

議会答弁がありましたが、いつの時点で交渉を

打ち切ったのか、教育委員会から報告がありま

せんので、その点についても御説明をいただき

たいと思います。 

 学校再編計画並びに宿毛中学校を、現在の松

田川小学校の跡地に校舎を建設しようとするこ

の計画に対して、私のところにも市民から多く

の御意見が寄せられております。 

 今までにも執行部の議会軽視が指摘されてお

ります。そのたびに、今後は十分気をつけて、

議会軽視といわれないよう、行政運営を行い、

議会と連携を図りながら進めていくと答えられ

ておりますが、今回の移転場所の計画について

の公表についても、議会には全く説明もありま

せんでした。議会軽視は甚だしく、議会は要ら

ないのではないかと考えるのは私一人だけでは

ないと思います。 

 事を行おうとする場合に、ボタンをかけ間違

うと、なるものもならなくなります。事務局や

教育長から、議会に対して、深く陳謝するとの

言葉をいただいておりますが、市民の皆さんも

非常に関心が深い問題でありますので、私なり

に考えております問題点、並びに疑問点につい

て、以下、教育長の所見をお伺いいたします。 

 宿毛市において、市中心部の空洞化が進む中

で、中心市街地の活性化が新たな課題となって

おりますが、宿毛中学校の和田地区への移転に

より、活性化計画に水を差すことになるのでは

ないか。 

 あわせて、文教施設を市外に移転することは、

市街地がゴーストタウン化し、街区の活性化は

ほど遠く、衰退するのではないかと考えますが、

教育長の所見をお伺いいたします。 

 宿毛市の歴史研究家でありました橋田さんが

書いた「宿毛市集落の歴史と文化財」によりま

すと、桜町は歴史的にも由緒ある地区でありま

す。現在の宿毛小学校の運動場や、中学校の体

育館のところは伊賀の殿様の屋敷であります。

宿毛小学校の校舎があるところは、慶応２年に
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は武官と文官を含めた日新館となり、多くの宿

毛の人材が勉強した場所であり、宿毛文教の重

要地域であったと書かれております。 

 そうした教育環境が整備された宿毛市であり

ますので、明治以降、日本の政治、経済、文化

と、あらゆる方面で活躍をし、現在の日本の礎

を築いた多くの人材を輩出したところでありま

して、「人材の里 宿毛」「文教の里 宿毛」

といわれております。 

 まさにそれを象徴する建物であります宿毛小

学校や宿毛中学校、現在の場所から移転するこ

とは、後世に悔いを残すことになりやしないか

と思いますが、教育長の所見をお伺いいたしま

す。 

 平成２２年５月に再検討された宿毛市立小中

学校再編計画によりますと、他の学校も同じで

ありますが、小中連携一貫教育を検討していく

ことをうたわれております。 

 先ほど申し上げましたように、歴史的にも由

緒ある場所であり、宿毛文教の重要地域であっ

たところでありますので、小中連携一貫教育体

制が推進されるような学校を、現在の場所に建

設すべきではないかと考えますが、教育長の所

見をお伺いいたします。 

 移転先へのアクセス等を考えた場合に、市中

心部から遠く離れております。しかも、道路の

幅が狭く、橋上地区の送迎バスの乗り入れ等を

考えた場合に、現在の道路幅を大幅に拡張しな

ければなりません。そして、部活動等で遅くな

った場合に、帰宅時における対策の防犯灯の整

備が少なく、生徒の安全を守ることを考えての

防犯灯の整備、並びに校庭の拡張工事等、経費

的に大きな問題が生じるのではないかと危惧い

たしますが、教育長の所見をお伺いいたします。 

 現在、宿毛市は校区についてはあってもない

ようなもので、和田地区へ移転することにより、

貝塚地区や四季の丘地区等から以西の多くの生

徒が、片島中学校へ転校する事態になるのでは

ないかと、大変危惧をしますが、これについて

の教育長の所見を伺います。 

 今回の和田地区への移転計画について思うこ

とは、経済的側面から考え出されたものとしか

思えません。確かに宿毛市のおかれた財政状況

を考え、あわせて市有財産を有効活用していく

との観点も大変重要なことであるとは思います。

しかし、その一方で、今回、提案されておりま

す平成２３年度の宿毛市の当初予算では、どの

ような学校をつくろうとしているのかわかりま

せんけれども、宿毛小学校の建築にかかわる設

計予算として、約９，３００万円ものとてつも

ない予算が計上されております。 

 この予算には、もちろん監理委託費は含まれ

ておりませんが、校舎の建築の際には、まだま

だ多額の監理委託費が見込まれます。 

 一方で、経費の削減に努める努力をしながら、

片方では、想像もつかないような予算を計上す

ると、矛盾を感じるものであります。教育を受

けるのは生徒であり、生徒が安全な環境で、し

かも防犯上、安心して教育を受ける環境づくり、

何よりも地域や家庭、そしてＰＴＡ、学校現場

が一体となり、教育内容等、質の向上を図って

いくことが宿毛市における教育行政としての、

果たす役割でないかと考えます。 

 外見より中身であります。そして、宿毛市の

財政状況という身の丈に合ったものでなければ

なりません。将来の宿毛市財政を圧迫すること

になりはしないか、大変危惧いたしますので、

教育長の所見をお伺いいたします。 

 この移転計画を実施するには、当然、住民の

合意が不可欠でないかと考えます。宿毛市地区

長連合会の街区を中心とする１８人の地区長さ

んで構成をする宿毛支部は、この計画案に反対

しているとお伺いをいたしております。 

 橋上地区住民も、強く反対の意向のようであ
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ります。 

 以上のことを考えると、住民の合意を得るこ

とは大変至難なことではないかと思いますが、

住民の合意を得なくても、この移転計画を実施

していく考えなのか、お伺いいたします。 

 移転計画については、これまでの教育委員会

からの説明によります、いまだに市長部局と協

議ができてないようにお聞きをいたします。い

ま一度、この計画を白紙に戻し、ＰＴＡや現場

の教師を初めとする教育関係者や、建築にかか

る専門家を初め、住民の代表等を加えた委員会

を設置する中で検討を加えて、一定の合意を得

る取り組みをすべきではないかと考えます。 

 なかなか全員の合意を得ることは、大変難し

い問題ではあります。そのことについては、私

も承知いたしておりますが、話し合いの中で一

定の歩み寄りはできるのではないかと考えます

ので、教育長の所見をお伺いいたします。 

 １回目の質問を終わります。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 市長、松浦議員の一般

質問にお答えをいたします。 

 まず、１点目でございますが、沖の島地区に

おける保育園の再開の問題でございます。 

 沖の島のほうに、若い人が結婚されて暮らし

て、Ｕターンして帰ってきているということは、

非常に喜ばしいし、将来に向けて、明るい材料

だと思いますし、その方々のお子さんが、育っ

てきているということもお聞きをしております。 

 私自身も、保育園の必要性というのは、痛感

をしておりまして、先ほど、松浦議員が御指摘

をいただいたように、以前から保育を受ける権

利があるということを思っております。 

 それで、ある場所で、私自身が、保育園の再

開についてはやっていきたいという話をさせて

いただいた経緯もございます。 

 そんなことで思っているときに、実は、あっ

たかふれあいセンターというお話が県のほうか

らありまして、そこには幼児からお年寄りまで、

皆さんがそこに集って過ごせるということで、

これは雇用対策といいながらも、やはりそこの

中の機能が重視されるということでございます

から、そこで保育機能もできるんじゃないかと

いう話がありまして、それで委託するに当たっ

ても、そのあったかふれあいセンターには保育

士さんを採用していただいて、保育機能を確保

するというふうなことを思いまして、保育士を、

そのあったかふれあいセンターに配置するとい

うことで、私自身が指示を出しておりました。 

 そしたら、先日、聞きましたところ、これ、

保育士さんが、西南福祉協会へ委託しておると

いうことでございますけれども、その採用され

た保育士さんが退職をしたということで、保育

士さんがいない状況になっているというふうな

ことになっております。 

 それでは、やはり保育機能が、これは確保さ

れてないということになるというふうに、私も

認識をしまして、せんだって、沖の島の親御さ

んも、区長さんもお見えになりまして、お話を

伺いました。 

 その席で、やはり、今すぐ保育園を、そこで

設置ということには、なかなか再開がかなわな

いということで、従来のように、この西南福祉

協会へ保育士さんの募集を、すぐ行っていただ

きたいというふうなことを申し入れをしており

ます。 

 まず、第一がそれでございます。 

 ２３年度中にはその保育士の配置をしてもら

いたいと、していくということで、指示をして

おります。 

 それで、もし保育士さんが募集でいなかった

場合、どうするかということになろうかと思い

ます。これは、この間、沖の島の皆さんに要望

をいただいた時点から、私自身は、あったかふ
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れあいセンターで保育士さんを採用していただ

いて、保育士機能を確保するということで、一

応、当面ということでは、十分ではなかろうか

と思ってたものですから、これがもし、これか

らかなわないということになりますと、これは

保育士さんを、今いる職員として派遣をしなき

ゃいけない。 

 だから、その職員の派遣を、どういった形で

するか。保育園の再開ということでするか、そ

ういった支所への配置という形でするのか、そ

ういったことを、今、検討させております。 

 近々、もう結論を出して、これは島民の皆様

にも約束しましたので、説明をさせていただき

たいというふうにしております。 

 いずれにしましても、この保育士の問題、保

育園の問題につきましては、これはゼロ歳児か

ら５歳児の方がおられる。６人ですね、おられ

るということで、ゼロ歳児を、２名を預かると

なりますと、保育士さんも加増といいますか、

トータルで恐らく３名ぐらいいるんじゃなかろ

うかと。 

 ただ、あと、来年になりますと、小学校にあ

がると。小学校は今、休校している状態でござ

いますけれども、小学校のこれ、再開も必ずし

なきゃいけないというふうには思っております。 

 だから、こういった形で保育機能をきちんと

確保するということで、今月中には何とか結論

を出しまして、それで島民の皆さんに説明して

いきたいというふうに思っております。 

 当面は、今現在は、西南福祉協会へ保育士資

格者の募集を行っておりますので、その結果を

見てからという形も、なろうかと思います。 

 そういう状況でございますので、御了知願い

たいと思います。 

 それから、２点目でございますが、小筑紫地

区の保育園のあり方でございます。これは、栄

喜保育園につきましては、現在、園児が４名と

いうことで、減少に伴いまして、保護者の皆様

と、それから地域の皆様の御理解と御協力を得

まして、この３月末をもって、小筑紫保育園と

統合させていただくということになったわけで

ございまして、その議案も、今回、皆様方に御

了解願うための条例制定を提案しているところ

でございます。 

 今後でございますが、小筑紫地区、栄喜、小

筑紫、旧は田の浦も入っているということで、

みなみ保育園の園舎が老朽化しております。そ

んなことも、これは園児が今現在は１７名ほど

ですか。それから、小筑紫保育園の園舎には、

これも老朽化しているのと、隣に港湾施設があ

りまして、砂利置き場になっております。この

砂の飛散が非常にひどいということを、前から

聞いておりまして、この砂じん対策をしなきゃ

いけない。 

 それから、海のそばにあるものですから、南

海地震の津波対策なんかも考慮しなきゃいけな

いということで、現在の小筑紫保育園の統合、

いわゆる、今のところの保育園に統合というば

っかりじゃなくて、建てかえとか、場所の移転

も含めた検討をしなきゃいけないだろうという

ふうに思っております。 

 先ほど、いろんな学校の再編の中で、財政の

ことにも心配していただいております。今現在、

小学校、次が、宿毛小学校を建設していかなき

ゃいけないというふうに思っておりますから、

順番的には、どういった形になるか、まだ決定

はしておりませんが、そういった検討を含めて、

重ねて一定の方向性を出さなきゃいけないとい

うふうなことを思っております。 

 できれば、その結論的なもの、案的なものを、

２３年度中には出していきたいなというふうに

思っております。 

 この一応の我々の案が出ました段階では、議

会もさりながら、保護者と地域の皆様にも説明
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をしてまいりたいと、こんなに思っているとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） 教育長。 

○教育長（岡松 泰君） おはようございます。

教育長、松浦議員の一般質問にお答えをいたし

ます。 

 まず、１点目の中心市街地の活性化と、教育

施設との関連につきましてでありますけれども、

中心市街地の活性化を図ることにつきまして、

教育施設と、児童生徒がどのような影響を及ぼ

すのか。あるいは、学校が中心市街地の活性化

にどのような点で一助となっているかにつきま

しては、専門的な知識を活用したり、数字的な

根拠をもとに検証をしておりませんので、明確

にお答えをすることはできませんが、学校が中

心市街地から離れた位置に建設をすることにな

った場合におきましても、昼間は学校の中で生

活をすることになりますし、また、下校後や、

それから土曜、日曜日、祝祭日におきましては、

部活動等の時間を除きましては、自宅を中心に

生活をされるものと考えておりますので、中心

市街地が衰退するということに、直接、影響を

及ぼすものではないと、今現在は考えておりま

す。 

 続きまして、現在の宿毛小学校、宿毛中学校

の位置に、小中の一貫を目指した学校建築がで

きないかとの御質問でございます。 

 現在の宿毛小学校、宿毛中学校が建設をされ

ている場所が、歴史的に由緒のある場所で、宿

毛の文教の活動における中心的な役割を担って

きた場所であるということは、承知をいたして

おります。 

 しかしながら、御存じのように、宿毛小学校

は校舎等の敷地と、グラウンドが市道によって

寸断をされております。休み時間や、校庭を使

用する活動については、校舎とグラウンドの間、

市道を横断しなければならない、そういう状況

にあります。 

 一方、宿毛中学校につきましては、市内の中

学校の中でも同一敷地内にあるグラウンドとし

ては、市内で一番狭い状況であります。 

 その中で、一番多い生徒が、体育の授業やク

ラブ活動で利用をしておる現状であります。 

 小・中学校の再編計画を策定する中で、教育

審議会や教育懇談会、保護者や議会の皆様から

いろいろな御意見や御助言をいただきました。

御提言もいただきました。 

 宿毛小学校については、文教の中心地でもあ

った、現在の位置に建設をするべきではないか

という御意見を多くいただいております。 

 また、小学校の候補地の１つとして考えてお

りました旧県立病院跡地が、購入価格や、それ

から建物の壊し費用や土地の形状も、小学校の

校舎や体育館、グラウンド等を配置する上で、

かなり制約を受けることになり、それらの意見

を踏まえた中で、現在の小学校のグラウンドに

建設をするのが望ましいと考えまして、再編計

画の説明会において、保護者や地域の皆様に説

明をいたしてまいりました。 

 この件につきましては、平成２２年第２回市

議会定例会の議員協議会において、説明をさせ

ていただいたところであります。 

 一方、宿毛中学校につきましては、これまで

大変狭い環境の中で、先生方や生徒たちに御不

便をかけてまいりましたので、改築に当たりま

しては、よりよい用地を確保して、ゆったりと

した環境の中で、教育活動を行うことができる

ように、改善をしたいと考えております。 

 もちろん、都会の学校の状況を考慮すれば、

現在の宿毛小学校、宿毛中学校の敷地内で、新

しい校舎を建設も可能であるとは考えておりま

すけれども、両校の環境の改善のためには、宿

毛中学校を移転させるほうが、よりよい教育環
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境の整備が図られるのではないかと考えたもの

であります。 

 今後、教育委員会の考えを説明をしながら、

さまざまな御意見をお聞きする中で、宿毛中学

校のよりよい建設場所を決定をしてまいりたい

と、こんなふうに考えております。 

 なお、小中の一貫教育につきましては、施設

的には、できる限り、同一の敷地内や近い場所、

距離において、学校で行うことが望ましいとは

考えておりますけれども、全国的に今実施をし

ております、かなり多くの学校で、一中学校の

中で複数の小学校を持つ小中の連携、一貫教育

を実施をしている事例もかなりあります。 

 宿毛小学校、現在の敷地内に設置をして、宿

毛中学校が市街地からそんなに遠くない場所に

設置された場合も、小中一貫や、連携教育を進

めた小中一貫の取り組みは可能であると考えて

おります。 

 次に、御質問の通学環境についての御質問で

ありますが、現在の松田川小学校の周辺の道路

は、完全な２車線とはなっておりませず、大型

車の行きかいには若干の支障があるとは思って

おりますけれども、スクールバスの運行に大き

な支障が生ずる、発生するとは思っておりませ

ん。 

 中学校が移転する場合には、子供たちのより

安全な通学路を確保するために、街灯の設備も

含めて、安全対策については、十分、検討をし

なければならないと、こんなふうに思っており

ます。 

 それから、次に、松田小学校跡地に宿毛中学

校を移転させた場合、宿毛中学校の西側の地域

に存在をする生徒、在住する生徒については、

片島中学校へ転校するのではないかという御質

問でございますけれども、通学時間につきまし

ては、現在の宿毛中学校から自転車で５分程度

の時間で通学ができると考えております。 

 それほど大きな負担にはならないのではない

かと考えております。中学生であれば、十分可

能な距離じゃないかとは考えております。 

 次に、宿毛中学校の移転場所の選定でありま

すけれども、経済的なことは、優先されたので

はないかと、御質問でございますけれども、先

ほど答弁をいたしましたように、教育委員会と

いたしましては、第一義的には、子供たちのよ

りよい教育環境を確保するということを基本に、

場所の選定を検討してまいっております。 

 もちろん、教育委員会といっても、市の財政

状況を一定考えていく必要はあると思っており

ます。松浦議員の御指摘のように、市の持って

いる財産を活用するだとか、そういうことも大

事なことだとは考えております。 

 また、宿毛小学校の校舎の建築について、財

政状況に見合った設備をするべきではないかと

いう御質問でございますけれども、宿毛小学校

建設にかかわるボーリング調査及び基本設計、

実施設計の費用は、国土交通省等の基準に基づ

きまして、建設課において算出をしていただい

ておる金額であると、承知をしております。 

 したがって、宿毛小学校建設における経費と

しては、必要かつ適正な金額を計上させていた

だいているものと考えております。 

 次に、宿毛中学校の移転場所や、橋上中学校

の統合について、それぞれの地域の住民の方が、

強く反対をしていると聞いておりますけれども、

宿毛中学校の移転問題については、住民の合意

もなくて、進めるつもりなのかという御質問で

ありますけれども、小・中学校の再編計画の説

明会を開催する中で、地区長の連合会宿毛支部

の皆様が宿毛中学校の移転について反対である

との御意見はお聞きをしております。 

 また、橋上中学校の学校統合問題につきまし

ては、校下の保護者や、住民の皆様から、統合

について反対であるとの御意見もいただいてお
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ります。 

 当然、それぞれの地域において、さまざまな

御意見や御要望はあろうかと考えております。

それらの御意見を十分聞かせていただいて、ま

た教育委員会の考えも、しっかりと丁寧に説明

をさせていただく中で、一人でも多くの方々に

御理解、御協力をいただいて、進めてまいりた

い、こんなふうに考えております。 

 次に、宿毛中学校の建設場所について、白紙

に戻して、住民が参加した委員会等の設置を論

議するべきではないかという御質問につきまし

て、お答えをいたします。 

 これまで、教育委員会といたしましても、子

供たちの教育環境を、よりよい場所を検討をす

る中で、現状では、松田川小学校跡地を、新し

く建設をする中学校の、望ましい場所として判

断したものとしました。 

 決して教育委員会の考えが、最終的な決定で

あるとは考えておりませんし、再編計画の説明

会において、決定をしているという説明はいた

しておりません。 

 市長部局との調整につきましては、現在、進

めているところでありますけれども、今後も、

保護者や地域の皆様、議会等の協議を重ねる中

で、御理解、御協力をいただき、最終的に決定

をしてまいりたいと考えております。 

 協議する方法としては、専門家や住民代表を

構成員とした委員会を設置して、検討をするべ

きではないかという御質問でございますけれど

も、選出された委員との協議でよいのか。ある

いは、保護者や関係地域の皆様にお集まりをい

ただき、多くの意見をいただく中で、そういう

方法がよいのか等を含めまして、検討をしてま

いりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） ４番松浦英夫君。 

○４番（松浦英夫君） それでは、若干、再質

問をさせていただきます。 

 保育園の関係、沖の島保育園の関係について、

市長から説明をいただきました。２３年、近い

うちに、一定の方向性を出したいというお話を

いただきました。 

 島で生活するがゆえに、保育園に預けれない、

こうしたお母さん方、お父さん方の声を素直に、

率直に受けとめていただいて、保護者の意がか

なうよう、ぜひ取り組みをしていただきたいと

思います。 

 市長、祝辞の話をちらっとされましたけれど

も、そのとき、私も参加を、出席をさせていた

だいたんですけれども、一定の条件があれば、

再開をしたいというお話も聞きました。 

 そういうことで、保育園を再開、沖の島保育

園を再開するに当たり、どのような条件があれ

ば再開できるのか。 

 ここに、２３年３月１日現在の保育園の在籍

児童数があるわけですけれども、２２年度末で

小筑紫保育園に統合される栄喜保育園、４名で

ございます。４名の子供さんがおる中でも、保

育園を開園をし、そして適切な保育を実施をい

たしておる現状があるわけですけれども、沖の

島の場合には、６名、今おるわけです。そして、

離島で生活するがゆえに、こちらでの保育が、

いろいろな保育関係の、子育て支援センターと

か、そういう部分も、離島がゆえに活用できな

いという、こういうハンディを持った中で生活

をされているこの現実を受けて、再度、沖の島

保育園の再開を求めるものでありますけれども、

どういうような条件がクリアされなければなら

ないのか、お伺いいたします。 

 そして、次は、小筑紫保育園の関係でありま

すけれども、栄喜保育園を小筑紫保育園に統合

したいという市長部局言いますか、福祉事務所

等の皆さんが、栄喜保育園の保護者の皆さんに、

市長が言われますように、環境的にも防災的に
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も、大変危険なところであるこの小筑紫保育園

に統合しようとしたことについて、どのような

説明をしたのか、御説明をお願いをいたします。 

 それと、保育園の３件を、みなみ保育園も老

朽化しておるということで、３件については、

今後、検討していくということでありますので、

この問題については、子供たちの安心安全を守

ると、安心を守るという観点から、早急に結論

を出していただき、保護者の皆さんに提示をし

ていただきたいというふうに思います。 

 それでは、次は学校再編について、再質問を

させていただきます。 

 教育長も答弁の中で、宿毛市地区長連合会宿

毛支部から要望書が提出されておると。反対の

意向であるというお話をお聞きしました。 

 それについて、地区長連合会、街区宿毛支部

に対して、どのような対応をしようと考えてい

るのか、お伺いいたします。 

 それと、最終結論ではないというお話を聞い

たわけですけれども、この２２年５月に提出さ

れました小中学校再編及び学校建築等計画表に

よりますと、２２年度で地元説明、そして２３

年度は宿毛小学校と松田川小学校については、

２２年度に地元説明、それで２３年度にこの予

算も、先ほど、私が言いましたように、基本計

画。実施計画についての予算は、まだ出てない

わけですけれども、基本計画を行うということ

であります。 

 ２２年度、もうあと残りわずかなんですけれ

ども、最終結論をいつの時点で出そうとしてい

るのか。そしてまた、最後のほうに答えられま

した委員会的ないうか、皆さん方の御意見を聞

く場をどのように設けようとしているのか、お

伺いをいたします。 

 それと、これを見ますと、２６年度と２７年

度に松田川小学校の跡地に中学校を建築をする

という計画になっておりますけれども、この校

舎を建築する間の体育館の関係について、宿毛

小学校と併用になるのかどうか、お伺いをいた

します。 

 そして、今、設計予算としてボーリング、基

本設計を含めて９，３００万が計上されており

ます。ここに資料といたしまして、小筑紫地区

の統合小学校の改築に関係して、設計金額が４

億７，７００万に対して、これは学校の部分が

４億７，０００万で、体育館が２億８，７００

万あるわけですけれども、この２つを業務委託

しておりまして、当初、市のほうが考えた設計

金額が２，０００万という数字が、ここにある

わけでございまして、９，３００万のうち、６

００幾らかはボーリング予算でありまして、残

りの８，７００万、設計予算、これ国の基準に

沿うた形で計上しておるという部分であります

けれども、それからすると、建築予算はどれぐ

らいを、現時点で見込んでおるのか、お答えを

いただきます。 

 教育長のほうから、地区長会の宿毛支部、並

びに橋上地区の皆さんから反対の声が聞こえて

おるという部分は理解しておるというお話を聞

いたわけですけれども、私が聞く範囲の中では、

和田地区の住民の皆さんの中にも、この教育委

員会から出された児童数の推移からを計算、出

した中で、完成をする２８年度でも、宿毛中学

校で２０９名おるわけでございまして、こうし

た２００名の子供さんが、朝夕、あの狭い道を

通学するということで、大変、和田地区の住民

の皆さんも、大変心配をしておると。 

 中には、宿毛中学校の松田川小学校への移転

については反対であるという御意見もお聞きを

いたしております。現実に、住民の生の声を、

私自身も聞いてまいります。それについて、教

育委員会としては、どういうふうに考えておる

のかお伺いし、再質問を終わります。 

○議長（寺田公一君） 市長。 
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○市長（中西清二君） 市長、松浦議員の再質

問にお答えいたします。 

 まず、１点は、保育園の再開の条件とは何か

ということでございます。これはもう、簡単な

ことでございまして、保育に欠ける子供がいる

ということになったら、これは再開しなきゃい

けないんじゃないかというふうに、私は思って

おります。 

 ただ、いろんな、附帯的なものがございます。

じゃあ、早急に再開するとなると、どういった

場所であるとか、それから費用であるとか、人

の問題であるとか、それから、これは保育士さ

んばっかりじゃなくて、調理師さんもいますね。

そういったものが、るる条件整わないといけな

いかなというふうなことは思っております。 

 だから、保育園を再開するとなると、そうい

ったものを整えた形でやっていくというふうな

ことです。 

 だから、これは原則なんですけど、保育園の

入所条件が保育に欠けるというふうなことで、

保育園に、これは入ってもらわなきゃいけない

ということで、その保育料もいただいてやって

いるということでございますから、そういうも

のが再開ということの条件になろうかと思いま

す。 

 それから、栄喜の保育園の、小筑紫への統合

ですね。小筑紫そのものがあんまりよくないの

は、そら私も十分、認識しております。 

 栄喜のほうに、どんな説明をしたかというこ

とでございます。私自身が又聞きでやるといけ

ないものですから、これは副市長がきちんと、

こういったことを言いましたということで、福

祉事務所長にお答えさせますので、よろしくお

願いします。 

 それから、小筑紫の皆様とか、その保育園児

を持っておられる御父兄、２３年度には、これ

はもう一定の方向性を出して、先ほど答えたと

おりでございますので、説明をさせていただき

たいというふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） 福祉事務所長。 

○福祉事務所長（沢田清隆君） 福祉事務所長、

４番、松浦議員の再質問にお答えいたします。 

 栄喜保育園の統廃合に伴います説明について

ということでございますが、栄喜保育園の統合

につきまして、説明会については、保護者会を

計４回、地区への説明を１回行いまして、統廃

合について御理解をいただいたものでございま

す。 

 以上でございます。 

 その内容ということでございますが、先ほど、

市長からの答弁にもございましたように、単純

に、今のところは小筑紫保育園へ統合させてい

ただいたものでございますけれども、今後につ

いては、小筑紫保育園の砂じん対策や津波対策

等含めて、新築等も、今後考えていきたいとい

うことで、御説明をさせていただきました。 

 その中で、確かに園児が４名ということで、

非常に少なくなったということで、少ない園児

の中での保育ではなく、大きな保育園で、ある

一定、集団生活をさせていただきたいという、

こちらの説明もさせていただきまして、御理解

もいただいたものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） 教育長。 

○教育長（岡松 泰君） 教育長、松浦議員の

再質問にお答えをいたします。 

 まず、１点目の小学校の移転場所について、

いつ、最終的な決定をするかという御質問があ

りましたけれども、小学校の移転場所について

は、２２年度にお願いをして、地域にもお願い

をして、それから議会でもそのように説明をし、

ことし、今議会で設計予算が計上されていると、

こういうふうに承知をしております。 
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 中学校の移転場所につきましては、先ほど来、

申しておりますように、いろいろな意見がござ

いますので、教育委員会の考え、プランを私が

申しましたけれども、いろんな、中学校につき

ましては、将来的には宿毛市の中学校に何年か、

近い将来はなると思いますので、いろいろな方

からの御意見をいただきまして、視点がいろい

ろあると思いますけれども、街地区で唯一の津

波の避難場所であるだとか、それから、先ほど

来、私が申し上げておりますように、広い場所

を子供たちに提供できるだとか、そういういろ

いろなことを、皆さんの意見を聞く中で、決定

をしていかなければならないと、こんなふうに

考えております。 

 それから、地区長連合会宿毛支部からの要望

書につきましては、先ほど申しましたように、

貴重な御意見として検討をさせていただくと。

これからもいろいろ、審議会も開くようになる

かもしれませんし、市長部局とも話し合いを持

つようになりますし、議会の皆さんとも、これ

から議論をする中でも、十分、検討させていた

だきたいと、こんなふうに思っております。 

 それから、平成２６年、２７年の松田川小学

校の跡地に中学校を建設する。その際に、体育

館の利用については、小中が併用するのかとい

う御質問でありますけれども、中学校が移転を

する場合におきましては、今、現在ある宿毛小

学校の体育館とプールは、そのまま使わせてい

ただくと。移動した場合には、取り壊して、今

使っている中学校の体育館が、十分利用可能で

ありますので、安全な建物でありますので、プ

ラス、プールをつくる、建設すると、こういう

ことであります。 

 移動しない場合については、今、考え得るこ

とは、今の小学校の中に、新しいプールと、新

しい体育館を建設しなければならないだろうと、

こういうふうに考えております。 

 それから、予算のことにつきましては、建設

課のほうで算出をしていただきましたので、詳

しいことは、私のほうからお答えできませんけ

れども、１７億程度だということを聞かされて

おります。計上しております。 

 詳しいことにつきましては、建設課のほうに

お聞きいただければと思います。 

 １７億程度ということにお聞きをしておりま

す。 

 以上です。 

 済みません、もう１点抜かっておりました。 

 安全対策については、先ほど申しましたよう

に、現在、可動堰を通る、それのみを通学路と

するか、それとも今、旧橋ですね、和田に行く

橋を通って、ぐるっと回るの、２つその通学路

として認めるか。 

 それから、いろいろあると思いますけれども、

これから実際にシミュレーションをして、これ

だけの人数が、２００人程度の生徒が移動する

場合に、どんな、いろいろな問題が生ずるかに

ついては、もしあこに移転するとなれば、考え

なければならないと。 

 先ほど申しましたように、十分、子供たちの

登下校の安全を担保するような方法はとらなく

てはならないと、こんなふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） ４番松浦英夫君。 

○４番（松浦英夫君） いろいろと御答弁をい

ただきましたけれども、和田地区に生活されて

いる住民の皆さんからも、いろいろ反対が出さ

れておるということについて、どのように考え

ておるかという質問をさせてもらったと思うん

ですけれども、それについてのお答えがなかっ

たというふうに思います。 

 それと、小学校と中学校との関係で、私のほ

うも質問が、若干、おかしかったかと思います

けれども。 
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 宿毛中学校と橋上中学校の関係が、２３年度、

今年度いっぱい、２２年、２３年とかけて、地

元説明を行うと。そして、２３年度中に結論を

出して、２４年度に一たん、橋上中学校を宿毛

中学校に統合させ、それと並行して基本計画を

つくるという流れになっておりますけれども、

これを多くの皆さん方からの、街区を初め、統

合予定をされている橋上地区の関係、そして今

言いましたように、受け入れといいますか、予

定地となっております和田地区の住民の中にも、

この通学等の関係で、大変危惧をしておるとい

う部分がございます。 

 そういった面で、今後、方向性いいますか、

場所とかについては、そこらあたりも考慮して、

検討していくということですけれども、そうい

ういろいろな条件、難しい条件がある中で、２

３年度中にそのことができ得るのかどうか、心

配をします。 

 再度、確認をいたしますけれども、２３年度

中に住民の皆さんからの御意見が、大変、理解

が難しいというような状況になっても、この計

画をやり遂げようとするのか、再確認させてい

ただきます。 

○議長（寺田公一君） 教育長。 

○教育長（岡松 泰君） 教育長、松浦議員の

再々質問にお答えをいたします。 

 先ほど、松田川地区の住民からも反対の意見

があるということをお聞きしました。そのこと

についても、いろんな御意見があると思います

ので、先ほど来申し上げておりますように、い

ろいろな方の御意見を検討をして、よりよい教

育環境を、子供たちに提供できるように努力を

いたします。 

 それから、２点目の、２３年度にどんなこと

があっても、現在、計画をしていることを通す

のかという質問でありますけれども、橋上地区

に何回かお邪魔をして、いろんな方の御意見を

聞きました。 

 橋上地区については、宿毛中学校に統合して、

教育活動をするいうことについては、かなりの

方が反対をしております。そのことを、強引に、

教育委員会の方針を無理に通すということは、

なかなか難しいことでありまして、またそうい

うことをするいうことは、教育的にもよくない

ことだと思っておりますので、皆さんが理解し

てもらえるように、教育委員会としては、ある

程度の規模で、社会性を身につけるために、あ

る程度の規模の学校の中で、教育活動を進めた

いという考えは変わりませんので、それはずっ

と説明をさせていただく。 

 それから、２３年度に、今の状況の中で統合

するいうことについては、なかなか今の段階で

は、そんなことではだめじゃないかという御意

見もございましょうけれども、無理に議会にあ

げて、考えていただくと、こういうふうな考え

は、今のところは持っておりません。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） ４番松浦英夫君。 

○４番（松浦英夫君） いろいろと御苦労をか

けると思います。教育委員会のほうとしても、

そして私としても、子供たちの安心安全、そし

て立派な環境のもとで教育を受けさせたいとい

う思いは、共通する部分であろうかと思います。 

 そしてまた、学校運営を考えた場合に、地域

の皆さん方の御理解、御協力、これも重要とな

ってくると思いますので、そうしたことを踏ま

えて、今後の最終結論ではないということであ

りますので、よりよい方向を検討していただき

たいということを申し上げまして、一般質問を

終わります。 

○議長（寺田公一君） ３番野々下昌文君。 

○３番（野々下昌文君） ３番、野々下昌文で

ございます。それでは、通告に従いまして、一

般質問を行います。 
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 私の質問は、大きな項目で、宿毛市の新年度

予算についてと、地デジ化による地デジ難民対

策についてであります。 

 それでは、質問に入ります。 

 ２０１１年度の政府税制大綱が２月１６日に

決まりました。ややもすると、税の仕組みは複

雑で、難解な印象がありますが、税金の果たす

最も大きな役割は、各種公共サービスの費用は、

基本的に国民が納めた税金で賄われております。 

 納税義務を負う国民にとっては、どのような

税制がつくられているのか、しっかりとチェッ

クはしたいところであります。 

 各地方自治体は、長引く不況で、厳しい歳入

環境となる見込みの中で、個人市民税は減少が

続き、企業の少ない本市においては、法人市民

税の増加も期待が持てません。 

 財政調整基金の取り崩しや、市債の活用でや

りくりし、住民福祉は何としても守ろうと四苦

八苦しているのが実情ではないかと思います。 

 今回の税制改正が、宿毛市にどのような影響

を及ぼすのか、伺いたいと思います。 

 執行部の皆様におかれましては、市民にわか

りやすい言葉で、答弁をお願いいたします。 

 まず、昨年、平成２２年度国勢調査が行われ、

本市におきましては、速報値で人口が２万２，

６１４人と、平成１７年度調査人口２万４，３

９７人と比較して１，７８３人、率にして７．

３％、年平均３５６人強と、大幅に減少したこ

とになります。 

 このことが、本市の財政にどのような影響を

及ぼしているのか、お伺いをいたします。 

 次に、子ども手当は新年度、３歳児未満は７，

０００円増額され、月額２万円となる。これに

より、宿毛市の子ども手当は前年度比１８％増

額され、総額４億５，３０１万２，０００円と

なっております。 

 国の子ども手当予算案は、総額２兆９，３５

６億円、このうち国費で２兆２，０７７億円を

負担し、地方負担５，５４９億円、事業主負担

１，７３１億円。地方負担分は、全体の１９％

にのぼり、１万３，０００円のうちの約２，５

００円分に相当。都道府県と市町村で約１，２

５０円ずつ負担する計算になります。 

 この地方負担分については、さまざまな議論

があり、神奈川県や松阪市、浦安市など、全国

では６０を超える市町村で、地方負担分の予算

計上をしないという動きがあります。 

 そこで、本市の予算案に計上されている子ど

も手当の財源構成について伺います。 

 また、民主党マニフェストに従って、全額国

費で補うべきであり、地方負担分は計上しない

という動きについては、どのように整理され、

計上されたのか、伺います。 

 また、平成２２年度税制改正で、年少扶養控

除、所得税３８万円、住民税で３３万円の廃止

が決まっており、所得税では、ことしの１月か

ら、住民税については、来年６月からなくなり

ます。 

 また、同時期に特定扶養控除、１６歳から１

８歳を対象に、所得税で２５万、住民税で１２

万円の上乗せ分も廃止されることになっていま

す。 

 これら税制改正の本市財政への影響について、

伺います。 

 また、歳出については、事業の選択と重点化

に取り組みながら、無駄の削減と経常経費の徹

底した見直しを行うなど、なお一層の行政改革

の取り組みは、時代の要請であろうかと思いま

すが、平成１７年度から取り組んできた行政改

革大綱集中改革プランに対する本市の総括が、

先日、発表されました。 

 この５年間の効果と、今後の行政改革への取

り組みについても伺います。 

 続いて、地デジ難民対策についてであります。 
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 ことし７月２４日に予定される地上テレビ放

送の完全デジタル化、デジタル移行まで１５０

日を切りました。 

 総務省は、１月２１日、期限内での実現が懸

念されている難視聴対策の進捗状況を発表して

おります。 

 それによると、都市部に多いビル陰などの影

響で、受信障害を受ける地域、約８３０万世帯

あるそうですが、このデジタル化は、約８９％、

アパートやマンションなどの集合住宅、約２，

０７０万世帯の共聴施設も９６％が対応済とし

ております。 

 しかし、デジタル化１００％への道のりは、

なかなか容易ではないようであります。 

 昨年９月末の時点で、普及率が９０．３％と

なった地デジ対応受信機は、家電エコポイント

人気による地デジ対応テレビの売れ行きの好調

も手伝って、普及率の上昇が見込まれており、

その一方で、現在もデジタル未対応の世帯は、

総務省によれば２００万から２５０万世帯にの

ぼるのではないかとされております。 

 高画質や、注文などの双方向機能を楽しむに

は、新しいテレビが必要となります。しかし、

映像を見るだけなら、専用チューナーを従来の

テレビにつなぐだけでよく、政府は生活保護世

帯などを対象に、約３００万台のチューナーを

無償配布する予算を組んでおります。 

 その制度を広く知らせることも大切でありま

す。そこで、宿毛市のデジタル未対応世帯、ま

た難視聴対策の進捗状況、集合住宅などの対応

状況と、広報体制について伺います。 

 次に、特に低所得、高齢者世帯のデジタル化

はおくれているようで、同省は、ＮＨＫの受信

料の全額免除世帯に対して、チューナーを無償

給付していますが、市町村民税の非課税世帯に

も給付の対象を広げた取り組みを始めておりま

す。 

 しかし、対象拡大に関して、非課税世帯を総

務省が把握することは、法律上不可能で、各市

町村の広報が頼りになることから、各市町村の

広報体制が重要となります。 

 このほか、デジタル機器の扱いが苦手な高齢

者世帯などに対するサポート体制の強化を、強

く求められています。 

 総務省では、完全移行に向けた、最終行動計

画を計画しておりますが、それによれば、民生

委員などで構成する全国２０万人規模の推進ボ

ランティアが、高齢者世帯などに声かけなどを

行い、移行への最終国民運動を展開するとして

います。 

 このほか、地デジ移行の前後２カ月の間、市

町村単位で臨時相談窓口を１，０００カ所程度、

設置する方針なども示されていますが、地デジ

難民を出さないためには、万全の移行対策が不

可欠であります。 

 そこで、低所得者のデジタル化への取り組み、

高齢世帯へのサポート体制について、本市の取

り組みについて、伺います。 

 また、地上テレビ放送の完全デジタル移行に

伴い、不法投棄も深刻な問題であります。廃家

電の不法投棄は、２００１年の家電リサイクル

法施行でふえ、１７万世帯を超えた２００３年

度をピークに減少しておりましたが、２年前か

ら、再び増加に転じたといわれております。 

 当然、テレビが最も多く、６割を超えている

といわれます。 

 日本の家庭には、１億台を超えるテレビがあ

るといわれております。２代目、３代目のアナ

ログテレビが、今後、不法投棄に回る可能性は

十分に考えられます。 

 そこで、行政は、家電製品等を含む不法投棄

について、どのような対策を考えているのか。

また、不法投棄者に対して、どのような対応を

しているのか伺いまして、最初の質問を終わり
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ます。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 市長、野々下議員の一

般質問にお答えをいたします。 

 まず、国勢調査人口の減少によりまして、本

市への財政状況はどういうふうなことになるの

かというふうなことでございます。 

 地方においては、非常に人口減少、宿毛市に

限らず、辺地にあります地方につきましては、

都会と比べまして、人口が顕著に減っている。

まさに少子高齢化になっているというふうなこ

とが、もう顕著でございます。 

 これは、全国的に見ましても、人口減少の地

域にとりましては、交付税の関係であるとか、

非常に不利な状況になっているんじゃないかと

いうふうなことを、私自身も感じております。 

 若年層の転出とか、高齢化率の上昇でござい

ます。一番影響が大きいのが、交付税に普通交

付税と特別交付税という２段階ございますが、

この普通交付税への影響が顕著になってくるん

ではなかろうかというふうなことが、想定され

ております。 

 これは、普通交付税は、基準財政需用額とい

うのと、基準財政収入額を計算した上で、総務

省のほうにおいて算出されるということでござ

います。 

 そのうち、基準財政需用額、いわゆる財政に

需要が必要ですよというものについては、人口

がやっぱり、どうしても積算根拠としてされて

いるところが多いというふうに思っております。 

 そのために、人口が減少しますと、基準財政

需用額が減少します。そうしますと、普通交付

税も、おのずから減少していくということが考

えられまして、このことから、市の財政担当の

ほうでは、とりあえず積算をした結果としまし

て、２３年度の普通交付税につきましては、２

２年度の当初予算より１億円を減というふうに

算定をしまして、３６億を予算計上させていた

だいているところでございます。 

 トータルでは、交付税につきましては、４１

億というふうに、予算のほうでは、大きな形で

は計上させていただいておりますが、その５億

分について、特別交付税ということでございま

す。 

 それから、子ども手当の財源構成でございま

す。 

 子ども手当のよしあしというものは、世間一

般、議論をされているところでございまして、

国会でも非常に大きな問題として取り上げられ

ております。 

 まず、その財源構成を申し上げますと、中学

生については、全額国庫負担というふうになっ

ていますが、小学生以下につきましては、加入

保険と、年齢などによりまして、国、県、市の

負担割合が細分化されておるわけでございます。 

 支給対象児童の、これもゼロ歳から３歳未満

の厚生年金加入者につきましては、国が２０分

の１８、そして県が２０分の１、市が２０分の

１というふうな負担割合というふうになってま

す。 

 それから、同じくゼロ歳から３歳未満で、国

民年金加入者につきましては、国が６分の４、

県が６分の１、市が６分の１というふうな形に

なっております。 

 それから、３歳以上小学校修了前で、細分化

されておりまして、第１子、第２子までが、国

が３９分の２９、県が３９分の５、それから市

が３９分の５ということ。 

 それから、第３子以降でございますが、これ

は国が３９分の１９、それから県が３９分の１

０、市が３９分の１０というふうな形になって

おります。 

 非常に細分化した形になっているということ

を、申し上げたいと思います。 
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 それから、この子ども手当、私も本当は現物

給付といいますか、例えば、保育料の無料化を

図るとか、そういったほうなことが大切じゃな

いか。 

 それから、また、当市でも実施しております、

皆様方の御了解を得て実施しております小中学

生まで、中学生までの医療費負担が、親の負担

がゼロであるとか、そういったもののほうが、

私はいいんじゃないかという思いを持っており

ます。 

 地方負担を計上しない動きというのがありま

す。どんな対応を考えておるかということでご

ざいます。私ども、皆様も御承知だと思います

けれども、財政的には非常に厳しいということ

でございまして、行革で５カ年、非常に無駄を

排除して、頑張っていこうじゃないかというふ

うな合い言葉のもとに、必死になって行革に取

り組んでおります。 

 それから、財源を確保して、できるだけ借金

を減らして、市民ニーズにこたえようというふ

うな努力をしてきたわけでございます。 

 基本的には、私自身は、子ども手当全額国庫

負担というふうなことが、本当のことではない

かというふうに思っておりますが、全国市長会

というのがございます。各、高知県にも市長会、

四国の市長会もございます。そして全国の市長

会がありまして、これは全国市長会の方針に、

我々としては従わざるを得ないだろうというふ

うなことで、事務返上等の最終手段の実行につ

いては、今回は見送ると。 

 いわゆる、子ども手当の事務をすることを拒

否するということについては、今回、しないと

いうことの方針に基づきまして、市の財源負担

分については、２３年度当初の一般会計予算に、

地方負担分を含めて計上しているというところ

でございます。 

 次に、年少扶養控除、特定扶養控除の上乗せ

の廃止による財政への影響でございます。 

 御質問の、これ年少扶養控除が３３万円、そ

れから特定扶養控除の上乗せ部分が１２万円の

廃止でございます。これは、住民税には、平成

２４年度税収分から、これが反映されるという

ことになります。 

 単純計算をしますと、それぞれ控除対象者一

人当たり１０％の税率を乗じた３万３，０００

円、それから１万２，０００円の税額が増加す

るということになってきます。 

 課税状況調べの基礎数値をもとに、今回の控

除廃止の財政への影響を、試算をいたしました。

これによりますと、約２，０００万円の増収が

見込める状況にございます。 

 ただ、税収全体の増減につきましては、今後

の景気の動向に大きく左右されるということで、

必ずこの２，０００万円の増収が見込めるとい

うことではございませんことを、つけ加えさせ

ていただきたいと思っております。 

 それから、集中改革プラン、行政改革への取

り組みでございます。今までの効果がどうあっ

たか、それから今後の行革への取り組みについ

てでございます。１７年度から２１年までの５

カ年計画に基づきまして、宿毛市行政改革推進

委員会、民間の方々に出ていただいております。 

 この御提言等もいただきながら、具体的な推

進項目を掲げて、取り組んでまいったところで

ございます。 

 この５カ年の取り組み状況及び効果につきま

しては、議員の皆様には、お配りをさせていた

だきましたが、事務事業、それから組織機構の

見直し、それから職員の定員、給料等の適正管

理及び民間委託の推進、いろいろな課題の解決

に向けて、効率的、効果的な行財政運営に取り

組んできた結果でございますが、集中改革プラ

ンで示しました数値目標は、ほぼ達成しており

ます。財政的にも大きな成果があったものとい
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うふうに考えております。 

 削減額につきまして申し上げますと、大きな

項目といたしまして、事務事業の見直しにより

まして、１，１４２万ほど。それから、組織機

構の見直しによりまして、５７８万ほど、それ

から民間委託等の推進で４６９万ほど、定員管

理の適正化によりまして、３億１，５１５万２，

０００円という数字が出ております。 

 また、給与、手当の適正化が３，９２２万７，

０００円という数字が出ている状況でございま

す。 

 それから、効率的な行財政運営と、職員の能

力開発等の推進という項目がございまして、こ

れで１億９，８９５万９，０００円という数字

が出てます。 

 また、これは努力というか、土地の売却益で

ございますが、これを努力としていいのかどう

か、ちょっとクエスチョンマークがつくところ

もございますが、これが６，３６８万８，００

０円という数字が出ました。 

 これをトータルしますと、５カ年での削減額

でございますが、６億７，８５０万８，０００

円がありまして、５カ年において、市民の理解

と御協力をいただく中で、全庁体制で取り組ん

だ結果というふうに思っております。 

 さらなる効率的な行財政運営は、行っていか

なきゃいけないというふうなことを思っており

ますので、これまで継続した取り組みとか、新

たに取り組む課題、課題たくさんございます。

平成２２年度から２６年度までの５カ年計画と

して、新たに行革大綱、及び改革プランに基づ

きまして、より一層、行政改革というものには

取り組んでいかなきゃいけないというふうに思

っております。 

 この実現のためには、職員のやる気であると

か、意識改革というものが、非常に大切でござ

います。職員にも、いろんな負担を強いており

ます。 

 人間ですから、知恵と工夫があろうかと思い

ますから、そういったものも含めて、職員みん

なで取り組んでいくという姿勢にかわりはなく、

進んでまいりたいと、そういうふうに思ってお

ります。 

 次に、地デジの関係でございます。現在、地

デジの進捗状況でございますが、ことし７月と

いう期限が区切られております。すべての世帯

についても、把握は全部はできておりませんが、

本市にあります共聴施設でございます。これは、

今年度内にすべての共聴施設の改修工事が、完

了する予定となりました。 

 また、地デジに伴う新たな難視聴としまして、

区長から相談を受けております都賀川地区と小

三原地区につきましては、各集会所で地元説明

会を開催いたしまして、都賀川地区はケーブル

テレビへ、小三原地区につきましては、個別受

信可能な世帯が多いために、地区内での話し合

いの結果、個別に対応するということで決まり

まして、国などの支援を受けて、デジタル化に

向け、取り組みを進めているところでございま

す。 

 次に、広報体制でございます。広報は非常に

必要だと思います。国も今、アナログテレビの

中で、テレビが見にくいのにもかかわらず、テ

ロップをずっと流し続けているような状況でご

ざいます。 

 この国の実施するテレビＣＭに加えまして、

我々としましても、「広報すくも」を活用しま

して、２２年９月号、１２月号、そして２３年

３月号に関連記事を掲載して、周知を図ってい

るというところでございますので、ぜひ市民の

皆様、地デジ対応をまだされてない、地デジに

不安がある方につきましては、つきましてはと

いうより、ぜひ広報は見ていただきたいなとい

うふうなことを思っております。 
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 次に、低所得者のデジタル化であるとか、機

器の扱いが、ちょっと不便を来す高齢者へのサ

ポート体制でございます。 

 昨年の３月には、デジサポ高知というのがご

ざいます。ここが主体となりまして、市と協力

しまして、地デジの説明会の御案内を、全世帯

に郵送をいたしまして、主に高齢者を対象とし

て、市内２５地区、合計３１回の説明会を実施

しているところでございます。 

 また、経済的な理由とか、障害者世帯を対象

に、簡易なチューナー１台を無償で給付する国

の支援でございます。これも、広報宿毛の２２

年９月号に記事を掲載しまして、それとあわせ

て、生活保護世帯へは、市の職員が訪問をする

ときなどに、状況把握と情報提供を行うことで、

周知を図ってきたつもりでございます。 

 しかし、障害者世帯とか、ことしの１月から

始まりました非課税世帯につきましては、本人

から申請していただくしか方法がございません。 

 そういうことなので、再度、広報３月号に記

事を掲載して、呼びかけているというところで、

周知を、私どもとしては図っているつもりでご

ざいます。 

 昨年の広報１２月で、地デジ相談会の御案内

を掲載しまして、市内２カ所の量販店の店頭で、

主に高齢者を対象としました市民の相談を受け

ております。 

 現在、地上アナログ放送が見えている方につ

きましても、地上デジタル放送の受信ができな

い可能性もございますので、７月２４日のアナ

ログ終了までに、なるべく早目に地デジ対応テ

レビに買いかえをしたり、チューナー等の購入

をお願いをしたいところでございます。 

 もし地デジが映らない場合は、総務省のデジ

サポ窓口が高知県にございます。御相談をいた

だきますよう、お願いをいたします。 

 それから、これに伴いますテレビの買いかえ

に伴います不法投棄がふえるんじゃないかとい

うふうなことでございます。 

 我々も、そういう懸念というのは、いろいろ

なものが変わる時期については、非常に勝手に

捨ててくれるというふうなことは、いつもござ

います。 

 不法投棄への対策ということでございますが、

廃棄物の処理及び清掃に関する法律というのが

ございまして、この１６条には、投棄禁止とい

うふうになっております。 

 何人もみだりに廃棄物を捨ててはならない。

また、これの罰則規定がございまして、第１６

条の規定に反して、捨てた者は５年間の懲役と、

もしくは罰金刑というふうなことになっており

ます。 

 平成１３年４月から、家電リサイクル法の施

行が行われました。家電４製品、テレビ、エア

コン、冷蔵冷凍庫、洗濯機、それに附随する乾

燥機といったことを処分するには、収集運搬に

係る手数料と、それからリサイクル料金を、排

出者が負担することとなっておりまして、一時、

テレビ等のこの４製品の不法投棄が目立ったわ

けでございます。 

 このことに伴いまして、当市でも１３年度よ

り環境指導員１名を委嘱しまして、市内の不法

投棄防止パトロール、放置自動車等の、家電も

含めてでございますが、調査及び回収指導など

を実施してきております。 

 このごみ等の不法投棄については、後が絶っ

ておりません。情けないことでございますが、

後を絶たないということで、市としましても、

２２年度からは指導員を１名増員しまして、２

名体制で監視パトロールを強化をしております。 

 不法投棄がひどい場所、これは地区の皆さん

にも非常に迷惑がかかっておるわけでございま

して、これにつきましては、警察の協力もいた

だきまして、注意看板などを設置しまして、再
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発防止には努めているところでございます。 

 排出者がルールを守って、適正な処分をして

いただくのが一番の対策ではないかというふう

には思いますが、これを処分したい人につきま

して、どうすればいいのか、不明の場合につき

ましては、当市の環境課なりに相談をいただけ

ればありがたいというふうに思います。 

 恐らく、処分の仕方がわからない人もいるん

じゃなかろうかというふうなことを思っており

ます。 

 それから、電化製品等にかかわらず、ごみの

不法投棄につきましては、本人が特定し、確認

ができれば、注意して、厳正な処分をしていた

だくというふうなことになろうかと思います。 

 今後も、引き続き、不法投棄の監視活動は強

化をしていきます。 

 それから、市民の皆様にも、御協力をいただ

かなきゃならないことでございます。年に２回

実施しております市内一斉清掃、宿毛市クリー

ンデーなど、環境保全活動を継続して行うこと

によりまして、地域の美化意識を向上させて、

地域の皆様の監視の目が、不法投棄の抑止効果

につながるというふうに考えておるところでご

ざいます。 

 不法投棄は法律上に、先ほど申しました厳し

い罰則が規定されておりますので、関係機関と

連携しまして、情報交換などを行い、それから

また、市の広報等による啓発活動も、ぜひして

いかなきゃいけないというふうに思っておりま

す。 

 いずれにしましても、一人一人のモラルの問

題でございますので、不法投棄、ごみ減量化に

ついての事務軽減、施行啓発、また隣の方々に

も、皆さんでこういう気をつけることをしてい

ただければ幸いでございます。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） ３番野々下昌文君。 

○３番（野々下昌文君） 若干、再質問をさせ

ていただきたいと思います。 

 税制についてですが、子ども手当について、

現行法では、２０１０年度の限定法のために、

３月末までに成立がしなければなりませんが、

参議院で野党が多数を占めるために、年度内の

成立の見通しが立っていないような状態です。 

 ３月末までに法案が成立しなければ、前身の

児童手当が復活することになるわけですが、仮

に児童手当法となると、所得制限があり、保護

者の所得把握が必要となり、事務処理が増大す

ると思われます。 

 この２月２５日の高知新聞にも、市区町村の

支給事務に準備が間に合わないことから、厚生

労働省は、児童手当の６月支給は困難と見てい

るとの報道がありました。 

 子供を持つ家庭にとっては、一番、お金の要

る時期でもあり、大変、心配をされていること

でもあります。本市においては、６月支給が、

その児童手当になったときにできるのかどうか、

これを伺います。 

 また、先ほどの集中改革プランですが、この

集中改革プランによって、６億７，８５０万８，

０００円の財政支出が抑えられたということで

すが、この集中改革プランの効果については、

いろいろな考え方が議論をされております。 

 集中改革プランによって、生み出された経済

効果は、減税として住民に戻すべきであるとい

う賦課、あるいは、減税で歳入を抑制して、そ

の範囲の中で改革に取り組むべきだという考え

方が、注目を今、されておりますが、これらの

動きについて、市長の考え方をお伺いをいたし

ます。 

 ２回目の質問を終わります。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 野々下議員の再質問に

お答えします。 
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 子ども手当関連法案が不成立の場合、どのよ

うに、いつ支給できるのかというふうなことか

なと思いますが、まず、子ども手当についてで

ございます。 

 子ども手当についてでございますが、これ、

不成立になりますと、従前の児童手当が支給さ

れるということになります。 

 これ、子ども手当では対象児童であった中学

生と、所得制限によりまして、一定所得以上の

方は除外されるということになります。 

 支給額につきましても、３歳未満児につきま

しては、月額１万円、３歳以上の児童について

は、基本的に月額５，０００円の児童手当とい

うことになります。 

 この６月支給ができるかどうかというところ

でございますが、うちの、まだシステムのほう

が完全に廃棄されておりませんので、恐らく事

務を早急にすれば、６月にはできるんではなか

ろうかというふうなことでございます。 

 それから、行革で浮いたお金と申しますか、

６億余りのお金があるわけで、あるというより

も、その年度年度のことでございますから、貯

金をしているわけではございませんが、これ、

名古屋では減税というふうなことが出ておりま

す。非常に難しい話かなと思いますが、削減さ

れたものを、減税として住民に戻すべきである

というふうなことに対しましては、本市におけ

る財政状況でございます。先ほど申しましたよ

うに、まだまだやっぱり、依然と厳しい、ずっ

と以前からの借金もたくさんございます。 

 そういったことからも、これを戻す、減税で

歳入を抑制しても、一方で借入金がふえるとい

うふうなこともございますし、後年に負担を残

すということにつながりかねません。そういっ

たことで、現段階において、減税で歳入を抑制

するということは、ちょっと無理かなというふ

うなことが自分の胸のうちにございます。 

 全国で、大阪だとか名古屋、それから愛知と

かで、いろんな、こんな議論があるということ

は承知しておりますが、大都市のことでもあり

ますし、そういったものができる環境にあるの

かもしれませんし、私のほうでは、我々執行部

として、きちんとした、こういう対応をして、

浮かしたお金につきましては、市民のために有

効に使わせていただきたい。このことが、一番

市民のためになるんではなかろうかというふう

なことを思っております。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） ３番野々下昌文君。 

○３番（野々下昌文君） 市長、大変丁寧に、

詳しく言っていただきましてありがとうござい

ます。 

 市民が本当に、税制に関しましては、市民が

本当に大変な中で納める税金でありますので、

市民の納得のいくような税制運営をお願いし、

また地デジ対策におきましては、高齢者にとっ

ては、本当に唯一の楽しみでもありますテレビ

でありますので、地デジ後、テレビの見えない

高齢者が出ないような対策をお願いいたしまし

て、一般質問を終わります。 

○議長（寺田公一君） この際、午後１時まで

休憩いたします。 

午前１１時５９分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 １時３０分 再開 

○副議長（中平富宏君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

 日程第２、一般質問、順次発言を許します。 

 １番今城誠司君。 

○１番（今城誠司君） １番、一般質問を行い

ます。 

 初めに、宿毛市振興計画についてであります。 

 平成１８年に策定された平成２２年度を目標

年次とする宿毛市振興計画は、間もなくその期
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間が終了しようとしております。そして、今議

会に次期宿毛市振興計画の基本構想が策定され、

提案されております。 

 市町村における総合計画とは、地方自治法第

２条第４項に、市町村はその事務を処理するに

当たっては、議会の議決を経て、その地域にお

ける総合的かつ計画的な行政運営を図るための

基本構想を定め、これに即して行うようにしな

ければならないとされております。 

 しかし、地域主権改革により、自治体の自主

性を強化し、自由度の拡大を図るとの観点で、

この策定義務の廃止を含んだ地方自治法の一部

を改正する法律案が提出をされている状況もあ

りますが、まず、本市におけるこの計画の策定

意義について、どのように考えておられるのか

をお聞かせ願いたい。 

 次に、策定段階で、どのような方法で市民の

意見を的確に計画に反映させているのか、また

今回、パブリックコメントの募集を行っており

ますが、どの程度の件数があって、どのように

反映されているのかをお聞かせ願いたい。 

 最後に、この振興計画の実現性、実効性の確

保について、どのように取り組んでいくのかを

お聞かせ願いたい。また、振興管理と検証を、

どのように計画しているのかをお聞かせ願いた

い。 

 次に、今後の財政運営についてであります。 

 本市の財政健全化法に基づく数値については、

平成２１年度決算における数値では、実質赤字

比率は黒字決算のため、該当しませんが、実質

公債費比率は２０．２％で、早期健全化基準の

２５％を下回っておりますが、全国でもトップ

クラスの数字となっております。 

 将来負担比率も１６９．６％と、早期健全化

基準の３５０％を下回っておりますが、いずれ

も高い水準となっております。 

 今議会冒頭の市長の行政方針によりますと、

平成２１年度決算において、公債費適正化計画

に計画された新規の起債予定額を超えた起債充

当となっており、楽観できる財政状況ではない

と報告がございましたが、この当初の、本市の

公債費適正化計画によりますと、平成２３年度

より実質公債費比率が１８％未満に抑えること

ができる計画を策定し、運営しておりますが、

計画以上の起債充当を行っているということで、

公債費適正化計画は、目標数値の達成が可能で

あるのかどうかをお聞かせ願いたい。 

 次に、今後予定されております大規模な事業、

消防庁舎建築、小・中学校の建築費、中心市街

地活性化事業に、今後取り組んでいく予定であ

るが、その事業の必要性は、大変大きいと思わ

れますが、財政面からこの事業の実行が可能で

あるのかどうか。 

 中長期の財政シミュレーションで、いろいろ

な試算を行っていると思われるが、その結果が

どのように予測されているのかをお聞かせ願い

たい。 

 以上、１回目の質問を終わります。 

○副議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（中西清二君） 市長、今城議員の一般

質問にお答えを申し上げます。 

 宿毛市の振興計画についてでございます。 

 平成２３年度から平成３２年度の１０年間を

計画期間としました、宿毛市のまちづくり全般

に及ぶ方向性や目標を定める総合的な計画とし

て、宿毛市振興計画を準備してまいりました。 

 この宿毛市振興計画についてでございますが、

計画策定につきましては、いろいろな市の振興

計画の策定につきましては、いろいろなことが

報道されておりまして、こういう計画そのもの

は、もう義務づけないでいいんじゃないとか、

そういうふうな報道もされておるところでござ

います。 

 ただ、現在では、まだ地方自治法によりまし
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て、策定は義務づけというふうになっておりま

すので、もし改正されて、義務でなくなったと

いうことになったとしても、一応、宿毛市の進

むべき方向性であるとか、目標を長期的な視点

で明文化することに関しましては、必要なこと

ではなかろうかというふうに、私自身は思って

おります。 

 そういったことを明文化することで、広く市

民と情報を共有しまして、この計画を目標とし

て、各種事業を推進していく必要があるんでは

なかろうとか、いうふうな認識を持っていると

ころでございます。 

 この振興計画の策定段階で、市民の意見をど

う反映させていくかということでございます。

宿毛市政策審議会に１５名の委員さんに御就任

をいただいておりまして、この方々の御意見を

いただいて、原案に対する修正を加えまして、

最終案をもとにしまして、パブリックコメント

を実施させていただきました。 

 パブリックコメント募集の周知につきまして

は、ことし、平成２３年１月号の広報及び宿毛

市ホームページに募集記事を掲載しまして、そ

れとあわせて、宿毛市政策審議会委員、市議会

議員、地区長に募集案内と計画案を送付しまし

て、周知を図りました。 

 募集期間は、まことに申しわけないんですが、

平成２３年１月１４日から１月３１日までの２

週間程度でございまして、非常に短かったとは

思います。 

 提出方法につきましては、電子メール、郵送、

ファクス、もしくは持参ということで、この結

果としまして、３名の方から御意見をいただき

ました。 

 いただいた御意見を計画にどう反映するかに

つきまして、検討を加えまして、修正案を再度、

この政策審議会に図りまして、計画を策定した

というところでございます。 

 主な修正点をちょっと、申し上げてよろしい

でしょうか。 

 まず、一つは、公共交通のコスト縮減の提案

がございましたので、ただ財政支援を行うとい

うことだけではなくて、関係機関が協力して、

将来の公共交通体系を見据えた上で、そのあり

方についても、検討していくというふうなこと

が、よいのではなかろうかというふうな修正を

行いました。 

 それから、Ｉターン、Ｕターンの移住希望者

への支援についての御提案がございましたので、

さまざまなニーズに対応できるように、関係機

関と連携をしまして、相談窓口の充実に努めて

いくというふうな内容に、修正をしておるとこ

ろでございます。 

 次に、この計画の実現性、プランをすれば、

ドウー、執行ということが言われます。チェッ

クして、もう一つアクションというふうなサイ

クルになろうかと思いますが、今回、基本構想

の策定と同時進行で、基本計画を作成をしてお

ります。 

 この内容をもとに、来年度、より具体的な実

施計画を策定しまして、これは財政状況も非常

に大切でございますので、多面的に検討を重ね

て、事業を推進できるようにしていきたいとい

うふうに思っております。 

 次に、基本計画、実施計画につきましては、

職員の意識改革は午前中にも申し上げましたよ

うに、非常に大切なところだと思いますし、そ

れから、能力開発、事務事業の一層の効率化を

図って、自立的で柔軟な行政執行を推進すると

いうこととともに、市民の皆さん一人一人の御

理解、御協力を得なきゃいけないと。 

 そういった形での計画実現に取り組んでいき

たいと、このように考えています。 

 次に、振興管理と検証は、どう計画されてい

るかということでございますが、基本構想及び
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基本計画につきましては、毎年度、達成度の確

認を、具体的な検証をもって行う。 

 その結果を交渉しまして、市民による確認を

得ることとしているわけでございます。検証の

具体的な方法でございますが、基本計画の中で、

目標値の設定ができるものについては、目標値

による数値であらわす検証を行いまして、でき

ないものについては、その他の検証を行うとい

うふうに、来年度以降、実施計画を策定する中

で、検討をしていきたいというふうに思ってお

ります。 

 次に、財政運営でございますが、公債費の負

担適正化計画につきましては、当初計画以上の

起債の借り入れを行っているわけでございます。

借り入れをする起債につきましては、交付税算

入のない起債の借り入れを、できるだけ抑える

ということと、交付税算入率の高い、有利な起

債の借り入れ、こういうものを行っているわけ

でございます。 

 このことによりまして、計画以上の起債を借

り入れましても、実質の公債費比率の抑制が可

能になるというふうなことになりますので、平

成２５年度に実質公債費比率１８％以下という

目標は達成できるというふうに考えているとこ

ろでございます。 

 今後も、今城議員おっしゃいましたように、

非常に必要な、大きな事業も計画をして、実施

もしていかなきゃいけないというふうに思って

いるところでございます。特に、学校の関係、

耐震化も含めまして、ハード事業は必要でござ

います。 

 それらの事業を行った場合におきましても、

起債の償還が終わるものがございます。それか

ら、実質公債費比率が、こういった起債の償還

が終わることで、実質の公債費比率が１８％以

下を維持できるものというふうに見込んでおる

ところでございます。 

 今後は、大きな事業を行うことによりまして、

多少の変動はあろうかと思いますが、実質公債

費比率のピークは過ぎているような状態でござ

いまして、現在より上昇することはないんでは

なかろうかというふうに想定をしております。 

 起債の借り入れだけで事業を行うということ

はできません。一般財源も当然、必要となるこ

とでございますから、宿毛市の自主財源は、た

だいま３０％以下でございます。こういった財

政状況を見据えた上で、なおかつ国の制度改正

等、まだ不透明な部分がございます。そういっ

た中で、財源に大きな影響を受けることもある

かもしれません。 

 そういったことで、今後の情勢を見きわめな

がら、事業を行っていかなきゃいけないかなと、

そういうふうなことを思っているところでござ

います。 

 以上でございます。 

○副議長（寺田公一君） １番今城誠司君。 

○１番（今城誠司君） 説明ありがとうござい

ました。 

 振興計画について。地方自治法から策定義務

が廃止されても、やっぱり宿毛市としては必要

なことだから、しっかりとやっていくというこ

とでしたけど、今回、この計画を見まして、第

一印象は、本当に、まだまだ完成度が高くない。

高知市の総合計画について、高新のほうでも載

っておりましたけど、その目標設定についても、

１１７項目の数値目標の設定と、しっかりと、

それに実行を担保する予算まで、ある程度、把

握していると。完成度の高いものが提案されて

おります。 

 宿毛市には、これはできないのか。余り必要

もないので、しっかりとやってないかなという

思いで、最初、失礼ですけれども、質問させて

もらいました。 

 やっぱり総合計画は、市民に対して何を実現
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していくか、行政のマニフェストでありますの

で、しっかりと実効性のあるものを、市民に提

示して、取り組んでいかなければならない。 

 予算編成にしても、その基本計画、実施計画

に基づいて、予算編成のもととなるものをつく

っていただきたかった。 

 やはり、そういう計画が必要ではないかとい

う思いで、質問させてもらいました。これから、

実施計画、基本計画、現在、提示されているも

のには素案と書かれておりますので、もっとも

っといいものができるかもしれない。 

 今後、どういうスケジュールで、この基本計

画を見詰めて、実施計画につないでいくのかを、

再度、御答弁願います。 

 それから、財政計画についてですけれども、

もう１８％を超えることはないだろうと。必ず、

もうピークは過ぎているので、そういうことは

ないと。 

 行政方針では、楽観できる状態ではないと、

市長は申されてましたけれども、少し楽観でき

るんじゃないか。余り緊縮、緊縮の予算をやっ

てきたんですけれども、今度は少し、せめても

いいんじゃないか。使ってもいいんじゃないか。

それがためには、財政シミュレーションという

ものが大事になってくるんですけれども、我々

議員にも、市民にも、今後、これだけの事業を

試算して、起債しても大丈夫だという資料は見

たことがございません。 

 やはり、これから新規に事業を提案してくる

ときには、しっかりとした財政シミュレーショ

ンを、そらもう確実なものはできんかもしれま

せん、いろいろ状況は変化していきますけど、

その状況を踏まえた上でのシミュレーションを、

議員にも、市民にも提示して、その事業のぜひ

を判断していかなければならない。 

 そういう思いがございますが、公債費適正化

計画は、２５年度までの計画で、それから以後

については、書かれておりません。財政シミュ

レーションは、ここ５年、１０年の予想される

事業費なんか等、決められた数字、ある程度予

想していくシミュレーションが、私は必要と思

いますが、そういうシミュレーションをやって

いくおつもりはないのかどうかを、御答弁願い

たいと思います。 

 以上です。 

○副議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（中西清二君） 市長。まず、振興計画

でございます。御指摘の部分はあろうかと思い

ますが、これから、やはり実施計画となります

と、骨に身をつけていくというふうなことにな

ろうかと思います。 

 先ほど申しましたように、いろんな形を想定

しなきゃいけない。それに、骨に身をつけてい

く形が、実施計画であろうかと思います。 

 それの、先ほどの、後の質問の財政シミュレ

ーションとも関連するかと思いますが、そこの

実施計画を、きちんとしたものに、２３年度に

はつけていきたいなというふうなことは思って

おります。 

 それから、財政シミュレーションはもちろん、

やらなきゃいけないようなことでございます。

ただ、先ほど、最後に申し上げましたように、

非常に国の状況というものがつかめないところ

があります。この、今回も予算関連法案が通る

のかどうか、さっぱりわからない部分、そうい

ったことで、想定できない部分が多分にあって、

今、シミュレーションしていくこと自体が、大

変な状況なのかなというふうに、私自身は思っ

ております。 

 というのは、昨年からもあるんですが、一応、

総務省のほうでは、財政健全化、それから財務

省のほうもあるんですけど、各省庁においては、

いろんな事業を、こうやれああやれと言って来

ては、それには国費１００％ではなく、単独費
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用をつぎ込めというふうなことがあって、それ

を、例えば２年ぐらいやったら、もうあとは、

国ははしごを外すよと、そういうふうな事業も

多々あります。 

 そういう中で、これ、言いわけではないんで

すけど、そういったつかみきれないところが、

非常にあって、何か思いついたように、これや

れ、あれやれというふうな国からの指示がある。 

 それをやった、１年やったら、次の年は、も

う国の国費は外すよと。あとは一般財源で各地

方がやれとか、そういう事業は非常に多いです。 

 だから、この財政シミュレーションをするに

ついても、そういったものは想定してやらなき

ゃいけない。今までの財政のシミュレーション

の仕方と、少し違う形でやらなきゃいけないの

かな。そういった悩みというものは、ちょっと

あります、ということは御承知願いたい。 

 市が、我々、存続ずっとしていくわけでござ

いますから、ここの市の財政、どうしていくか、

将来的に、やはり借金がなければないにこした

ことはないわけでございますから、恐らく借金

は、ずっと続いて、ずっとって未来永劫じゃな

いかと思いますけど、この借金が徐々に少なく

なっていくということは、非常に必要なことだ

と思います。 

 こういうふうなことをしていかないと、思い

切った事業もでない、できないというふうなこ

ともあります。 

 今城議員、もう少したずなを緩めてという御

指摘だろうと思いますが、たずなをもう少し緩

めるかどうかのシミュレーションは、もう少し

お待ち願えればありがたいというふうに思って

おりますので、こういった答弁をさせていただ

きたいと思います。 

 よろしくお願いします。 

○副議長（中平富宏君） １番今城誠司君。 

○１番（今城誠司君） 振興計画については、

これからしっかりと取り組んでいくということ

なので、もう基本計画、実施計画についても、

その都度、議会で審議して、いいのか悪いのか

判断していきたいと思っております。 

 それから、財政シミュレーションですけれど

も、よく読めないからできないのでなしに、一

生懸命読んで、ある程度、実際に近いものをつ

かんでいくのが、行政マンの腕ですので、しっ

かりとつかんで、できればそれを公表していた

だきたい。我々も議案審議の一つの材料にして

いきたい、そう思っておりますので、今後とも

よろしくお願いいたします。 

 以上で、質問を終わります。 

○副議長（中平富宏君） １４番中川 貢君。 

○１４番（中川 貢君） １４番、中川でござ

います。 

 私は、今回のこの一般質問が最後になります。

今回、１１人の、私も含めて１１名の同僚議員

が一般質問をするということでございまして、

なるべく簡潔に、質問を行って、議事進行に協

力していきたいというふうに思っておりますの

で、執行部におかれましては、適切な御答弁を、

よろしくお願いしたいと思います。 

 まず、１点目でございますが、産業振興につ

いて、お伺いをいたします。 

 その中の最初の、１項目め、ソフト分野の支

援策でございますが、御承知のように、宿毛市

には、足摺岬、そして四万十川というような、

全国ブランドの観光地はございません。しかし、

美しい自然と、そして豊かな人情にはぐくまれ

た、宿毛ならではの食文化、そして新鮮な農林

水産資源がございます。 

 さらに、文教のまちとして、日本の歴史に名

を刻む著名人を輩出した文化風土など、他地域

と比べても、勝るとも劣らない希有な財産がご

ざいます。 

 加えて、現在、１次産業から３次産業、それ
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らを一体化いたしました６次産業と呼ばれるも

のに至るまで、新たな宿毛のブランドを開発し、

全国に、あるいは世界に発信していこうと、市

内を拠点にして、日々努力と研さんを積んでお

られる、頑張っておられる事業者もおられます。 

 こうしたすぐれた宿毛の財産を、商品として

発信していくことが、宿毛の活性化につながる

ものと考えますが、そのための方策として、施

設の整備の補助事業だけではなく、観光産業を

含めて、商品開発からマーケティングに至るま

でのソフト分野における新たな支援事業メニュ

ーを検討、そして創設し、これからの有望な事

業に対して、行政として積極的に支援をしてい

くお考えはないのか、お聞きをいたします。 

 また、一つのアイデアとして、マーケティン

グなどの専門のノウハウを持った、有能な人材

の登用についても、一考の価値があるのではな

いかというふうに思っておりますので、市長の

御見解をお聞きをしておきます。 

 もう１項目、２点目でございますが、文化・

スポーツによるイベントによるまちおこしにつ

いて、お伺いをいたします。 

 私は、文化・スポーツイベントも一つの産業

として考えることができると、常々思っており

ます。行政、民間団体などの主催で開催された

１年間の宿毛市のイベント実績を見てみますと、

規模の大小はあるものの、年間約１８０件以上

にのぼる各種文化・スポーツイベントが開かれ

ております。 

 これらの経済効果は、一体どの程度と試算を

されておられるのか。また、宿毛市行政として、

どのようにこの文化・スポーツイベントを評価

されているかについて、まずお聞きをいたしま

す。 

 続いて、六・七年前に取り上げました産業振

興に関する一般質問の中で、宿毛の活性化は地

産地消だけでなく、地産外消、いわゆる他で消

費していただく、そうした取り組みを行って、

外貨を稼ぐことでないかということを、提案を

したと記憶をしております。 

 宿毛の売りとなります地場産品を、市外に発

信をして、どんどん買ってもらうことはもちろ

んでございますが、加えて、歴史や文化、ある

いはスポーツイベントなどを積極的に奨励をし

て、宿毛市を訪れる市外からの入り込み客アッ

プを図ることによりまして、市内の経済を活性

化し、農産物や魚介類を初めとする地場産品の

販売促進につなげていくことは、費用対効果の

面からも、非常に有効ではないかというふうに

考えております。 

 実際に、これらの取り組みは市民、住民の娯

楽文化やスポーツの育成普及、スキルアップに

もつながると同時に、人的交流の促進と、リピ

ーターの増加、精神的、体力的な健康増進にも

寄与することとなりまして、まさに一石何鳥に

もなっていると考えます。 

 文化・スポーツイベントを、まちおこしプロ

ジェクトを大きな柱の一つに据え、施設の充実

や使用料の減免など、行政ができる支援策を拡

充するとともに、こうした事業を推進するコー

ディネーターの配置、また関係団体、事業者と

のネットワークの充実、情報の共有など、官民

共同の新しい仕組みをつくることが必要ではな

いかと考えます。 

 この点につきまして、宿毛市行政としての今

後の取り組みと対応について、お聞きをいたし

ます。 

 続きまして、２点目に入りますが、人権と地

域福祉のまちづくりについて、お伺いをいたし

ます。 

 宿毛市内でも、全国同様に少子高齢化が進ん

でおります。人口も年々減少し、ついに２万３，

０００人を割り込み、２万２，０００人台に落

ち込んでおります。 
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 税収のもととなる市民所得も、景気低迷や地

場産業の衰退、そして不安定雇用、賃金カット

などで減少傾向にあります。 

 このように、自主財源が乏しい本市の行財政

は逼迫する一方で、社会保障関連事業費につい

ては、毎年、増加の傾向が続いております。 

 こうした厳しい経済環境や行財政環境の中で

は、地域の多様な生活ニーズや課題に対して、

行政の力だけでこたえていくことは、非常に厳

しくなってきております。 

 これらの現状を克服するためには、行政と住

民が知恵を出し合い、新たな共同のコミュニテ

ィーや、生活環境づくりが必要だと考えます。

住民が安心して暮らせる自助・共助・公助の行

政と住民がともに支え合うまちづくりを実現す

ることで、個人の尊厳や人権が大切にされ、宿

毛に暮らしてよかった、宿毛でこれからも生活

をしたいと思える、心の通い合うまちになって

いくのではないかと考えます。 

 また、地域のことは地域住民がよく知ってお

りまして、地域の課題解決に向けた行政施策に

つきましては、地域住民を中心に据えて、行政

を推進していく住民参加の地域福祉の取り組み

が求められておるのではないかと思います。 

 以上、住民一人一人が参加する人権と地域福

祉のまちづくりの推進について、市長の政策面

における方針をお伺いをして、一般質問１回目

を終わります。 

○副議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（中西清二君） 市長、中川議員の一般

質問にお答えをいたします。 

 産業振興関係につきまして、非常に、いろい

ろな御提案をいただいたというふうに認識をい

たします。 

 おっしゃいますように、市内にも地域振興に

つながる特産品の開発を計画しております、民

間等、それから団体等がおられます。 

 行政方針でも、少し触れたと思いますが、ハ

ード事業は平成２２年度には直七生産組合が、

高知県産業振興計画を活用しまして、搾汁工場

を完成いたしました。 

 現在は、ナオシチを中心とした加工品の開発

を、積極的に行い、販路の拡大にも努めておる

ところでございまして、ナオシチばかりじゃな

く、ほかの果汁につきましても、この搾汁工場

を利用した形で、いろいろな製品をつくってい

ただければありがたいと、いうふうなことも思

っております。 

 また、水産業のほうでございますが、民間企

業が養殖業者さんとタイアップしまして、事業

拡大、事業規模を拡大して、また宿毛湾漁協に

おきましても、生産性の向上と、販路拡大を図

るため、民間企業と連携して、新たに加工場の

整備を行ったところでございます。 

 ソフト分野につきましても、宿毛市推奨品制

度であるとか、宿毛市地場産品等パッケージデ

ザイン支援事業費補助金というものを創設しま

して、商品のＰＲだとか、認知度の向上を図り、

販路の拡大と地場産品の育成というものを図っ

ているところでございます。 

 また、商品開発やマーケティング等を希望す

る事業者には、国、県の補助事業等を活用する

上での助言、サポートをしたりしまして、事業

者と一体とした支援をすることにより、事業化

の実現に向けての取り組みを、今後も図ってま

いりたいと、こんなに考えているところでござ

います。 

 次に、マーケティングなどの専門のノウハウ

を持った、有能な人材の登用でございます。こ

れからも検討していきたいというふうに思って

おりますが、現在の状況は、専門知識を有する

大学の教授や、宿毛大使などを招いたシンポジ

ウムの開催であるとか、交流を深めることによ

り、いろんな御指導をいただいているところで
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ございます。 

 また、財団法人の高知県産業振興センターに

も、専門知識を有した職員が配置されておりま

すので、こういったところとの連携も図りなが

ら、対応もしていきたいというふうに考えます。 

 これからも商品開発であるとか、販路の拡大、

物流の効率化を図るといったこと。それから、

関係団体等とも連携を密にしながら、地域産業

の活性化に取り組んでまいるということにして

おります。 

 次に、産業振興の２番目でございます。文

化・スポーツイベントによるまちおこしについ

てでございます。 

 まず、文化・スポーツイベントの経済効果で

ございます。今までも、いろいろスポーツ関係

のイベントを実施してきておるわけでございま

す。市外からの参加者の多いイベントを実施す

ることにつきましては、宿泊、それから飲食、

あるいはお土産品の購入などなど、直接的な経

済効果があるだけではなくて、市外の方に宿毛

市を知っていただく、関心を持ってもらうこと

による経済効果というものも、大きなものがあ

るというふうに思っております。 

 宿毛市の市民の方々のおもてなしの心という、

そういったものが、市外の方々に非常に強く打

っているというふうなものもあるんではなかろ

うかというふうに思っております。 

 イベントごとの具体的な経済効果そのものに

ついては、数値として試算しておりませんので、

ここで具体的な数字は申し述べることができま

せんので、御容赦願いたいんでございますが、

私自身は、宿毛市にとって、先ほども申しまし

た宿泊や飲食等にとって、非常に大きな経済効

果があるというふうなことを認識をしておりま

す。 

 また、経済効果だけではなくて、多くの市民

が協力をしたり、イベントをつくり上げていく

ということは、まちづくりとかにも大きな効果

があるというふうに考えますし、生きがいづく

りや、健康づくりといった意味からも、非常に

効果のあるというふうなことと考えておるわけ

でございます。 

 実は、昨日も梓立祭、小野 梓先生を顕彰す

る会があったわけでございますけれども、今回

は特に、第１６代早稲田大学総長が、去年１１

月に就任されて以来、初めてお見えになりまし

た。 

 小松、それから冨山房、坂本図書館をいただ

いた坂本報效会のほう、そしてことしは特に、

早稲田大学応援部ＯＢさんと、片島中学校の合

同の演奏会というものもありまして、このため

に、例年よりも非常に多くの方々が、宿毛にお

見えになりました。 

 そういった形で、この経済効果についても、

非常に大きいものがあったんじゃなかろうかと

いうふうに思っております。 

 まちおこしのプロジェクトの柱に据えた、今

後の取り組みにつきまして、間もなく、このき

のうの梓立祭以外にも、間もなく第３回の花へ

んろマラソンを初めとしまして、各種スポーツ

大会とか、講演会、コンサートの実施など、

「広報すくも」でお知らせしているイベントが、

年間を通じまして２００件ほどございます。 

 これらのイベントのうち、行政が主催するイ

ベント実施につきましては、関係機関とか関係

団体、多くの市民の皆さんの協力なくしてはで

きないということで、御協力をたくさんいただ

いて、実施しているわけでございます。 

 一方、民間団体が主催、実施するイベントも

ございます。これにつきましては、できるだけ

の施設使用料の減免であるとか、人的支援、そ

れから行政が積極的に後押しをして、協力をし

て、官民が一体となった多くのイベントを実施

している状況でございます。 
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 今後ともボランティア意識の向上とか、積極

的な市民参加、あるいは情報の共有化などの取

り組みを進めまして、積極的に文化・スポーツ

を通じた地域の活性化に努めていきたいと、こ

のように考えております。 

 スポーツ関係につきましては、具体的に少し

挙げさせていただきますと、子供のサッカーで

あるとか、子供の野球であるとか、そういった

大会を、それぞれの団体が開いていただいてお

りまして、子供たちの休みのときに、２日間を

かけてやってくれると。 

 １日目で、これは帰さない。２日目も必ず試

合があるような取り組みをしていただいて、そ

れに応援に来るお父さん、お母さん、おじいさ

ん、おばあさんといった方々が、市内に泊まっ

ていただける、そういったような経済効果もた

くさんございますし、市民とも触れ合うという

ことが、非常にすばらしいことだと、私は思っ

ております。 

 こういった形で、訪れた方が、気軽にまた市

内観光もできる体制の整備であるとか、また、

宿毛に来たいと言ってもらえるような取り組み

を、観光協会、関係の方々と連携をとりながら、

進めてまいりたいと、このように思っていると

ころでございます。 

 次に、人権と地域福祉のまちづくりでござい

ますが、行政方針においても、全体的な思いは

伝えておりますが、宿毛市におきましても、厳

しい行財政状況の中では、地域の多様なニーズ

や課題に対して、行政の力だけではこたえてい

くことは、非常に難しくなってきているという

ふうに思います。 

 今後も、人権が尊重される社会の実現を目指

すと同時に、子供から高齢者、すべての住民が

住みなれた地域で、だれでもが安心して暮らせ

るよう、それぞれが知恵を出し合い、役割を担

って、地域ぐるみによる市民と行政が協働した

地域福祉のまちづくりを推進していきたい、こ

のように考えた形での、地域福祉計画を策定す

ると同時に、保健・福祉・介護及び医療サービ

スの連携を一層強化しまして、高齢者を初め、

先ほど申しましたすべての市民が、宿毛に住ん

でよかったと思えるようなまちづくりの実現に

向けて、取り組んでいきたいと、このように考

えております。 

 以上でございます。 

○副議長（中平富宏君） １４番中川 貢君。 

○１４番（中川 貢君） どうも、適切な御答

弁、ありがとうございます。 

 若干、再質問になるかもしれませんが、意見

も交えながら、発言させてもらいたいと思いま

す。 

 産業振興の関係で、わかりやすい御答弁をい

ただきました。私もいろいろ、調査をしまして、

宿毛市の現在の状況、そして４５年前の状況と

比較したデータを紹介しておきたいと思います

が。 

 市内の国勢調査による結果でございますけれ

ども、１９６０年（昭和３５年）の調査がござ

いまして、１５歳以上の就業者数なんでござい

ますが、総数が１万２，０８７人となっており

まして、１次産業の関係者が４，８８６人、４

０．４％。２次産業に従事されている方が２，

２６５名で、１８．７％。３次産業に従事され

ている方が４，９３６名で、４０．８％という

数字になっておりますが、これが４５年後の２

００５年、平成１７年の国勢調査によりますと、

総数では１万１，１２２人でございます。その

うちの１次産業が１，６８１人、１５．１％。

２次産業が２，３１８人、２０．８％。３次産

業が７，１０９人、６３．９％となっておりま

して、この中で注目するのは、１次産業の落ち

込み、衰退でございます。 

 比較をしますと、約、４５年前に比較して３，
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０００人減っております。４０．４％の比率か

ら１５．１％に、急激に減ってきた。 

 一方で、３次産業につきましては、約２，０

００人ふえておりまして、４０．８％であった

人口比率が６３．９％に上昇しておりまして、

１次産業は衰退し、そして３次産業に就業形態

が大きく移っていった。２次産業は、大体、横

ばいというふうに思っております。 

 そういった経済状況、就業状況ということを

考えたときに、１次産業の振興いうのは、本当

に深刻な課題があるというふうに思いますし、

そういったものを、地産外消ということを、尾

﨑知事、就任されてからずっと訴えて、産業振

興計画も立てて推進しておられますけれども、

宿毛において、そうした１次産品を中心に、外

へ発信していくことも重要であるというふうに

思っております。 

 内部消費だけで、経済を大きく拡大していく

いうことは困難でありますから、外貨を稼ぐ、

外へ売り出していくいうことが大事かなという

ふうに思っております。 

 そういう部分では、各事業者が努力すること

はもちろんでございますけれども、行政が一定、

支援していく、そういった取り組みが必要では

ないかというふうに、常々思っております。 

 先ほどの御答弁の、市長のお話の中にありま

したように、国からひもつきの補助事業ばかり

では、非常に経済的に逼迫してくることは覚悟

しておかなくちゃなりません。しかし、市単事

業であったとしても、外からそういったお金を、

宿毛へ引っ張ってくる。宿毛の地場産品を外へ

売り出していくことによって、宿毛が経済的に

潤ういう形をとることを前提にすれば、市単事

業として、独自の発想もあってもいいのではな

いのかなというふうに思っております。 

 そういう部分で、例えば、せんだって、私た

ち市民クラブで政務調査へ行ってまいりました

徳島県の上勝町、そしてまた、島根県の隠岐の

島の海士町、そういったところで先進事例を勉

強させてもらいましたけれども、共通したとこ

ろがございます。 

 なぜかと申しますと、それは何かと申します

と、そこに地域の産品なり、そういった経済を

活性化して行く有能な人材がおられるというこ

とであります。 

 上勝町でも、Ｉターンでやってこられた農協

の職員でございますけれども、その方が努力さ

れまして、上勝町のいろどりという、今、株式

会社になっておりますが、そういった第３セク

ターを立ち上げるまでに成長して、全国にその

名をとどろかせて、世界にもかなり有名になっ

ておる、小さな山間の、徳島の町でございます

けれども。そうした人材が地域の経済を豊かに

していく、いう実態を目の当たりにしてまいり

ましたし、海士町でも、そうした町長さんがお

られまして、山内町長さんですが、そういった

町長の方針によりまして、その町の交流促進課

の職員の青山さんという方が、一生懸命マーケ

ティング担当もされまして、海士町のいろいろ

な産品を外に発信していく。いろいろな事業を

展開をして、これも一躍、国内でも有名になっ

ております。 

 そのほかにも、職員であったり、外部登用の

方であったり、かなり活躍をしておられて、先

進的な取り組みをされている自治体もございま

す。 

 そういったことを考えますと、本市におきま

しても、そういった人づくりが大きなキーワー

ドになってくるんではないかなというふうに思

ってます。 

 すばらしい財産、資源がありますけれども、

それを売り出していく人材を育てていく。また、

そういった人材をヘッドハンティングしていく

いうこともあってもいいんではないかなという
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ふうに思っておりまして、今回の質問で提案と

いうか、市長の考え方をお聞きしたわけであり

ます。 

 そういった部分で、他市町村の先進事例に学

びながら、宿毛のよさをアピールして、発信し

ていくということを、今後、積極的に取り組ん

でいただけたら、地場産業の振興にもつながり、

そしてまた、先ほど言いましたスポーツや文化

によるイベントおこしを通して、まちおこしに

つながっていくということになるんではなかろ

うかなというふうに思っております。 

 それから、人権と地域福祉のまちづくりにつ

きましては、ずっと、私もこの問題をテーマに

して、一般質問で取り上げさせていただきまし

て、今回、最後の一般質問で、あえてまた触れ

させていただきましたが、先ほど、市長がおっ

しゃった方向で、地域と、そして行政が連携を

して、本当に宿毛に住んでよかったなというよ

うな、そういった温かい、心の触れ合うまちづ

くりを進めていただいたらというふうに考えて

おります。 

 この点につきましては、積極的に、今後、取

り組んでいただけるものと期待をしております。 

 ２回目の質問を終わりますが、御答弁があれ

ば、適切な御答弁をお願いします。 

○副議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（中西清二君） 市長、中川議員から、

いろいろな御提案もいただきました。 

 本当におっしゃるとおり、やる気のある人材

というものは、やっぱり必要だということは、

私も就任以来、ずっと認識しております。 

 上勝町の話も、上勝町の町長さんの講演も、

東京で聞いたり、この海士町につきましては、

海士町まで、私も四、五年前に行ったこともご

ざいます。これは、離島振興協議会の会合等あ

りまして、そこでも山内町長が、非常に積極的

に財政投資をして、例えばＣＡＳ、個別の名前

を出したら申しわけないんですが、冷凍設備で

も、生の物が冷凍させて、解凍したときに生の

まま、本当にドリップが出ないようなものを採

用しているとか、先進的に取り組んでいるとい

うことも承知しております。 

 これまたすべて、やはり人材だと思います。

そこには、よそからもＩターンで入ってくる人

たちがいて、その人たちがいろんな商品開発を

して、いろいろな、外に出していく。サザエ、

カレイであるとか、それから、そこは牛も放牧

をしたりしておりますし、肉そのものは、高い

肉が東京まで行っているとかいう話も、そこで

勉強もしております。 

 私自身も、全国の地域づくり推進協議会の、

一応、会長をやっておりまして、全国の地域づ

くりに貢献されている人たちを、毎年、表彰し

て、その人たちにも会ったりして、いろんな話

も聞いているわけでございますが。 

 やはり、そこでやる気になって、こういう言

葉を使っては不謹慎かもしれませんけれども、

ばかになってやっていくというふうな、そうい

うふうな人たちが、このまちづくり、それから

地産外消の成功事例だというふうに、私も認識

してますし、近いところでは、四万十町で「四

万十ドラマ」というふうな、畦地さんが親分に

なってやっております。そういったところも、

実例として、非常に見てきております。 

 だから、あとはやる気の問題、やる気の人材

を、やはり求めなきゃいけないのかな。職員に

まず、やる気を出してもらいたい。そしてまた、

地域におられる方々に、一つの取り組みをして

もらいたい。 

 一つの成功が、じっくり、長かったんですけ

ど、温暖化を逆手にとって、こちらでマンゴー

をどうかという提案をして、今、やっていただ

いている人がおひとりおられます。 

 非常に、これは沖縄のマンゴーより、非常に
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おいしい。価値も非常に高いと思ってます。生

産が、去年２年目にようやくなりました。そう

いったものにも取り組んでいる方がおられまし

て、これはまさに地産のものを、外に向かって

高額、価値のあるものを出しているというふう

なこと。 

 それから、我々のところは、もう少し、１次

産品、魚である、それから野菜である、そうい

ったものを少し加工したものを、一つのロット、

適切に出していくということが大切なことでは

なかろうか。 

 予算と言いますか、景気の変動で、いろいろ

個人ではインフラの整備ができないというふう

な、経済的な面もございます。そのことに関し

ては、かなり行政も後押しして、これからやっ

ていかなきゃいけないというふうな思いも持っ

ておるわけでございます。 

 そういったこともあって、ことし４月には、

一つのところで６年以上ですか、そういった経

験をしてきた、即戦力になる職員を、３５歳ま

ででございますが、職員として２名、採用する

ことにしております。 

 それから、商工観光課のいわゆる事務局が、

商工観光課にありましたものを、皆さんの御了

解を得て、観光協会の専務を、専属の専務を採

用しております。 

 この方も、東京からこちらに来た方でござい

ますので、この方も、これから地域のために、

非常に頑張ってくれるんではなかろうか。 

 そういったものに取り組んでおりますが、ま

だまだ結果というものが出てきておりません。

中川議員のおっしゃる形のもの、そしてよその

いい事例、そういったものも見習いながら、地

産外消、地域の産業づくり、そういったものに

取り組んでいきたいと、このように思っており

ます。 

 それから、人権と福祉のまちづくりにつきま

しては、先ほど、中川さんがおっしゃった、こ

れは中川さんのライフワークみたいな形で、私

も時々、質問も受けておりました。こういった

ものにつきましては、誠心誠意取り組まさせて

いただきたいと、このように思っております。 

 以上でございます。 

○副議長（中平富宏君） １４番中川 貢君。 

○１４番（中川 貢君） どうもありがとうご

ざいます。 

 最後になりますが、私も今回の議会で勇退さ

せていただくということになりまして、大変お

世話になりました。 

 今後、宿毛市が元気になって、安心して、平

和に暮らせるまちになりますように、宿毛市行

政、そして議会、住民の皆さんが英知を結集さ

れ、そして協働のまちづくりを推進していただ

くことを強く御期待しまして、一般質問を終わ

ります。 

 どうもありがとうございました。 

○副議長（中平富宏君） この際、１５分間休

憩いたします。 

午後 ２時２９分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 ２時４６分 再開 

○議長（寺田公一君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 ８番浦尻和伸君。 

○８番（浦尻和伸君） ８番、一般質問を行い

ます。 

 ことしも３月になり、小・中学校を初め、高

校では卒業式や受験といった、一番忙しい季節

を迎えました。宿毛市においても、執行部より

２３年度の当初予算が提出され、議会もことし

から予算委員会をつくり、慎重に審査をするこ

とになりました。 

 その中で、議案第４０号に、宿毛市振興計画

が出されています。この振興計画は、宿毛市の
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基本構想として、平成２３年から平成３２年間

の基本構想です。 

 私は、この基本構想に、なぜ宿毛市の合併構

想がないのか、今でもじり貧になっている宿毛

市を、今後の１０年間、宿毛市単独で生きてい

くのか、市長の考えを伺いたいと思います。 

 なお、過去に振り返ってみますと、平成１７

年４月２８日、市町村合併特別委員会委員長報

告では、平成１５年７月１日に、宿毛市、大月

町、三原村の議会が、それぞれ合併協議会設置

議案を可決し、合併に向け、鋭意調査研究を進

めてまいりました。 

 しかし、平成１６年８月２２日に、大月町、

三原村において、合併の是非を問う住民投票が

実施され、開票の結果、大月町では賛成多数を

占めましたが、残念ながら三原村では賛成少数

となりました。 

 その結果、平成１６年９月３０日、宿毛市・

大月町・三原村合併協議会が解散し、その後の

平成１７年２月１７日、宿毛市、大月町で合併

に向け取り組む旨の合意が、市長、町長で行わ

れ、平成１７年３月２日、宿毛市・大月町合併

協議会が設置されました。 

 そして、２１世紀へ大きく飛躍する新生宿毛

市に、大いなる夢と希望を持っていましたが、

残念ながら合併の希望は絶たれることになりま

した。 

 その後、大月町民による合併賛成の署名運動

が行われ、３，５００人の署名を集めましたが、

その後の合併の話はありません。 

 続きまして、幡多けんみん病院について伺い

ます。 

 幡多けんみん病院は、幡多西南病院と宿毛県

立病院が統合して、幡多郡唯一の高度医療機関

として、平成１１年４月に、総工費１８７億６，

０００万円で完成をいたしました。 

 しかし、近年、医師不足で休診している科も

あれば、予約をしなければ診療ができない科も

あります。近隣市町村と連携をして、医師確保

に努めていただきたいと思いますが、市長の考

えを伺います。 

 以上で１回目を終わります。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 市長、浦尻議員の一般

質問にお答えをいたします。 

 合併の件ですが、非常に微妙な問題も含んで

いるんじゃないかなというふうに思います。 

 まず最初に、私自身は、この３市町村の合併

につきましては、賛成の立場で、そしてまた宿

毛市議会も、合併をしろということで、推移を

してきました。 

 今でも、恐らく宿毛市民の方々、議員の方々

も、合併することについては、賛成ではなかろ

うかというふうなことを、自分自身は思ってお

ります。 

 せんだって、県の総務部長の談話みたいなの

がありまして、合併の効果というのは、一定あ

ったんじゃないか。マイナスの面は、合併で広

くなった分、いわゆるその市の外れのほうと申

しますか、中山間地域であるとか、人口の少な

いところについては、以前より、それは少し寂

れたかもしれない。 

 しかしながら、公共事業が、合併をしないと

ころよりも、非常にたくさんできている。それ

から、基金の増額であるとか、そういったもの

の比較をしますと、やはり合併をしたところの

ほうが、増額基金も積み立てられているという

ふうなことで、一定の効果があったというふう

なお話も聞いております。 

 危機的な財政だから合併しなきゃいけないと

いうふうなことでもなかろうかと思います。一

つの、財政も一つの要因だろうと思いますし、

いろいろな、広域的な行政をやるということが、

これから求められていくことだろうというふう



 

－ 63 － 

に思います。 

 ただ、３市町村の合併につきましては、皆様

御存じのように、浦尻議員も先ほど申されたよ

うに、三原村において、住民投票で反対である

と。その後、大月町と宿毛でどうですかという

ふうなことを持ちかけましたところ、合併協議

会は、合併賛成ということで協議が成立したわ

けでございますが、その２日後の大月町議会で

は、否決。宿毛市議会では賛成という形で、合

併が実現できなかったというふうな経緯がござ

います。 

 私自身は、今でも合併につきましては、求め

られれば賛成していきたい。これも私自身の考

えでなくて、やはり議員の皆様方の後押しと申

しますか、市民を代弁する議員の皆様方が、合

併に向かっていこうじゃないかというふうな意

思統一も必要かなというふうに思っております。 

 そういったことで、議員の皆様の後押しであ

るとか、市民の後押し、そして我々のニーズ、

そういうものがあった上で、合併しましょうと

いうことは、言っていけるんじゃないかなとい

うふうには思います。 

 ただ、高知県のその後のお話でございます。

これ、市町村合併審議会から提言を受けまして、

県内の市町村を６区分するというふうな案を示

しております。本市におきましては、いわゆる

幡多６カ市町村ですか、黒潮町から四万十市、

土佐清水市、大月町、三原村と、当市というこ

とでの合併構想というふうな形にはなっており

ます。 

 そのことも念頭に置いた上で、皆様方と市民

の意見を尊重すべきであるというふうなことを

考えておるわけでございます。 

 現段階におきましては、サービス水準の維持

とか、市民サービスの向上を図っていくために

は、行政の効率化が不可欠ということで、複数

の自治体によります広域連合であるとか、機関

等の共同設置での事務処理も必要である、とい

うふうに思っているところでございます。 

 いずれにしましても、住民が安全で安心して

住めるまちづくりを目指さなきゃいけないとい

うふうに考えておりまして、そのためには、地

域エゴとか、個人的な利害関係を排除した上で

の大局的、建設的な議論はしていかなきゃいけ

ないかなというふうに思っているところでござ

います。 

 次に、幡多けんみん病院の医師不足について

でございますが、高度医療とか、へき地医療の

拠点病院として、幡多地域の医療の中核をなし

ています幡多けんみん病院でございます。 

 平成１８年ごろから、医師不足とか救急患者、

手術件数の増加によりまして、医師の負担が過

剰となっております。 

 一部の診療科の休診、それから週数回の予約

制による診療体制、病気が予約制となると、非

常にこれはおかしな話でございまして、これも

やはり、医師不足のなせるわざかなというふう

なことでございます。 

 これにつきましては、非常に、幡多地域住民

にとって、大変不安であるということも、私も

認識しておりますし、救急医療につきまして、

救急車の出動回数が非常に多い宿毛消防署でご

ざいます。そんなことも考えますと、この幡多

けんみん病院の医師の不足というものが、非常

に住民の生命、財産を守る上で、大切な課題で

あるというふうに、私は思っております。 

 当市の現状を申し上げますと、平成１９年度

に医師の減少などを理由に、楠山、京法、鵜来

島の３地区の無医地区巡回診療が、月２回あり

ましたが、１回となりました。 

 平成２０年には、鵜来島地区のみ、月１回の

巡回診療となった経緯がございまして、鵜来島

地区住民も、次は巡回診療が廃止になるんじゃ

ないかというふうに、大変心配しておりまして、
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市に対し、継続を求める要望書をいただきまし

た。 

 当市としましては、平成２１年５月に、高知

県議会文化厚生委員会に対しまして、鵜来島に

おける無医地区巡回診療の継続及び幡多けんみ

ん病院の医師確保についてということの要望書

を、議長と連名で提出しまして、公営企業局の

県立病院課から、これは引き続き、実施すると

いうふうな回答をいただいております。 

 また、平成２２年１１月には、高知県の市長

会を通じまして、高知県知事に対し、幡多医療

圏の維持にかかわる医師の確保についての要望

書を提出しまして、医師確保推進課から、高知

医大への働きかけにより、医学部定員の増、奨

学金貸与者がふえているということ。そして、

平成２２年３月設立の高知医療再生機構を核に

して、若手医師のキャリア形成の支援強化を行

い、早く活躍していただくなどの取り組みをし

ているというふうな回答をいただいているとい

う状況でございます。 

 これは、折に触れまして、幡多地域の首長、

市町村長とも足並みをそろえて、幡多けんみん

病院の医師確保に向けた要望等を行っていかな

きゃいけない。また、県にばかり、お願いする

ばかりでなくて、私自身も、宿毛大使を通じた

形で、せんだっても東京で医者の方を紹介され

まして、そのお医者さんに会ってきまして、こ

の地域医療のことを説明してきました。 

 ぜひ、若手だけでなくて結構でございますか

ら、６０ぐらいの方でも結構です。そういった

人、医師の確保が、この地方、地方は大体同じ

じゃないかと思います。皆さんがそういうこと

で、医療にもかかれない状況もあるというふう

なことも説明して、先生方のお知り合いなり、

それから学校関係、そういったことでの、田舎

がいいというふうなお医者さんがいれば、ぜひ、

きていただきたいというふうなことも、お願い

もしてきた状況でございます。 

 この浦尻議員から御提言いただきました医師

の確保の問題は、本当に我々、地域の住民の命

を守るという行為を減殺されるものでございま

すから、非常に重大な問題であるというふうに

思ってます。 

 また、へき地医療でも、沖の島に診療所がご

ざいますが、このへき地医療協議会も県の中に

ありますけれども、この協議会の中の医師の確

保についても、非常に重大な問題となって、

年々、減らされているというふうなこと。 

 減らされて、それで済む問題ではございませ

んので、この医師の確保については、重大問題

として、課題として取り組んでまいりたいと、

このように思っております。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） ８番浦尻和伸君。 

○８番（浦尻和伸君） 再質問をさせていただ

きます。 

 今、市長の答弁の中で、市町村合併の話を聞

きました。私も、６カ市町村の合併については

賛成なんですが、そこにいくまでに、６カ市町

村になるまで、じっと待っているんではなくて、

やはり大月、宿毛、三原、生活圏が恐らく、宿

毛を中心とした生活圏になっていると思います。 

 ちょっと、データがありますので、見てみま

すと、先ほど、野々下議員からも言われたよう

に、宿毛市の人口は平成１７年度国勢調査では、

２万４，３９７人で、世帯が９，３７１世帯あ

りました。しかし、去年の２２年では、２万２，

６１４人に対して９，２０２世帯、人口が１，

７８３人が減っております。 

 ちなみに、大月町では、１７年では６，４３

７人おったんですが、２２年には５，７８４人、

６５３人の減少となってます。 

 三原は、人口では１２７人の減少なんですけ

れども、世帯は１０世帯がふえております。 
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 そういう中で、市長も知っていると思います

けれども、宿毛、三原、大月、生活圏が宿毛に

あるいうことは、恐らく大月の人なんかも、２，

６００人が働いているんですけれども、その中

の７００人ぐらいが、この宿毛のほうに働きに

きております。 

 宿毛で買い物して、そしてまた家に帰る、そ

ういう形で宿毛を中心とした生活圏で生きてい

る住民、町民もおるんですけど、そういう中で、

やはり宿毛、大月、三原は、何か親戚筋のよう

な形で、私は受け取っております。 

 今後、私が市長にお願いしたいのは、やはり

６カ市町村を目指す中で、振興計画は振興計画

をおいておきまして、やはり宿毛市のトップと

して、大月町のトップとか、三原のトップとの、

本当に腹を割って話して、これからの１０年後

を見たときに、じり貧になっていく宿毛市、大

月町、三原村、この３つが下がっていくことは、

もう目に見えてわかっております。 

 しかし、３地域が協力すれば、山の森林ゾー

ン、商業ゾーン、それとか海のゾーンとか、例

えば柏島の目の前には沖の島があります、あれ

は宿毛市です。そういう形で、もう隣接が、前

からなってますので、垣根を越えて、これから

の合併に向けた取り組みの第一歩として、やは

り市長みずからトップ会談をしながら、そして

職員の交流、そういうものを深めて、最終的に

は、私としては、６カ市町村と合併をするとき

に、四万十市と胸を張って合併できる宿毛市で

ありたいと思っております。 

 そういう中で、市長の意見として、ちょっと

お聞きしたいと思います。 

 それと、けんみん病院なんですが、けんみん

病院は、一応データをとったんですが、平成１

１年にできまして、そのときには、結構、医師

はいたんですが、例えば医師が減ったのは、皮

膚科がゼロになりました。今は予約です。それ

と、眼科。眼科も予約です。それと、精神科、

神経科、神経内科、呼吸器科、すべて休診にな

ってます。 

 しかし、データ的に、いろいろ見ると、幡多

西部消防組合、その消防署なんですけれども、

その組合が２１年に緊急で搬送したり、これは

幡多けんみん病院に搬送してます。幡多西部消

防組合が１，２０９名、幡多中央消防組合が、

１，１２１名、土佐清水消防本部が４８７名、

合計２，８１７名の患者を、緊急に搬送してま

す。 

 その中で、１日平均７．７人、それだけ緊急

性をもって、けんみん病院に行っているんです

けれども、どういう病気か、どういうけがかわ

からない中で、やはり医師がいないと大変な状

態になります。 

 私としては、やはり市長にお願いしたいのは、

県の病院ですけど、またトップになるんですけ

ど、やはり６カ市町村の代表が判の押し合いを

して、県庁に行って、知事に直接会う。現状を

報告しながら、何が何でもこの幡多けんみん病

院が、市民が高齢している中で、ちゃんとした

医療を受けれるように努力をしてもらいたいと

思います。 

 それともう１点、もし可能なれば、私は６カ

市町村がある程度、お金を出し合うて、基金じ

ゃなくて積み立てなんか置いてもいいんじゃな

いかと。それは、優秀な生徒がおって、医科大

学とか、そういうところに行けば、高知医科大

学でもいいんですけど、医師になれば、その幡

多けんみん病院で１０年間ぐらいは働いてもら

う。しかし、学費については、６カ市町村が出

したお金で、ただで行かすとか、そういう制度

をつくりながら、非常にお金がかかりますので、

医大は。そういうふうな形の制度ができないか、

そこらあたり、市長の考えを伺いたいと思いま

す。 
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 ２回目の質問を終わります。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 合併につきましては、

私の考え、さっき申したとおりでございます。

やはり私だけがリーダーシップとって、浦尻議

員から言われたから、それをやれというんじゃ

なくて、先ほど申しました、やっぱり、例えば

議会でおまえやれというふうな決議をもらうと

か、そういうことがあれば、これはまた状況が

違ってくると思います。 

 ここで一般質問を受けたから、お前、はいは

い、行きますという話には、なかなかならない

んじゃないかと。 

 私は、先ほど申しましたように、市民の代弁

者である議員の皆さんが、合併していくのに、

おまえ動けというふうなお墨つきを、できれば

いただければ、私は動いていいと思います。 

 別に、あと町長、村長とは、ずっと顔見知り

でございます。ほかでも、広域でも、いろんな

ことで話し合いはさせていただいておりますか

ら、腹を割った話もできるというふうに思いま

すので、できればそんなことがありましたら、

動きやすいかなというふうなことでございます。 

 それから、今のけんみん病院の話ですけど、

これ、先ほど申しましたように、市長会、我々

の幡多けんみん病院での医師不足につきまして

も、これは県のほうにも市長会を通じて、一緒

に連名で出しておるというふうなこともござい

ます。 

 もう１点は、６カ市町村が基金を積んでとい

うのは、今、初めて聞いた話でして、そこら辺

の検討は一切まだしておりませんから、それに

ついては、また事務局とも、事務的な話もして

みたい。 

 これが、いろいろな、けんみん病院でござい

ますから、県のほうとの調整も必要かなという

ふうなことを思います。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） ８番浦尻和伸君。 

○８番（浦尻和伸君） 合併の問題については、

やはり議会のほうでも協議をすべきだと思いま

すし、また議会のほうにも提案はしていくんで

すけど、やはり今の宿毛市とか、先ほど、市長

が言われたように、町長、村長とかと腹を割っ

て話すとか、定期的な会談をしているとは思う

んですけど、やはり職員の交流とか、そういう

部分は進んで、例えば一般質問でお願いがあっ

たからじゃなくて、例えば成人式を合同でやる

とか、いろんな部分でつながりを持ちながら、

今後の幡多西部地域を中心として、栄えていき

たい３カ市町村、そこらあたりで頑張っていこ

うかなという形の話し合いなんかもしながら、

議会のほうも、私としても提案していきたいと

思っております。 

 先ほどのけんみんについては、私、データ持

ってないんですけど、今、宿毛市民、大月町、

三原村も、中村もそうなんですけれども、四万

十市もそうなんですけど、高齢者がたくさんお

ります。だから、２，８００人ぐらいの、緊急

の救急車も走ったとは思うんですけど、その中

で、医師については、本当に６カ市町村が真摯

に受けとめて、今回の高齢社会の中で、やはり

基金というか、積み立てとか、それは難しいと

ころもあるかもしれないんですけど、例えばフ

ェリーなんかでも、積み立てというか、皆さん

が出しおうてますし、くろ鉄でもやってます。

そういうお金は、やはり市民のみんなから集め

た税金でやってますので、理解も私はあるとは

思いますので、そこら辺、十分やはり、市長の

ほうも考えていただき、より早くけんみん病院

に、たくさんの医者が来て、高度医療として君

臨できるけんみん病院を、期待をしております。 

 質問は余りないんですけど、これ以上、余り

言うと。 
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 ただ１点だけ、市長には、先ほど言いました

合併問題にしろ、けんみん病院問題にしろ、今

後とも、くれぐれもよろしくお願い申し上げま

して、一般質問を終わりたいと思います。 

○議長（寺田公一君） １５番西村六男君。 

○１５番（西村六男君） １５番、一般質問を

行います。 

 まず、中心市街地活性化についてをお尋ねし

たいと思います。 

 平成１８年８月２２日に、中心市街地活性化

法が改正されまして、制度が大幅に拡充が盛り

込まれました。 

 これを受けて、宿毛市では、商工会を中心と

した中心商店街活性化に、積極的に取り組んで

おり、既にコンサルタント会社が、平成２３年

４月から平成２８年３月を計画期間とする、基

本計画を策定されました。 

 ところが、まだこれは正式に取り組んだもの

ではなくて、これから市長部局でも検討する課

題だということは、十分に承知しておるわけで

ございますが、残念なことに、行政との調整は、

まだなされたふうもなく、議会の議決はもちろ

んなく、議会に対する十分な説明も、まだでき

ておりませんし、国に対するこの事業の申請も、

いまだなされてないところでございますが、こ

のコンサル会社がつくった図面が、残念なこと

にひとり歩きをしまして、もうとめれないとこ

ろまできてしまいました。 

 それは、どういうことかと申しますと、市民

はこの計画に大きな期待と、反面、不安とを持

っておりますし、また期待する方は、今にも起

工式があるのではないかというような幻想を抱

いております。 

 また、悪いことに、高知新聞資料では、本年

２月２３日の紙面で、宿毛市の当初予算案とし

て、中心市街活性化に伴う道路整備費として、

７，１０９万円を計上したと報道されましたの

で、市民は既に、本事業は着手をしたというふ

うに、早合点している方もございまして、わし

んとこの家は、いつ買うてくれるろと。うちの

敷地は、いつ買うてくれると。いつごろ立ち退

きしたらいいだろうと、そういうふうな話がだ

んだんに耳に入りまして、もう下手な説明をし

ても、なかなか聞いていただけません。 

 ここで、きょうは西村にではなくて、期待を

し、危惧しておる市民にも、わかりやすいよう

に、この事業の今後について、市長からじきじ

きに御説明をしていただきたいと思います。 

 その内容、１番、地域住民に、いつこの事業

の説明をして、賛同を得、同意を得ようとして

いるのか。 

 ２番、この契約は、この計画が議会に提案さ

れるのは、どの時点で提案されて、皆さんの同

意を得ようとするのか。 

 ３番、その上で、区民への申請は、市長の腹

づもりでは、何年度にして、それから何カ月ぐ

らいでこの認可をされるとお思いか。 

 そして、この工事は、大変大きな事業でござ

いまして、なかなか先までは見通せないことは

よくわかっておりますが、せめて５年単位の実

施計画で、おおよそこの事業費は幾らで、国の

補助率は何％ぐらいで、そして今城議員が心配

をしておりました宿毛市の財政と照らし合わせ

て、十分、市民の期待にこたえれるものかどう

か、そこらあたりをひとつ、市民向けも含めて

御説明をお願いしたいと思います。 

 次に、小筑紫小学校跡地の活用についてをお

尋ねしたいと思います。 

 この件は、当初、私は教育長に御説明をいた

だくのがいいのではないかと思っておりました

けれども、執行部のほうから、小筑紫小学校は

間もなく一般財産に移行するから、教育委員会

でなくて、市長部局のほうがいいことはないで

すかという、丁寧な耳打ちをいただきましたの



 

－ 68 － 

で、あえて市長に御質問をしたいと思います。 

 かつては、宿毛市で重要な産業、経済の地域

であった小筑紫、すなわち南地区で、田の浦小

学校、栄喜小学校が統合で廃止され、小筑紫小

学校が場所変更に伴う新築で、旧小筑紫小学校

が閉校となり、空き地が生じました。 

 この重要な南地区で、３校もの校舎が閉校に

なり、跡地のできましたことは、この跡地を有

効活用して、地域の活性化を図らなければなり

ません。 

 宿毛市の発展は、中心市街地活性化だけでは、

将来の展望は当然、望むことはできませんし、

この南地区の発展こそが、宿毛市が街区ととも

に発展する重要な地区ではないかと思います。 

 そこで、市長は、この小筑紫地区の活性化と

あわせて、その跡地の利用をどうお考えかをお

聞きしたいと思います。 

 以上で１回目の質問を終わります。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 市長、西村議員の一般

質問にお答えをいたします。 

 宿毛市中心市街地活性化の件でございますが、

この御質問、昨年の９月議会、宮本議員からの

御質問がございまして、お答えをさせていただ

いております。 

 今回のこのまちづくりにつきましては、宿毛

商工会議所と宿毛市が中心となりまして、これ

は官民協働の協議会を立ち上げまして、委員の

皆様は、大多数が民間の方々でございます。活

性化についての御意見を出し切っていただきま

して、構想を取りまとめているところでござい

ます。 

 現在は、これはもう、本当に多種多様の事業

項目が出されております。とても実現は無理じ

ゃないかなというふうなところもございます。 

 また、これを、本当にこの構想すべて実施す

るとなると、莫大なお金がかかりまして、この

構想案をもとに、現在、中心市街地活性化協議

会のみならずでございます、市のほうにおきま

しても、財政的な裏づけの検討も行わなきゃい

けないだろうということで、各種事業の仕分け

と申しますか、身の丈にあった、宿毛らしいま

ちづくりの実現に向けた取り組みとしなきゃい

けないと、こういうふうに思っております。 

 小野梓公園につきましては、現構想、現在の

絵がありますが、この絵によりますと、立ち退

きが必要な絵というふうになっております。が、

現実的な話といたしましては、初期段階での経

費は節減をしなきゃいけない。その上で、空き

地とか、空き家となっているような土地を活用

しまして、活性化の熟度と申しますか、そうい

ったものを見ながら、段階的に整備をすべきじ

ゃないかというふうなことを思ってます。 

 また、構想の中で、立ち退きが必要となると

いうふうに書かれております道路の拡幅工事に

つきましても、もっと中心市街地活性計画を、

もっと十分に煮詰めた上で、拡幅の必要性も含

めて、検討すべきであるというふうに思います。 

 次に、国へは、もう２３年度、この計画を、

先ほども申しましたように、もっと煮詰めて、

先ほど言いました、身の丈に合った、より宿毛

らしいまちづくり、そうした計画に、きちんと

したものにしていかなきゃ。その上で、２３年

度には、何とか申請をしたいというふうに思っ

ているわけでございます。 

 いつごろまでに申請したら何カ月かかるかと

いうお話もありましたが、これについては、ち

ょっと、まだはっきりしたことは、私のほうか

ら、判明しておりませんので、御容赦願いたい

と思います。 

 それから、今年度予算を計上させていただい

ておりますが、この工事についてでございます。

水道通りから新町へ行く、これは中央線という

ふうなことで表示してますが、用排水路改修を、
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稲刈りを終えた１０月以降というふうに考えて

おります。 

 それから、構想の実現性ということもありま

すが、これ、国の、いわゆる構想といいますの

は、今言った全体構想の中のことをお話をさせ

ていただきますと、国の診断助言事業がござい

まして、アドバイザーの方々のお話も、メモと

して報告書も出てきております。 

 この中心市街地存続のためには、そこにいる

住民が、やる気をもって市街地の再編をするこ

とが急務というふうに示されております。 

 先ほど、３回目になるかと思いますが、やっ

ぱり身の丈に合った、より宿毛らしいまちづく

りの実現ということにならなきゃいけない。 

 計画につきましては、先ほど申しました、本

当にアドバイザーから厳しい、それぞれ、個々

個々に厳しい指摘をいただいております。そう

いった厳しい指摘を受け入れながら、再検討し

ていく必要があろうかと。 

 この協議会の中でも、そのアドバイザーから

の文書で出てきておりますので、それらを一つ

一つ、何と申しますか、吟味をして、本当に実

現可能か、それから財政的なものをどうするの

かとかいうふうなこと。 

 それから、官の事業と民の事業というふうな

ことを、きちんと考えていかなきゃいけないん

だろうと。 

 それから、先ほど、西村議員の御指摘の、今

年度の予算の話ですが、これ、宿毛小学校のグ

ラウンドと、小学校から北にのぼる道、あれが

非常に狭うございます。この分については、改

修していかなきゃいけないだろうと、そういう

ふうな設計も入れております。 

 それから、先ほど申しました、水道通りから

新町へ行く、旧名ですが、あそこはもう、いわ

ゆる溝が洗掘されております。そうしたことで、

家屋に被害が及ぶ可能性がございますので、こ

れは早急にやっていかなきゃいけないだろうと。 

 もう一つの設計につきましては、宿毛小学校

の門の前から、真丁のアーケードへ行く道。あ

れの拡幅についての設計が入っておりますが、

これは、非常に難しいんじゃなかろうかと、私

自身は思っております。 

 だから、設計の形で、どういう設計をしてい

くかというふうなものを、計上、一応している

ということでございます。 

 そうした形で、国の、いわゆる来年度、２３

年度のやる工事については、そういった３つの

線のことをしていこうと。 

 これは、都市計画街路事業であるとか、都市

防災推進事業、防災の関係も入っていきますの

で、小学校から北のほうなんか、そういったも

のも入ってきます。 

 この都市計画街路事業というのが、６０％の

補助率があります。それから、都市防災事業と

いうのが、５０％の補助。それから、都市公園

事業、これは小野梓公園などでございますけれ

ども、こういったものが５０％の補助がござい

ますというふうなところで推移しておりまして、

今のところ、本年度の予算要求につきましては、

設計の発注というふうなことを考えておるわけ

でございます。 

 それから、次に、小筑紫小学校跡地の活用で

ございます。遊休資産の活用、処分ということ

になろうかと思います。旧小筑紫小学校に限ら

ず、御指摘のように、田の浦小学校の跡、それ

から栄喜小学校、保育園を含めた跡地というふ

うに、総体的にこの活用処分については、取り

組んでいく必要があろうかというふうに思って

おります。 

 こういった中で、遊休資産の処分でございま

すが、まず、坂ノ下、桜町教員住宅の跡地の売

却、それから大海保育園の跡地の、地区への、

これは有償で貸与をしております。 
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 これは、地域からの要求でございました。 

 そういった形での、取り組んでおりますが、

教員住宅跡地につきましては、残念ながら、そ

の入札参加者がおりませんで、まだ売れてない

という状況でございます。 

 それから、やっぱり遊休資産の活用策を模索

していくことは、非常に大事なことだというふ

うに、私は思っております。小筑紫小学校のこ

とが、メインとしてお話がございました。 

 建物につきましては、これは耐震基準を全然

満たしてないものですから、これは、もし使う

となったら、これ耐震補強をやらないと使えな

いと。危なくて、こういうものは売却とかでき

ません。 

 それから、土地でございます。これ、どうい

うふうな形でするのか、もう少し地域の方々の

ニーズも含めた形で、考えなきゃいけないのか

なというふうなことがございます。 

 小筑紫小学校の跡は、国道沿いにございます

ので、地区の拠点施設として、先ほど、御提案

ございましたように、大事なところじゃないか

というふうなことを、我々も認識しておりまし

て、非常に重要な問題ととらえているというふ

うに申し上げます。 

 いずれにしましても、今は地元の方々が、七

日島が、校庭の前を、七日島というんですが、

その島の環境整備としまして、校舎周辺を一体

的に管理していただいております。 

 加えて、体育館の跡地でございますが、これ、

菜園として、地元の方々が、それからまた校庭

につきましても、子ども会のソフトボールの練

習場として、現在、利用をしております。 

 今後、地元の方々の意見等も踏まえる中で、

この活用策に取り組んでいかなきゃいけないと

いうふうに思っているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） １５番西村六男君。 

○１５番（西村六男君） 再質問を行います。 

 中心市街地活性化対策につきましては、大変、

丁寧に御説明をいただきまして、このテレビを

見ております当該市民の方々も、十分、納得で

きたのではないかと思いまして、厚くお礼を申

し上げたいと思います。 

 続きまして、小筑紫小学校の跡地の利用でご

ざいますが、私も、あそこは南地区の拠点の地

域、重要な地域だと判断しておりますし、市長

も、先ほど答弁の中で、重要な拠点地域だとい

う御説明でございましたので、お考えは一致し

ておるのではないかと推察いたします。 

 あの近くで、公共の建物を二、三、例を挙げ

て見てみますと、小筑紫の中心部の国道は、非

常に幅員が狭くて、通行は不便であるし、もち

ろん危険性があります。 

 そして、たくさんありました商店街の商店も、

だんだんと閉店いたしまして、はや買い物難民

が、ぼつぼつときかれるような状態になってお

ります。 

 そして、小筑紫保育園は、季節風では砂が飛

び、地震が来れば津波が、間違いなく押し寄せ

るというところでございます。 

 そして、小学校の西側にあります市営住宅は、

津波の危険はもとよりのこと、耐震に対する強

度は全くありませんので、一日も早く建てかえ

しなければならない建物だといって過言ではな

いと思います。 

 そこで、私が市長に提案をしたいのは、あの

小筑紫小学校の跡地を、国道のレベルに埋め立

てをいたしまして、あの用地の半分が、また３

分の２がイベント広場、すなわちお祭り広場と

して確保して、地区民の憩いの場の中心とした

い。 

 そして、その隣に残った土地に、高層建築物

を建てる。例えば、１階は商店街として、狭い

国道で営業しておる地元の商店の方々に、テナ
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ントとして入っていただくのもいいし、ＪＡの

小筑紫の営業所が入っていただくのもいいでし

ょう。とにもかくにも、そこに建って１階部分

を、地元の方々の便利のいい商店街につくり上

げていってもらいたいと。それが活性化の大事

ではないかと思っております。 

 そして、２階には、先ほど言いました危険い

っぱいの保育園を２階に入れて、その一部には

広いホールをつくって、老人とともに一日過ご

せる、そういう建物にしてはと。 

 特に、２階の大広間は、災害のときの緊急避

難や、炊き出しやら、そういうとこに十分使え

るようなものにしてはどうかという考えを持っ

ております。 

 そして、３階以上の階は、予算が許せば３階

でも４階でも、とにかく小筑紫のシンボルとな

る建物を建てて、そこには老人、高齢者に対す

る住宅、そして市営住宅を何軒か建てて、今あ

るすべての危険を取り除く、そして明るくて楽

しいシンボルの建物をあそこにつくる、そうい

うことを考えていただきたいかなと、そういう

お考えで提案するわけでございます。 

 特に、西村は太いことを言いよるというお考

えかもわかりませんけれども、高知県の人口は

７７万３，０００人で、現在ありますが、高知

県に本籍を置いておる方は、９８万８，０００

人いるそうです。宿毛市に本籍を置いておる方

は、現在の人口のちょうど同じぐらい。すなわ

ち倍の方が、宿毛市に本籍を置いておるそうで

す。 

 この方たちを忘れずに、やはり本籍を置いて

いる方は、宿毛の人だという考えで帰ってきて

いただく、そういう施設も兼ねて、やはりこう

いうものをつくってはという考えを持っており

ますので、市長の御所見をお伺いしたいと思い

ます。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 小筑紫小学校の跡地に

ついて、突然のすばらしい提案をいただきまし

た。 

 私自身も、そういった形になれば、非常にい

いかなというふうなことを、今、感じたところ

でございます。 

 西村議員おっしゃるように、小筑紫小学校の

跡地、本当に国道沿いでいいところにございま

す。ただ、いかんせん、低いというところ。坂

道ある、それを土砂を盛り立てて、レベルを上

げるということにつきましても、いい考えでご

ざいますが、技術的に、どういうふうになるの

か。すぐそばが海がございますから、海のほう

に石垣を積むのかとか、いろんなこともあろう

かと思いますし。 

 保育園のこともございます。それから、住宅

につきましては、改良も含めまして、住宅、基

本計画、これからきちんと出して、国土交通省

のほうに、２３年度には提出するというふうな

こともございます。 

 御提案として、承りまして、先ほど申しまし

たように、地域の方々の意向というものが、や

っぱり大切だというふうに思いますので、本日

は、御提案ということだけで承っておきます。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） １５番西村六男君。 

○１５番（西村六男君） その問題が、議会に

提案されたときは、もう私はいないわけでござ

いますが。 

 最近、一つだけ気にかかることがございます。

それは、課長を初め、管理職、または補佐級の

方々が、その職について、いよいよこれからや

るぞというときに、なぜか気力を失ったのでし

ょうか、定年までには１年、２年、３年と残し

ながら、早期に退職する方が、近年、数人単位

で見受けられております。 

 何となしに、私はこの状態を危惧しておるわ
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けでございます。 

 昔のことわざに、「人は城 人は石垣 人は

堀 情けは味方 あだは敵なり」という言葉も

ございます。 

 この優秀な管理職が、早々に退散していくと

いうことは、宿毛市にとっては大きな損失でご

ざいます。どうか、市長の力をもって、この早

期退職者を思いとどまらせて、１年、２年と宿

毛市に頑張らせていただくようにお願いしたい

と思います。 

 先ほど、中川議員からもごあいさつがありま

したが、私は９期３４年、市民の温かい御支援

をいただきまして、中西市長、林市長、山下市

長、そして中西市長と、４代にわたり、この場

で論戦をしてまいりました。 

 しかし、浅学非才の私には、論戦をしてまい

りましたけれども、市民の皆様方の夢と希望と

願望の負託に、十分こたえ得なかったことを深

く反省するところでございます。 

 これは、これからは一市民として、微力では

ございますが、市政発展のために努力をしてま

いりたいと思っております。まさに市長、宿毛

市は不滅でございます。市長と職員一同が、ま

すます奮闘、努力され、市民のために尽くされ

んことを心からお祈りすると同時に、再度、挑

戦されます同僚の皆様方には、めでたく御当選

なされて、宿毛市百年の計のために論戦をして

いただくことを切に願って、終わりのあいさつ

といたします。 

 ありがとうございました。 

○議長（寺田公一君） お諮りいたします。 

 本日の会議はこの程度にとどめ、延会いたし

たいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本日はこれにて延会することに決し

ました。 

 本日は、これにて延会いたします。 

午後 ３時４１分 延会 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時００分 開議 

○議長（寺田公一君） これより本日の会議を

開きます。 

 日程第１「一般質問」を行います。 

 順次発言を許します。 

 ５番浅木 敏君。 

○５番（浅木 敏君） おはようございます。

５番議員の浅木です。ただいまから一般質問を

行います。 

 質問通告に従い、質問を進めます。 

 まず、１番目の宿毛湾への米軍艦船の入港に

ついて、市長にお尋ねします。 

 去る１月２６日、またしても米軍の艦船が宿

毛湾に入港しました。２００６年のラッセル、

２００８年のオカーン、２００９年はキッドが

入港を打診、そして２０１０年２月にはレイク

エリー。あれから１年もたたないうちに、今度

は米軍のドック型揚陸艦トーチュガが、自衛隊

の海上輸送艦しもきたと同時に入港しました。 

 入港目的も、岸壁使用許可申請では、米軍の

艦船は親善及び友好、自衛艦は訓練後の休養寄

港となっています。しかし、海上幕僚幹部は、

日米の輸送部隊間における連携要領の演習訓練

で、１月２４日から２７日にかけて、佐伯から

伊予灘を経て宿毛に至る海域で実施。内容はエ

ルキャップ運航訓練と、艦艇相互研修となって

います。 

 海上幕僚幹部の公表が正しいものとすると、

日米共同訓練中の寄港は、宿毛湾港の明らかな

軍事利用であり、県内湾港の平和利用を課した

非核港湾決議にも反するものであります。 

 洋上での合同訓練に続く、初めての同時着岸

の実証訓練でもありました。米軍艦が１年もた

たぬうちに、民間港へ入港を繰り返すことは、

いよいよ宿毛湾の軍事利用をさらにエスカレー

トさせ、本格的な軍港化に動き出したといえま

す。 

 また、今回入港したトーチュガは、強襲揚陸

艦で、エルキャップと呼ばれるエアクッション

の上陸艇が装備されており、戦車等を積んで、

敵前へ上陸するための海外殴り込み部隊であり

ます。 

 また、トーチュガには３００人の海軍兵士以

外に、戦地での残虐行為や、我が国の基地周辺

でも、地元の人々を襲う事件をたびたび起こし

ている海兵隊員が４０人乗り込んでおりました。 

 アメリカの軍艦を、こうもたびたび宿毛湾に

入港させることについては、市民の中にも、軍

港化への危機感が広がり、さきに私たちが行っ

た市民アンケートでも、軍艦の入港をとめてほ

しいという要望が多くありました。 

 私は、宿毛の平和、日本の平和を求めるもの

として、漁港、商港として栄えてきた宿毛湾を、

米軍の基地港にすることに反対する立場から、

市長に次のことを質問します。 

 １、資格証明書の提出についてであります。 

 核兵器を搭載した危険な外国の艦船が入港し、

事故を起こせば、宿毛市民を初め、四国西南地

域に大きな被害が発生することになります。外

国艦船は、入港させないこととあわせて、もし

入港を認める場合には、資格証明書を提出させ

るよう、知事に求めるべきではないか。 

 ２、１月２０日に宿毛湾の軍事利用を許さな

いネットワークが、宿毛市長に申し入れた１点

目は、歓迎行事を行わないこと。２点目は、米

兵が市民に危害を加えないように、万全の対策

をとることに対して、どう対処されたのかをお

尋ねします。 

 宿毛市役所主催の歓迎会はなかったようです

が、報道によると、副市長が岸壁での歓迎式典

で、「ようこそ宿毛へ、心より歓迎します。米

軍は２００６年のラッセル以来、オカーン、レ

イクエリーに続き、今回で４隻目、乗組員が上
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陸して、買い物など宿毛市経済に寄与してもら

っていることに感謝する」という趣旨のあいさ

つをされたようであります。 

 日本国民の税金を、年間７，０００億円も使

って駐留し、基地周辺では、殺人、少女への暴

行、傷害事件など、数限りない犯罪を起こして

いる外国軍隊を歓迎することは、犠牲になった

日本国民の心の痛みがわかっていないのではな

いかと思われます。 

 私も、宿毛市民の一人として、基地をつくら

れ、米軍の犠牲に苦しんでいる人々に申しわけ

ない気持ちでいっぱいであります。 

 入港許可をした知事の責任は重大であります

が、宿毛の行政を代表しての歓迎あいさつはい

かがなものでしょうか。 

 ２点目の、米兵による市民への危害について

は、今回は殺傷事件の報道はありませんが、け

ん銃や麻薬などを持って上陸しないよう、日本

側による検査が行われたのかどうかをお聞きし

ます。 

 ３番目に、米軍艦船入港時の水質検査につい

てであります。 

 外国の艦船は、入港時にバラスト水の放出や、

船体塗料から有害物質を出し、海上を汚染させ

る場合があります。宿毛市民の健康を守るため

にも、艦船の入港前と、離岸前の海水をくみ取

り、検査する考えはないか。 

 ４番目に、警備等公費支出についてでありま

す。 

 今回はまた、市民への規制を強化し、緑地公

園に車で入らせない。新港内の道路を車で通行

することも許さない措置をとりました。 

 一般客船の入港時には、こうした規制はして

いません。こうした機動隊の警備は、市民を守

るのではなく、市民を排除し、米軍を守ること

を第一に置いた警備といえます。米軍入港のた

びに、多額の日本国民の税金が使われています。 

 今回の入港で、幾ら公費を使ったのか、お尋

ねします。 

 ２番目に、有害鳥獣について、市長にお尋ね

します。 

 有害鳥獣対策については、各自治体でさまざ

まな取り組みがされていますが、被害は減少せ

ず、農作物への被害だけでも、全国では１９９

億円にもなっています。これに森林への被害を

含めると、さらに被害額は増加します。 

 農家は、収穫が近づいた稲が踏み倒され、芋

や野菜も食い荒らされ、果樹農家はコナツを枝

ごと折られ、林の中で栽培中のシイタケはもぎ

取られるなど、被害は広範に及んでいます。 

 また、林業では、植林して間もない苗木をシ

カに食われ、柱になりそうなくらいに成長した

ヒノキは、皮をはがれて枯れたり、傷口から腐

ったりで、林業家の育林意欲を失わせています。 

 農林業で生きる人々の暮らしを守るためにも、

どうするか、市長にお尋ねします。 

 １、宿毛市での有害鳥獣による被害の実態と

対策。農家に従事する皆さんの苦難をどうとら

えているか、お尋ねします。 

 ２番目に、電気牧さく器など、被害保護対策

への助成と、利用状況はどうなっているか。ま

た、金属入り防護ネットの補助はできないか。 

 ３番目に、有害鳥獣の捕獲対策は十分に進ん

でいませんが、今後の取り組みをお聞きします。

その対策の一つとして、猟師がとりたがらない

猿やシカについて、報奨金の引き上げができな

いか。特に、猿の捕獲について、新たな対策を

求めます。 

 宿毛市の名所の一つ、篠山の保全策をどうす

るかについて、お尋ねします。 

 篠山の大部分は愛媛県でありますが、宿毛市

としても、観光資源でもあります。その篠山も、

頂上付近のササはシカに食い荒らされ、アケボ

ノツツジも枯死しそうな状況になっております。 
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 現在は、保護対策として、旧神社跡付近の歩

道に沿って、鉢巻状にシカ侵入防止ネットを張

っています。時々ネットを破って、シカが侵入

するようであります。 

 ネット区域の一部は宿毛市分だと思われます

ので、愛南町と協議し、宿毛市としても可能な

協力をすることはできないか、お伺いします。 

 ５番目に、近隣市町村と共同の対策をどう進

めるか。 

 有害鳥獣は、行政区域を越えて移動するため、

近隣市町村と共同で捕獲作業をするほうが効果

的と思われます。特に狩猟許可権者が違う愛南

町とは、共同駆除が効果的と思われますが、市

長のお考えをお聞きします。 

 ６番目に、捕殺の後継者づくりをどうするか。 

 他の市町村と同じように、宿毛市でも狩猟者

の高齢化は進行しています。後継者づくりのた

めに、狩猟資格取得への助成、市職員が狩猟資

格を取得するための支援など、何らかの対策が

できないか、お尋ねします。 

 ７番目に、シシ肉、シカ肉の食肉化について

であります。 

 シシ肉は、これまでも購入希望者があり、商

品として一定の販売ルートがありましたが、シ

カ肉については、取引がないようであります。

最近は、県が食肉化への助成に踏み出したため、

県内でもぼつぼつ取り組まれるようになりまし

た。 

 特に、シカ肉の食用化事業を、宿毛市、また

は幡多地域で立ち上げることはできないか、お

伺いします。 

 ３番目に、住宅リフォーム助成制度について、

市長にお尋ねします。 

 今、宿毛市民の市政に対する要望、大きな関

心事の一つが雇用対策、言いかえれば仕事づく

りであります。 

 日本共産党宿毛市委員会が行った市民へのア

ンケート調査でも、雇用の場、仕事づくりに対

する要望がたくさんありました。それには、正

規やパートを含めて、賃金労働の仕事場と、個

人や零細企業者の仕事確保があります。 

 こうした要望は、全国的な傾向であり、各自

治体ともいろいろな対策がとられていますが、

その中でも、最近、ますます注目されているの

が、個人住宅に対するリフォーム助成制度であ

ります。 

 まず、１番目に、住宅リフォーム助成制度に

ついて、どう考えているかお尋ねします。 

 この制度については、私がこれまでの議会質

問でも取り上げ、宿毛市での実施を求めてきた

ところであります。その後も、全国の自治体で

住宅リフォーム助成制度の実施がふえ続け、秋

田県などのように、県レベルで実施するところ

もふえつつあります。 

 この制度の特徴は、障害者や要介護者支援の

制度とは別に、自分が住んでいる住宅の修繕や、

より生活しやすいように改修することに対して、

助成をするものであります。 

 制度の内容は、自治体に多少の違いはありま

すが、おおむね次のような内容であります。 

 まず、対象となるのは、その自治体内にある

自分、または家族の持ち家で、現に本人または

家族が居住していること。工事施工者は、自治

体内の業者に限る。助成額は、工事費の１０な

いし１５％で、上限は２０万ないし３０万が多

いようであります。 

 なお、助成額を自治体内で適用する商品券で

渡し、地元商店の活性化に役立てているところ

もあります。 

 岩手県の宮古市では、市が３億５，０００万

円の助成で、１１億６，０００万円の工事が発

注されたと報道されています。このように、地

元に仕事をつくり、工事関係者や商店が潤い、

活気を取り戻しています。 
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 ２番目に、宿毛市としても、地元の業者、住

宅改修を望んでいる市民のために、こうした制

度をつくる考えはないか、お伺いします。 

 宿毛市でも、屋根の改修、壁の塗りかえ、築

２０年が過ぎた合板フロアが、のりが劣化して

ゆさゆさしているような住宅、こういったとこ

ろについて、改修を思案している方がおられる

と思います。 

 そうした皆さんの改修への決断を後押しする

のは、この住宅リフォーム助成制度であります。

市民に喜ばれ、関係業者や商店からも歓迎され

ることは間違いないと思います。 

 また、仕事がなく、収入不足で市税や国保税、

あるいは公共料金が滞納になっている業者の方

は、これも払えるとなれば、市税の滞納回復に

も貢献できると思います。 

 政府も、１月２８日に、国会における答弁の

中で、菅首相は、社会資本整備総合交付金を活

用することができ、今後ともこのような取り組

みを支援していくと答弁しています。 

 宿毛市長の売り言葉は、「元気都市づくり」

でありますが、私は、この制度の実行が、地元

業者、商店街を元気にする一助となると思いま

す。 

 以上、２点についてお尋ねします。 

 次、４番目、学校再編について、教育長にお

尋ねします。 

 宿毛中学校の建設位置についての教育委員会

の対応問題が、この議会で議論されております

が、私は、その根本となる学校再編計画策定も

含めて議論させていただきます。 

 まず、１番目に、学校再編を決める手順につ

いてであります。 

 まず、学校再編は何のために、だれが決める

かであります。 

 何のためという目的は、子供のためになる教

育を、今後どう進めていくかであります。 

 また、だれがということでは、保護者や関係

する地域、学校職員を中心に議論を深め、提案

を得るべきだと思います。 

 その議論の到達点が、学校を存続させ、充実

させることにあったり、あるいは、学校の再編

統合という結論になる場合もあります。 

 教育委員会は、そうした議論を進める資料を

提供、求められれば説明もする。そうした民主

的な手続で進めて決定すれば、地域並びに保護

者と、教育委員会の対立にはならないのではな

いでしょうか。 

 宿毛市の場合、教育委員会がまず、再編、統

合ありきの方向で進んだために、地元の方々と

の間にあつれきが生じたのではないか。統合そ

のものに合意が形成されていなかったのではな

いか、この点について、教育長にお尋ねします。 

 ２点目には、統合に伴う学校建設の進め方に

ついてであります。 

 統合に伴って、学校を建設する場合も、関係

地域やＰＴＡなどを中心に、学校建設委員会と

いうようなものをつくって、建設場所や建設内

容を決めるべきではないか。 

 この場合も、教育委員会は想定される幾つか

の建設場所の図面や、建設予算、あるいは関係

法規の資料を提供、必要な説明をして、建設委

員会としての結論を見出すべきではないか。 

 今、問題が提起されている宿毛中学校の建設

についても、こうした手順がとられていないこ

とに問題があります。 

 関係者、関係地域の合意を形成することもな

く、教育委員会の中で話し合ったことを、その

まま公表したために、問題が生じたと思われま

す。この点をどう考えているか。また、今後の

宿毛中学校の建設について、関係者の合意をど

うつくるかについて、お尋ねします。 

 以上で、１回目の質問を終わります。 

○議長（寺田公一君） 市長。 
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○市長（中西清二君） 市長、おはようござい

ます。浅木議員の一般質問にお答えをいたしま

す。 

 まず、１点目の宿毛湾への米軍艦船入港につ

いてということでございます。４点ほど御質問

をいただきました。 

 この質問につきましては、昨年の３月議会で

も同趣旨の質問をいただいておりまして、答え

も、今回、同じ答弁になろうかと思います。そ

れを承知でお願いをいたしたいと思います。 

 まず、入港許可でございます。 

 高知県が、港湾法などの法律、それから条例

等にのっとって事務手続をいたしまして、核搭

載の有無についても、日本政府からの公式回答

を得て許可しているということでございます。 

 こういった手続がなされている以上、高知県

に対して、私が、入港を許可するな、また県が

必要ないと判断している非核証明書の提出を求

めるよう要請する必要はないんではないかとい

うふうに、私は考えます。 

 平和団体からの申し入れがございました。宿

毛市として、歓迎行事を行わないようにとの申

し入れでございます。 

 米艦入港に際しては、宿毛市主催の歓迎行事

というものは行っておりません。 

 先ほど、私はこのとき、公務で東京のほうに

おりましたので、副市長代理で、この港のほう

に行っていただきました。歓迎すると言ったと

いうふうな言葉を聞きましたが、そういうとこ

ろで歓迎しないというわけには、なかなかいか

ないんじゃないかなというふうに考えますが。 

 市主催の歓迎行事は、行ってはおりませんと

いうことでございます。 

 それから、市民の安全についての対策でござ

いますが、市民の安全について、万全の対策を

とってくださいというふうな申し入れがござい

ました。 

 市民の安全を守っていただいているのは、警

察というふうになるわけでございます。入港中

は高知県警におきまして、パトロールの回数を

ふやすといったことで、通常より警備が強化さ

れまして、それから米海軍犯罪捜査局からも、

特別捜査官が派遣されるということで、市民と

米兵とのトラブルを未然に防ぐ対策がとられて

おったということです。 

 その結果で、特段のトラブルがあったという

ことは聞いておりません。 

 また、上陸に際して、日本側の検査というも

のは行っていないと聞いております。 

 次に、水質検査の質問でございますが、有機

すず化合物の船舶への使用につきましては、国

際条約により、規制がされておりますが、米軍

などの艦船につきましては、条約の対象外とな

っておりまして、またそのバラスト水につきま

しても、法的な規制がされていないことから、

市独自の調査については、必要ないと考えてい

ます。 

 次に、米海軍入港に伴う公費についての質問

でございますが、米艦船入港に際して発生した

警備などにつきましては、港湾管理者でありま

す高知県が行っております。バリケードの設置、

撤去費用や、警備員配置費用として、１６５万

余りが使用されたというふうに聞いております。 

 また、港湾施設の使用料でございますが、こ

れは防衛省より高知県に対して、使用料相当額

の１０万５，６００円が支払われる予定という

ふうに聞いております。 

 その他の経費については、市のほうとしては、

承知はしておりません。 

 次に、有害鳥獣対策でございます。本当に、

動物相手でございまして、非常に里へおりてき

て、人間にとって、非常に大きな被害を与えて

いるということを、認識を十分承知しておりま

す。 
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 ただ、相手が動物だけに、非常に、人間同士

なら言葉で話せるんですけど、相手がイノシシ

とか猿、シカというようなところでございます。

非常に難しいというふうに思います。 

 まず、被害の現状についてでございますけれ

ども、先ほど申しました、イノシシ、シカ、猿

の被害が非常に多うございます。水稲や野菜、

果樹、ヒノキ特にですね。ヒノキや杉もござい

ます。農林産物に多大の被害をもたらしており

ます。 

 イノシシとシカにつきましては、現在は、狩

猟期間ということもありまして、被害の報告は

少なくなっておりますが、年間を通じては、非

常に多いということでございます。 

 それから、猿につきましては、非常にいたず

らをするということでの被害が、非常に多うご

ざいます。今、橋上、山北につきましては、以

前から出没しているということでございました

が、最近は、小筑紫地区にも多くの猿が出没し

まして、家庭で栽培している野菜であるとか、

屋根のかわらが割られるといったような被害が

起きているということを、地区の方々が、私ど

ものほうに訴えてまいりました。 

 対策が非常に大変でございまして、一応、イ

ノシシ、シカにつきましては、猟友会の方々が

協力をしていただいておりまして、鉄砲とかわ

な等で駆除をしておりますが、猿につきまして

は、非常に、御存じのとおり、逃げ足が早い。

それから、人家近くに出没するために、鉄砲の

使用というのが制限されます。なかなか駆除が

できないということでございます。 

 また、猿に鉄砲を向けると、拝むような格好

をして、哀れを誘うようなこともあるそうでご

ざいまして、非常に猟友会の方も、扱いに困っ

ているというふうなことでございます。 

 ただ、他市町村で高い箱おりなんかによりま

して、捕獲した実績があるということもありま

す。今後、検討したいというふうに考えており

ますけど、２３年度につきましては、宿毛市有

害鳥獣被害防止対策協議会というのがありまし

て、そこが事業主体となりまして、国の鳥獣被

害防止総合対策交付金によりまして、イノシシ、

シカ対策として、防止フェンス、延長が６．６

キロ、イノシシ用が、高さが１．５メートル、

シカ用が、高さ２メートルと、猿捕獲おり５基

を要望しております。 

 猿につきましては、私、よその、これは熊本

県のほうなんですが、ゴム銃を地元の人に貸し

与えて、その弾を、鉛の弾で、猿に向かって鉄

砲使用できないですから、ゴム銃を与えて、そ

れで猿に痛い目に遭わせるという、そういうこ

とでこちらに、その地域に来ないようなことを

図っているようでございます。 

 一つの対策の手であるかなというふうなこと

も、思っております。 

 次に、被害防護対策の助成と、その利用状況

でございますが、現在、宿毛市で行っている対

策は、電気牧さく器の設置に対して、補助をし

ています。補助率は２分の１で、金額が３万５，

０００円を上限としまして、補助金を交付して

います。 

 平成２２年度につきましては、１２基分の実

績があがっております。捕殺対策の報奨金の増

額ですが、平成２０年度に宿毛市有害鳥獣被害

防止対策協議会で協議をしまして、シカについ

ては、その時、４，０００円から８，０００円

に引き上げました。それから、また、農協と森

林組合でも、それぞれ助成金を交付しています

ので、現段階でこれ以上あげるということは、

考えていないわけでございます。 

 それから、参考までにですが、イノシシが３，

０００円、シカが８，０００円、猿は１万円と

なっています。なお、イノシシ、シカ、猿、ハ

クビシンについては、農協が１，０００円、そ
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れからシカについては、森林組合が１，０００

円の助成金を上乗せしているというふうな状況

でございます。 

 それから、猿の捕獲、おりの利用状況でござ

います。現在、小筑紫地区に貸し出しをしてい

る１個があります。以前は、捕獲したこともあ

ると聞いていますけど、最近では捕獲実績があ

りません。 

 また、猿を捕獲した後のことが、ちょっとま

だ問題、いわゆる処分の問題、そういうものが

非常に難しいところがあります。 

 それから、篠山の保全対策に御質問ありまし

た。篠山とは、宿毛市と愛南町、それから宇和

島市も入りまして、従来から篠山観光開発協議

会というのが、毎年開かれてまして、これが主

体となって、いろんな対策を講じてまいってき

ております。 

 環境省の土佐清水自然保護官事務所とか、森

林管理組合と我々で構成しているわけでござい

ますけれども、頂上付近へのシカの侵入を防ぐ

ために、８合目付近にネットを設置して、周囲

を囲んでおります。 

 それから、そのために、アケボノツツジなん

かも守るために、いわゆる暴風で土が飛ばされ

たり、水が流れたり、いろいろして、土部分が

なくて、岩肌が露出して、アケボノツツジの根

っこが張れないで倒れることがあります。 

 この件に関しても、この協議会で、むしろで

保護したり、いろんな対策をとっております。 

 それから、私どものほうでは、以前にアケボ

ノツツジの増殖について、今、牧野植物園のほ

うにも研究をお願いしている、そういう状況で

ございます。 

 それから、愛媛県との共同でございます。こ

ういった形で、県とも共同で、篠山の自然保護

は努めていこうというふうなことをやっている

ということでございます。 

 それから、いろんな捕獲とかの関係で、近隣

市町村との共同の対策でございます。 

 これ、猟友会の協力なくして、これは行えな

いというふうに考えています。宿毛市の有害鳥

獣被害防止対策協議会で、これは十分な協議も

していっていただきたいし、我々もその面につ

いて、ぜひ一緒になってやっていきたいという

ふうに考えております。 

 それから、捕殺の後継者問題のこともござい

ました。平成２２年度には、国の鳥獣被害防止

総合対策交付金がございまして、新たに狩猟免

許を取得しようとする人に対しまして、事前講

習にかかる費用を全額負担をしまして、定員３

０名で受講したところです。 

 平成２３年度につきましても、同様に、定員

３０名で事前の講習が受講できるように、要望

をしているところでございます。 

 それから、シカ肉の食用化の事業をやっても

らいたいということでございますが、なかなか

宿毛市がやるということには、なかなかならな

いかなと。それを後押しするというふうなこと

はできると思います。 

 シカ、イノシシの食用化、いわゆるこれに対

する商売もしていっていいんじゃないかなとい

うふうなことは思っております。 

 また、現在、これに県の補助がありまして、

２２年度はシカ肉事業化支援事業がございまし

た。県の担当課に確認したところ、２２年度要

望がなくて、２３年度は予算化されていないと

いうことでございます。 

 国の補助といたしましては、前段でもありま

した鳥獣被害防止総合対策交付金のメニューの

中に、処理加工施設に対する補助金もございま

す。行政も支援ができますので、できれば市民

の方で立ち上げていただければありがたいかな

というふうなことを思っております。 

 担当課におきましても、今後も強くアピール
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もしていきたいというふうに考えておるところ

でございます。 

 それから、住宅リフォームの助成制度でござ

います。るるほかの団体のお話も聞きました。

回す財源があるところは、いいなというふうな

感じも、私もしております。 

 住宅リフォームそのものの助成制度は、うち

のほうはございませんが、浅木議員が昨年の６

月議会において一般質問でも紹介させていただ

きましたが、現在、宿毛市で行っている住宅の

改修工事についての助成制度を、お話をさせて

いただきます。 

 １つ目としましては、平成１７年度から、国、

県の支援を受けまして、木造住宅の耐震改修を

行った場合には、上限で６０万円。 

 ２つ目としまして、宿毛市地域生活支援事業

の障害者及び障害児が自立した日常生活、また

は社会生活を営むための改修を行った場合、こ

の場合は上限で２０万円。 

 ３つ目としましては、平成１２年度から居宅

介護住宅改修事業、介護予防住宅改修事業の介

護保険の認定を受けている方の住宅で、改修が

必要であると認められた工事が、上限で２０万

円。そのほか、平成１０年度から、下水道処理

区域において、くみ取り便所から水洗便所へ改

造される場合について、助成制度を設けている

という状況でございます。 

 実績といたしましては、１つ目の耐震改修が、

平成１７年度から平成２１年度までで１件だけ

でございます。 

 ２つ目の、宿毛市地域生活支援事業で、平成

１８年度から２１年度まででは、６件ございま

した。 

 ３つ目の介護関係事業では、平成１２年度か

ら２１年度までで、これは８２１件ございまし

た。 

 下水道関係では、平成１６年度から平成２１

年度までで６３件となっているという状況でご

ざいます。 

 浅木議員がおっしゃいますように、住宅産業

はすそ野の広い産業でございます。住宅のリフ

ォームは、広く経済効果も及ぶということはわ

かります。宿毛市では、こういった、今説明し

た助成制度を設けておりますので、現在のとこ

ろ、リフォームのみにつきましては、個人で行

っていただきたいというふうに思っているとこ

ろでございます。御了解を願いたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） 教育長。 

○教育長（岡松 泰君） 教育長、おはようご

ざいます。浅木議員の一般質問にお答えをいた

します。 

 まず、初めに学校再編の手続についての御質

問であります。 

 市内それぞれ、各小・中学校で、保護者や地

域の皆様の御理解、御協力をいただく中で、課

題解決のために、特徴を生かした教育活動を行

っております。 

 しかしながら、急激な少子化や過疎化によっ

て、児童・生徒の減少が著しく、子供たちの特

性の伸長を図る活動や、生きる力をはぐくむ教

育を行っていく上で、できるだけ早い時期の対

策が求められておりました。 

 このために、教育委員会におきまして、学校

適正規模、適正配置の問題や、安全、安心な教

育施設の整備等、子供たちのよりよい教育環境

を整備することを目的といたしまして、平成１

９年１１月に、宿毛市立の小中学校再編計画を

策定をいたしまして、市民の皆様に公表をいた

しました。 

 その後、市民の皆様へ、多くの関係者の方々

から御意見をいただく中で、改めて教育審議会

の答申とか、それから教育懇談会、議会の皆様

の御提言等を踏まえて、平成２２年６月に、新
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たな再編計画を策定し、議会や市民の皆様に御

報告をさせていただきました。 

 新たな再編計画につきましては、教育委員会

の基本的な方針を明らかにしたものでありまし

て、この計画をもとに、保護者や関係地域の皆

様に、教育委員会の基本的な考えを説明をさせ

ていただきました。 

 その中で、保護者や地域の皆様の御意見や御

要望について、お聞きをしているところであり

ます。 

 教育委員会といたしましても、子供たちにと

って、どのような形がよいのか、十分検討をし、

教育委員会としての基本的な考えを整理をした

上で、協議を重ね、最終的に御理解をいただく

よう、努めてまいりました。決して統合ありき

で再編計画を推進をしているものではありませ

ん。 

 それから、続きまして、学校建設の場所選定

に関する御質問でありますけれども、昨日も松

浦議員の質問に対して答弁をいたしましたよう

に、学校の建設場所につきましても、子供たち

の教育環境として、よりよい場所を検討をする

中で、教育委員会として、いろんなことを総合

的に考慮をいたしまして、松田川小学校跡地が

望ましいのではないかという判断をいたしてい

ます。 

 決して教育委員会の考えが、最終的な決定で

は、あるとは考えておりませんし、再編計画の

説明会につきましても、決定しているとの説明

はいたしておりません。 

 保護者や地域の皆様、議会、市長部局等の協

議を重ねる中で、御理解や御協力をいただきな

がら、最終的に決定をしてまいりたいと考えて

おります。 

 協議をする方法といたしまして、学校建設委

員会を立ち上げるべきではないかとの御質問で

ありますけれども、選出をされた委員との協議

でよいのか、あるいは、保護者や関係地域の皆

様にお集まりをいただき、より多くの御意見を

いただくのがよいのか等を含めまして、検討を

してまいりたい。教育委員会としても話し合い

をしたい、こういうふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） ５番浅木 敏君。 

○５番（浅木 敏君） ５番、再質問をいたし

ます。 

 宿毛湾への米軍艦船の入港については、今、

市長から説明がありましたが、市長の話した内

容であれば、もう入ってくるのについては、何

も規制できないと。断ることもできないという

ようなことで、言葉をかえて言えば、野放し状

態で入ってくるというふうに感じるわけです。 

 最初は、サイクルは、２回で、２年に１回と

いうことやったんですが、今後は、もう既に、

今回の入港は、１年もたたんうちに入ってきた

と。これから見ると、引き続いて、夏とか秋と

かいうことで、１年に２回、３回と入ってくる

ようになるんじゃないかと。 

 こういうことになってくると、市長は、ここ

は軍港ではないと。漁港だ、商港だということ

でございますが、頻繁に外国艦船がどんどん入

ってくるようになってきたら、これは形の上で

は、軍港と同じですわね。そういうおそれがあ

るので、我々は反対しているわけです。 

 そういった面から、断りはできんということ

ではなしに、やはりここの地元の市長として、

これが入ってこないように、いろいろ求めてい

く、このことも大事じゃないかと。 

 それともう一つ、やはり歓迎する体質ですね。

なぜこういうふうな軍艦を歓迎するのかと。よ

そでは、自治体がいて、ようこそいらっしゃい

ましたねいうことであいさつして、歓迎するい

うことは、私は聞いたことないわけです。 

 こういう、歓迎してくれれば、だれも、一般
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のお客さんでもそうですが、より来たくなると

いうことで、宿毛については、政策的目的もあ

るかもわからんけど、この歓迎してくれるので

行きやすいという状況になって、これが入港を

加速させるんじゃないかというふうに考えます。 

 こういったことから、ぜひ、こういう軍艦の

歓迎、こういうものについては、行政はノータ

ッチということにしていただきたいと思います。 

 また、もう一つ、今回、被害はなかったとい

うことで説明いただきましたが、基地のある町

では、どことも大方のところで被害。場所によ

っては、大変な被害が出ていると。そこの市長

さんは困っているということもあるわけです。 

 今はまだ事件が発生しておりませんが、今後、

事件が発生した場合、だれが責任とるのかと。

殺された、強姦された、こういった事件があっ

たときに、だれが責任とるのか。 

 そういう面で、そういうことにならないうち

に、やはりこれを食いとめるような取り組みを

してもらいたい、いうことです。 

 それから、なお、警備費用については、私の

見たところ、若干、機動隊が少なかったという

ことで、金額が１６０万ということでしたが、

前回、これまでは３００万近く要ったというふ

うに聞いておったわけですが、その分は若干減

ったのかなと思うわけですが。 

 それでも、１回入ってくれば１６０万もの公

費が使われるということの問題があると。 

 それと、市長から話のありました着岸料、１

０万５，６００円、これにつきましても、県の

方へ入ってきたということでありますが、これ

は、私の知るところでは、防衛庁が負担してい

るというふうに聞いているわけですが、そのこ

とを御存じだったら、説明していただきたいと

思います。 

 それから、有害鳥獣対策についてですが、市

長も話しておりましたように、やはり猿ですね、

それについて、住民の方も、猟師の方も、一番

手をやいているということで、今、やれる方法

いうたら、鉄砲はやりにくいということでした

ので、今、市長のほうから、おりの話もありま

した。こういうものを、さらに改善を重ねて、

捕獲しやすい状態にしていただきたいと、こう

思います。 

 それから、捕殺対策ですが、これについて、

今年度から、県の方が森林税を使うて、捕獲の

対策をするというふうな方向にあるようにも聞

くわけです。 

 森林税を使うて、広域捕獲事業委託料、これ

を７，２００万円ぐらいと。それから、これは

捕獲隊を結成して、年間１５０日程度、広域的

に活動してもらうと。そのときの日当や、弾の

購入費と。 

 それから、シカ広域捕獲指導事業補助金とい

うようなのを、３，０００万ぐらい組むと。市

町村が連携して、猟銃やわなで捕獲をする場合

の日当とか、そういうものに充てるということ

ですが、そういう森林税を、安芸病院へ使うこ

とはやめたわけですが、今度、そういうシカ対

策等に回してくるというふうにも聞いておりま

すので、もしそれができる、していくようでし

たら、宿毛市としても、積極的に導入して、シ

カを捕獲する、それに使っていただきたいと思

います。 

 篠山の件については、市長のほうから説明あ

りましたので、なお今後とも連携して、篠山、

主が愛媛県だということはありますが、宿毛市

としても、今後、引き続いて取り組んでいただ

きたいと思います。 

 それから、後継者づくりの問題ですが、これ

は、どことも後継者が少なくて困っていると。

猟師も高齢化しているということですが、先ほ

ど、資格取得に補助を出しているということで

すが、自治体によっては、市の職員に積極的に、
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これにかかわってもらえんろうかということで、

市の職員に相談しているというふうなことも聞

きます。 

 宿毛市としても、本人が嫌というものに、頼

むわけにいかんですが、関心のある人に対して

は、そういうことに、市として後押しする。 

 例えば、資格をとるときには、公務なみに扱

う。出張、または公用外出ですね。勤務時間中

でも。これは、免許取得とか、講習とか受ける

ときに、そういう融通もきかせて、職員の方々

にそういうことをやってもらうようなことはで

きんのかと。助成ですね、支援ができないかと

いう面で、検討していただきたいと。 

 それから、次に、食肉化の問題ですが、これ

は一定の効果は、各地であがってきてます。県

は、１年きりでやめたというようなことですが、

既に、近いところでは、しまんとのもり組合、

これは西土佐ですが、ここではシカ加工場をつ

くって、シカジャーキーというものをつくって

いるということですが、香美市のほうでは、学

校給食にも使っているという報道があります。 

 それから、シカの料理にしても、シカソーセ

ージ、甘酢あんかけ、酢みそ、竜田揚げ、ハン

バーグ、バーベキュー、カレー、ハム、みそ漬

け、シカしゃぶしゃぶ、土佐鹿ロースト、こう

いうようなものをいろいろ開発しているようで

す。 

 これも、土佐鹿ローストでも、５００グラム

で３，５００円というような値段でやっている

わけですが、こういうものについて、市長は、

だれかがやれば、行政としては後押ししようか

という御答弁をいただきましたが、そうではな

しに、行政のほうとして、いろいろ提案をして、

プランをして、こういうふうにやったらできま

すよ。やりませんかというふうな形で、搬送も

含めて、そういうプロジェクトをつくって、行

政のほうが働きかけて、それにのってくるいう

か、やってみようかという人をつくっていくこ

とも大事じゃないかと思うわけですがね、そう

いう面での市長の考え方はないか、聞きたいと

思います。 

 それから、住宅リフォームについて、先ほど、

障害者、耐震対策、こういったものについての

御説明はいただきましたが、市長も効果はある

という認識は、明らかになりましたが、投資し

た金額、市が補助した金額に対して、非常に多

くの効果があるということですので、そういっ

た面では、市長、財政の心配もしておりますか

ら、できる範囲内で、そういうことを一歩でも

進めてみるというふうなことにはならないのか。 

 例えば、滋賀の近江八幡市ですね。ここは、

目的としては、多岐にわたる業種に経済効果を

与え、個人消費を促していて、地域経済の活性

を、緊急に支援するという目的で制度をつくっ

たということです。 

 １０万円以上の工事に対して、１５％の助成

をする。そして、最高限度額が５０万と。市の

予算としては、１５０件予定して４，５００万

組んでみたと。そしたら、初日にたちまち２６

２件ということで、大量に予約があったという

ことで、追加予算を組んだということですが、

前夜から市役所に希望者が集まり始め、朝８時

半の時点では１５０人余りの人があふれたと。 

 市は、経済効果を１３億円と推定、助成額７，

２００万円の１８倍の経済効果があるというふ

うに発表しているわけです。 

 こういった地元の仕事を後押しする、こうい

った面で、大きな効果が各地で出てきておりま

すので、今後、一歩からでも取り組む考え方は

ないか、再度、市長の考え方をお聞きします。 

 教育長から、先ほど答弁いただきましたが、

私が話しましたように、教育委員会主導という

面がありますので、地元の人と、先ほど、検討

委員会が、全体がいいのかということですが、
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やはり、例えばＰＴＡにしても、代表だけが来

るんじゃなしに、その中で議論をして、積み上

げてきてもらえば、やはりそれなりの効果があ

ると思うわけですね。 

 そういう対象地域の人が参加してない段階で

決められると、かなり批判も出てくるという面

があります。 

 これも、私が一昨年、秋田の大館市で行政視

察に行ったときの、向こうの方の説明ですけれ

ども、そこでは、再編についても、学校建設に

ついても、それぞれ地元、保護者含めて、検討

委員会というようなものをつくって、積み上げ

てたと。その結果として、それを再編するか、

統合するかということじゃなしに、どういうふ

うにすれば、学校の子供のためになるかという

ことを基本にして、議論してきたところ、統合

はだめというところもあったし、ぜひ再編統合

しようというふうに話が進んでいったというこ

とで、あんまりトラブルもなしにできたという

説明を、私は受けたわけです。 

 そういったように、やはり対象になる地域の

人々と、よく意見をくみ上げて、どっちかに決

定するというふうにしていかんと、大きなトラ

ブルになるんじゃないかと思います。 

 それは、私が子育てしてきた中で見ると、ど

こへ建てるかという面で、宿毛中学校へ、私は

子供を行かしたわけですが、非常に校庭も狭い。

野球部がやりよったら、サッカー部は練習でき

ないと。それから、子供はテニスをやりよった

んですが、テニスは、はるか離れたところの、

先生の目の届かんところにテニスコースがある。

プールもそういうところにあるということで、

一つの敷地の中に、学校施設がないという面で

は、非常に不便を感じたわけです。 

 そういった面から、今後、建てる学校につい

ては、一つの敷地の中に、そういうふうないろ

んな施設ができるようなところ、そういうとこ

ろが望ましいんではないかと、私は思うわけで

す。 

 そういった面も含めて、つくってもらいたい

なと。これは私の子育てをしてきた中での感想

です。 

 以上です。 

 なお、教育長につきましては、先ほど、今後

も地元とも十分、話し合いして進めていくとい

うことですので、再答弁は求めません。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 浅木議員の再質問、米

艦船については、どれが質問かちょっとわから

ない部分がありますので、質問と思われたこと

については答えます。 

 防衛省の負担については、先ほど、私、答え

たつもり。防衛省より高知県に対して、使用料

相当額の１０万何がしが払われるということで

ございますので、これは確認だけです。 

 それから、よそのことは、私も承知しないん

で、確認のしようがございません。それに対し

ての話ができませんので、御了解願いたいと思

います。 

 それから、米軍が頻繁に入る、入ると言われ

てます。これも確認もしてませんし、浅木さん

の主張だということでしか受けとめられないと

いうふうに思います。 

 それから、有害鳥獣の関係でございますけれ

ども、いわゆる広域の捕獲を、県が森林環境税

を使ってやるという話がございました。 

 実は、私どものほうの、今、担当が、県のほ

うから担当者会が、３月４日に開かれまして、

このときに、森林環境税を使いまして、シカ広

域捕獲対策事業費、シカ捕獲技術改良事業費と

いうものに使っていきたいというふうなことで、

説明会があったようでございます。 

 詳細のことについては、ちょっとまだわかり
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ませんので、こういったもの、森林環境税が、

浅木さんもおっしゃるように、こうやって使わ

れるということは、非常に有効なことだという

ふうに、私自身も思います。 

 広域的なものに使っていくというふうなこと

でございますので、農林業者とか、猟友会の

方々とか、いろんなお話をさせていただきなが

ら、他の市町村も含めまして、使わせていただ

ければありがたいというふうに思います。 

 積極的に、いいことでございますので、導入

をしていきたいと思います。 

 それから、後継者づくりの講習会なんかに、

市の職員、市の職員というの、私自身はもう、

関心のある市民というふうな形でいいんじゃな

かろうか。特に市の職員というふうな形でやる

んでなくて、市民の方々に、全員ということで、

市の職員が特にやらなきゃいけないという話じ

ゃなくて、そういう意識を持っていただける方

に、やっぱりやっていただけなきゃいけないん

じゃないか。 

 この３０名、３０名というふうに、支援金を

いただいてやっておるわけでございますから、

そういうものは進めていきたいというふうに思

います。 

 それから、食肉化につきましては、ただ民が

やってくれと、そういう形で、私、言っている

わけじゃございませんで、浅木さんおっしゃる

ように、やっぱり私どもとしては、こうやって

やりましょうとか、いう話もしているわけです。

してても、だから、まだ手を挙げてくれる人が

いないから、弱っているという部分もあります。 

 だから、いろんなインフラの整備も要ります。

ただ、シカをとってきた、イノシシをとってき

た方に、その方に解体してくれ、肉用にしてく

れということじゃだめですから。だれかが、猟

友会の皆さんがとってくれた部分について、例

えば、これを集めに行くとか、トラック持って

いくとか、そういったこととか始めて、やはり、

解体場所、保管場所、いろんなものがやっぱり、

インフラの整備って要るということも承知して

いるし、そういう話もしてきております。 

 だから、そういった形での働きかけをしてい

るんですが、なかなかいないというのが実情と

いうことで、最初の答弁にさせていただいたわ

けでございますから。ただやってくれというこ

とで言っておりませんので、その辺は御理解願

いたいと思います。 

 それから、リフォームの関係でございますけ

ど、１件でもとか、緒につけということですけ

ど、やはり、ここは財源があって、経済効果が

あるということもあろうかと思いますけど、耐

震改修すら、たった１件しかないわけですよね。

そういったところで、リフォームをやりません

か、お金２０万出しますっていっても、ほとん

ど効果ないんじゃないかなというふうな感覚を

持ってます。 

 ただ、皆さん方が、そういったものに、本当

に欲しいんだ、欲しいんだという要望があるか

と思えば、それについての要望は出てきており

ません、今のところは。 

 我々も、広報等で、やはり地震が来る、危な

い。個人の家の耐震改修もやったらどうですか

ということを言っておりますけど、なかなかこ

の１件だけしかないということにつきまして、

リフォームまでいくかというふうな踏み切りが、

まだついておりません。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） ５番浅木 敏君。 

○５番（浅木 敏君） ５番、再質問をします。 

 シカ対策については、先ほど、市長お話され

ましたように、今後、森林環境税も含めて、導

入できるものは導入してやっていくということ

ですので、今もう、急速にふえているという状

況ですので、早いうちに手を回してもらいたい
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と思います。 

 なお、アメリカ軍艦の入港問題については、

議論は何回も繰り返しておりますけれども、平

行線という面はありますが。せめて市のほうと

して、歓迎はせんようにしてもらえんろかと。

市の行政機関としてね。それぞれ、民間団体ま

でにどうこうは言えんですが、やはりいらっし

ゃいませ、ようこそおいでくださいましたとい

うふうなものではないんじゃないかと、こう思

うんですがね。 

 これからも続けていくのかどうか。私として

は、やめてもらいたい、こう思うわけです。 

 これについて、お聞きしたい。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 市長、湾港の関係につ

きましては、私は、港におりてくれた人は、全

部ウエルカムだというふうに感じているわけで

す。 

 人に差別をしないという形で、大きな船が来

て、たくさんの人が来ていただければ、歓迎は

しますよと。岸壁につけばですね。 

 ただ、行政としてというよりも、民間の、や

はりこれは宿毛湾港の活用の協議会ですか、協

会ですか。今、ちょっと正式名称を覚えており

ませんが、そういったところが主体としてやっ

ているわけでございますから、それについて、

あいさつしてくれないかということできている

わけでございます。 

 済みませんけど、あんまり一人、二人とか、

数人とかいう船については、そういうことはし

ておりませんけれども、大きな船、それからた

くさんの人が宿毛に来ていただけるということ

に対しては、陸におりれば普通の人だというふ

うなことで、私は歓迎してもいいんではないか

というふうなことを思っています。 

○議長（寺田公一君） ５番浅木 敏君。 

○５番（浅木 敏君） この問題については、

市長と私とでは、平行線になっていくと思うの

で、これを聞いている市民がどう考えているか

と。歓迎する市長がええのか、市長の言うのが

ええのか。こういう軍艦まで歓迎することはな

いという浅木の議論がええのか、それは市民が

判断してくれると思いますので。 

 私は、以上をもちまして、質問を終わります。 

○議長（寺田公一君） この際、午後１時まで

休憩いたします。 

午前１１時０９分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 １時００分 再開 

○議長（寺田公一君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 ６番中平富宏君。 

○６番（中平富宏君） ６番、一般質問をいた

します。 

 宿毛市議会で初めての一問一答方式での質問

を行いたいと思いますので、どうか執行部の皆

様におかれましては、答弁等、よろしくお願い

をいたします。 

 昨年、西町５丁目の望ケ丘団地で、家屋を全

焼する火事が発生しました。 

 この地域では、近年、家屋を全焼する火事が

４件あり、住民は大変不安な状況であります。 

 当然、火事は起こさないことが前提ではあり

ますが、起きてしまったなら、最小限に食いと

める手段が必要であります。 

 最小限に食いとめるためには、どのような行

動をとるのかといったソフト面と、どのような

整備をしておくのかといったハード面があると

考えます。 

 ハード面の整備として、消火栓や防火水槽の

設置が必要であるといった思いから、質問をさ

せていただきます。 

 望ケ丘団地で平成１６年に起こった、家屋の

火事の際には、防火水槽が設置されておらず、
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市内全体の防火水槽設置要望に対する対応のお

くれを、平成１６年６月の一般質問でも指摘も

させていただいております。 

 その後、南海地震に備えた耐震型防火水槽を

中心に整備をしてきたとお聞きしており、この

望ケ丘団地にも、平成１７年に４０トンの耐震

型防火水槽が設置されました。 

 しかし、今回の火事も、残念なことに全焼と

なっております。 

 平成１７年に予算額１，５７０万８，０００

円をかけて３基、平成１８年度に予算額２，１

２０万円をかけて４基の設置を行ったと記憶し

ておりますが、１６年以後の防火水槽の設置状

況並びに現在の市内各地域の要望状況を、市長

にお聞きをいたします。 

 続きまして、今回、消火栓からの放水につい

て、水圧が弱かったのではないかといった住民

の声をお聞きいたしました。 

 この地域は、高台の団地のために、消火栓の

つながっている上水道は、本管から直接つなが

っておらず、団地の上に設置されました貯水タ

ンクに、一度ポンプアップされた後、タンクか

ら直圧で給水される形式になっております。 

 水圧が低いのではないかと心配をしておりま

すが、この地域の消火栓の数と、水圧の関係に

ついて、どのようになっているのかを、市長に

お聞きをいたします。 

 そして、水道本管につながっている消火栓と

違って、この上水道のタンクの水がなくなれば、

消火栓からは１滴の水も出なくなってしまいま

す。 

 望ケ丘団地の上水道タンクの容量は、最大で

３６．９トンと聞いております。しかし、いつ

も満タンの状況ではないと考えますが、ポンプ

のスイッチが入り、ポンプアップが始まるライ

ンはどこにあるのか。要するに、最低で何トン

の水が、このタンクに入っているのかを、市長

にお聞きをいたします。 

 また、不幸にも家屋が全焼した場合、その焼

け残った残骸の処理に多額な費用が必要であり、

二重の悲劇となっております。 

 残骸のごみを、自分たちで持ち込んだ場合は、

一般廃棄物として幡多クリーンセンターは１ト

ン５，０００円、環境管理センターは１トンに

対しまして４，０００円かかります。しかし、

環境管理センターについては、災害で発生した

ごみのほか、被災世帯が生活困窮と認められる

場合などは、申請によりまして、減免できると

もお聞きをいたしました。 

 現在の火災ごみ処理の対応状況について、市

長にお聞きをいたしておきたいと思います。 

 続きまして、学校施設について、お聞きをい

たします。 

 今議会に基本実施設計委託料の予算、８，７

００万円が計上をされておりますが、市長は、

前の議会の私の一般質問の答弁において、全体

事業費に対して、設計料の割合には限度がある。

有名だから高いとは思っていないと答えており

ます。 

 今回の８，７００万円は、私には高いと感じ

るわけですが、設計料の積算根拠、並びに全体

事業費につきまして、昨日の教育長の答弁と重

なる部分もありますが、再度、市長にお聞きを

しておきたいと思います。 

 市長は、予算が可決されれば、宿毛小学校の

設計を、有名な建築家にお願いしようとしてい

ると思いますが、私には、どのような学校にな

るのか想像もつきません。 

 設計料を計算しているからには、市としての

青写真があると考えますが、図面や完成予想図

はあるのか。それはどのようなものなのかを、

市長にお示し願いたいと思います。 

 続きまして、平成２２年５月に示されました

宿毛市立小中学校再編計画の中で、建てかえ予
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定の学校であります橋上中学校と宿毛中学校の

統合中学校、東中学校、山奈小学校と平田小学

校の統合小学校の、それぞれの建築費は幾らに

なるのか。 

 また、小筑紫中学校と片島中学校の耐震工事

を入れまして、小中学校再編計画全体では幾ら

になるのかを、市長にお聞きをしておきたいと

思います。 

 最後に、学校施設の１０％、今回、つくられ

ようとしている学校施設の１０％が、コミュニ

ティーエリアになると聞きましたが、そのコミ

ュニティーエリアとは何の目的でつくり、どの

ような使い方をしようとしているのか。 

 そして、学校施設内につくることによる子供

たちの効果については、どのようなものがある

のかを、教育長にお聞きをいたしまして、１回

目の質問といたします。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 市長、中平議員の一般

質問にお答えをいたします。 

 まず、火災の関係でございます。不幸にして、

西町のほうで全焼の火災があったということは、

消防のほうからも連絡もいただいておりますし、

過去の不幸な全焼火災があったことも、承知は

しておるわけでございます。 

 この際でございますから、市民の皆様にも、

火災予防、御自分のほうでぜひ気をつけていた

だきたいというふうに思っております。 

 火災を起こさない。また、起きたときにどう

いうふうに対処するか、非常に大切なことだと

思います。 

 その中での、るる、今、中平議員から御質問

がございました。設備関係につきまして、どう

なっているのかということでございます。 

 まず、１点目に、防火水槽の関係でございま

す。 

 １７年度以降に防火水槽の設置状況、及び市

内各地域の要望状況でございますが、平成１７

年度に、これはいずれも耐震水槽でございます

が、西町、宿毛、山奈地区へ貯水量４０トンを

３基設置いたしました。 

 平成１８年度には、和田地区、平田地区、西

町地区、片島地区へ貯水量４０トンを４基、耐

震性ということでの貯水槽を設置しました。 

 要望のありました残り４基がございます。こ

れ、押ノ川、小森、自由ケ丘、山奈地区でござ

います。 

 これにつきましては、設置場所が、私有地及

び、土地が狭いために、今、設置には至ってお

りません。 

 次に、消火栓の数であるとか、水圧がどうい

うふうになっているかというところでございま

すが、西町の５丁目、旧望ケ丘と呼んでたと思

いますが、ここには３カ所の消火栓がございま

す。 

 この水圧については、このあらわし方ですが、

２キログラムＦパー平方センチメートルという

ふうな形で、水圧が表示されております。 

 火災のときには、この水圧は十分、確保でき

ると思いますが、どういうふうにしているかと

申しますと、ポンプを介しまして、火元へ放水

をしております。 

 現場直近の車両等への中継を、消防署、消防

団が連携して行っていますので、水圧の問題は

ないんではなかろうかというふうなことを、消

防のほうからも聞いております。 

 これからも、市民の皆さんが安心、安全に暮

らせますように、地元の消防団、そして消防署

が一層の連携を深めても、まいらなきゃいけな

いというふうに思います。 

 それから、３点目でございました、貯水槽、

これは上水道でございますが、これの利用は、

先ほど、中平議員が御説明していただいたとお

りでございまして、旧望ケ丘団地の配水池の上
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にありますが、配水池の送水ポンプの起動する

水位でございます。これは、容量がまず、御指

摘のとおり３６．９トンが満タンになります。

それで、そのときの満タンの水位が、２．０５

メートルです。 

 送水ポンプが起動する水位につきましては、

１．０５メートルに下がりましたときには、送

水ポンプによって水が送水されるということに

なります。 

 これは、残量としてどれくらい、１．０５メ

ートルのとき、どれぐらいあるかとなると、１

８．９トンがそこの時点では確保されておると

いうふうなことでございます。 

 それから、配水池の最低のときで、何トンの

水が入っているかということもございました。 

 これ、配水池の残量が１８．９トンになりま

したときには、１時間当たり約７．２トン、送

水するポンプが作動します。配水池へ、こうい

った形で水を補給していくということでござい

まして、配水池の最低残量は、送水ポンプの補

給水と、ピーク時の水道使用量を勘案しまして、

常時約１５トン以上あるというふうに推定をさ

れております。 

 ４点目でございますが、火災で排出される廃

棄物処理について、現在の対応でございます。 

 これは、現在、家庭から出る一般廃棄物につ

きましては、それを排出者みずからが、市の廃

棄物処理場へ持ち込んだ場合に、一定の手数料

をお支払いいただいております。 

 この手数料の減免につきましては、条例で、

天災その他特別の事情があると市長が認めたと

きというふうに定めていますが、一般的な解釈

として、火災は天災には含まれませんので、対

象となっていない。 

 ただし、火災により生活困窮となるような状

況であれば、特別な事情として減免の対象とし

ているということでございます。 

 次に、学校建設についてでございますが、宿

毛小学校についての設計費の積算根拠、並びに

全体事業費ということでございます。 

 これは、平成１７年に姉歯事件というのがあ

って、建築物の構造計算の偽造問題でございま

した。こういうことを踏まえまして、平成１８

年８月の社会資本整備審議会の答申におきまし

て、建築の設計等にかかわる業務内容が、質、

量とも変化、増大しておりまして、また現行の

報酬基準でございますが、これは業務量も、専

門分野別になっていないために、業務実態に合

った報酬基準に見直す必要があるという指摘が

なされまして、その後、平成１８年１２月の社

会資本整備審議会建築分科会基本制度部会に、

新たに設けられました業務報酬基準・工事監理

小委員会において、見直しの方向が取りまとめ

られております。 

 これを踏まえまして、実施された実態調査等

の具体的な調査検討に基づきまして、平成２１

年１月７日に、国土交通省の告示第１５号で、

新しく業務報酬基準が改定をされています。 

 前の報酬基準では、工事費をもとに算定する

こととなっていました。これは、巷間では、工

事費の１０％とか５％とか、いろいろ取りざた

されていたようでございます。 

 今回の報酬基準では、床面積の合計をもとに

算定をすることになっておりまして、宿毛小学

校統合改築工事基本実施設計の委託料につきま

しては、この告示基準に基づいて、算定をして

いるところでございます。 

 また、校舎建設にかかる工事費、これは設計

監理料を除いておりますが、これは宿毛小学校

で、昨日、教育長が申したと思いますが、１７

億円程度を見込んでいます。 

 なお、現報酬基準によりまして、今回の委託

料は、予算上では床面積の合計を５，０００平

方メートルとしております。このための８，７



 

－ 92 － 

００万円を計上しています。 

 これは、基準にのっとって算定をしておりま

して、建築家、依頼する方が有名だから、無名

だからといったことはありませんで、そういう

方を前提として、過大な算定をしているという

ことではございません。 

 仮にこういったものが、過大な積算をした場

合、会計検査院等に指摘されることとなります

ので、そのようなことは、我々のほうでは、到

底、できないということで、現報酬基準にのっ

とった形で金額を算定しているということでご

ざいます。 

 仮にですが、前の報酬基準によって、工事費

が１７億円と試算しますと、計上予算は７，７

００万円程度になります。１，０００万円ほど、

前のと今回のとで違うということでございます。 

 それから、宿毛小学校の青写真の件でござい

ますが、図面とか完成予想図とかはあるのかと

いうふうな御質問でございます。 

 敷地は、現在の小学校校舎の東側のグラウン

ドを予定をしていますが、現在、構想図とか、

完成予想図といったものはございません。が、

統合小学校の開校は、平成２６年度に予定して

おりまして、児童数としては、宿毛小学校、松

田川小学校合わせまして、推計で、平成２６年

度には３４８名というふうになりますので、施

設の規模は、この３４８名の児童数に対応する

ために、普通教室が１４、理科室等の特別教室

１０を含む、校舎の部分を４，５００平方メー

トル。 

 それから、コミュニティーエリア部分を５０

０平方メートル、合わせて５，０００平方メー

トル程度としまして、階数は３階程度を想定し

ているというところでございます。 

 また、この学校につきましては、生徒の教育

環境を第一に考えた仕様としなきゃいけないし、

地球環境に配慮したエコスクールというものを、

文科省も推進をしておりますので、こういった

エコスクールにしたいというふうなことを考え

ております。 

 それから、小中学校再編計画における今後の

建設費についての御質問でございます。 

 小筑紫小学校建設費を参考にしまして、概算

の建設費は、次のとおり読ませていただきます。 

 宿毛小学校、松田川小学校の統合校舎建設費

は、１７億円、先ほど申しました。それから、

平田小学校、山奈小学校統合校舎建設費が８億

８，０００万円、宿毛中学校、橋上中学校統合

校舎建設費が１３億５，０００万円、体育館建

設費が３億５，０００万円。 

 それから、東中学校校舎建設費が７億６，０

００万円。それから、体育館建設費は２億３，

０００万円。片島中学校校舎及び体育館の耐震

化費用が３億円。小筑紫中学校校舎の耐震化費

用が２億円。 

 また、プール建設費でございますが、宿毛小

学校、松田川小学校の統合小学校を含む４小・

中学校に、建設は予定しておりますが、合わせ

て４億２，０００万円という数字を出しており

ます。 

 さらに、これに校舎、体育館等の解体は、宿

毛小学校を含む１０の小・中学校が対象となり

ます。 

 小中学校再編計画における今後の建設費等は、

解体費や設計監理費等を含めると、おおよそ７

０億円というふうな、大きなお金になる見込み

となっております。 

 これ、あくまで、先ほど申しましたように、

小筑紫小学校の建設費を参考にしました概算で

ございますので、今、はじいている概算でござ

います。 

 私のほうからは、以上でございます。 

○議長（寺田公一君） 教育長。 

○教育長（岡松 泰君） 教育長、中平議員の
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一般質問にお答えをいたします。 

 宿毛小学校の建設に伴い、学校専用の施設で

ないコミュニティーエリアの設置に関する目的

と、使用方法についてという質問でありますけ

れども、まず、このコミュニティーエリアにつ

きましては、国交省の補助をいただいて、主な

目的は、災害時の避難場所という位置づけがさ

れております。 

 それから、中心市街地の活性化の取り組みと

も連動しながら、整備を考えているエリアでも

あります。 

 今後、どのように、この施設を学校の中に連

携をして、利活用していくかという、細部につ

いて、取り決めを行わなければならないと、今、

考えておるところでございます。 

 もちろん、学校の教育活動に支障がないよう

に、協議をしなければならないと考えておりま

す。 

 次に、具体的な活用でございますが、宿毛小

学校が一昨年から取り組みを進めております、

コミュニティースクールに関する事業としての

利活用ができればと考えております。 

 学校運営協議会の運営、コミュニティースク

ールのことでありますけれども、学校長が経営

方針、学校目標などを作成をいたしまして、そ

の責任のもとで、いろいろな事業を決定をし、

その方針に基づいて、運営が行われていくとい

う、こういうシステムでございます。 

 本年４月より、宿毛小学校で取り組みを進め

てまいりますコミュニティースクールにつきま

しては、この学校運営について、学校長が作成

をしまして、ただいま申しましたように、学校

経営方針であるとか、保護者や地域住民で組織

する学校運営協議会に諮問をいたしまして、決

定をする、いろいろな事業を決定する、いろい

ろな方針を決定するということになります。 

 学校運営に関して、保護者や地域の方々の、

さまざまな意見を反映させることによって、地

域に開かれた、信頼された学校づくりを進めて

いこうという、こういうものであります。 

 保護者や地域の方々が、一定の権限と責任を

持って、学校運営に参画をすることによって、

そのニーズを迅速かつ的確に、学校運営に反映

をさせるとともに、学校や家庭、地域が一体と

なって、創意工夫を生かした学校づくりができ

るものと、期待をしているところでございます。 

 宿毛小学校では、昨年、本年度と、２カ年を

費やしまして、コミュニティースクールの実施

に向かっての準備を進めております。 

 来年度からの取り組みといたしましては、開

かれた学校や、各種のボランティア、学童保育

など、既に宿毛小学校の運営に協力をいただい

ている方々と連携をしながら、３つの大きな柱

をもとに、取り組みをしていく予定であります。 

 まず、その１点目といたしましては、体験的

な活動の充実であるだとか、家庭学習の充実に

向けた取り組みを進めていく、学びやとしての

方向性。 

 それから、２点目といたしましては、安全教

育に取り組む環境安全教育、そういう視点であ

ります。 

 そして、３点目につきましては、ふれあい読

書であるだとか、体力づくりなどの取り組みを

行う、心身の教育の、そういう視点の３つの大

きな柱に基づいて、取り組みをするようにして

おります。 

 これらの活動に、コミュニティーエリアを利

活用できれば、活用できれば、と考えておりま

す。 

 それから、また、子供たちへの教育の効果に

つきましては、体育館とか、教室とは違う場所

での、全校生徒のミニ集会であるだとか、それ

から各学年ごとの、コミュニティースクールと

の取り組みが行えるなど、異学年の交流はもと
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より、保護者や地域の方々との交流もできるの

ではないかと、そういうことを期待をしており

ます。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） ６番中平富宏君。 

○６番（中平富宏君） ６番、再質問をいたし

ます。 

 るる御答弁をいただきました。本当にありが

とうございます。 

 まず、一問一答方式ということですので、一

つずつ再質問をさせていただきたいと思います。 

 まず、初めに火災についてであります。 

 設置場所等に、要望の件なんですが、防火水

槽の設置場所等に、その土地の所有者の問題で

あるとか、広さの問題であるとか、そういった

のがあって、４カ所は要望があるけれども、設

置されていないという御答弁でありました。 

 平成１９年以降に、防火水槽の設置が、今、

御説明もあったように、１基もされていないと

いうことのようであります。 

 説明はありましたが、本当に設置する必要の

ある箇所は、もう今の現状ではないのでしょう

か。少し疑問も残りますので、現在ですね、ど

のような形で市民の要望を受け付けているのか。

どのような流れで、防火水槽等が欲しいと思っ

た市民の方は、どのような流れで、その声を、

行政のほうに伝えてきているのかということを

把握されておりましたら、お聞かせを願いたい

と思います。 

 若干、もう少し質問をしておきたいと思いま

すが、消火栓の数、そして水圧についてのとこ

ろで、水圧については、消火は消防団と消防署

の職員が来た場合に、ポンプをかましてやりま

すので、消火活動に対する水圧については、問

題がないだろうという御答弁でありました。 

 ただ、初期消火の場合は、そこに住んでおら

れる地域住民、場合によれば、火事に遭ってい

る当事者が、消火栓から消火活動を行うことも

あると考えられます。 

 そういった場合には、当然、そのときの水圧

自体が、水が飛ぶか飛ぶないかということに影

響をしてくると思いますが、ちょっとわかりに

くい、２キログラム、何ですかね、Ｆパー平方

センチメートルとか、水圧の問題だと思います

が、その水圧で、初期消火のほうができるのか

どうなのか、その点についてお聞かせを願いた

いと思います。 

 そして、貯水槽についてですが、こちらのほ

うは、今の現状、お聞かせを願いました。常時、

１５トン以上は、水槽の中に入ってますという

お話でありましたが、消火のための水確保とい

うのはもとより、南海地震が発生すれば、電気

もとまる可能性が非常に高いということの中で、

ここの水槽には、ポンプが動かなければ、水を

送り込むことができない、そういった形になっ

ております。 

 生命を維持するためにも、最低といいますか、

最大になるがですかね、最大のライフラインと

して水が必要であり、最低、水はどうしてもそ

の地域に必要だというふうな考え方からしても、

どうしても常時、できるだけ多くの水をためて

おく貯水槽の、要するにポンプアップの時点を、

ポンプアップする時点が、今、２．０５メート

ルのうちの下、１．０５メートルになったとき

に、ポンプアップが開始するということであり

ましたが、そのラインをもう少し上げて、常に

このタンクの中に水をためておく必要があると

思いますが、その点について、市長にお聞かせ

を願いたいと思います。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 中平議員から、火災の

場合の水圧、水の確保というふうなことがござ

いました。 

 私も、正直に申し上げて、現場のほう、余り
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よくわかってない部分がございます。細かくお

答えができるかどうかわかりませんが。 

 要望のほうは、一応、各地域に消防団がござ

います。やっぱり消防団の方々の御意見は、一

番大切なことだと思いますし、消防団の方々、

皆さん、訓練もするし、それから火災に対する

備えというものを、みずから備えていると思い

ます。 

 やっぱりそういった方々の御意見が、消防署

にも届いて、予算要求化するというふうなこと

だろうと思いますし、それから、要望のあった

４カ所ですね。この４カ所につきましては、や

っぱり設置していかなきゃいけないというふう

なことで、せんだっても土地がせまいだとか、

私有地だからだめだとか、そういうようなこと

をしてたんじゃ、いざ火災となったら、間に合

わないじゃないかというふうなことで、この件

については、今後、設置していくということで、

していきたいというふうに思いますし、これに

はまた、地域の方々も御協力を願いたいという

ふうなことを思っているわけでございます。 

 それから、先ほどの初期活動に水圧がどうだ

という話でございますけれども、２キログラム

Ｆパー平方センチメートルになっているんです

けど、これで、消防の方に聞きますと、一応、

これで十分であるというふうなことは聞いてお

ります。 

 さらに、中継して、消防車が行って、ポンプ

で水を飛ばすということですから、間に合うと

いうふうな話は聞いておるわけでございます。 

 それから、ポンプが動かなければ水を確保で

きない、実際起こったとき。これはもう当然で

ございます。 

 ようやく、いわゆる宿毛市の大きな貯水槽に、

せんだって議会からも予算を承認いただいて、

ようやく自家発電装置が、そこに初めてできた

というところでございまして、この本体がやら

れると、もう市内じゅうに水を配ることができ

ませんので、この確保だけはさせていただいた。 

 ただ、各地域にあるものについて、全部、自

家発電するとなると、どれくらいな費用が要る

のか、さっぱりちょっと、私もまだ算定してお

りませんので、わかりませんから、この件につ

きましては、またきちんと調査もさせていきた

いというふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） ６番中平富宏君。 

○６番（中平富宏君） ６番、再質問をいたし

ます。 

 先ほども、若干ちょっとお聞きをしたんです

が、要するに、上水道の貯水タンク、こちらの

ほうに、できるだけ、常時多くの水をためてお

く必要があると思います。 

 せっかく容量があるにもかかわらず、常時、

１５トンぐらいまで下がってしまうというのは、

もったいないと思いますので、できれば常時、

３０トン以上ぐらいの水がためておける、そう

いった状況。 

 要するに、ポンプアップする時点が１．０５

メートルであれば、それをもっと上げて、いろ

いろ問題があるのかもしれませんけれども、単

純に１．８とか、１．５とかに上げれば、常時、

そこのタンクの中にたまっている水が多くなる

わけですから、そこでもし災害が発生して、ポ

ンプアップができなくなっても、その水はその

地域で使います。 

 また、火事になった場合にも、そこのタンク

の中に１５トンの水があるのと、３０トンの水

があるのであれば、そこに１５トンの差ができ

ますので、考え方を変えると、１５トンの防火

水槽を１基新設していただいたのと同じ効果が

得られるのではないかなという思いがあります。 

 そういった面で、この地域以外にも、僕の住

んでいる港南台も含めまして、市内に何カ所か、
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そういった貯水タンクがあると思いますが、そ

このポンプアップの開始時点の高さを少し上げ

ていただく。そういった取り組みをしていただ

きたいと思いますが、この点について、市長に

答弁を願いたいと思います。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 今、ポンプアップする

水位でございます。今、１．０５ですから、中

平議員のおっしゃるとおり、その水位の調節さ

えできれば、機械が動くんじゃないかと思いま

す。 

 それについては、できるかどうか、ちょっと、

水道課長がおりますので、水道課長のほうから

答弁をさせていただいてよろしいでしょうか。 

○議長（寺田公一君） 水道課長。 

○水道課長（豊島裕一君） 水道課長、６番、

中平議員の一般質問にお答えいたします。 

 今、満水で３６．９トンで、２．０５メート

ルの位置が満水なんですけれども、約半分ぐら

いの、１．０５１のメーターでポンプがかかる

ようになっておりますので、それにつきまして

は、ポンプがかかった時点で、１時間、７．２

トンの水をあげますので、もう少しラインを上

げまして、あと５０センチか６０センチ、ライ

ンを上げましたら、約、そのラインから１時間

ぐらいしたら満水になると。まさにポンプを上

げまして、可能ですので、それでいくと、うま

くポンプのかかる時点に、約３０トン弱なんで

すけれども、それに近い水が確保できます。 

 また、市内各地の施設につきまして、今の施

設を点検しまして、ポンプの能力等を勘案しま

して、少しラインを上げるような考え方を、調

査していきたいと思います。 

○議長（寺田公一君） ６番中平富宏君。 

○６番（中平富宏君） ６番、ありがとうござ

います。 

 続きまして、先ほど少し、１回目の質問で触

れさせていただきました、その火災が残念なこ

とと言いますか、不幸にも火災で家が全焼され

た場合の廃棄物といいますか、火災の焼け残り

と言いますか、そういったごみの処理について

でありますが。 

 先ほどの市長答弁にもありましたが、本市の

条例の中に、「天災その他特別の事情があると

認めたときは、手数料を減免することができ

る」とありました。これが、火災はどうなのか

なという思いもあって、質問をさせていただい

たんですが、１回目の答弁によって、火災は天

災に当てはまらないというお話でしたので。 

 当てはまらないのであれば、条例等を、ここ

に「火災」という文字を入れて、天災と同じ扱

いをしてあげるべきではないかと、私自身は思

っておりますが、この点について、市長のほう

に答弁を求めたいと思います。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 今は特別な事情という

ことで、生活困窮ということでやっております

が、できましたら、火災ということは本当に、

生活困窮に当たると思うんですね。全部が。だ

から、火災で焼失した、その火災での廃棄物に

ついては、すべてもう、いわゆる減免の対象に

なると、そういうふうなことをしていきたいと

思います。 

 ただし、それに乗じて、一般廃棄物と一緒に

してくれるなということは、お願いをしておき

たいというふうに思います。 

 そうしますと、やっぱり示しがつかなくなり

ますので。ぜひ、その火災ごみと判断した形の

もので、減免をしていきたいというふうに思い

ます。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） ６番中平富宏君。 

○６番（中平富宏君） ６番、時間も予想以上

に使ってしまいましたので、続きまして、学校
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建設のほうについて、移っていきたいと思いま

す。 

 まず、宿毛小学校の設計費についてでありま

すが、今回は国交省のほうの新たな基準で計算

をされた、その計算基準は、１７年の姉歯事件

等を受けてというような御説明がありました。 

 そして、以前の、そういった設計費の割り出

しは、建築費のほうですか、そちらのほうから、

簡単に言うと、パーセンテージと言いますか、

割合で出していたというふうなお話だったと理

解をいたしました。 

 それで、ここで一つお聞きしておきたいのは、

今回のこの国交省の新たな基準というのは、い

つから、宿毛市としては使うようになったので

しょうか。今回からでしょうか、それとも、以

前に、もう既に２１年からということでありま

すので、使った例があるのであれば、教えてい

ただきたいと思います。 

 それで、もしも今回、初めて使ったというの

であれば、なぜ今回から取り入れたのか、その

理由。 

 それから、今後、先ほど説明もありましたが、

全体で７０億という、この全体の計画の中で、

建築予算といいますか、予算が必要になってき

ます。 

 こちらのほう、少し市長の話の中で、これは

あくまでも小筑紫小学校からの対照した金額で

ありましてというふうな、当時、あたかも計算

された金額のようなお話でありましたが、新た

な基準を取り入れたら、金額がまだ高くなる想

定がされているのか、そのあたりについて、ま

ずお聞きをしたいと思います。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 先ほど、当初の答弁で

申し上げましたように、これ、新たな基準は、

これ、設計基準、設計を委託する基準でござい

ますので、建築する基準ではございませんとい

うことを、まず申し上げておきます。 

 それから、これは、国土交通省が告示を、１

５号で２１年１月７日に出しております。 

 したがって、今回、初めてこの基準適用と。

小筑紫小学校のときは、ちょっと私、いつ発注

したか、今、覚えておりませんが、前の基準だ

ろうというふうに思います。 

 既に建設が完成をしておりますから、その前

の前の年でございますから。そういった形でご

ざいます。 

 だから、それまでに、今回、初めてというの

は、それまで余り設計委託はなかったというこ

とで、今回、初めてということだというふうに

認識をしております。 

 だから、全体で７０億というのは、もうこれ、

建築のほうの工事費のほうだというふうに理解

をしていただければ、ありがたいというふうに

思います。 

○議長（寺田公一君） ６番中平富宏君。 

○６番（中平富宏君） ６番、再質問をいたし

ます。 

 若干、僕の質問のほうも悪かったみたいで。

７０億の中には、当然、設計予算も入っている

と思いまして、その７０億が、今後、設計予算

は新しい基準でするのであれば、先ほどの市長

の説明では、前の計算だと７，７００万だけど、

今回は８，７００万かかるよというお話でした

ので、３件の設計料を出せば、そこで数千万単

位の話ではありますが、変わるのかなという思

いもありましたし、今後、質問していきますが、

今回の、学校が、コミュニティーエリアも含ん

だということであります。当然、そういったエ

リアを、今後の学校にもつくっていくのかなと

いう思いもあります。 

 宿毛小学校だけつくって、この後、建設予定

の学校はつくらないという話にもならないとい

う思いもありますので、全体予算が変わってく
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るのではないかなという思いもあって、若干、

私の説明不足でありましたが、全体費が変わっ

てくるのではないかという思いで、質問をさせ

ていただきました。 

 それで、以前は、その基本実施設計は、先ほ

ども言いました改築工事費の、大体、計算をし

てみますと、約３％ぐらいに当たっていたので

はないかなというふうに思っております。 

 これが、私に対する前議会、１２月議会の市

長答弁の全体事業費に対しての設計料の割合に

は限度があるという、この割合のところに当て

はまっているんじゃないかなというふうに、１

２月は私自身、理解したわけでありましたが、

どうも違ってたみたいであります。 

 それで、今回は、１７億円の建物に対する基

本実施設計料は、パーセントに換算しますと、

５．１％となっております。 

 ちなみに、先ほどお話もありました、昨年度

に建築いたしました小筑紫の新しい小学校は、

以前の積算で行ったということで、基本実施設

計委託料は、これ、ちなみに体育館も入ってい

ますので、単純には計算できませんが、当初予

算で１，４８１万４，０００円、そして実際払

った金額、決算は、１，２９０万４，５００円

となっております。 

 ちなみに、ここの改築工事費といたしまして

は、当初予算ベースで５億２２万３，０００円、

決算額は９億９，０６２万１，７９２円となっ

ています。 

 これを、先ほどのパーセンテージであらわし

ますと、予算ベースで２．９６％、決算ベース

では２．６％となっております。 

 これは、通常、言われている、一般的に僕ら

が聞いている基本実施設計料は３％というのに、

ほぼ当てはまる数字となっております。 

 先ほども言いましたが、この設計料には、３

億円弱の体育館の設計も含まれた金額となって

おりますので、実際は、これ以上、これよりも

まだ低い割合になると思われます。 

 ちなみに、若干、調べさせていただきまして、

市外の学校建設を見させていただきました。近

隣を見ると、平成２４年度建築予定の土佐清水

中学校では、基本設計委託料は、工事請負費の

１％。同じく、平成２４年度建築予定の中村小

学校で、１．７％と聞いております。 

 また、県外を見ますと、今回の宿毛小学校の

児童、僕４５０人と思って調べておりましたが、

先ほどの話の中で、３５０名程度というお話で

すので、ちょっと規模的に大きな学校を調べて

しまいましたが、５０３名の子供たちが通う、

平成２３年度、来年度に建設予定の香川県の坂

出市の小学校で、ここは自校式といいまして、

給食施設が自分の学校にある、そういった学校

でありますが、地元議員に聞きますと、比べる

には、うちの学校は高いよと。高いから、余り

比べられないよというお話でありましたが、建

設費が１２億９，８００万円、実施設計委託料

が１，８３７万５，０００円となっております。 

 いろいろな理由があって、単純に比べれない

ということは、私自身もわかっておりますが、

これらと比べると、余りにもその設計委託料８，

７００万円、建設費１７億円というのは、３５

０名程度の学校にしては、一般的な金額とは思

えないのでありますが、その点について市長の

お考えをお聞きをしておきたいと思います。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 今、数字だけお聞かせ

願いましたけれども、私の手元には数字のもの

は、ほとんどございませんが。 

 比べれば、高い、安いがよく出てきますね。

ただ、あくまでも、今、８，７００という数字

は、国交省の基準に基づいて積算したものでご

ざいますので、これが実際に幾らになるのか。

それから、建設費にしましても、１７億円とい
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うことの数字が出ておりますが、これは入札の

結果で幾らになるのか。 

 以前にしますと、以前建てたものとか、発注、

全国でされたものにつきましては、いわゆる、

非常に過当競争やったもので、設計とか工事金

額が非常に低いものが出てきておりまして、今

の積算基準体系は、非常に崩れております。 

 業者さんが、何と申しますか、仕事があれば

いいといった形での請負をしていったり、そう

いったものも含まれた数字も出ているんじゃな

いかなと、これはあくまで想像でございます。 

 ただ、単純に今、中平議員がおっしゃった数

字と、この、いわゆる我々が積算している数字

というのは、本当に乖離はあるというふうに思

います。 

 だからといって、だからその数字に合わせる

ということも、なかなかできませんので、我々

としては、あくまで皆様の税金を使わせていた

だいて、予定的な価格を決めるわけでございま

すから、やはり全国統一の積算基準に基づいた

ものでしか出せないということでございますの

で、御了解願いたいと思います。 

○議長（寺田公一君） ６番中平富宏君。 

○６番（中平富宏君） 今の市長の答弁の中で、

新しい基準があって、全国というお話も出まし

たが、私の理解するところでは、この新しい基

準を、必ずしも使わなければいけないというこ

とではなくて、使ってもいいよということであ

りまして、以前の基準で計算、いまだにしてい

る自治体も、多々あるというふうに、私自体は

理解をしておりますが。 

 こちらのほう、もし担当課とかでわかるよう

であれば、教えていただきたいと思います。 

 この基準でやらなければいけない、そういっ

たことであれば、その計算方法が間違っていな

い限りは、私が幾らここで質問しても、いけな

いことでありますので、その点について、ひと

つ確認を、まずしておきたいと思います。 

 それから、契約等で、この金額から、１７億

円から下がることもあるよというお話でありま

したので、１点、答弁を求めたいことがあった

んですが、それは後回しにして、まず契約のほ

うをちょっとお聞きをしておきたいと思います。 

 今のお話ですと、その建設といいますか、建

築になるんですかね、建物なんで。どうなるん

でしょう。その建築に当たりましては、安くな

る可能性があるいうことですので、一般競争入

札かなというふうに、イメージをいたします。 

 ただ、今回の設計予算に関しましては、８，

７００万円ですが、ある方にお願いをしようと

いうことが決まってあるのであれば、この一般

競争入札というのは、無理なんじゃないかなと

いうふうに思います。 

 そこで、どういう契約方法があるのかなとい

うことで、私も余り詳しくないので、見ていた

ら、随意契約の方法については、いろいろと特

命随意であるとか、何とかがありますよとか、

いろんな資料が出てきたわけでありますが、ど

の資料を見ても、この随意契約でやる場合に、

高額なものは、随意契約、大変危険ですよとい

うことが、必ず書いております。 

 そういったものも見まして、もし随意契約を

するのであれば、当然、競争原理というのは働

かずに、一般競争入札より落札率が、要するに、

高どまりしてしまう。要するに、宿毛市側とし

ましては、予算の無駄遣いになる可能性が高い、

そういうふうに私は理解をいたしているところ

であります。 

 もしそういう契約をするのであれば、宿毛市

にとって不利益だと、私は思うわけですが、そ

の契約、設計について、契約をどのように市長

が考えておられるのか、その点について質問を

しておきたいと思います。 

○議長（寺田公一君） 市長。 
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○市長（中西清二君） 契約方式でございます

が、一般競争入札、それから指名競争入札、そ

して随意契約というふうな形態が考えられます。 

 この設計に関しましては、以前、議員の皆様

にも少しお話ししたかと思いますが、昨年です

か、世界的に有名になった方が、宿毛市にも来

ていただきました。こういった方に設計してい

ただく機会は、ほとんどないんじゃないかな。 

 設計のプロポーザル方式というものもござい

まして、そういったプロポーザルで一番いいも

のを選ぶとか、いうふうなことに関しまして、

競争の仕方もあります。 

 ただ、プロポーザルにした場合につきまして

は、今度はそれを選定する方がいなきゃいけな

い。世界的に有名な方を、その人が応募してき

た場合に、本当は、果たして我々が選定できる

能力があるかどうかというふうなことが考えら

れるというふうなことで、設計につきましては、

こういった方に、一度、その随意契約という方

法も考えてみたいというふうなことは、私自身

思っております。 

 これは、予算が通らないといけないものです

から、あと、相手もいることでございますから、

できるかどうか、まだ不明ではございますが、

そうしたい。 

 それについての建設につきましては、これは

もう一般競争入札なり、指名競争入札なりとい

うふうな形を、今のところは想定してます。 

 中平議員がおっしゃるように、随契だと高く

なるんじゃないかというふうなことが、解説書

なんかにも書かれております。ただ、それで、

書かれておるからだめだということではないん

ですが、やはり、適正な価格というものについ

て、我々もきちんとしたことをやらないと、お

っしゃるとおり、無駄遣いを指摘されるという

ふうなことはあろうかと思います。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） ６番中平富宏君。 

○６番（中平富宏君） ６番。何度も、済みま

せん、一問一答ということで、何度も質問をさ

せていただいて、大変、自分自身も、ちょっと

聞き逃した点も何点かあるんじゃないかなと思

いながら聞いてますが。 

 先ほどの、わかればとは言いましたが、今回

の設計予算の基準になった国交省のもの、それ

は使わないといけないということなのか、それ

とも、それを使ってもいいということなのか、

この点について、まず一つ、答弁を求めておき

たいと思います。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 失礼しました。先ほど

の質問に対する答弁が抜けてました。 

 これは、私もちょっと承知しない部分があり

ますので、建設課長に答えていただきます。 

○議長（寺田公一君） 建設課長。 

○建設課長（安澤伸一君） 建設課長、６番、

中平議員の再質問にお答えをいたします。 

 現基準をどうしても使わないといけないのか

という御質問でございます。 

 今回の基準の見直しというのは、先ほど、市

長からも申し上げましたが、業務実態に合った

報酬基準にすべきであるということで、見直さ

れたものでございますが、これに基づいて、私

どもとしても、適正な、あくまでも予算として

は計上したいという考えで、今回、提案をさせ

ていただいておるわけでございます。 

 これをどうしても使わないといけないかとい

うことにつきましては、各自治体によっての裁

量というふうになっております。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） ６番中平富宏君。 

○６番（中平富宏君） 再質問をいたします。 

 今の課長答弁で、各自治体によって、設計委

託料が、予算額としてかなり違うというのが、
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なぜ違うのかというのが、一つわかったような

気がいたしております。 

 それで、先ほどの契約のお話に戻るわけです

が、当然、テレビ等でも見ましたし、今回、設

計のほうを依頼したいなという方が、どんな世

界的にすばらしい方なのかというのは、私なが

らに理解をしているつもりでもありますし、そ

の方の能力といいますか、そういったものを全

く否定すべきものではありません。 

 ただ、先ほど、青写真的なものも、全くと言

いますか、ない。ただ、あるのは床面積、教室

の数によって床面積が出ているという、そうい

う状況の中で、基本設計ができるまで、どんな

ものができるか、そういったものがわからない

中で、随意契約という契約方法を、もし、とる

のであれば、そういった形で、お任せをすると

いうのは、よほどの信頼関係といいますか、そ

ういったものがないと、できることじゃないの

ではないかなというふうに思います。 

 そこの部分で、市長が、協議会の場では若干

お聞かせを願いましたが、今、宿毛小学校をこ

ういった形にしたいと、ここまで思われている

その根拠といいますか、思いというのがあれば、

少しお聞かせを願いたいなと思いますので、市

長、よろしくお願いをいたします。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 宿毛小学校は、やはり

我々、発注者の立場になろうかと思いますから、

どういった学校にしてほしいのかぐらいは、や

っぱり設計を請け負う方、いわゆる仕様書とい

うものをつくります。そういうものの中には、

先ほど申しましたように、エコスクール的、こ

れは文科省も進めているというふうに、先ほど

申しました。こんなものも勉強しまして、こう

いった形をとりたいなというふうなアウトライ

ン的なものはございますし、私も、教育の現場

にいるわけじゃないものですから、ただ、子供

たちがどういった教室、どういった形のものが、

教室としてあればいいかと。学習の場として。 

 やはり、子供が第一でございますから、その

先生の動線の関係であるとか、そういった使う

人の立場になったものができ上がっていけばい

いと。 

 小筑紫小学校には取り入れましたが、これか

ら排出量の関係であるとか、エコですね、いわ

ゆる太陽光発電をしていくとか、電球もかえな

くていいようなＬＥＤを、使っていきたいとか、

そこら辺のことしか、私もわかりませんが、ぜ

ひ、子供たちの勉強環境と申しますか、教育環

境が快適にできるものを、ぜひつくっていただ

きたいというふうなことは思っている。 

 これが第一に思っているのと、周辺環境と調

和したもの。それから、今回、まちづくりの活

性化のために、そこをエリアに入れております

から、そのまちづくりとの関連性、そういった

ものも、とっていただければいい、そういうふ

うなことを思っていると、それぐらいでござい

ます。 

○議長（寺田公一君） ６番中平富宏君。 

○６番（中平富宏君） ６番、続けさせていた

だきます。 

 今の話の中で、最後に市長が答えられたまち

づくりの、エリア内なので、こちらとの関連性

というのが、一番、重要と言いますか、一番と

いうと語弊があるかもしれませんが、かなり大

きな理由の一つになっているんではないかなと

いうふうに感じました。 

 なぜかというと、それまでの話は、特に地元

の設計者の方が設計されても、当然、エコにい

うと、ソーラーパネルであるとか、そういうこ

とだと思います。 

 環境の面は、当然、そういったのは地元の設

計者の方でもできるわけでありますので、世界

的な有名な建築家に頼むのは、そこの、まちの、
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まちづくりの活性化の部分が強いんじゃないか

なというふうに、今の答弁では理解をさせてい

ただきました。 

 それで、今、エコとか、それから先ほどから

出ているコミュニティーエリア、これもはっき

りしたお話は、答弁は聞いてないわけですが、

こういったものを、これから建築予定の３校に、

次々と入れていくということになれば、設計費

のみならず、建築費のほうも当然、金額が上が

ってくると、そのように思われます。 

 そういった中で、私の記憶によりますと、昨

年の５月に、今回のこの再編計画が示されまし

た。たしか議員協議会のような、議員が全員集

まった場での説明だったと思いますが、そのと

きの市長、大変厳しい表情でありまして、述べ

られた言葉が、これをやると財政的にかなり厳

しい。このままできるとは思わない。実質公債

費比率が上がってしまう、こういうふうに言っ

たと、私自身は記憶をし、それをメモをさせて

いただいております。 

 そして、先日、同僚議員の質問のほうにも出

ましたが、行政方針の中でも、公債費を計画的

に抑制していくための指針ともいえる公債費負

担適正化計画の予定額を超えた起債充当となっ

ており、決して楽観できる財政状況ではないと

述べられております。 

 それを答弁では、けさの高知新聞にも載って

おりましたが、平成２３年度には、実質公債費

比率１８％ですかね、そこまで落としていく予

定としておるというお話ではありましたが、か

なり新しいものをつくるときには、気をつけて

つくっていかないといけない、そういった宿毛

市は、状況であると思います。 

 それで、そんな状況の中にいながら、そして

耐震対策のためにも必要不可欠な学校建設とい

う部分で考えると、教育環境、先ほど言った安

全、安心、そしてきれい、使い勝手のよい、こ

ういったことが加味されると思いますが、そう

いった環境は、ある一定、担保する中で、でき

るだけコストを下げて、それで全体の建設を１

日でも早く、宿毛市はやるべきだと私自身は考

えております。 

 その点について、市長はどう思われるか、答

弁を求めたいと思います。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） そのとおり、中平議員

おっしゃるとおりでございまして、我々、やっ

ぱり財政を預かってます、市を預かってますか

ら、ある一定、身の丈に応じたことは、やっぱ

りやっていかなきゃいけない。これはもう、当

然のことでございまして、そのことがないと、

放漫財政になっていくわけでございます。 

 ただし、本当に学校のこれ、そのままにして

おくと、地震が起こったら、もう大変なことに

なるわけです。子供の命が奪われるということ

になります。これはもう、最優先にやっていか

なきゃいけないこと。 

 そういった意味で、財政ともやっぱりシミュ

レーションをしながら、相談をしながら、けど

この学校の建設についてはやっていかなきゃい

けない。そのときに、どういった方策があるか

というところで、有利な交付税措置のあるよう

な起債をお願いしていくというふうな形で、も

っていけばいけるんじゃないかという見通しを

立てた。 

 あれを、去年出ました再編計画、私も一目見

たときは、もう本当に、一瞬絶句するような金

額なんですよ、７０億ということは、１年間の

ここの収入以上、３倍のものですからね。そう

いったもので、感じております。 

 ただし、厳しいからといってやらないという

わけにはいかないんです。ただ、そのやらない

じゃなくて、やるためには、どんな工夫がある

かということを、やっぱり考えながら、今まで
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もしてきたし、これからもやっていかなきゃい

けないというふうなことを思って、取り組んで

おるところでございますので、また、ぜひ御協

力も願いたいというふうに思っております。 

 当然、いろんなものを、コストを下げていく

ということは、大切なことですけど、むやみや

たらに、例えば相手がいる、発注者でございま

して、受ける人に対して、無理を与えるという

ことは、これはまた経済の流通も、本当によく

ないというふうに思います。 

 そういったものも、やっぱり加味しながら、

きちんとしたコストを下げる。そしてまた、学

校建築に関しては、ぜひ、地産地消と申します

か、建材、いわゆる地元の木材を使った形で、

木を採用する。地元にこんな材料があるわけで

すから、運搬費も少なくて済むじゃないかとか、

そういったふうなことも、やはり仕様の中には

入れていかなきゃいけないかな、そんなふうな

ことを思っています。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） ６番中平富宏君。 

○６番（中平富宏君） ６番、続けさせていた

だきます。 

 今、市長のほうから、地産地消ということで、

食品だけではなくて、そういった建設、建築に

対しても地産地消ということで、大変いい言葉

だなというふうに感じました。ぜひ、設計発注

のほうも、地産地消でできないのかなという思

いで聞いておりました。 

 それで、ちょっとしつこいようですが、僕は

先日、家の資料をずっと見てたら、こういった

ものが出てきました。 

 平成１９年１１月に示されました１回目の再

編計画のときに、全体事業費で５４億円程度か

かりますよということで、示されたうちの資料

であります。 

 当然、これ、宿毛市がつくった資料でありま

すが、このときの宿毛小学校、宿毛地区小学校

なんですか、宿毛地域小学校でしょうか。当時、

宿毛小学校、大島小学校、松田川小学校、橋上

小学校、この４校を統合してつくるといわれて

いた約６５０人規模の学校建設に伴います統合

改築工事事業費というのがあります。 

 ちなみに、この６５０人規模の学校を見まし

ても、基本実施設計委託料は３，５１６万円、

校舎改築工事費は１０億８，０００万円として、

概算が出ております。 

 ３年間の間に、大変いろんな物が値上がりし

たんだなという思いで、この資料を見させてい

ただいたところであります。 

 市長に対しては、これ以上、答弁を求めませ

ん。教育長のほうの質問に移らせていただきた

いと思います。 

 教育長のほうから、基本的な利用方法につい

ては、細部にわたっては、これから協議をして

いかないといけないけれど、コミュニティーエ

リアについて、こんな使い方があるんじゃない

かなというお示しを願いました。 

 その中で、コミュニティースクールというお

言葉が出ました。これは、教育長のほうからも

御説明がありましたように、地域と学校が話し

合いをし、学校の方針を決める組織、そのよう

に、文部科学省のホームページを開いたら書い

ております。 

 そこで、宿毛小学校の関係者にお伺いをした

ところ、昨年はこれに対する立ち上げ協議会の

ようなものをもちまして、５回の会を持ち、場

所は会議室を使用して、話をしたというふうに

聞いております。 

 彼の話を聞いていると、あくまでも学校とＰ

ＴＡの後押しを、地域の皆さんにしてもらう、

そういったのがコミュニティースクールだと理

解をしていると。 

 ソフト面、どういうことをしていくのか。人
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材も含めまして、そういったことが大変大切な

事業であって、決してお金を使う、ハード的な

整備を伴うような、そんな事業ではありません。

僕たちはそんなことをしているのではありませ

ん、というお答えが返ってきました。 

 そうやってみますと、このコミュニティーエ

リアというのを、市の活性化で使う部分は別に

して、学校の教育現場として、どのような使い

方をして、本当に必要なのかということが見え

てこないわけですが、もう少し具体的に、どう

いう使い方を考えれるかというところを、教育

長のほうにお聞きをしておきたいと思います。 

○議長（寺田公一君） 教育長。 

○教育長（岡松 泰君） 教育長、中平議員の

再質問にお答えをいたします。 

 コミュニティーエリアの活用につきましては、

いろいろな方法があると思いますけれども、今、

学校の実態の中で、校長先生のお話を聞いた中

での、私の感想ですけれども。 

 まず、今の宿毛小学校においては、広域化を

して、子供が地域のことを知らない。地域の人

は、子供のことを知らない状況であると。 

 はっきりした数字も、調べればわかることで

ありますけれども、街区の子供が半分もいない

というような状況である。だから、つながりが

薄いということなので、地域の力を活用して、

もう少し子供たちに地域のことを、いろんなこ

とを知る中で、つながりの力を育てたいと、こ

ういうふうな話がありました。 

 それから、その中で、校長先生が、目的の中

で、学校を核として、地域や学校が変わると。

学校を核として、地域や学校を変えたいと、校

長先生のそういう話もありました。 

 ２年間のこういう事業をして、ぜひ、その中

心となるコミュニティーエリアがあれば、それ

を活用して、いろんな人に来て、子供たちとの

かかわり、子供の放課後の活用であるとか、今、

いろいろなところで、放課後子ども学習のこと、

活動のことをお願いすると、教室がないという

ようなことで、学校から結構断られるのです。 

 ですから、そんなのにも使えるのではないか。 

 それから、いろいろ総合的な学習の中で、地

域の人を呼んで、たこづくりをするだとか、読

み聞かせをするだとか、いろいろな場面に使え

るのではないかと、そういう話がありました。 

 それから、その地域を巻き込んでという中で

は、これはどこの地域もそうでありましょうけ

れども、ＰＴＡが学校のいろいろな活動に参加

する気持ちが、以前と比べて弱くなったのでは

ないか。役員になってくれる人が少ないと。ど

うしても、地域にお願いしても、固定化すると

いうことで、広がりがないという話を、校長先

生から伺いました。 

 それで、２年間の取り組みの中で、宿毛小学

校においては、ＰＴＡの活動も盛んになってき

ていると。それから、地域の皆さんも、学校に

対して、いろいろなことを目を向けてきている。

だから、それをもう少し広げていきたいと。 

 校長先生の話の中では、学校の近くに農園の

ようなものを配してもらって、地域の人に教え

てもらいたいだとか、いろいろ希望がありまし

たので、校長先生に、ぜひそのコミュニティー

エリアも、大きな部屋になりますので、活用の

方法があると思いますので、ぜひ利用してくだ

さいという話はしておきました。 

 教育委員会も、それはすばらしいことであろ

うと、こういうふうに思っています。 

 一つの利用方法であろうと思いますけれども、

私どももその関係はよしとしております。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） ６番中平富宏君。 

○６番（中平富宏君） ６番、続けさせていた

だきます。 

 最後に、校長に利用していただきたいと、こ
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ういったのがあるからということで、ぜひ利用

してくださいというお話でありましたが、それ

は、あくまでも何かの目的でできた広場がある

から、これを使いますよ。校長先生、あなたも

学校の施設内にあるんだから、使ってください

よという、サブ的な理由にしかならないですよ

ね。 

 絶対必要なものだから、つくるものが。つく

るのはつくるから、あなたたち使ってください。

それじゃあ、ちょっと理由にならないと思いま

すので。 

 今回、このコミュニティーエリアっていうの

を聞きまして、各課でどういう使い方をするの

っていうことで、お伺いをといいますか、聞い

て回らせていただきました。 

 その中で、コミュニティースクールであると

か、また地域のＰＴＡ活動の中で使えるとか、

要するに、具体的じゃなくて、イメージ的な、

こういう利用方法もあるから、すばらしいもの

だからつくってみよう、そういったふうな答え

が多かったように、私は感じました。 

 何かをするためにつくる。もし、このコミュ

ニティースクールで利用するのであれば、本来、

立ち上げ協議会の中で、コミュニティースクー

ルのメンバーと、どういったものが必要かを協

議をして、そしてその答えとして、コミュニテ

ィーエリアが必要であると。どうしてもこうい

った場所をつくってほしい。私たちは、ここを

利用して、こういった活動をさせてもらいたい、

そういう話があって、初めて宿毛市として、こ

の建設の中にコミュニティーエリアを組んだ建

設計画にさせていただきます。 

 これが、流れだと、私は本来の流れだと思っ

ております。 

 ただ、今回のお話を聞くと、何らかの要因で、

このコミュニティーエリアをつくることになっ

た。せっかくいいものをつくるのだから、皆さ

ん、使ってください。何かに使えるんじゃない

ですか、そういった投げかけを皆さんがしてい

るようにしか思えてなりません。 

 教育長に、まちの活性化についてお伺いして

もわからないと思いますが、この答弁に関しま

しては、まちの活性化と両方絡んでいると思い

ますので、市長と教育長と両方に、お伺いをさ

せていただいておりますので、教育長だけでな

くて、今の質問に対しては、市長のほうにも答

弁を求めたいと思います。 

 それで、教育委員会として、本当にこのコミ

ュニティーエリアっていうのは、必要なのか。

必要なものと、現在、とらえているのか、その

点について、簡単に、本当に必要なんだよと。

中平議員、そう言うけど、本当に必要なんだよ

というのであれば、そのあたりを答えていただ

きたいと思っております。 

 その点について、再質問とさせていただきま

す。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 学校に対するコミュニ

ティーエリアの話なんですけど、私、先ほど言

いましたように、学校現場、余りよく知らない

ということで、知らんぷりしてはいけないとは

思いますけど。 

 やはり、反対に学校の中が、だからそういう

コミュニティーエリアがあっていいんじゃない

かなというふうなことも思いました。 

 中平議員、やっぱり使い方が明確に、いわゆ

る目的が明確になってないというふうな、先ほ

どおっしゃり方だろうと思いますけど、やっぱ

り明確な目的もいるし、アバウトな目的もあっ

て、地域のための、皆さんに開かれてた学校と

いうことも、やはり一つあっていいんではない

かなというふうなことを、ちょっと思っており

ます。 

 また、時々、児童が社会から阻害されたとか、
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学校での疎外感とか、そういうものもあるよう

なことを、報道でも受けておりますし、そうい

った意味で、このコミュニティースペースを設

置することで、少し、地域力みたいなものを、

子供がつけていただけるとか、いうふうなもの

があっていいんじゃないかなというふうな、ち

ょっと答えにはなってないかもしれませんけど、

そういう思いを持っておるところでございます。 

○議長（寺田公一君） 教育長。 

○教育長（岡松 泰君） 教育長、中平議員の

再質問にお答えをいたします。 

 必要なのか必要でないかという、簡潔に、お

話はそういうことですけれども。 

 もともと、ちょっとだけ説明させてください。 

 これは、災害対策のためにつくられたことは、

国土交通省の補助事業でつくられたことはたし

かであります。私といたしましては、そういう

目的でつくられておるけれども、今の宿毛小学

校のいろいろな事業をする中で、子供、放課後

の活動をする中でも、大変、宿毛小学校にお願

いしても、空き教室がない。それから、管理が

難しいということで、何度も難しい、難しいお

話がありましたけれども、一つとっても、放課

後子ども活動をやるのにも、広いスペースがあ

っていいのではないか。それは、５００平方メ

ートルは要らないのではないかという考えもあ

るかもしれませんけれども、一つは、ある程度

の規模の広さのものは要ると。 

 それから、もう一つには、管理が。施錠らも、

自分らで管理できますので、学校じゃなしに、

施錠もできたりするいうこともありますので、

私は、大きさが要るか要らないかという問題は

ありますけれども、学校にとっては、必要なも

のだと思っております。 

○議長（寺田公一君） ６番中平富宏君。 

○６番（中平富宏君） 長い間、私の一般質問

におつき合いを願いまして、本当にありがとう

ございます。 

 学校施設としても、必要なものということで

あります。災害のためということで、国交省の

補助金もいただくということでありますが、ど

うしても災害とか、そういうのであれば、体育

館があるのになというふうな思いがしてならな

いところもありますが。 

 最後に１点だけお願いをさせてください。 

 もし、建てるのであれば、しっかりと、宿毛

市として維持管理をしてください。現状の学校

が、どのような状態になっているのかを十分見

てくださいまして、今の現状と、新しく建てよ

うとする学校が、ともに子供たちにとってすば

らしい環境であることを約束していただいた後

に、こういった学校の建設に踏み出していただ

きたいと思います。 

 以上で終わります。 

○議長（寺田公一君） この際、１５分間休憩

いたします。 

午後 ２時２７分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 ２時４２分 再開 

○議長（寺田公一君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 ２番岡﨑利久君。 

○２番（岡﨑利久君） ２番、通告に従いまし

て、一般質問を行います。 

 初めに、母子保健推進員制度について、お伺

いをいたします。 

 宿毛市母子保健事業推進の目的として、宿毛

市が行う母子保健事業の充実を図るほか、都道

府県の行う母子保健事業に対する宿毛市の協力

体制の確立に資するとともに、地域における母

子保健組織活動の育成などを図り、宿毛市の母

子保健の向上に寄与することを目的としており

ます。 

 また、宿毛市母子保健推進員の主な活動とし
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て、１、母子保健に関する知識の普及に関する

こと。２、妊産婦及び乳幼児の保健栄養指導に

関すること。３、健康診断、健康相談の勧奨に

関すること。４、関係機関との連絡に関するこ

と。５、その他母子保健の推進に関すること。

以上５つの活動をしております。 

 子育て中の母親のメンタル面での支援は、母

親自体が少子社会に育っており、赤ちゃんと密

接に接するのは、我が子が初めて。しかも、核

家族の中で孤独である状況で、一層、重要にな

ってきているわけです。 

 その中で、いわば母親がわり、子育ての先輩

として、身近な相談相手として、母子保健推進

員の果たす役割は、非常に大きいものと考えま

す。 

 現在、乳幼児健診、赤ちゃん広場、相談など、

主要スタッフとして、ボランティア活動を行っ

ていただいておりますが、子育て情報の共有、

活動内容の連絡、または調整、保護者への啓発

活動の充実などについても、課題が多いと考え

ます。 

 そこでお伺いをいたします。 

 １つ、母子保健推進員の役割について、お伺

いをいたします。 

 ２つ、各地で母子保健推進員の方々が活動さ

れるに当たり、どういった問題点や課題がある

と認識をされているのか、お伺いをいたします。 

 次に、産後のうつ病についてお伺いをいたし

ます。 

 出産後の女性は、うつ病にかかりやすいとい

われております。産後しばらく、母親は昼夜問

わない授乳や、おむつ交換で睡眠不足になり、

体力的に大変でございます。 

 妊娠、分娩と大変な時期を乗り越え、楽しみ

にしていた我が子をやっと抱くことができたと

思うと、すぐに育児という現実にぶつかります。 

 その上、産後はホルモンのバランスが急激に

変化し、それにより、体の状態が大きく変化し、

その影響で感情が不安定になります。 

 気分が落ち込む、イライラする、こういった

情緒不安定な症状です。 

 よく知られているマタニティーブルーは、２

５％から５０％の女性がかかるといわれていま

すが、一過性のもので、１週間もすれば自然に

治ります。 

 しかし、このような症状が産後４週間以上続

く場合は、産後うつ病を心配しなければならな

いといわれております。 

 出産後の女性の１０％から１５％がかかると

いわれております。 

 この産後うつ病、余り知られていませんが、

ほうっておくと非常に危険な病気です。産後の

心の病気は、母親の社会的不適応や、母子関係

に悪影響を及ぼすものもあります。子供への愛

情が芽生えず、敵意や拒絶、最近では虐待にも

つながるといわれております。 

 時々、新聞をにぎわす母親による痛ましい幼

児虐待事件、その背後には、ほとんどの場合、

産後うつ病が潜んでいるといわれております。 

 また、幼児虐待とまではいかなくても、産後

うつ病は子供に悪影響を及ぼす可能性がありま

す。 

 母子の結びつきは不思議なもので、母親が病

気だと、子供にも変化があらわれます。子供に

もストレスとなってしまうのです。 

 母と子で、お互いに泥沼に陥る可能性がある

のです。最近は、核家族化で、簡単に親に相談

できる人も多くありません。気分転換に何かし

ようとしても、子供がいるので思うようになら

ない、このような現実がホルモンバランスを大

きく乱して、赤ちゃんの世話で十分に睡眠がと

れないなど、産後うつ病の発症リスクの大きな

時期に拍車をかけているのです。 

 本市におきましては、保健師による乳児家庭
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全戸訪問事業が実施をされていますが、これは

生まれてきた赤ちゃんにも重要ですが、不安だ

らけの、初めての母親にとって、育児不安を解

消し、メンタルヘルスケアを支援し、密室での

虐待を未然に防ぐ幼児虐待防止策の大切な事業

と理解するものであります。 

 そこでお伺いをいたします。 

 産後うつ病にならないための早期取り組みに

ついて、お伺いをいたします。 

 以上で１回目の質問を終わります。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 市長、岡﨑利久議員の

一般質問にお答えをいたします。 

 まず、最初に、母子保健推進員制度でござい

ます。 

 母子保健推進員の役割についてでございます。 

 岡﨑議員が先ほどおっしゃいましたように、

５つの活動をされているということでございま

す。 

 当市が設置しています宿毛市母子保健推進員

協議会設置要綱の中で、推進員の役割といたし

まして、質問と同じになりますが、母子保健に

関する知識の普及活動、母子保健活動への協力、

各種申請の勧奨、母性及び乳幼児の保護に関す

る地域の問題点の把握、母子保健組織活動の育

成の協力の５つが示されているわけでございま

す。 

 御質問の中でもありましたように、乳幼児健

康診査とか、赤ちゃん広場など、各母子保健事

業などに、スタッフとしての役割を担うだけで

はなく、担当地区の母子の家庭訪問とか、電話

相談などの育児相談支援を通して、地域や家庭

で起こっている母子保健上のさまざまな問題を、

身近な立場で把握をいたしまして、母親の相談

相手となるということとともに、地域社会と行

政をつなぐパイプ役としても、欠かせない役割

を果たしていただいているというふうに思って

おります。 

 そして、専門職、行政職と連携を密にとりな

がら、役割分担をいたしまして、親子の心身の

健康や、安心して子育てができる地域づくりに

努めると、そういった役割もしていただいてお

ります。 

 また、核家族化、地域のつながりの希薄化が

進み、多種多様な情報があふれる中、人と人と

をつなぎ、必要な情報を伝え、心に寄り添うこ

とが求められ、推進員の活動は、今後一層、必

要性が増してくるものというふうに考えており

ます。 

 ２つ目の活動をするに当たっての問題点や、

課題でございます。 

 まずは、母子保健推進員であるということは、

市長から委嘱をされる立場にございます。活動

で知り得たその家庭の情報は、了承を得た後、

担当保健師等に報告する以外は、守秘義務が課

せられます。 

 各推進員さんが知り得た情報をどう報告して、

支援につなげていくのか、悩むところも多々あ

ると思います。 

 しかし、先ほど申しましたように、専門職、

行政職とのパイプ役であるという役割の中、推

進員ひとりで抱え込まないようにしていくこと

も大切なことだというふうに考えております。 

 また、推進員は、新しい制度や情報を正しく

理解して、住民に伝える必要がございますので、

恒常的に研修を受けることが大切となってきま

す。 

 医学的、専門的な質問などに、主観的に答え

ることは誤解を生じ、人間関係を損なうことが

予測されますので、必要が生じた場合は、その

点については、保健師さんに相談してみましょ

う、など、直ちに保健師など、専門職につなぐ

ことが求められています。 

 これら以外にも、活動するに当たり、日常的
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に困ったことや、問題が生じた場合の保健師と

の連携は、必要不可欠なものというふうに考え

ておりますし、非常に、人のことでございます

から、推進員の方々には、デリケートな問題も

扱っていただいているというふうに、非常な御

負担を願っているというふうに思っております。 

 続きまして、産後うつ病についてでございま

すが、岡﨑議員から詳しく説明がありました。

当市でも、非常に危惧される疾患であるという

ふうなことを認識しています。 

 私も医者ではないので、余り知識はありませ

んが、保健師さんからいろいろ教えていただき

ました。 

 産後うつ病に発展するまでには、いろいろな

要因とか、経過が重なって起こる疾患であると。

その前段で、早期に発見して、対応することが

重要だということでございます。 

 妊娠がわかった段階から、女性ホルモンの影

響で、心身ともに大きな変化が起こることを、

事前に情報として知らせ、相談できる窓口、そ

れから人を紹介して、一人で悩みを抱え込まな

いようにすることを、妊婦さんに保健師さんの

ほうからお知らせしているという状況でござい

ます。 

 また、宿毛市のほうでは、妊娠の届け出があ

った場合は、妊婦さんに、今後、かかわってい

く担当の保健師と顔合わせをすることで、安心

感を持っていただきまして、またアンケートを

実施することで、妊婦さんの情報をキャッチし

て、対応が必要だと判断した妊婦さんには、妊

娠中から訪問をいたしまして、心身両面の支援

を実施している状況でございます。 

 また、出産後は、御指摘のあったとおり、保

健師による乳児家庭全戸訪問事業が実施されて

います。その実施率は９５％となっています。 

 この９５％の残り５％でございますが、これ

は転出したり、里帰り出産のために、実家に帰

省をしていると、そういったようなことで、９

５％の実施率ということでございます。 

 訪問では、子供だけでなくて、母親にも聞き

取りを行い、マタニティーブルーのような症状

が見られる場合は、適宜判断をして、訪問の回

数をふやしたり、電話相談、他の関係機関につ

なげるなど、産後うつ病に発展しないような支

援を心がけているのが現状でございます。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） ２番岡﨑利久君。 

○２番（岡﨑利久君） ２番、再質問をいたし

ます。 

 まずは、母子保健推進員制度についてですけ

れども、今、市長より詳しく説明をいただきま

した。母子推進員の役割としてのこと、または

活動、どういった問題点、課題があるかについ

て、るる説明をいただきましたけれども、まず

１点目として、母子保健推進員の定数について、

お伺いをいたします。 

 定数があるのであれば、定数についてお伺い

をいたしたいと思います。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 定数がございまして、

宿毛市母子保健推進員協議会設置要綱、これの

第３条が組織としてありまして、２５名以内を

もって組織するというふうになっております。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） ２番岡﨑利久君。 

○２番（岡﨑利久君） 再質問をいたします。 

 先ほど、市長の答弁の中で、母子推進員さん

の研修について、お話をされたと思うんですけ

れども、されている研修の内容について、わか

れば詳しく教えていただきたいと思いますが、

お願いいたします。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 母子保健推進員の研修

でございます。研修の、まず先にカリキュラム、
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内容をお伝えします。 

 必要テーマとしましては、生活習慣病と生活

リズムについて。それから、子供の体と心の発

達。それから、乳幼児虐待、うつ病、精神疾患

と子育て。それから、パーソナリティー障害の

傾向のある母親との接し方。 

 それから、外部講師による研修で、これは過

去２年ありましたやつを紹介しますと、ひびき

あいの子育て。母と子の相互関係ということ。

そして、「母子保健推進員とは」として、助産

師からのメッセージ。これは地域のお母さんと

のかかわり方ということでやっております。 

 これは、研修の内容を一つ申し上げたわけで

ございますが、年度当初の４月と、年度が終わ

る３月に総会がございます。 

 年間を通じて、少なくとも２回の研修会を実

施しているということでございます。 

 その内容でございますが、保健師が受けてき

た研修から、活動に必要だと考えられる内容を

ピックアップしまして、伝達講習をしたり、先

ほど申しました外部から講師を招いて、より専

門的な研修会を開催しているということでござ

います。 

 その他のことを申し上げますと、他の市町村

で実施される研修会には、代表として数人を選

んで、出張していただくということもございま

す。 

 その後は、必ず他の母子保健推進員に伝達の

講習会を開催しまして、知識の共有を図ってい

るというふうにしております。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） ２番岡﨑利久君。 

○２番（岡﨑利久君） ２番、先ほど、市長の

ほうから研修の回数ですね、年間２回実施され

ているということでお伺いをいたしました。 

 できれば、この母子保健推進員の活動を、多

くＰＲしていただきまして、市民の皆様にも関

心を持っていただくことも必要ではないかと思

っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 また、子育てにつきましても、最近の母親は

育児に不安を持っております。そういった面で、

先ほども述べましたように、母子保健推進員さ

んの果たす役割は、非常に大きなものと考えて

います。 

 いろいろな課題があると思いますが、ぜひ、

地域での母子保健推進員の活動がしやすくなる

ように、お願いをいたします。 

 次に、産後のうつ病について、再質問をいた

したいと思います。 

 先ほど、乳児家庭全戸訪問事業で９５％のパ

ーセンテージがありまして、５％については、

ほかの市町村に出られたりとか、里帰り出産を

されているということをお聞きをいたしました

が、例えば、里帰り出産をされている方々の本

市に帰ってこられたときのフォロー体制はどう

なっているのか、お伺いをいたしたいと思いま

す。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 里帰り出産をされて、

帰ってきた方のフォローでございます。 

 これ、妊婦さんが里帰りされる前から、連絡

が途切れないように、何度も連絡を取り合いま

して、里帰りされても、同じ支援が受けられる

ように、市町村間、医療機関で連携をしている

ところでございます。 

 先ほど申し上げましたように、宿毛市に帰っ

てこられたときは、必ず自宅訪問をしまして、

状況を確認しているということでございます。 

 また、帰省先の市町村からも、訪問の実施状

況の情報もいただいておりまして、どのような

訪問をされたか、把握できるようになっている

ところでございます。 

 妊産婦さん、子供が全国どこで暮らしても、

市町村の横の連携を密にしまして、親子が安心
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して、出産であるとか、子供が育てられるとい

うふうなことが必要なことでございますので、

今後とも、こういうことに対しましては、支援

をしてまいりたいと、このように考えてます。 

○議長（寺田公一君） ２番岡﨑利久君。 

○２番（岡﨑利久君） ２番、先ほども述べた

ように、保健師による乳児家庭全戸訪問事業を

された後、４カ月乳児健康診査まで、母子とも

に見る機会が極端に少なくなると思うのですが、

４カ月乳児健康診査のときに、どのような対応

をしているのか、お伺いをいたします。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 市長、市が実施する最

初の乳児健康診査でございますが、これは４カ

月の子供でございます。 

 乳児家庭全戸訪問事業は、生後４カ月までに

実施するということになっています。 

 先ほども申し上げましたように、宿毛市の実

施率が９５％ということでございます。最初の

乳児健康診査では、ほぼ全員が担当の保健師と

顔見知りでございますので、気軽に話ができる

状態で、参加するということになります。 

 乳児健康診査に来ていただくことによって、

担当以外の保健師ともかかわるということもで

きるようになります。相談の窓口が広がって、

産後のうつ病というふうなことも、早期発見に

もつながっていくんじゃなかろうかというふう

なことを思っております。 

 また、乳児健康診査は、子供の発達の確認、

それから子育てのための知識の普及、それから

母親の育児相談、小児科の医師による診察とか、

母と子の支援を実施をできるという状況になっ

ておりまして、いろいろな母子の方に、早期に

いろいろなことが対応できるというふうになっ

ております。 

 宿毛市には、優秀な保健師がたくさんおりま

すので、この母子の皆様方のフォローを、これ

からもずっと、きちんとしていく予定でござい

ます。 

○議長（寺田公一君） ２番岡﨑利久君。 

○２番（岡﨑利久君） ２番、市長、どうもあ

りがとうございました。 

 今後とも、母子について、手厚い支援であっ

たり、指導のほうをよろしくお願いをいたした

いと思いまして、私のほうは、一般質問をこれ

で終わらせていただきます。 

○議長（寺田公一君） １０番宮本有二君。 

○１０番（宮本有二君） １０番、一般質問を

いたします。 

 変声期にかかりまして、声がかれております

から、途中でものが言えなくなるかもわかりま

せんので、簡単にお聞きをしたいと思います。 

 本議会から、一問一答方式を取り入れました

ので、先ほど、議長からも説明がございました

が、私は、今回、なぜか１問ですから、しゃれ

ではございませんが、一問一答になると思いま

す。 

 先ほど来、市長、教育長、答弁を聞いており

ますと、なかなか自席でやるのも、テーブルも

ないからやりにくいんじゃないかなと思う面も

ございますが、また議会のほうでも、いろいろ

と、本当にいい形にしていくということが、大

事なことではないかと思っております。 

 通告した質問は、中心市街地の活性化に伴う

道路施設整備ということになっておりますが、

西村議員からも、昨日、質問がありましたので、

その部分、多少重なるかもわかりませんけれど

も、なるべくそうならないようにお聞きをした

いと思いますが。 

 まず、この中心市街地の活性化そのものにつ

きましては、昨年の９月の議会で、市街地の活

性化の基本計画案というのができ上がっておっ

たのを入手しまして、市長にこういうものがあ

るが、議会になぜ、まだ報告がないのかと言う
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流れの中で、一般質問をいたしまして、平成２

３年から２８年の５カ年の計画で、５つの事業

を官民一体で行うと。 

 民のほうは、まちづくり会社ということでご

ざいました。 

 そもそも１８年の法改正で、まちづくりの補

助金が社会資本整備交付金ということに変わり

まして、非常に自由度が増したということで、

この中心市街地の活性化にもろもろ組み入れる

と、補助率そのものもアップするということで、

計画が進んでおりましたところ、市長の答弁と

しては、文字どおりまち自体が公園というイメ

ージを持っていると。商業の再生というよりも、

宿毛らしい町並みの形成、またそれが住民参加

のきっかけづくりになればいいなというような

内容の話でございまして、協議会の中では、多

種多様な、多彩な事業項目が出されているけれ

ども、それは盛りだくさんに出ておる中から、

いろいろ市のプロジェクトチーム等も立ち上げ

て、また外部アドバイザーの意見も聞きながら、

仕分けをしてまいらなきゃならんということで。 

 ただ、最初の計画案では、平成２３年の２月

には、もう内閣府に申請をすると。そして、そ

の前には、議会議決が要るんだということにな

っておりましたので、そのほうは、通り過ぎた

わけでございますから、まだ仕分けの最中だと

いうふうに思いますが。 

 ただ、そのときに、私は一つだけ、この事業

の中身の中に、５つのゾーンはあるけれども、

公の部分が、非常に多いと。例えば、公園の問

題にしても、あるいは道路等の基盤整備にして

も、中心市街地の活性化の主目的である商業ゾ

ーンの再生が、見通しがつかないままに、官が

余り先行投資をして、道路や公園をつくること

に着手することは、危険じゃないかと。 

 費用対投資の効果が出にくいんじゃないかと。

慎重にやるべきじゃないかということを、意見

として申し添えておきました。 

 そこで、今回は都市再生整備事業という中で、

中心市街地の活性化に伴う道路施設とあります

ので、じゃあ、基盤整備である道路整備を先に

やるのかなと。じゃあ、これは内容を聞いてみ

なきゃいかんなという思いがありまして、この

道路の関係予算、設計委託料ということで、設

計委託料本工事費として、３路線で７，１０９

万円ですか、これが計上されておりますが、ど

の路線を、どのような考えで整備しようとして

おるのかを、まずお聞きしたいと思います。 

 １回目の質問を終わります。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 市長、宮本議員の一般

質問にお答えをいたします。 

 宮本議員の質問の中で、何か、声が非常にか

すれておったんで、風邪でもひかれたのかなと

思っておりましたが、変声期だそうで、気をつ

けていただいたらと思います。 

 都市再生整備事業と申しますのは、中心市街

地の活性化に伴う道路施設整備ということでご

ざいます。 

 昨日も、西村議員には、少し触れて説明をさ

せていただきました。 

 この道路整備事業の関係につきまして、どの

ような、どの路線をどのような考えで整備しよ

うとしているのかということにつきまして、答

えさせていただきます。 

 まず、都市再生整備事業についての、その義

務的経費を除きまして、建設事業費としては、

７，１０９万円というふうにしております。こ

の内訳を申し上げますと、設計委託費に４，１

０５万円、工事費が３，００４万円というふう

になっております。 

 この中の設計委託費でございますが、水道通

りの中央線、それから小学校の正門から商工会

議所前を南に通る線の桜町沖須賀線、この２路
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線の道路実施設計費としまして２，３００万円、

宿毛小学校の校舎と、グラウンドの間にある道

路の、これを北のほうに行く、土居の後線の実

施設計に３，５５０万円、他の、さきの２路線

と合わせた３路線の無電柱化、電柱をなくすと

いう無電柱化。それから、電線の地中化の設計

委託費に１，８０５万円を計上しているという

ところでございます。 

 次に、中央線の老朽化の著しい用排水路の先

行工事費として、３，００４万円を計上してい

るということでございます。 

 ただいま説明しました３路線の整備につきま

しては、基本的には、都市防災上の観点での位

置づけを行っているということでございます。 

 今回、上程しました３つの路線は、現在、検

討中の中心市街地活性化エリア及び近隣の住民

を対象に、大規模避難施設となる新設小学校へ

の誘導、及び震災等における避難時の安全性の

確保を、主目的にしております。 

 このほか、水道通りの中央線につきましては、

水路の老朽化によりまして、道路、それから民

地の地盤がすり出されておりまして、非常に危

険な状態となっておりまして、速やかな対策が

必要というふうに考えております。 

 また、宿毛の町の貴重な地域資源でもありま

す水道通りの、水車が回って、コイが泳ぐ水路

の改修に対する、景観配慮のためのグレードア

ップを行いたいというふうに考えています。 

 次に、市道土居の後線、これは先ほど申しま

した小学校から北のほうへのぼる道でございま

すが、これは幅員が、ただいま２．８メートル

から４．７メートルと。御存じと思いますが、

非常に狭くて、通学路としても、通行に非常に

危険が伴っております。 

 これを、幅員６メートルへの拡幅をしようと

するものでございます。 

 最後に、桜町沖須賀線につきましては、本町

通りから真丁間につきまして、ここの幅員が３．

８メートルと狭く、通行に支障を来しておりま

して、利便性を考慮して、商工会議所前の現道

幅員８メートル程度を、真丁アーケードまでの

拡幅構想としておるわけでございます。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） １０番宮本有二君。 

○１０番（宮本有二君） 再質問をいたします

が。 

 まず、今、市長から、この３路線並びに用排

水路の先行工事という説明を受けましたが、こ

の実施設計に３，５５０万と言いましたかね、

聞き間違いですかね。 

 土居の後線の実施設計費を３，５５０万と言

わなかったですかね。３００じゃなかったです

かね。聞き間違いですかね。 

 排水路じゃなくて、宿毛小学校の校舎とグラ

ウンドの間に、道路の実施設計費、それは。じ

ゃあ、それは聞き間違いかもわかりません。 

 ３路線の中身はわかりましたが、ちょっとこ

こで、一つ説明を求めたいんですが。 

 桜町沖須賀線、これはいわゆる実施設計費と

して、個別に聞きたいんですが。桜町沖須賀線

は、単独でこれが、この予算の中で、幾らにな

るのか。それと、中央線の老化の著しい、その

用排水路の先行工事費としての３，００４万で

すか、これの、ちょっとわかりにくいのが、先

行工事費というのはどういう工事費なのか。で

きたら、課長でも、担当課長でもよろしいです

か、先にこれを説明してもらえませんかね。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 数字のこと、再度ちょ

っと申し上げます。 

 済みません、非常にわかりにくかったかと思

います。 

 中央線、いわゆる水道通りと新町へ向かいま

す、中央線がございますが、これの老朽化の著
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しい用排水路の先行工事費として、３，００４

万円が計上されているということでございます。 

 それから、先ほどちょっとお話が、一番最初

にありました、小学校の校舎とグラウンドの間

にある道路の、土居の後線の実施設計費は、３

５５万でございます。失礼しました。 

 この工事の内容につきまして、建設課長のほ

うから、少し、先ほどちょっと説明はしました

けど、説明させます。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） 建設課長。 

○建設課長（安澤伸一君） 建設課長、１０番、

宮本議員の再質問にお答えをいたします。 

 まず、最初に、水道通りの中央線及び宿毛小

学校から商工会議所を南に通る線の桜町沖須賀

線の、委託費が幾らかという御質問でございま

すが、これは、８００万円でございます。 

 次に、中央線の水路の先行工事箇所について

の、どこかという御質問でございます。 

 この中央線の水路は、水道通りを東から西方

面へ流れまして、旧新町へぶつかって、そこか

ら南下して、家庭料理さわ田さんとこの横の大

溝に流れております。 

 この旧新町の間のこの水路、これは老朽化の

みならず、水路断面が十分確保されてない箇所

もございます。そういったことで、流れが非常

に悪くなっているということもございまして、

このため、家庭料理さわ田さんとこから上流へ

向けて、公費３，００４万円によって、工事を

していこうというものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） １０番宮本有二君。 

○１０番（宮本有二君） それでは、再質問を

いたします。 

 今、内訳を聞きまして、私は、最初に、この

全体の７，１０９万円そのものが、中心市街地

の活性化に伴う基盤整備と思っておりましたの

で、３，００４万円については、全くそれとは

関係ないという予算内容であるということは理

解をいたしました。 

 そこで、私は、中心市街地の活性化そのもの

は、全く反対をしておるものではありません。

私も宿毛に生まれて、もうこの年になるまで、

この寂れていく中心市街地を憂うものの一人で

ございますから、何とかその活性化をできれば、

これにこしたことはないなというふうには思っ

ておりますけれども。 

 前回の質問でも言いましたように、商業ゾー

ンというものが、本当に今の真丁や水道の状態

で、いろいろ施策が出ておりますけれども、こ

の社会資本整備交付金の補助金を使って、官民

でできるのかという現実問題を考えたときに、

なかなか難しい面がございますし、市長もきの

うの西村議員の一般質問にも、身の丈に合った

ものをつくっていくというふうに答えておりま

したので、すべてができるとは、なかなか思っ

ておりませんけれども、その煮詰まらないうち

に、じゃあ、道路整備をやっていいのかどうか

ということが、一番の疑問でございまして、小

学校の道路については、これはまあ、今の説明

でも結構でございます。当然、これは学校を移

動する場合においての道路として、その目的を

果たすと思いますし、また、中学校の裏に住宅

がございまして、非常に狭隘な道路が続いてお

りますから、防災の面でも、ぜひこれは広げて

おくべきであろうかとは思いますが。 

 あと、水道通りですね、これ中央線となって

おりますけれども、これは今、３，００４万円

をかけて、新町のほうの用排水路を直すという

のは理解しましたが、ここも、幾らか、中心市

街地活性化に伴うものと、無関係ではないと思

うんですね。 

 市長は、都市の防災とか、そういうものに、

十分配慮して、今回の道路のことを提案してお
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ります。都市防災の観点で位置づけたという、

今、お答えがありましたので、その面は十分に

認めるわけでございますけれども、水道道路を、

中央線をこの中心市街地の活性化の流れで、小

野梓公園を拡幅をしていって、充実をしていっ

て、最初はあそこに商業ゾーンをつくると。宇

和バスのところにも、温浴施設をつくって、商

工会の前の駐車場にも、幾らか商業施設をつく

りたいんだという、基本の話が出ておりました

から、それに伴って、先にこの中央通りを整備

をする、委託設計を出すのであれば、やはりそ

れは少し、予算がかかるようなものになってく

ると思うんですね。 

 今、用排水路が老朽化をしておるから、この

際、それも考えて、直さなきゃいけないという

のはよくわかるんですが、その直し方は、いわ

ゆる中心市街地の活性化にリンクすると、非常

に、例えば漏れ聞くところによると、石だたみ

にしようとか、例えば、歩道、住民が望むから

ということで、歩道をとって、用排水路をつく

って、そして車道という順番になると、非常に

車道が狭くなりますから、一方通行にしようか

とか、いろんな意見が出ていると思うんですが、

とにかくきょう聞きたいのは、これ、委託設計

をする場合に、今も一定の景観美であるとか、

そのもの、水道通りの水車とかのグレードアッ

プも考えに入れておるようですけれども、私が

見る限り、水車も一定の効果は果たしたと思い

ますが、現在、あの古くなった水車を見ておる

と、あれが本当に景観美になるのかなという思

いもありますから、そこはこの委託設計をする

段階で、ある程度、分けて考えなきゃいけない

面もあるんじゃないかというふうな思いであり

ます。 

 そして、もう一つの商工会から沖須賀に抜け

る道路、これは設計委託料は今、８００万ぐら

いだということを聞きましたが、無電柱化とか、

もろもろの、これにかかわるものも入れますと、

１，０００万ぐらいは十分かかると思うんです

が、この道路については、非常に立ち退きも求

めなきゃならんし、かなりやるとなったら、大

がかりな経費がかかるんじゃないかと思うんで

すが、これは、いわゆる都市防災の観点とか、

まちづくりの中からやるといっても、これは中

心市街地の活性化が煮詰まって、このようなま

ちにするんだということが、まちづくり会社と

市と、あるいはそこに住む商人の方々や、また

商売はしてなくても、中心市街地にお住まいの

方々の話が煮詰まってからでも、遅くないんじ

ゃないかと。 

 これを今、予算化して、委託設計をしても、

なかなかその煮詰まり方が長くかかれば、これ

は、今、予算化しても、すぐに始めることはで

きないんじゃないかと思いますが。 

 一つの、小学校の道路については、私、何も

思いませんが、この水道通りのグレードアップ

というか、そのほうと、今の商工会から沖須賀

に抜ける道路の整備について、市長のお考えを

お聞きしたいと思います。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 市長、今、宮本議員か

ら御指摘の、３路線のことがございました。 

 まさに小学校から北へのぼる道というのは、

非常に、防災上も必要だということで、御理解

いただいたと思います。 

 それから、次に、中央線、いわゆる水路のあ

ります水道通り、新町、これ、先ほど申しまし

たように、非常に民家の地盤まですり出しを受

けているというところがございまして、この部

分については、ぜひやっていかなきゃいけない

というふうなことは、できればお認め願いたい。 

 それから、また、それに連なる水路であると

か、水車のあるところ、そういったところは、

石だたみとか、いろいろ公園施設としての整備
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が、今、本当に、今と言いますか、将来的には

必要だと思いますし、水路をきちんと整理した

いという思いがありまして、ここはできるだけ、

手戻りのないような形での設計をやっていただ

いて、この工事につなげていきたいというふう

なことは思っています。 

 もう一つの、小学校前から商工会議所前を通

りまして、真丁アーケードというところにつき

ましては、本当にまだ、全体の計画が、きのう

も申しましたように、構想の段階みたいなもの

がありまして、しっかりした計画になっていな

いところがあります。 

 これを、道路拡幅となると、必ず用地買収と

いうものが起こってきますので、やはりもうち

ょっと周りのところを、もっと詳細に、計画を

詰めた上での予算執行をしなきゃいけないのか

なというふうなことは、思っております。 

 ただ、予算上、出していただいて３つを、防

災関係もございますということで出させていた

だいておりますが、これ、執行に当たっては、

見直しもあり得るかなというふうなことを、少

し庁内でも検討しなきゃいけないかなというふ

うなことは、思っておる状況でございまして、

まことに、絵がきちんと固まらない段階で、こ

の道路だけの予算措置をしていると。措置とい

いましても、設計でございますが、どういった

絵をかいていくかということにもつながろうか

と思います。 

 それを出させていただいておりますが、それ

はもう、詳細に検討しなきゃいけないと。発注

するに当たってはですね。そういうふうな思い

を、今、持ってます。 

○議長（寺田公一君） １０番宮本有二君。 

○１０番（宮本有二君） 大体、理解ができま

した。小学校の裏の道路に対しては、もう十分、

理解いたしましたし、水道通りも、今の市長の

答弁でわかりましたので。 

 一つ商工会のところからの、８メートル道路

については、今議会でも産業厚生常任委員会、

今度は名前を、それは、常任委員会もあるわけ

ですが、第２分科会ということで、そちらで予

算の審査をすると思いますが。 

 これは、非常に、市長の今の答弁では、予算

執行には十分注意をして、減額もあり得るとい

うふうに理解してよろしいんですかね。 

 そのことを、まず確認したいと思います。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 先ほどの宮本議員のお

っしゃったとおりで結構だと思います。 

○議長（寺田公一君） １０番宮本有二君。 

○１０番（宮本有二君） この中心市街地の活

性化、この間も経済産業省の今枝さんですか、

この方が来て、非常に厳しい意見も伝わってき

ております。 

 例えば、主体性がないとか、この５つの事業

にも、いろいろリストアップをしているけど、

宿毛らしさが見えないとか、もろもろの意見も

言われております。 

 市長も、９月の議会でプロジェクトチームを

立ち上げて、庁内でも検討して、そしてまちづ

くり会社ともよく協議をし、またもろもろの事

業は、住民にも、当然、説明をしていかなきゃ

いかんと思いますから。 

 ただ、きのうの西村議員の質問の中では、２

３年度中に仕上げてまいりたいということです

から、そうなると、もう余り時間もないように

思いますので、最終的には、議会議決も要るこ

とですから、慎重に練り上げていただきたいと

思います。 

 以上で一般質問を終わります。 

○議長（寺田公一君） 本日の会議時間は、議

事の都合により、あらかじめこれを延長いたし

ます。 

 １１番濵田陸紀君。 
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○１１番（濵田陸紀君） １１番、一般質問を

行います。 

 まず、松田川小学校が宿毛小学校に統合され

た後に、宿毛中学校が松田川小学校跡地に移転

することが、先の２月２２日開催の宿毛市議会

議員協議会の席上で、唐突に発表されましたが、

ここに至った教育委員会における審議が、いつ

から、何回行われたか、その経過、経緯につい

て、教育委員会を代表する教育委員長に、見解

をお聞きします。 

 ２番目としまして、宿毛市教育委員会におい

て、平成２２年５月、昨年の５月ですが、宿毛

市立小中学校再編計画が公表され、小中学校再

編及び学校建築等計画表では、宿毛中学校と橋

上中学校が統合の対象として計画され、平成２

２年度並びに平成２３年度の２カ年をかけて、

地元説明会を行い、平成２４年度に基本計画に

取りかかり、平成２５年で実施計画を行い、平

成２６年度から３カ年計画を講じて、校舎から

体育館、プール及び外装工事を行い、小中連携、

一貫教育を推進する方向で計画が作成されてい

るが、この計画と、松田川小学校跡地に宿毛中

学校を移転することの整合性について、教育長

にお聞きします。 

 また、宿毛市立小中学校再編計画における

短・中期計画は、平成２２年度から平成３１年

度までの１０カ年を短・中期計画と定め、計画

表では、宿毛中学校と橋上中学校が対象として

取り上げられているが、基本的な考えの中で、

中学校にかかる文言では、宿毛中学校の文言は

何も明記されていないが、意図的に明記してい

ないのか。意図的であろうがなかろうが、唐突

に松田川小学校の跡地が取り上げられたのか、

意見をお聞きします。これは教育長です。 

 次に、この計画を立てるに当たって、宿毛市

教育審議会や市議会、保護者や地区長と各界各

層の皆様の御意見や御提言を賜る中で、今後１

０年先、２０年先を見据えた本市の小中学校の

再編についての基本的な考えをまとめることと

した。 

 また、このたび、新たな小中学校再編計画を

策定したので、市民の皆様を初め、保護者並び

に議会の皆様に御報告申し上げ、今後、関係す

る小中学校の保護者や、地域の皆様に十分説明

を申し上げ、直接、御意見や御要望をお聞きす

る中で、子供たちにとって、よりよい学校づく

りに取り組んでまいりますと、はっきりと明記

しているが、この市民、保護者、議会に対する

説明責任は果たされているのかと思われるが、

教育委員長の見解をお聞きします。 

 特に今回、公表された松田川小学校跡地に、

宿毛中学校の移転計画について、地域の皆様の

中には、特に宿毛中学校校区の各地区長への説

明を十分にしたととらえられているのか。決し

て十分な説明責任は果たされているとは理解し

がたく、今後のこの問題が円滑に展開できると

思っているのか、教育長の見解をお聞きします。 

 ６番目としまして、市長に対し、このたび、

宿毛中学校の移転問題について、各界各層への

説明責任は十分に果たして、地域の理解を得て

いると判断されているのか。市長の見解をお聞

きします。 

 決して、理解されているとは断じて言いがた

いが、特に校区を代表する地区長に対し、今後、

宿毛市として、どのような対応をするか、市長

の見解をお聞きします。 

 １回目の質問を終わります。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 市長、濵田陸紀議員の

一般質問にお答えをいたします。 

 ２点ばかりあったかと思います。宿毛中学校

の移転問題ということで、中学校の移転問題に

ついて、十分な説明責任が果たされて、地域の

理解が得られているのかというふうな御質問の
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内容であったかと思います。 

 市の教育委員会におきましては、小中学校再

編計画に基づきまして、保護者とか地域の皆様

に御説明をいたして、御理解をいただくように

努めているところでございます。 

 宿毛中学校を松田川小学校跡地へ移転して、

建設をする計画につきましては、教育委員会と

して、長年懸案であった宿毛小学校、中学校の

環境の改善について、さまざまな検討をした結

果、出されたものと考えているわけでございま

す。 

 私も、宿毛小学校と宿毛中学校の現状、それ

ぞれの敷地内に建設することになれば、大きな

環境の改善が図れないのではないかというふう

なことを考えておりまして、教育委員会で討議

された計画案につきましては、一定の理解を示

している状況でございます。 

 しかしながら、まだ地域や保護者の皆さんに

十分説明して、理解をしてはいただいてはない

んじゃないかというふうなことは考えておりま

すので、これから教育委員会としては、恐らく

きちんと説明をしていくだろうと思いますし、

十分な議論もしていただいて、私も含めて、こ

れは最終的な方針を決定してまいりたいという

ふうに思っているところでございます。 

 もちろん、市の財政上、問題もございますの

で、いろいろな議論が進んでいく段階におきま

して、施設整備に係る経費について、教育委員

会とは十分な調整をしていかなきゃいけないと

いうふうなことを思っております。 

 いずれにしても、多方面からの検討を、いろ

いろ加えなきゃいけないというふうなことでご

ざいます。 

 それから、理解が得られているとは思ってな

いということでございますが、今後、地区長さ

んに対して、どういうふうに対応するのかとい

うことでございます。 

 保護者や地域住民の皆さんとともに、地域の

代表として、いろいろな面で御尽力をいただい

ている地区長の方々に対しましても、これは教

育委員会と十分説明して、御理解をいただくよ

う、取り組んでいく必要があると考えておりま

す。 

 いずれにしましても、より多くの皆さんの御

理解、御協力をいただく中で、再編計画を進め

ていかなきゃならないと、そのように考えてい

るところでございます。 

○議長（寺田公一君） 教育委員長。 

○教育委員長（松田典夫君） 教育委員会委員

長、濵田議員の一般質問にお答えを申し上げま

す。 

 学校再編計画の策定や、学校の設置場所につ

きまして、教育委員会として議論をしてきた経

過について、御質問でございます。 

 教育委員会として、平成１９年１１月の宿毛

市立小中学校再編計画の見直しに含め、平成２

１年の第６回、第７回、第８回の教育委員会の

定例会において協議を重ねてまいりました。 

 その中で、再度、市民の皆さんの御意見をお

聞きすべきではないかという結論になり、まず

は平成２１年１１月に、教育審議会の開催をお

願いいたしました。 

 その際、委員の皆様の自由闊達な意見交換を

していただくために、教育委員会の意向を全く

示さずに、学校の適正規模や適正配置等に諮問

を行いました。 

 教育審議会においては、４回の審議を重ねて

いただき、平成２２年２月の教育委員会からの

意見として、答申をいただきました。 

 その後、平成２２年第２回教育委員会定例会

において、答申内容について、教育委員会とし

て確認をいたしました。 

 平成２２年４月と５月に、教育審議会からい

ただきました答申内容とともに、２回の教育懇
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談会を開催し、地区長や保護者の皆様初め、多

くの方々に御意見や要望をいただきました。そ

れらの意見をもとに、平成２２年第５回教育委

員会定例会において、現在の再編計画を決定い

たしました。 

 再編計画の決定に際し、改築する学校施設の

設置場所についても議論を行い、宿毛小学校や

宿毛中学校の場所についての方針も確認いたし

ました。 

 学校の設置場所については、あくまでも教育

委員会として、教育効果が図られる、最適とし

て検討した結果であり、今後の市長部局との協

議や、保護者や地域の皆さん、また議会等のさ

まざまな御意見を賜って、最終的な場所が決定

されるものと考えております。 

○議長（寺田公一君） 教育長。 

○教育長（岡松 泰君） 教育長、濵田議員の

一般質問にお答えをいたします。 

 まず、初めに、小中学校の再編計画における

宿毛中学校と橋上中学校との統合計画と、松田

川小学校跡地へ宿毛中学校を移転することの整

合性についての御質問がありました。 

 御存じのように、宿毛中学校におきましては、

市内中学校の中でも一番狭いグラウンドで、一

番多い生徒が、体育の授業であるとか、放課後

のクラブ活動に利用をしております。こういう

状況でございます。 

 それから、小中学校の再編計画を策定をする

中で、教育審議会や、教育懇談会、保護者や議

会の皆様から、さまざまな御意見、御提言を賜

りました。 

 宿毛小学校につきましては、文教の中心地で

あった現在の位置に建設をするべきではないか

との御意見も多くいただきました。 

 また、小学校の候補地の一つとして考えてお

りました旧県立病院跡、それから西地区の高台

であるだとか、それから、今現在の場所である

だとか、いろいろな御意見がございました。 

 旧県立病院の跡地につきましては、購入価格

であるだとか、建物の取り壊しの費用であるだ

とか、土地の形状であるだとか、いろいろ、そ

の建設をするに勝手が悪いというような問題が

ありました。 

 それらの意見をいろいろ考慮する中で、現在

の松田川小学校のグラウンドに建設をするのが

望ましいと考えて、再編計画の説明会において、

保護者や地域の皆様に説明をする際に、お答え

をいたしました。説明をいたしました。 

 その件につきましては、平成２２年の第２回

の市議会定例会の議員協議会において、説明を

させていただきました。 

 一方、宿毛中学校につきましては、これまで

大変狭い環境の中で、先生方や生徒たちに御不

便をかけておりましたので、改築に当たっては、

より広い用地を確保して、ゆったりとした環境

の中で教育活動を行うように、そういう改善に

努めたいと、そういうふうに考えております。 

 今現在でも、先ほど申しましたように、野球

部が活動している。その中にサッカー、サッカ

ーも場所をかえて練習する場合もありますけれ

ども、陸上部がやるということで。いろいろな

方からの御意見の中では、ようけが人が出ない

ことだとかいうお話も出たりしますので、ぜひ、

耐震補強で校舎を対応するのでない、改築をす

るのであるならば、場所を変えるのがいいので

はないかという、そういう判断でありました。 

 もちろん、現在の宿毛小学校、宿毛中学校の

敷地内で、新しい校舎も可能であるということ

は、昨日、松浦議員の中でもお話をさせていた

だきました。都会の中では、屋上で、体育的な

活動をやっているよということもありますけれ

ども、宿毛の中では、やはりある程度の場所を

確保して、子供たちの活動ができるようにした

いものだと、こういうふうに考えております。 



 

－ 120 － 

 今後とも教育委員会の考えを説明しながら、

さまざまな御意見をお聞きする中で、宿毛中学

校の建設場所を決定をしていきたいと、こうい

うふうに思っております。 

 また、小中の連携だとか、一貫教育につきま

しては、施設はできるだけ同一敷地内が望まし

い。それは、我々も十分、周知をしているとこ

ろでありますけれども、全国的に見ますと、い

ろいろな学校で、１校で数校の小学校で対応し

ている。かなり距離のある学校で、連携を進め

た一貫教育が行われているということがありま

すので、宿毛小学校が、現在の敷地内に設置を

して、宿毛中学校が市街地からそう遠くない場

所に設置をされた場合につきましては、小中一

貫連携教育の取り組みは、十分可能であると、

そういうふうに考えております。 

 次に、小中学校の再編計画における基本的な

考えの中で、宿毛中学校に関する記述がないの

は、意図的であるか、または松田川小学校跡地

について、唐突に取り上げたのではないかとい

う御質問でありますけれども、小中学校の再編

の計画の基本的な考えにつきましては、教育委

員会としては、学校の適正規模、適正配置につ

いて、基本的な考えを示したものでありまして、

個別の学校に関する考えを示したものではござ

いませんので、よろしくお願いいたします。 

 また、宿毛中学校を松田川小学校の跡地に建

設する計画につきましては、平成２２年５月の

教育委員会、先ほど委員長のほうの話もありま

したけれども、教育委員会定例会におきまして、

小中学校の再編計画の見直しについて、御審議

をいただいた折に説明をし、教育委員会として、

確認をしたものでございます。 

 その後、関係の学校の保護者の方、皆様、そ

れから地域の住民の皆様の説明会において、教

育委員会として、現時点では望ましい場所と考

えている旨の説明をさせていただきました。決

して、今回、唐突に発表をしたというものでは

ございません。 

 次に、小中学校再編計画につきましては、市

民、保護者、議会に対する説明責任は果たされ

ているのかと。どういうふうに考えているかと

いう御質問でございますけれども、平成２２年

５月の教育委員会定例会で議決をいたしました

後、市長部局とも協議をいたし、平成２２年の

２月の市議会定例会において、議員の皆様にも

説明をさせていただきました。 

 その後、７月号の広報に記載するとともに、

７月１４日の宿毛小学校及び松田川小学校の保

護者の皆様への説明会を皮切りに、市内すべて

の小・中学校の保護者の皆様並びに、統合計画

のある学校の地域の住民の皆様に説明をしてま

いりました。 

 参加人数は少のうございましたけれども、

我々としては、全部の地区を回って、説明をす

るというスタンスをとって、進めてまいりまし

た。 

 今後も、統合計画のある学校の保護者、並び

に地域の皆様に対しましては、教育委員会の考

えを十分に説明を申し上げ、また保護者や地域

の皆様の御意見をお聞きする中で、子供たちに

とって、よりよい教育環境を目指して、取り組

んでまいりたいと考えております。 

 次に、宿毛中学校区の地区長さんへの説明が、

十分ではないかと考えているが、そのことにつ

いてどういうふうに考えているかということで

ございますが、この問題が円滑に展開できるか、

どのように考えているのかという御質問でござ

いますけれども、宿毛小学校並びに宿毛中学校

の地域の皆様には、平成２２年１２月１５日に、

説明会を開催をさせていただき、教育委員会の

考えを説明をしたところでございます。 

 その後、２月１日に地区長連合会宿毛支部の

地区長さんの皆さんと、宿毛中学校の建設場所
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に関して話し合いをしまして、さまざまな御意

見、御提言をいただきました。 

 今後、それらにつきまして、教育委員会にお

いて協議をするとともに、市長部局とも協議を

いたし、さらに議会や地区長さんの御意見等も

伺ってまいりたい。その中で、我々として、最

終的には、場所については、市長部局の許可も

いただかなくてはなりませんけれども、決定を

いたして、皆様に十分、理解をしていただきた

い、こういうふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） １１番濵田陸紀君。 

○１１番（濵田陸紀君） 教育長にお尋ねしま

す。 

 さきの２月２２日の議員協議会におきまして、

教育長は、そのとき初めて、松田川小学校跡に

宿毛中学校をもっていくという、そういうお答

えをもらいました。 

 私たち、去年のいつでしたか、９月議会のと

きには、もう松田川小学校跡地に宿毛中学校は

移転するという話を、街の有志の方から聞いて

おりました。これはどういうわけで、私はそう

いうようになったかはわかりませんけれども、

そのときも言いました。まだ市議会には、何の

報告もされてないと。しかし、街の有志の人ら

は、もうこれは決定事項だからと、そういう話

を伺いましたが、余りにも議会軽視ではないか

と、私はそのように思いました。 

 そのことについて、教育長はどのように思い

ますか。 

○議長（寺田公一君） 教育長。 

○教育長（岡松 泰君） 新しい宿毛中学校の

設置場所として、松田川小学校跡地を、９月の

段階で決定していたのではないか。それを、街

地区の人たちは知っていて、我々が後から知ら

せられると。議会軽視ではないかという御指摘

につきましては、そのとおりでございまして、

真摯に受けとめております。 

 そのことは、ちょっと言いわけになりますけ

れども、地区の説明会に行った際に、ここの松

田川小学校の跡地については、どういうふうに

するのかと。このまま置いておくのかという質

問があったときに、一つの候補として、宿毛中

学校をここへ持ってくることも考えていますと。

候補の一つであると。そのときには、現在の場

所、それから西地区の高台もあるということで

すけれども、一つの候補であると。 

 そのときにも、決してその場所に決定したと

いうようなお話はしておりませんけれども、や

はり、候補である場合に、議会には私は、確か

に二、三の候補があるとは申しましたけれども、

その候補の一つとして、松田川小学校をという

明記をしたことは言っておりませんので、大変、

そのことについては申しわけないことだと、そ

ういうふうに思っております。 

○議長（寺田公一君） １１番濵田陸紀君。 

○１１番（濵田陸紀君） 私の聞き間違いかも

しれませんけど、和田地区の皆さんにも聞いた

わけです。代表するような方に。そしたら、は

っきりと、教育長が申しましたと。ここに決定

しましたというような話を、私は伺ったから、

そんなばかなことはないと。そしてまあ、商工

会議所の話になりますけれども、そのときも、

もうこの話は、去年決着している話だからとい

うのをいただきまして、いや、まだ議会には何

の音さたもないですと言った。 

 そういうようながで、整理権の都合で、私も

その問題については、それ以上の発言はできま

せんでしたけれども。 

 街のお偉方が知って、そして議会の議員が全

然知らなかったと。いろいろと議員にも聞いて

みますと、いや、そんな話は、まだわしら聞い

てないでというのが、皆さんの答え。 

 これが議会軽視じゃなくて、何が議会軽視や
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と、皆さんが怒って言ってくれたので、私も多

少は気が和みましたけど。 

 けど、区長の皆様方も、全然、そのことにつ

いては、私たちは聞いていないと。場所のこと

ですね。そして、何で、この話もちょっと聞い

てくれと。次長には聞きましたけど、教育長、

そして教育委員長、そして市長。出身小学校、

中学校はどちらですか。それをお聞きしたいで

す。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 私の出身中学校は小筑

紫中学校でございます。 

○議長（寺田公一君） 教育委員長。 

○教育委員長（松田典夫君） 宿毛市立小筑紫

中学校でございます。 

○議長（寺田公一君） 教育長。 

○教育長（岡松 泰君） 宿毛市立小筑紫中学

校でございます。 

○議長（寺田公一君） 教育次長。 

○教育次長兼学校教育課長（出口君男君） 教

育次長兼学校教育課長、１１番議員の一般質問

にお答えを申し上げます。 

 出身校はどちらかということでございますけ

れども、私、宿毛市立鵜来島小学校、及び鵜来

島中学校でございます。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） １１番濵田陸紀君。 

○１１番（濵田陸紀君） 今、皆様の出身中学

校を聞きました。ありがとうございました。 

 それで、昔、こういう話がありました。 

 世界的に最高峰を極めたジャック・ニクラス、

ゴルファーですね。プロゴルファー。この方が、

センチメンタルバリューという言葉を発しまし

た。それはなぜかといえば、日本のトーナメン

トに参加しているときに、あるお坊ちゃん大学

の学生に、自分のパターをとられたわけです。

そのときに訴えた言葉が、このセンチメンタル

バリュー。 

 このパターをとった方に対しては、そのパタ

ーは量産型で、一、二万で買えるような安いも

のではございますけど、私にとっては、このパ

ターは宝物でございますという話で、そのとっ

た方に、テレビで訴えたわけです。 

 そうしたら、一応、その日の内にそのパター

は返ってきたわけです。そして、ジャック・ニ

クラスはありがとうと言って、全然告訴もしな

いで、そのまま許してあげたそうでございます。 

 それで、価値観の問題でございますが、セン

チメンタルバリュー、私たちにとっては、これ

は、皆様方、よその学校を出た人には、私はわ

からないと思うんです。 

 今、宿毛の市民の９割以上が、街区ですよ。

街区の９割以上が、支えているのは、皆、この

宿毛中学校を出た人。だから、地域エゴとか、

そういうようなことを言われればそれまででご

ざいますけど、やはり、宿毛で一番、宿毛中学

校を出ている人は、街区の人ではないかと、私

はそのように思います。 

 その人たちが、何で宿毛中学校も全然出てな

い人が、そのような決定ができるのかと。もう

少し、市民にその話をしたらどうかというよう

な話が来たわけでございます。 

 私も、宿毛中学校出身者として、ほおってお

くわけにもいかず、これはそのとおりだと。私

も断固としてあれするから、区長さん方も応援

してくださいというので、話をあれしたんです

が。 

 きのうも陳情書か要望書か、ここへ参ってい

ると思うんですが、どのような要望書ですか。

教育長にお聞きします。 

○議長（寺田公一君） 教育長。 

○教育長（岡松 泰君） 教育長、濵田議員の

再質問にお答えをいたします。 

 先ほど、私が登壇して答弁をした中で、間違
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いがありましたので、訂正をさせていただきた

いと思います。 

 宿毛小学校のグラウンドに建てるというべき

ところを、松田川小学校と申したようでござい

ますので、訂正をさせていただきます。よろし

くお願いします。 

 それから、平成２２年の２月市議会と申しま

したけれども、第２回ということでありますの

で、それも訂正させていただきます。 

 それでは、濵田議員の質問につきまして、ま

ず最初の、私たち宿毛街区の、宿毛中学校の出

身者でない者が、宿毛中学校の再編について、

建てる場所について論ずるべきではない。決定

するべきではないというお話がありました。大

変、心情的にはわかる気持ちもするのですけれ

ども、今現在、街区の子供たちは、半分も通っ

ていないという状況であります。 

 それから、この宿毛中学校は、私が後ろ向き

な話をするのは大変恐縮でありますけれども、

過疎化の減少に歯どめがかかってない中では、

今、来年、小筑紫小学校が３６名ほどになりま

す。それが、ずっと、これが１０年、２０年と

たったときには、どういうふうになるかと申し

ますと、１９年にお願いをしたような、１校に

なる可能性があるかなとも思っております。 

 でありますから、そういうことも見越して、

片島中学校については、新築ではなし、改築で

はなしに、耐震補強であるだとかいう対応をし

ておりますので、これは街区の中学校であると

同時に、宿毛市の中学校であろうと、こういう

ふうに確認をしております。 

 それから、もう１点、私、何回も申しており

ますように、宿毛小学校からグラウンドに行く

ときに、市道がありますので。今回、ちょっと

広がるようですけれども。あこを渡るのに、先

生方が、休み時間であるとか、それから放課後、

それから体育の授業のとき、何人もついて見る

と、子供たちの。私たちに、橋をかけて、ブリ

ッジはかけてくれないかという要望があったり

します。 

 一つの敷地の中で、いろいろな活動をやって

ほしいという要望が、小学校からあがっており

ますし、先ほど、中学校の体育の活動について

は申し上げたとおりでありますので、この新築

で対応する場合には、小学校の先生の子供たち

の思い、それから中学校の先生の、もう少し教

育活動が活発にできるような方法で取り組むた

めには、現在の場所では、大変、使い勝手が悪

い、そういうふうに思っております。 

 例えば、今、私どもが考えました、今現在、

松田川小学校は宿毛中学校の、グラウンドは倍

ありますので、とれば３倍ぐらいにもなったり

するということもありますので、それも一つの

場所かな。 

 それからもう一つは、西側の高台ということ

がありますけれども、これは財政当局に相談し

なくては、かなり高い費用が要ると。財政的に

問題があると。 

 それから、片島中学校は近くにありますので、

これはすぐ統合の話になるだとか、いろいろ問

題がありますので、先ほど来、私が申し上げて

おりますように、松田川小学校につきましては、

案でございますから、教育委員会の。これは、

市長部局、それから財政当局、それから地区の

皆さん、それから区長の皆さん、それから議員

の皆さんの御意見を賜る中で、子供にとって望

ましい教育環境を提供するような宿毛市の中学

校でありたいと、こういうふうに思っておりま

す。 

 要望書については、ただいま現在、回ってお

りますか、今どこのところまであがってきてい

るかは知りませんけれども、読ませていただい

て、参考にしていただきたい。意見はしっかり

と受けとめたいと、こういうふうに思っており
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ます。 

 皆さんの気持ち、それから話の中でも、区長

さんの意見は十分聞かせてもらいたい。市長部

局と話を、協議をする前に、それも市長のほう

にも伝えていきたいと。 

 市長部局もそれを読んでいることだと思いま

すので、十分、参考にしていただきたいと、こ

んなふうに思っております。重く受けとめてお

ります。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） １１番濵田陸紀君。 

○１１番（濵田陸紀君） これ、ある区長から、

こういう手紙をいただきました。 

 だれしも、いつになっても、心に残る心象風

景があると思います。中でも友達と一緒に通っ

た小学校や中学校は、その後の人生を決めたり、

影響を与える学びの場であり、遊びの場であり、

そして人間形成の大切な場所でもあります。 

 地域から学校が移転してなくなるということ

は、単に費用対効果の効率のメリットでははか

り知れないものがあります。そうした人の心の

中の大事なよりどころをなくするという一面が

あることを、決して忘れてはいけないと思いま

す。 

 昼間は生徒が学校にいて、学校周辺では、子

供がいつでも、いてもいなくても余り関係がな

いような考えは偏っているのではないでしょう

か。 

 子供が毎日通学し、下校する姿、元気な笑い

顔、ときにはけんかをすることもあるし、昔か

ら地域の人たちはそうした子供たちの成長して

いく姿を温かく見守りながら、地域全体で未来

の宝を育てていこうという思いがあります。 

 今でもその思いは本質的に変わっていないと

思います。 

 今回の学校の統合問題は、確かに厳しい問題

があることは理解しますが、こうした地域全体

の感情の気持ちに対して、十分理解し、じっく

りと対話しながら、慎重に進めてもらいたい。

まして宿毛小学校、宿毛中学校の敷地は、宿毛

の歴史や文化、伝統の凝縮した、後世に残して

いかなくてはいけない場所であります。街区の

市民からは、危機意識を持って、何とか残せる

ような形にならないかと、署名でも何でも働き

かけていきたいという声もたくさん届いていま

す。 

 再度、この問題について、市長にお聞きいた

します。 

○議長（寺田公一君） １１番濵田陸紀君。 

○１１番（濵田陸紀君） 今、読み上げたこの

作文ですね、これについての感想があれば、ち

ょっとお聞きしたいんですが。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 今、初めて読んでいた

だいて、感想と言われても、すぐパッと出てき

ませんが。 

 母校がなくなるとか、学校が移転するとかい

うことに対しましては、地元の方とか、関連の

方々、皆同じような感想を持つとは思います。 

 ただ、それがすべてで、残さなきゃいけない。

できれば我々も残したい、同じところに置きた

いという気持ちはいっぱいでございますが、そ

れでは、子供たちの安全だとか、教育環境は守

れないというふうなことを、わかってもいただ

かなきゃいけない。 

 皆様方の御意見というのは、いろんな御意見

があろうかと思いますけど、我々行政進める者

としましては、やはり教育環境というものを、

一番大切にしてあげなきゃいけない、そういう

ふうなこと、ほかのこと、いろいろな財政のこ

とであるとかいうふうなことを多々、多方面か

ら検討してやっていることも、反対にわかって

いただきたいなという気持ちであります。 

 以上でございます。 
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○議長（寺田公一君） 教育長。 

○教育長（岡松 泰君） 教育長、濵田議員の

再質問にお答えをいたします。 

 最初に訂正をさせていただきたいと思います。 

 力んで話をしますものですから、また間違っ

ておりました。「来年、小筑紫中学校は３６

名」というところを、「小筑紫小学校は」と申

しましたので、小筑紫中学校は３６名で教育活

動をするということに訂正をさせていただきた

いと思います。 

 それでは、その感想文について、どういうふ

うな感想を持っているか、思っているかという

ことですけれども、市長が話をしましたように、

確かに、母校に対する思いは、僕も皆さんも同

じものがあると思いますし、また街区の皆様は、

それぞれいろいろな形でかかわってきたので、

市長が話ししましたように、それぞれの地域に

とって、学校はそれぞれの思い出があるもので

すけれども、先ほど来、私が申し上げておりま

すように、小学校も、でき得れば、一つの敷地

内で教育活動をするほうが、子供の安全面、そ

れからいろいろな活動をする場合に不都合があ

るという、校長先生、それから職員の体育の先

生だとかにもお話も聞かされております。 

 それから、中学校についても、大変狭いとこ

ろでやっているということで、両方解消するた

めには、どうしても、中学校は移動するほうが、

子供たちのためにはいいのではないか。宿毛市

の中学校のためには、どこかに移るのがいいの

ではないか、こんなふうに思っております。 

 感想は十分わかります、気持ちとしては。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） １１番濵田陸紀君。 

○１１番（濵田陸紀君） 私も、市長が小学校

の、日本一の学校をつくりたいと。そして、そ

の決意もあれして、いろいろと市長のほうにも、

プロポーザル方式でやってくれとか、そういう

ようなことを注文を出そうかと思ったけど、余

り、市長の熱意で、プロポーザル方式は出しま

せんでした。 

 そして、去年の定例会ですか、けんみん病院

跡か、そこを買って、一応、中学校の敷地にし

たいと。そのときに私も思ったんですが、宿毛

中学校をもし片島と統合するなら、新田でもそ

れは構わないと。藻津の人とか、西町の人、そ

の人らのことを考えれば、やはりもう少し、宿

毛寄りじゃなくて、片島寄りの便利なところを

校舎にしたほうがいいんじゃないかと、そうい

うように私も思って、そのときはけんみん病院

の跡地は賛成しました。 

 しかし、話が変わって、全然話のない松田川

小学校跡地に宿毛中学校を持っていくというこ

とは、これは絶対、納得ができません。それで

このような質問になったわけでございますけど。 

 市長も教育長もそのことについて、この間ま

で回答を出してくれなかったわけで、それで私

も感情的になっていると言えば感情的になって

ますけど。 

 そういうことで、どうしてもあそこの場所で

は納得できないと、そういうように思っており

ます。 

 そして、これですが、宿毛小学校の校舎があ

るところは、これは慶応２年に文武を合わせ、

日新館というところがあったわけです。それで、

きのう、私も質問しようと思ったら、松浦議員

に言われまして、これはもうあれですけど。 

 そういう由緒あるところであるから、やはり

できることなら、この街の中にその仮校舎を建

てても、現時点の宿毛小学校は宿毛小学校に建

てていただきたいと。 

 これは、地区長、１８人の街区の区長の意見

でございます。それも一つ加味して、教育長、

これからの審議をしていただければと思います。 

 その答えを聞いて。どういうようにこれから
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審議していくか、街区の区長のそういう方にも

う一度、再度集まっていただき、協議していた

だいて。 

○議長（寺田公一君） 濵田議員、立って質問

していただけますか。 

○１１番（濵田陸紀君） そういうことでござ

います。 

 教育長、悪いですけど、もう一回、審議の方

法ですね。街区の区長、もう一度集めて、再検

討するかしないか、これを押し通すか。 

○議長（寺田公一君） １１番濵田陸紀君。 

○１１番（濵田陸紀君） 教育長にお聞きしま

す。 

 小学校の運動場ですか、そこに向いて仮校舎

を建てて、現校舎を壊して、そして、そこに向

いて宿毛小学校を建てていただきたいと。それ

をもう一度、再検討をしていただきたいと、そ

のように思ってますが、そのことについて、教

育長はどのように思いますか、それをお答え願

います。 

○議長（寺田公一君） 教育長。 

○教育長（岡松 泰君） 教育長、濵田議員の

再質問にお答えをいたします。 

 小学校の建設の場所につきましては、私ども

から説明をさせていただきましたように、今、

費用の面では、財政的な面では、仮校舎を建て

ると、いろいろなところを、ちょっとインター

ネットで調べてみましたけれども、４００人ぐ

らいなところの仮校舎をつくるならば、１億５，

０００万だとか、６，０００万だとかかかるだ

とか。安いところもあろうかと思いますけれど

も、そういうこともありますし、それから、も

う一つ、先ほど来、申し上げましておりますよ

うに、一つの敷地内で教育活動をしたいと、そ

ういうことをお願いしたいということですので、

また、宿毛小学校をあの場所で、仮校舎を建て

て、建てて、校庭は向こう側に移るということ

になると、やはり私どもの考えとは違いますし、

ずっとお願いをしておりますように、宿毛の小

学校については、グラウンドに建てらせていた

だきたい。 

 そのことは、濵田議員の気持ちはわかります

けれども、私どもの方針としては、ぜひその方

向で説明をさせていただきたいし、納得してい

ただけるように努力したいと、こんなふうに思

います。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） １１番濵田陸紀君。 

○１１番（濵田陸紀君） 今、教育長はそのよ

うに仰せましたけど、街区の区長さん、そして

また街区の商店街の人たちも、だれひとり納得

しておりません。 

 そして、この問題がこじれると、また署名と

か、そういうような問題まで発展していくよう

な情勢でございます。それも仕方がないことで

はございましょうけど、やはり街区の人たちの

意見も、もう少し吟味していただきたい、この

ように考えております。 

 そして、さっきも申しましたように、そこの

出身者である人と、そうでない人との、確かに

場所の選定はおのずと違ってくると思います。

それも一つ考慮して、これから先、もう一度検

討していただきたいと、このように思っており

ます。 

○議長（寺田公一君） 休憩いたします。 

午後 ４時２８分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 ５時２５分 再開 

○議長（寺田公一君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 議長より、濵田議員に注意いたします。 

 まず、先ほどの一般質問の態度についてです

が、発言席で質問を行わない、ポケットに手を

突っ込んだまま質問するなど、非常に問題があ
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ったこと。 

 また、発言内容についても、同一趣旨の質問

を繰り返す、趣旨が不明な質問を行う、あるい

は出身校を一人一人答弁させるなど、地域差別

的な部分があったこと。 

 また、一部、粗暴な表現が含まれていたこと

など、非常に問題があるものでありました。 

 これらのことは、議会の品位とルールを著し

くおとしめることになりますので、このことを

真摯に反省し、以後、厳に慎むよう、議長にお

いて警告をいたします。 

 １１番濵田陸紀君。 

○１１番（濵田陸紀君） ただいま、議長の警

告を真摯に受けとめ、心から陳謝いたします。 

 今後このようなことがないように、真摯に反

省いたしました。 

 私の一般質問を終わります。 

○議長（寺田公一君） これにて一般質問を終

結いたします。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

午後 ５時２７分 散会 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時００分 開議 

○議長（寺田公一君） これより本日の会議を

開きます。 

 この際、議長から報告いたします。 

 本日までに、陳情１件を受理いたしました。

よって、お手元に配付してあります陳情文書表

のとおり、所管の常任委員会に付託いたします。 

 日程第１「議案第１号から議案第４３号まで

及び議案第４６号から議案第５０号まで」の４

８議案を一括議題といたします。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑の通告がありますので、順次発言を許し

ます。 

 ４番松浦英夫君。 

○４番（松浦英夫君） おはようございます。

４番、松浦でございます。 

 今回、私が質疑をしようとする内容は、議案

第１３号別冊、平成２３年度宿毛市一般会計予

算についてであります。 

 まず、初めは、ページ２２ページ、第１２款

使用料及び手数料、第１項使用料、５目商工使

用料、１節商工使用料において、すくも８４マ

リンターミナルの使用料としての１３万２，０

００円が計上されております。これは、すくも

８４マリンターミナルの設置及び管理に関する

条例からしますと、今年度も有料の使用回数は

１２回と見込んでおるとのことであります。 

 私は、この問題について、昨年も議案質疑を

してまいりました。その中で、維持管理費は、

年間４００万円が見込まれており、１日分に換

算して１万１，０００円としたということであ

りましたけれども、この２３年度において、１

３万２，０００円の収入に対して、この施設の

維持管理費はどれくらい必要であると見込んで

おるのか。すなわち、歳出予算は幾らであるの

か、予算書を見てもわかりませんので、お示し

をいただきたいと思います。 

 次は、ページ３３ページ、第１５款財産収入、

第１項財産運用収入、２目利子及び配当金、１

節利子及び配当金についてでありますけれども、

その中で宿毛市立学校施設整備等基金積立金利

子として１０万円が計上されております。 

 そして、３６ページ、第１７款繰入金、第２

項基金繰入金、８目宿毛市立学校施設整備等基

金繰入金、１節宿毛市立学校施設整備等基金繰

入金として１０万円が計上されております。合

わせて２０万円、この学校施設整備等にかかわ

る関係で、２０万円の歳入予算であります。 

 しかし、歳出予算は、１２６ページ、第１０

款教育費、第２項小学校費、２目教育振興費、

２５節積立金、この中で、宿毛市立学校施設整

備等基金積立金として１０万円が計上されてお

ります。 

 このように、予算書の説明項目を見る限り、

歳入予算は２０万円であるのに、歳出予算は１

０万円であります。その内容について、御説明

をお願いいたします。 

 ９２ページ、第４款衛生費、第３項清掃費、

１目塵芥処理費、１９節負担金補助及び交付金

についてであります。 

 生ごみ処理機購入費補助金として１００万円

が計上されておりますけれども、生ごみ処理機

を１基購入するための費用は幾らで、それに対

する補助率はどれぐらいであるのか。そして、

個人負担はどれくらいか、内容等を含めて御説

明をお願いをいたします。 

 そして、この予算でもって、宿毛市全体で何

基くらいを普及させようとしているのか、御説

明をいただきたいと思います。 

 ページ９３ページ、第４款衛生費、第３項清

掃費、４目バイオマスタウン構想推進事業費、

１３節委託料についてであります。 

 生活環境影響調査委託料として１５４万４，
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０００円が計上されております。これは、昨年

の１２月議会に提出された堆肥化施設候補地水

質検査委託料としての１０万２，０００円と関

連いたすと思いますが、候補地は決定されたの

か。そして、決定をしていれば、明らかにして

いただきたい。 

 同じく１４節の堆肥化工場地元視察バス借上

料として、１８万６，０００円が計上されてお

りますが、視察先はどこで、メンバーはどんな

ようになっているのか、お伺いいたします。 

 １０５ページ、第７款商工費、第１項商工費、

２目商工業振興費、１９節負担金補助及び交付

金についてであります。 

 宿毛商工会議所商工振興事業費補助金として、

７０万円が計上されております。今年度初めて

の事業であるかと思いますので、内容等につい

て御説明をお願いします。 

 １１２ページ、第８款土木費、第２項道路橋

梁費、４目地方道整備事業費、１５節工事請負

費についてであります。 

 市道大島中央線道路改良工事費ほかというこ

とで、１億６，６９０万５，０００円が計上さ

れております。この工事は、宿毛市にとって長

年の懸案事項であります。この予算をもって、

今年度中に完成をするのかどうか、お伺いをい

たします。 

 １回目を終わります。 

○議長（寺田公一君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（津野元三君） 商工観光課長、

４番、松浦議員の議案質疑にお答えします。 

 質疑内容としましては、すくも８４ターミナ

ルの使用料１３万２，０００円の計上に対して、

この施設の年間維持管理費がどれぐらい必要で

あると見込んでいるのかという御質問であった

ように思います。 

 議案第１３号別冊、平成２３年度宿毛市一般

会計補正予算、ページ１０６ページ、７款商工

費、第１項商工費、５目観光費、１１節需用費

の水道使用料、年間維持管理費の水道使用料で

すが、月１，９８５円の１２カ月としまして２

万３，８００円。それと、同じく１１節の電気

使用料、月１万７，０００円の１２カ月で２０

万４，０００円、同じく役務費、１２節の役務

費、トイレのくみ取り料。あそこは水洗であり

ませんので、普通のトイレになってます。その

くみ取り料が、年間１６万８，０００円計上し

ております。 

 以上でございます。 

 同じく、質疑の中でありました宿毛商工会議

所商工振興事業費補助金７０万円を計上してお

りますが、その内容について御説明いたします。 

 第７款商工費、第１項商工費、２目商工業振

興費、１９節負担金及び交付金の関係になりま

す。 

 商工会議所は、事業所の経営に関する細やか

なニーズに対応した個別指導や、育成等を初め、

中心市街地活性化事業の事務として、行政及び

民間との連携役、本町ふれあい行事などの商店

街支援事業、水を生かしたまちづくりの市街地

水車管理支援事業、ハイビスカスを植樹する沖

の島観光植樹事業、出会いの機会を提供し、明

るい街、活力ある生活をつくるための婚活事業

等の商工振興事業を展開するなど、地域振興及

び観光振興を推進する事業にも、積極的に取り

組んでおります。 

 また、豪華客船の歓送迎事業や、市が主催す

る各種イベントへの労務、実務支援など、市と

協働での業務を推進しております。 

 このように、地域振興、観光振興に寄与する

宿毛商工会議所商工振興事業を支援するため、

３分の１の補助金を計上したものであります。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） 教育次長兼学校教育課

長。 



 

－ 133 － 

○教育次長兼学校教育課長（出口君男君） お

はようございます。教育次長兼学校教育課長、

４番議員の質疑にお答えを申し上げます。 

 議案第１３号別冊、平成２３年度宿毛市一般

会計予算の３３ページ。第１５款財産収入、第

１項財産運用収入、２目利子及び配当金の１節

利子及び配当金の中の宿毛市立学校施設整備等

基金積立金利子１０万円、並びに、同じく３６

ページ、第１７款の繰入金、第２項基金繰入金、

８目の宿毛市立学校施設整備等基金繰入金１０

万円、及び１２６ページ、歳出の第１０款教育

費、第２項小学校費、２目教育振興費、２５節

積立金の１０万円の、それぞれの関係について、

内容を説明をせよということでございますけれ

ども、本事業につきましては、宿毛市立学校施

設整備等基金の原資、これ２，０００万円でご

ざいますけれども、に対する利子につきまして、

宿毛小学校の図書購入のために支出をしようと

する事業でございます。 

 会計処理上、基金から生じる運用益金につい

ては、一度、一般会計予算のほうで受けまして、

それを基金会計のほうへ、いわゆる積み立てる

必要がございます。 

 一度、積み立てたものを、基金会計から、今

度、歳出に充てるために、基金会計から一般会

計へ繰り入れを行うと。それによって支出をす

るということでございますので、全体事業費は、

あくまでも歳入歳出で１０万円ということでご

ざいます。 

 それで、宿毛小学校図書購入のための歳出で

ございますけれども、同じく１２６ページの１

１節需用費の中の、説明欄に消耗品として１，

２５８万５，０００円がございますけれども、

その中に１０万円が含まれております。 

 主なものとして、説明欄に掲載をいたしてお

ります関係上、１０万円についての、消耗品の

中に含めて計上をさせていただいておりますの

で、よろしく御理解いただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） 環境課長。 

○環境課長（岩本克記君） おはようございま

す。環境課長、４番、松浦議員の質疑にお答え

いたします。 

 議案第１３号別冊、ページ９２ページでござ

います。 

 第４款衛生費、第３目清掃費、１目塵芥処理

費、１９節の負担金補助及び交付金の生ごみ処

理機購入費補助金として１００万円が計上され

ておる、という御質問でございます。 

 その中で、生ごみ処理機を１基購入するため

の費用、また補助率は幾らか。そして、個人の

負担は幾らか、そしてその内容の御説明と承っ

ております。 

 まず、初めに、この今回の内容につきまして

は、前回まではコンポスト容器、生ごみ発酵用

密閉容器、リサイクルボックスの購入に関しま

しては、塵芥処理費、１１節にてコンポスト購

入費で計上をしておりました。計上いたしまし

て、申し込み受付後、市が一括して購入をいた

し、半額を申請者に負担をしてもらっておりま

した。 

 しかし、今回、２３年度は電気式生ごみ処理

機に対する補助を計上したく、これにより１基

当たりの金額が１万円を超すために、１１節で

は予算を計上できないために、今回、コンポス

ト等を含めまして、１９節補助金で計上をいた

しまして、補助申請者に対し、予算の範囲内に

おいて補助金を交付するものでございます。 

 電気式生ごみ処理機を補助対象にすることに

ついては、コンポスト容器は屋外へ設置する必

要があり、設置するための畑等の土地が必要と

なります。このために、利用者が限定されるた

め、設置する場所がない、特に近年、街区を中

心にアパート等集合住宅にふえてきたこともあ
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りまして、屋内に設置できる電気式生ごみ処理

機の購入補助をすることによりまして、ごみ減

量化及び軽量化、さらには家庭菜園等での再資

源化を図っていきたいと考えております。 

 なお、実施に当たりましては、宿毛市生ごみ

処理機購入費補助金交付要綱を早急に作成いた

しまして、決済をいただき、告示を行い、実施

したいと考えております。 

 また、機種１基の購入費用、補助金、また個

人負担、予定基数でございますが、機種は電気

式生ごみ処理機とコンポスト容器、今までのコ

ンポストの容器でございます。それと、生ごみ

発酵用密閉容器でございます。 

 そして、その購入価格の補助率でございます

が、購入価格の２分の１を、この３種類の補助

率としてあげたいと思います。 

 そしてまた、電気式生ごみは、通常、１基６

万円から８万円かかりますので、限度額を上限

の４万円、そしてコンポスト容器は３，０００

円から８，０００円ぐらいかかりますので、限

度額を４，０００円。生ごみ発酵用密閉容器は、

２，０００円から８，０００円かかりますので、

限度額を４，０００円としております。 

 そして、予定基数ですが、電気式生ごみ処理

機は約２０基、そしてコンポストと発酵用容器

合わせて５０基を計画しております。 

 もう１点の、同じくページ９３ページ、第４

款衛生費、３項清掃費、４目バイオマス構想の

推進事業費、１３節の委託料１５５万４，００

０円を計上されておると。 

 そして、これは１２月の議会に提出されて、

堆肥化施設候補地水質調査等としての１０万２，

０００円と関連がありゃしないか。そして、候

補地は決定されたのか。決定していれば、明ら

かにしていただきたいということでございます

が、まず１点目は、昨年の秋、黒川地区の不燃

物処理施設跡地を候補地といたしまして、地元

説明を行いましたが、地元の同意が得られるこ

とができませんでした。別の候補地案も定まっ

ておらず、まだ決定はしていない状況でござい

ます。 

 そして、１４節の堆肥化工場跡地視察バス借

上料として１８万６，０００円を計上されてお

ると。視察先はどこか、またメンバーはどのよ

うになっているのかという御質問でございます

が、先進地は高知市土佐山田の堆肥工場を計画

しております。 

 この工場は、宿毛市で計画を進めております

超高温好気性細菌、ＹＭ菌を活用いたしまして、

堆肥を生産しております。 

 視察のメンバーは、建設候補地となる地元の

方々にお願いしたいと思っております。 

 以上でございます。 

 失礼いたしました。私、先ほど、生活環境影

響調査委託料５５４万４，０００円と申し上げ

ましたけれども、１５４万４，０００円の間違

いでしたので、訂正をお願いしたいと思います。 

 それと、視察先の、高知市土佐山田と申しま

したけれども、高知市土佐山の間違いでしたの

で、御理解願いたいと思います。 

 そして、先ほどの御質問で、使用料及び賃貸

料の１８万６，０００円を御質問いただきまし

たけれども、堆肥化工場への地元視察バスの借

上料は１７万９，０００円となっておりますの

で、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（寺田公一君） 建設課長。 

○建設課長（安澤伸一君） 建設課長、４番、

松浦議員の質疑にお答えをいたします。 

 議案第１３号別冊、平成２３年度宿毛市一般

会計予算、ページ１１２ページ。 

 ８款土木費、２項道路橋梁費、４目地方道整

備事業費、１５節工事請負費、１億６，６９０

万５，０００円。これは、市道大島中央線道路

改良工事ほかというふうになってございまして、
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御質問は、市道大島中央線、本年じゅうに完成

ができるのかという御質問でございます。 

 まず、この工事請負費でございますが、「大

島中央線ほか」となっておりますので、市道大

島中央線の道路改良工事といたしましては、１

億３００万円でございます。 

 それから、市道宇須々木鼻前線の橋梁のかけ

かえ工事が６，４００万円となってございます。 

 この大島中央線につきましては、平成８年度

に着手をいたしまして、大変、工事期間長くな

ってございます。そういうことで、一刻も早く

完成を目指しておりましたが、工事中におきま

して、のり面の崩落とか、また国からの予算の

割当不足とか、そういったこと等がございまし

て、完成が延びておりますが、２３年度には完

成をしたいということでございますので、よろ

しくお願いをいたします。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（津野元三君） 商工観光課長、

ちょっと訂正をさせていただきます。 

 先ほど、松浦議員の質疑の中で、平成２３年

度宿毛市一般会計補正予算ということを述べま

したが、一般会計でございます。訂正します。 

○議長（寺田公一君） ４番松浦英夫君。 

○４番（松浦英夫君） ありがとうございまし

た。 

 若干、再質疑をさせていただきたいと思いま

すけれども。 

 生ごみ処理機購入費補助金についてでありま

す。 

 このような事業を行おうとする上で、最も重

要なのは、市民のごみ処理についての意識向上

といいますか、モラルの向上が何よりも重要と

なってまいると、私は考えます。 

 以前にもごみ処理費の問題について、質疑を

した経緯がありますが、その答弁の中で、環境

課長は熱弁をふるい、市民への協力要請を求め

た経緯がありますが、そうした取り組みにより、

市民のモラル向上の意識はどのように変わって

きたと考えているのか、この点についてお伺い

いたします。 

 次に、このバイオマスタウン構想について、

質疑を行いたいと思いますけれども。 

 バイオマス構想を実現するために、計画が策

定され、それに基づく今回の予算計上であるの

か、お示しをいただきたい。あわせて、視察の

目的をしっかり立てて行うものと思いますけれ

ども、どのような視察目的を持って行うもので

あるのか、お伺いいたします。 

 次は、大島中央線の関係でありますけれども、

今、建設課長の答弁の中で、平成８年度以降の

取り組みの中で、本年度で最終、完成をさせた

いという答弁をいただきましたけれども、それ

では、完成をするとすれば、完成時期をいつご

ろ予定をしているのか、わかってればお示しを

いただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） 環境課長。 

○環境課長（岩本克記君） 環境課長、４番、

松浦議員の再質疑にお答えいたします。 

 議案第１３号別冊、平成２３年度宿毛市一般

会計予算、ページ９２ページの４款衛生費、３

目清掃費、１目塵芥処理費の１９節の負担金補

助及び交付金の生ごみ処理機購入補助金１００

万円が計上されておると。 

 その中で、御質問は、このような事業を行う

上では、最も市民のモラルの向上の意識は大事

ではないかということで、その取り組みに対し

て、市民のモラル向上の意識はどのように変わ

ってきたかという、考えておるかという御質問

でございますが、今の現状を考えてみますと、

市民のモラルの、市民一人当たりの幡多クリー

ンセンターでの年間の溶融ごみの量は、平成１
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９年度で２１７キロ、２０年度で２１３キロ、

そして２１年度で２１２キロと、減少傾向にあ

ります。 

 これは、これまでお願いをしてきた生ごみの

水切りを含めまして、一定の成果があがったも

のと考えております。 

 また、家庭ごみに関する取り組みを初め、年

２回実施しております宿毛市クリーンデー等、

市内で実施されております地域の清掃活動を初

め、環境美化活動によりまして、家庭、そして

地域からの環境意識は高まっているものと考え

ております。 

 続きまして、同じく９３ページですか、計画

が、バイオマスの構造を実現するためには、計

画が策定され、それに基づいて、今回の予算が

計上されると思うが、どうなっているかという

ことでございますが、昨年の１２月議会で御説

明いたしましたが、計画案として１，５００ト

ン規模の工場として、作業を進めてまいりまし

たが、まだ修正等も必要であると考えています。 

 このことは、このほど、予算は候補地が決定

した場合に、地元と円滑な計画を進めていくた

め、計上させていただいております。 

 そして、あわせて視察の目的をしっかりと立

てて行うものと思うけれども、視察の目的を持

って行うものであるかという御質問でございま

すが、堆肥化工場では、廃棄物の材料となるこ

とから、建設候補地となる地元の皆さんにとっ

ては、においなどの不安を抱かれているものと

思われます。 

 資料による、堆肥化工場では、廃棄物を原料

とすることから、建設候補地となる地元の皆さ

んにとって、においなどの不安を抱かれるもの

と思われますので、資料による説明だけでは、

不安を解消されない部分もあると思います。規

模の違いはあれ、宿毛市で計画を進めておりま

す工場と同様となる工場の施設や、生産されて

いる堆肥の状況を実際に見て、においなどを体

験していただくことを一番の目的と考えており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） 建設課長。 

○建設課長（安澤伸一君） 建設課長、４番、

松浦議員の再質疑にお答えをいたします。 

 議案第１３号別冊、平成２３年度宿毛市一般

会計予算。 

 １１２ページ、８款土木費、２項道路橋梁費、

４目地方道整備事業費、１５節工事請負費。市

道大島中央線の完成時期についての御質問でご

ざいます。 

 まず、予算の執行については、２３年度とい

うふうになるわけでございまして、入札等も行

わなきゃならないということもございますので、

明確に完成時期はございませんが、先ほども御

答弁を差し上げましたが、一刻も早い完成を目

指していきたいということで思っておりますの

で、よろしくお願いをいたします。 

○議長（寺田公一君） ４番松浦英夫君。 

○４番（松浦英夫君） ありがとうございまし

た。 

 この８４マリンターミナルの関係、昨年も指

摘したわけですけれども、あのような立派な、

本当に立派な施設で、多額の公金を、税金を投

入しております。 

 ぜひ、有効活用については、ぜひとも積極的

に、あらゆる角度で検討しながら、活用される

よう、努力をお願いしたいというふうに思いま

す。 

 それと、宿毛市立の学校整備等の基金の関係

でありますけれども、歳出については、図書費

を購入ということでありますけれども、この基

金はほかの図書購入費と別格であるというふう

に思います。 

 そういう面で、支出の項のところで、説明の
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項のところで、１０万円については、この設備

資金から使いましたよというふうに、わかるよ

うにしてもらえればありがたいと思います。 

 それを申し上げまして、私の質疑を終わりま

す。 

○議長（寺田公一君） １番今城誠司君。 

○１番（今城誠司君） １番、質疑を行います。 

 初めに、議案第１３号別冊、平成２３年度宿

毛市一般会計、ページ５１ページ。 

 第２款総務費、第１項総務管理費、６目財産

管理費、１３節委託料、公有財産管理システム

導入業務委託料８０６万７，０００円について

であります。 

 緊急雇用事業として、市財産台帳管理で、臨

時雇用２２０万２，０００円も計上されており

ますが、このシステム導入と関連した予算なの

か、お聞きしたい。 

 次に、公会計制度への導入を見据え、新たに

システムを構築するためと、提案理由で説明が

ございましたが、この公会計制度を、宿毛市が

何年度に導入を、目標に取り組んでいるのかを

お聞かせ願いたい。 

 この公会計制度を取り入れることで、固定資

産の算定方法が基準モデルと、総務省方式改定

モデルとでは異なっておりますが、宿毛市とし

て、この公会計モデルを、どのようなものを選

択してあるのかをお聞かせ願いたい。 

 次に、同じく議案第１３号別冊、宿毛市一般

会計予算についてであります。 

 １４２ページ。第１３款諸支出金、第１項普

通財産取得費、１目土地取得費、１７節公有財

産購入費、宿毛市土地開発公社保有土地購入費

１億１，１２９万１，０００円についてであり

ます。公社のどの土地を買い戻すのかをお聞か

せ願いたい。 

 土地開発公社の改善化に関する計画により、

平成１７年より２１年度までの５年間の計画で、

健全化に取り組んでおりましたが、本年度も約

１億８，０００万、来年度も今回の予算が計上

されておりますが、今後のこの土地の買い戻し

に対して、どのような計画をされているのかを

お聞かせ願いたい。 

 関連しまして、行政改革大綱改革プランの平

成２３年１月３１日現在を見ますと、今年度、

新港流通工業団地を、高知県から１０億５，０

００万円程度売却予定となっておりました。 

 この新港の県の計画的な買い戻しについて、

来年度、２３年度はどのようになっているのか

をお聞かせ願いたい。 

 最後に、議案第１４号別冊、平成２３年度宿

毛市国民健康保険事業特別会計予算についてで

あります。 

 １２ページ、第９款繰入金、第２項基金繰入

金、１目財政調整基金繰入金、１節財政調整基

金繰入金５８２万７，０００円についてであり

ます。 

 今年度の当初予算は、約１億８，４００万の

基金の繰り入れを予算化しておりました。この

３月補正で約２億２，７００万、平成２３年度

の予算化されている金額とは、著しく少ないと

思われます。どのような会計収支の改善があっ

たのかをお聞かせ願いたい。 

 県内の市町村では、国保税の値上げが相次い

でおりますが、本市の国保特別会計について、

どのような状態なのかをお聞かせ願いたい。 

 以上、１回目を終わります。 

○議長（寺田公一君） 総務課長。 

○総務課長（弘瀬徳宏君） 総務課長、今城議

員の質疑にお答えいたします。 

 議案第１３号別冊、平成２３年度宿毛市一般

会計予算、ページは５１ページでございます。 

 第２款総務費、第１項総務管理費、６目財産

管理費、１３節委託料、公有財産管理システム

導入業務委託料８０６万７，０００円と、それ
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から緊急雇用のページ９４ページ。 

 第５款労働費、第１項労働諸費、１目労働諸

費、７節賃金に入っておる２２０万２，０００

円との関係についてですが、これは御指摘のと

おり、今回、システム導入業務を実施するに当

たって、臨時賃金を緊急雇用のこの事業を使っ

て支出しようとするものです。 

 それから、新公会計制度の導入を、宿毛市と

しては何年度に予定しておるか、いうことです

が、この新公会計制度につきましては、平成１

８年６月に制定されました、簡素で効率的な政

府を実現するための行政改革の推進に関する法

律において、地方公共団体に対し、二つのこと

が、地域の実情に応じて推進するよう努めるこ

とというふうに求められています。 

 その一つが、資産及び債務の実態を把握し、

並びにこれらの管理に関する体制の状況を確認

すること。それから、もう１点が、資産及び債

務に関する改革の方向性、並びに当該改革を推

進するための具体的な施策を策定すること、い

うふうなことが求められておりまして、これを

受けて、同年の８月に総務事務次官から指針が

出されております。 

 その指針においては、人口３万人以上の市は

平成２１年度内に、それから人口３万人以下の

市と町村は、平成２３年度の公開に取り組むよ

うに求められていますので、本市におきまして

は、２３年度中に、２２年度決算について公開

をする予定としております。 

 それから、固定資産の算定方式が、基準モデ

ルと総務省方式改定モデル、二つあるわけです

が、本市においては、総務省の方式改定モデル、

総務省方式の改定モデル、これによって公開を

しようというふうに考えております。 

 続きまして、同じく議案第１３号別冊、平成

２３年度宿毛市一般会計予算の、ページ１４２

ページ。 

 第１３款諸支出金、第１項普通財産取得費、

１目土地取得費、１７節公有財産購入費、１億

１，１２９万１，０００円の、公社のどの土地

を買い戻すのかという御質問です。 

 これは、宿毛市都市計画公園、通称大島公園

といいますが、１万２，６４２．１５平方メー

トルを購入しようとするものです。 

 それから、２２年度以降の計画的な買い戻し、

土地開発公社からの計画的な買い戻しについて、

計画を立てているかという質問であったと思い

ますが、計画は、特に、立ててはございません

が、平成２１年度で公社の経営健全化計画は終

了しておりますけれども、経営の健全化を図る

意味におきましても、解散年度に宿毛市におい

て多額な支払いが発生しないためにも、今後、

計画的に買い戻しをしていきたいというふうに

考えております。 

 新港流通工業団地の部分につきましては、土

地開発公社、１６兆であります。企画課長のほ

うからお答えさせていただきます。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） 企画課長。 

○企画課長（岡崎匡介君） 企画課長、今城議

員の質疑に、土地開発公社、兼務しております

土地開発公社事務局長として、お答えいたしま

す。 

 平成２３年度以降の計画的な買い戻しについ

ては、県予算との関連もございまして、明示さ

れた部分はございませんが、来年度、一応、計

画しております買い戻しにつきましては、現在、

１億８，２２３万３，０００円が予定されてい

ると聞いております。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） 市民課長。 

○市民課長（滝本 節君） 市民課長、１番、

今城議員の質疑にお答えします。 

 議案第１４号別冊、平成２３年度宿毛市国民
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健康保険事業特別会計予算。 

 １２ページ、歳入の第９款繰入金、第２項基

金繰入金、１目財政調整基金繰入金、１節財政

調整基金繰入金として５８２万７，０００円を

計上させてもらっておりますが、平成２２年度

国保特別会計当初予算での基金の繰入額は、１

億８，４５５万７，０００円となっているが、

平成２３年度当初予算では５８２万７，０００

円だけの繰り入れとなっている。 

 最近の高知新聞の報道では、どこの市町村も、

軒並み国保税の値上げを敢行しているが、当市

ではそのような動きはないように見受けられる。 

 当市の国保財政について、どのように運営さ

れているかとの御質問であります。 

 当市の国保財政を取り巻く環境は、他の市町

村と比較しても、決して楽観視できる状況では

なく、経済不況による税収の減、並びに高齢化

社会の進展による医療費の増により、議員も御

承知のとおり、平成２１年度決算で１億５，０

００万円を超える赤字、すなわち財政調整基金

の取り崩しを行っております。 

 今年度におきましても、その状況は変わらず、

３月補正にて基金の繰入額を約４，５００万円

減額しているとはいえ、依然１億６，０００万

円を超える基金の取り崩しを余儀なくされてお

ります。 

 このような厳しい財政状況が続いていくなら

ば、平成２４年度には国保税の税率改正も視野

に入れた論議をしていかなければならないとい

うことを、市長の諮問機関であります国保の運

営協議会でも、先日、御報告させていただいた

ところであります。 

 平成２３年度当初予算の基金繰入額５８２万

７，０００円の根拠を御説明申し上げますと、

当初予算編成時の１月上旬の時点での基金残高

が少なかったことにより、このような予算編成

とさせていただきました。 

 以上であります。 

○議長（寺田公一君） １番今城誠司君。 

○１番（今城誠司君） 若干、再質問をさせて

いただきます。 

 土地開発公社の買い戻しについて、計画はな

いけど、計画的にやっていくと、相反する答弁

でございました。 

 計画は立てていかないのか、我々議員にそう

いうものは提示していかないのか、その辺、そ

のときの一般の財源が残ったときに買い戻すと

いう、ファジーな計画なのか、しっかりとした

計画はつくっていかないのか、再答弁お願いし

ます。 

 それから、新港流通工業団地、２２年度は１

０億５，０００万の買い戻しなのに、来年度は

１億８，０００万程度を予定されているという

ことで、非常にがくっと落ちてしまいます。こ

れは何かあるのか。 

 県は、やっぱり我々、借金の肩がわりみたい

にしてますので、計画的に買い戻していかなけ

れば。その辺の協議は、しっかりとやっている

のか。覚書等もあると思いますが、その辺、状

況をお聞かせ願いたいと思います。 

 それから、国保会計については、１月上旬の

基金残高が、もう６００万程度しかない。これ

はもう、基金が枯渇している。２４年度に税率

改正を予定の運営審議会からあるということで

すけれども、もう２３年度は赤字決算が確実な

のか、その辺、再答弁を願いたいと思います。 

○議長（寺田公一君） 総務課長。 

○総務課長（弘瀬徳宏君） 総務課長、今城議

員の再質疑にお答えいたします。 

 議案第１３号別冊、この土地開発公社の土地

の買い戻しについて、計画はないけれども、計

画的に購入していくというところの矛盾はどう

いうことかという御質問やったと思います。 

 先ほど、御答弁いたしましたように、この２
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１年度までの５年間の計画については、立てて

おりましたけれども、２２年度以降については、

計画としてはございません。ただし、以前、市

長が本議会でも御答弁しましたように、平成２

６年度までに予算の許す範囲で、土地を購入し

ていきたいというふうに答弁をしてますように、

やはりその２６年度、この現在立てております、

計画というか、改革プランを立てております。

その期間中に、こういった、計画的に土地を、

土地開発公社が持っている土地を購入していき

たいと、そういう意味であります。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） 企画課長。 

○企画課長（岡崎匡介君） 企画課長、今城議

員の再質疑にお答えいたします。 

 県との協議の中で、今年度、１０億５，００

０万程度の売却予定というふうな金額を提示さ

せていただきました。 

 １０億５，０００万のうちの９億６，０００

万近くが、この平成２３年の２月の議会におい

て、補正予算で組まれた経過がございまして、

先ほど、買取予定の１億８，２２３万３，００

０円は、これ例年の予定額でございます。 

 総務課長もお答えしましたとおり、今の平成

２６年度までに、計画的な買い戻しをしていく

ということで、合意は得ておりますが、金額の

明示がないために、先ほどの不明瞭な答弁とな

りましたことを、御理解いただきたいと思いま

す。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） 市民課長。 

○市民課長（滝本 節君） 市民課長、１番、

今城議員の再質疑にお答えします。 

 先ほど、国保税の税率改正も含めて、２４年

度に国保税の税率改正を含めて、視野に入れて、

取り組んでまいりたいと答弁をしましたが、２

３年度までもつか、２４年度までもつかと、再

質疑であります。 

 国保会計は大変複雑な会計であります。この

ままでいきましたら、２３年度中の赤字も想定

されるところでありますが、国からの歳入等も

見込みながら、精査をしながら、慎重に今後の

国保運営をまた検討してまいりたいと思います。 

 以上であります。 

○議長（寺田公一君） １番今城誠司君。 

○１番（今城誠司君） 以上で質疑を終わりま

す。 

○議長（寺田公一君） この際、１５分間休憩

いたします。 

午前１１時０１分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１１時１６分 再開 

○議長（寺田公一君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 ２番岡﨑利久君。 

○２番（岡﨑利久君） ２番、質疑を行います。 

 私のほうからは、２点ほどお伺いをいたした

いと思いますので、よろしくお願いをいたしま

す。 

 まず、初めに、議案第１３号別冊、平成２３

年度宿毛市一般会計予算についてであります。 

 ページ１０６ページ、第７款商工費、第１項

商工費、５目観光費、１３節委託料についてで

あります。 

 新規観光ガイドブック作成委託料として４７

万２，０００円計上されていますが、新規に観

光ガイドブックを作成するということですので、

どのような内容で、またどのような目的で作成

されるのか、お伺いをいたします。 

 次に、同じく議案第１３号別冊、平成２３年

度宿毛市一般会計予算、ページ１３８ページ。 

 第１０款教育費、第５項保健体育費、３目社

会体育振興費、１９節負担金補助及び交付金に

ついてであります。 
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 宿毛花へんろマラソン実行委員会補助金とし

て８５０万円計上されていますが、平成２２年

度と比較して５０万円ほど減額になっておりま

す。 

 本年平成２３年度３月２０日に、第３回宿毛

花へんろマラソンが行われる予定になっており

ますが、３回目で初めて、フルマラソンについ

ては、参加者が１，０００名を超えたと記憶を

しておりますが、減額する理由についてお伺い

をいたしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（津野元三君） 商工観光課長、

２番、岡﨑利久議員の議案質疑にお答えします。 

 議案第１３号別冊、平成２３年度宿毛市一般

会計予算、１０６ページ。 

 第７款商工費、第１項商工費、５目観光費、

１３節委託料の新規観光ガイドブック作成委託

料４７万２，０００円を計上しておりますが、

その内容について、御説明いたします。 

 昨年１２月議会におきまして、従来の観光ガ

イドブックが、ちょっと誤字もあったり、見に

くいというふうな指摘がありまして、今度、新

たに観光ガイドブックをリニューアルするため

に、現在、アドバイザーと素案やコンセプトを

もとに、全体のレイアウトや文字、及び写真や

図表等の構成を行っております。 

 この構成等が終了した後の印刷用の版下デー

タ作成を委託する経費として、計上しておりま

す。 

 まだ構成中ですので、内容的な部分は、まだ

明確になっておりません。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） 生涯学習課長兼宿毛文

教センター所長。 

○生涯学習課長兼宿毛文教センター所長（金増

信幸君） 生涯学習課長兼文教センター所長、

岡﨑利久議員の質疑にお答えいたします。 

 議案第１３号別冊、平成２３年度宿毛市一般

会計予算、ページ１３８ページ。 

 １０款教育費、第５項保健体育費、３目社会

体育振興費、１９節負担金補助及び交付金につ

いてでございます。 

 宿毛花へんろマラソン実行委員会補助金８５

０万。今年度、平成２２年度第３回大会につき

まして、９００万の補助金を支出しておりまし

て、５０万減額したその理由ということでござ

います。 

 まず、今第３回大会、間もなく、３月２０日、

来週の日曜日に実施する取り組みを現在してお

るところでございます。 

 先ほど、議員御指摘のとおり、初めてフルマ

ラソンで１，０００人を超えまして、現在、申

込者が、フルマラソン１，０５４人、そして１

０キロの部、２３５人、合わせて１，２８９名

の参加をいただいておるところでございます。 

 なお、３月６日には、橋上地区の沿道のコー

スの清掃につきまして、地元の方初め、宿毛市

全地区から御協力いただきまして、清掃したと

ころでございます。 

 このように、宿毛市全体をあげて、全市民で

の取り組みとして行っておるところでございま

す。 

 さて、５０万円補助金の減額の理由でござい

ますけれども、今年度、第３回大会につきまし

ては、これまで行っておりました３キロ、５キ

ロの部を廃止して、１０キロの部を新たに新設

いたしました。そういったことから、新たな看

板制作費等の費用が発生してまいりました。そ

ういったことで、費用がかかっておるところが

ございます。 

 なお、第４回大会、来年度の大会につきまし

ては、新たな種目の予定はございませんので、

そういったことから、これまで制作したもの、



 

－ 142 － 

あるいは購入した、そういったものを利用しな

がら、できるだけ経費の節減にも努めて、取り

組んでいきたいというふうに考えておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

○議長（寺田公一君） ２番岡﨑利久君。 

○２番（岡﨑利久君） ２番、再質疑のほうは

行いませんですけれども、ここに宿毛市観光ガ

イドブックという、今現在ある分ですけれども、

手にしております。 

 ここにも、大変すばらしい内容のことを書か

れていますので、今期、新規で発行される観光

ガイドブックについては、このガイドブック以

上のものを、ぜひつくっていただきたい、その

ように思っておりますので、よろしくお願いい

たしたいと思います。 

 また、宿毛花へんろマラソンについては、第

３回目でフルマラソン参加者が１，０００名を

超えたということですので、来年４回目、５回

目と続いて行われると思いますけれども、今度

は１，１００名、２００名、３００名に向けて、

どうぞ努力のほうをよろしくお願いいたしたい

と思います。 

 以上で、私の質疑を終わりたいと思います。 

○議長（寺田公一君） ６番中平富宏君。 

○６番（中平富宏君） ６番、質疑を行います。 

 私の行おうとしている質疑は、議案第１３号

別冊、平成２３年度宿毛市一般会計予算と、議

案第１４号別冊、平成２３年度宿毛市国民健康

保険事業特別会計予算の２議案であります。 

 まず、議案第１３号別冊、平成２３年度宿毛

市一般会計予算の５６ページ、２款総務費、１

項総務管理費、１５目防災対策費、１９節負担

金補助及び交付金、こちらの宿毛市木造住宅耐

震改修工事費等補助金１６０万円についてであ

ります。 

 この補助金は、先日の市長答弁の中にも少し

触れられていたとは思いますが、昨年までの利

用状況と、補助を受ける限度額について、お聞

きをいたしたいと思います。 

 続きまして、ページ８５ページ、４款衛生費、

１項保健衛生費、２目予防費、その１４節使用

料及び賃借料ですか、そちらのほうの電気自動

車リース料６０万円についてであります。 

 この予算は、地球温暖化対策に向けた新たな

取り組みとして、電気自動車１台をリースする

ための予算と聞いておりますが、どのような車

を、どのようなリース内容で借りようとしてい

るのか。なぜ購入ではなく、リースなのかにつ

いて、お聞きをいたしておきたいと思います。 

 続きまして、９２ページ、４款衛生費、３項

清掃費、１目塵芥処理費の１９節です。生ごみ

処理機購入費補助金１００万円についてであり

ます。 

 この補助金については、先ほど、詳しい説明

をいただいておりますが、このコンポスト容器

及び電気生ごみ処理機等の購入に対する補助金

という説明をいただきました。 

 その中で、電気式については、以前も予算を

組んでおりながら、使わずに済んだ、そういっ

た例があります。 

 今回は、メーカーや機械の種類については、

どういったのを買ってもいいような、そういっ

たものになっているのか。要するに、自分の好

きな機種を購入することができるのかについて、

お聞きをいたしておきたいと思います。 

 続きまして、９７ページ、６款農林水産業費、

１項農業費、３目農業振興費の１９節です。 

 こちらの宿毛市中山間地域集落営農等支援事

業費補助金５２５万円についてであります。こ

の補助金については、提案理由の説明の中でも

触れられておりましたが、数台、３台になるの

でしょうか、その機械に対する補助金であると

お聞きをいたしました。 

 それぞれの補助率も違うようですので、より
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詳しい説明のほうをお聞きしておきたいと思い

ます。 

 同じく、１９節の宿毛市新規就農研修支援事

業費補助金２４０万円についてであります。 

 この補助金は、実践研修を行う新規就農希望

者や、研修受入農家等への支援を行う事業だと

思います。 

 以前から、近隣の自治体では行われている事

業のようでありますが、宿毛市には、研修の受

入農家がないなどの理由で、行われていなかっ

たのではないかと理解をしております。 

 今回、新規事業として計上した理由について、

その詳しい説明をお聞きしておきたいと思いま

す。 

 続きまして、１０３ページ。６款農林水産業

費、３項水産業費、２目水産業振興費、こちら

の１９節宇和海水産構想推進協議会負担金、３

２万４，０００円についてであります。 

 この負担金は、新規でありますが、この宇和

海水産構想推進協議会とはどのような会で、ど

のような協議を行おうとしているのかについて、

お聞きをいたしておきたいと思います。 

 続きまして、１３８ページ、１０款教育費、

５項保健体育費、３目社会体育振興費、１９節

についてであります。 

 チャレンジデー２０１１実行委員会補助金、

１０万円が計上されております。 

 このチャレンジデー２０１１とは何か。新規

の補助金でもありますので、その内容について

お聞きをいたしておきたいと思います。 

 続きまして、議案第１４号別冊、平成２３年

度宿毛市国民健康保険事業特別会計予算の２３

ページ。 

 ８款保健事業費、２項保健事業費、１目保健

衛生普及費、こちらの８報償費の中の生活習慣

改善運動事業報償費８万３，０００円。同じく、

１３節委託料の、生活習慣改善運動事業委託料、

９４万５，０００円。同じく、１９節の生活習

慣改善運動事業補助金、１００万円についてで

あります。 

 この３点は、関連をしていると思いますが、

そういった関係で、一度に質疑をさせていただ

きます。 

 この事業は、合計で２０２万８，０００円を

かけて行う新規事業であります。その内容は、

宿毛市の単独予算で行おうとしているものだと

思いますが、この運動施設の利用料を助成する

という内容で、どこの施設に、どのような形で

利用料を助成しようとしているのか、その詳し

い内容についてお聞きをいたしまして、１回目

の質疑といたします。 

○議長（寺田公一君） 総務課長。 

○総務課長（弘瀬徳宏君） 総務課長、中平議

員の質疑にお答えいたします。 

 議案第１３号別冊、平成２３年度宿毛市一般

会計予算、ページは５６ページであります。 

 第２款総務費、第１項総務管理費、１５目防

災対策費、１９節負担金補助及び交付金の宿毛

市木造住宅耐震改修工事費等補助金１６０万円

についてですが、今年度、２２年度の利用実績

は２件であります。 

 それから、限度額につきましては、改修費が

６０万円、それから設計費が２０万円を限度額

としております。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） 保健介護課長。 

○保健介護課長（三本義男君） 保健介護課長、

６番、中平議員の質疑にお答えいたします。 

 議案第１３号別冊、平成２３年度宿毛市一般

会計予算の８５ページ、第４款衛生費、第１項

保健衛生費、２目予防費、１４節使用料及び賃

借料のうち、電気自動車リース料６０万円の内

容でございますが、平成６年購入の公用車の老

朽化により、使用に支障が生じていることから、
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このたび、電気自動車を５年間のリースで導入

しようとするものでございます。 

 当市は、地球温暖化対策としまして、平成２

０年度からこれまで、市の公用車としてハイブ

リットカーを３台購入しております。温暖化対

策に加え、ガソリンエネルギーの代替として電

気自動車をリースすることにより、エネルギー

の安全保障問題にも取り組んでいけるものと思

います。 

 車種はまだ未定ですが、軽自動車をベースに

考えており、１回の充電により、１００キロメ

ートル以上、走行できるとのことです。 

 このタイプであれば、各地巡回の特定健診や、

がん検診等に、十分活用できるものと考えます。 

 電気自動車の、なぜ購入でなくリースなのか

という御質問ですが、購入となりますと、部品

やバッテリーが故障した場合には、現在、相当

の経費がかかると聞いております。 

 そのため、今回はリースでの予算計上をさせ

ていただきました。 

 続きまして、議案第１４号別冊、平成２３年

度国民健康保険事業特別会計予算、２３ページ。 

 歳出の第８款保健事業費、第２項保健事業費、

１目保健衛生普及費の中で、生活習慣改善運動

事業費関連予算として、８節の報償費に８万３，

０００円、１３節の委託料に９４万５，０００

円、１９節の負担金補助及び交付金に１００万

円を、合わせて計２０２万８，０００円を計上

させていただいております。 

 その内容につきましては、４０歳から７４歳

までの国保保険者４０名に対しまして、健康志

向に対する動機づけ、それから運動の習慣づけ、

あわせて医療費の抑制を図ることを目的に、健

康運動指導士による指導を、６カ月間実施して

まいります。 

 その間、市内の運動施設を自由に利用できる、

３カ月から６カ月間の施設利用料でございます。 

 また、この事業以外の対象者５０人に対しま

して、同施設を２０回、無料で利用できる助成

券を配布するものでございます。 

 この施設につきましては、プールと運動機能

の設備が整っております「スポーツクラブすく

も」を予定しております。 

 ８節につきましては、運動機能士の報償費と

して、前期後期合わせまして１５回分、８万２，

８００円、そして１３節の委託料につきまして

は、前期、月６回分、２０人で６３万円、後期、

３カ月分、２０人で３１万５，０００円の９４

万５，０００円。 

 積極的支援対象者のうち、上記の４０名以外

の５０名に対しまして、２０回分の施設使用料

の助成をするものとして、１００万円を計上し

ております。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） 環境課長。 

○環境課長（岩本克記君） 環境課長、６番、

中平議員の質疑にお答えいたします。 

 議案第１３号、平成２３年度宿毛市一般会計

予算、ページ９２ページ。 

 第４款衛生費、第３項清掃費、１目塵芥処理

費、１９節の負担金補助及び交付金の生ごみ処

理機購入費補助金を計上しておると。その中で、

この生ごみ処理機の補助金は、以前にも計上し

ておったけれども、使われざったと。今回はメ

ーカー指定あるのか、また自分の好きなもの買

うてかまんのかという御質問だと思います。 

 それは、今回の場合は、とにかく私は、ごみ

の減量化及び軽量化、そしてまた環境意識が高

まっていくように、市民が市内の量販店で買う

てもらうことは結構だと思います。ただ、この

補助することに当たりましては、一応、先ほど

も申し上げましたように、補助金の交付要綱が

ございますので、その中で補助対象者という欄

を設けまして、一応、要件を満たすものに対し
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て補助をもらうと、そういった取り組みをして

いきたいと思います。 

 二、三挙げますと、住所を本市において、か

つ住所が市内に置いてあるとか、そしてまた、

適正に維持管理してくれるとか、そしてまた、

原則として、市内の本社または支店、営業所を

有する業者から購入していただくとか、また、

市税を滞納してないこととか、いろいろござい

ますけれども、そういうことでしたら、どの社

種を買うても構いません。 

 ただ、メーカー、３社ぐらいありますけれど

も、このメーカーの、今まで私たちの調べた中

では、かなり、６万円から８万円ぐらいしてお

りますので、先ほど言いましたように、半分補

助と、あと半分は個人負担いただくということ

でございますので、市内のどこで買うてもいい

ということでございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（寺田公一君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（頼田達彦君） 産業振興課長、

６番、中平議員の質疑にお答えをいたします。 

 議案第１３号別冊、平成２３年度宿毛市一般

会計予算、ページ９７ページ。 

 ６款農林水産業費、１項農業費、３目農業振

興費の１９節負担金補助及び交付金の宿毛市中

山間地域集落営農等支援事業費補助金５２５万

円の説明をさせていただきます。 

 まず、最初は、宿毛いも生産組合が動力噴霧

器１台の購入費用として、５０万円のうち、県

補助金２分の１の２５万円を、事業実施主体で

あります宿毛いも生産組合へ補助するものです。 

 これは、市の補助金は含まれておりません。 

 続きまして、篠南集落営農組合が、こうち型

集落営農モデル育成事業費の補助を受け、コン

バイン１台と乾燥機１台の購入費用７５０万円

のうち、県補助金３分の２の５００万円を、事

業実施主体であります篠南集落営農へ補助をす

るものであります。 

 なお、篠南集落営農については、今、申しま

したように、こうち型集落営農の認定を受けて

おります。このこうち型集落営農というのは、

中山間地域における集落営農組織を育成し、所

得の確保、向上につながる農業生産の共同活動

を支援し、組織活動のステップアップに向けて

運営管理及び実証展示を支援する事業でありま

して、一定の要件をクリアすることにより、こ

うち型集落営農のモデル集落営農組織に認定さ

れます。これによって、補助金が３分の２とな

るものであります。 

 続きまして、同じ１９節の宿毛市新規就農研

修支援事業費補助金２４０万円について、説明

をさせていただきます。 

 新規就農者の確保定着は、高齢化が進む本市

においては、重要な課題であります。そこで、

研究実践を行う研修生や、研修生を受け入れす

る農家に対する支援を行い、研修の機会をふや

し、新規就農者の確保を図るものであります。 

 研修期間は１年であります。現在は、高知県

立農業大学校研修科の窪川アグリ体験塾で研修

を行っております方が１名、４月から宿毛市で

キュウリの研修を行うものでございます。 

 研修助成金としては、月１５万円の１２カ月

１８０万円、受入農家の謝金は５万円の１２カ

月で６０万円であります。 

 補助率といたしましては、研修助成金として、

県が３分の２、市が３分の１であります。受入

農家の謝金は、県１００％となっております。 

 この方は、新規就農者の方は、宿毛市出身で

ございますので、Ｕターンになると思います。 

 続きまして、ページ１０３ページ。６款農林

水産業費、３項水産業費、２目水産業振興費、

１９節負担金補助及び交付金、宇和海水産構想

推進協議会負担金であります。 

 この会につきましては、伊方町、八幡浜市、
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西予市、宇和島市、愛南町、宿毛市の６カ市町

が参加し、これらの地域が広域で一体となり、

産学官民が連携し、独自産業の確立と、安全で

安定した一連の仕組みを構築するため等の理念

のもとに、設立されました協議会であります。 

 ２３年度当初に、準備会を設立し、本格的に

稼働していく上で、各市町から負担金を徴収す

るものでございます。 

 負担金の内訳といたしましては、均等割とし

まして８万５，７１４円、人口割によるものが

２３万８，７７６円で、計３２万４，０００円

となっております。 

 負担金交付先については、宇和海水産構想推

進協議会で、事務局については、まだ決定はし

ておりませんけれども、宇和島市が予定をして

おります。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） 生涯学習課長兼宿毛文

教センター所長。 

○生涯学習課長兼宿毛文教センター所長（金増

信幸君） 生涯学習課長兼文教センター所長、

中平議員の質疑にお答えいたします。 

 議案第１３号別冊、平成２３年度宿毛市一般

会計予算、ページ１３８ページでございます。 

 第１０款教育費、第５項保健体育費、３目社

会体育振興費、１９節負担金補助及び交付金、

チャレンジデー２０１１実行委員会補助金１０

万円についてでございます。 

 このチャレンジデー２０１１というのは、ど

ういった内容のものかという御質問でございま

す。 

 チャレンジデーといいますのは、１５分以上、

スポーツあるいは運動をした住民の参加率を競

い合う、そういったイベントでございます。健

康づくり、あるいは地域づくり、生涯スポーツ

の普及、そういった健康で明るく、活力のある

地域づくりを目指して実施するイベントでござ

います。 

 実施については、５月の最終水曜日、来年度

につきましては、５月２５日でございます。全

国で１５０万人ほど参加している大きなイベン

トでございます。宿毛市でも、来年度から取り

組んでいきたいということで、今回、補助金の

予算計上をさせていただいております。 

 体育関係、あるいは行政、教育関係、企業の

方、そういった方で、実行委員会を立ち上げて、

取り組んでいきたい、その補助金を、今回、１

０万円計上させていただいております。 

 実行委員会につきましては、この市からの補

助金以外にも、笹川スポーツ財団より６０万円

ほどの補助金も受けられるということで、７０

万円ほどの予算で取り組んでいきたいというふ

うに思っております。 

 いずれにいたしましても、健康で明るく、活

力のある、そういった取り組みを進めていきた

いと思いますので、住民の皆さん、すべての方

に参加していただきたい、そういうふうな思い

でやっていきますので、ぜひ議員の皆さんを初

め、市民の皆さんには御協力、御支援いただき

たいというふうに思っております。 

 よろしくお願いします。 

○議長（寺田公一君） ６番中平富宏君。 

○６番（中平富宏君） ６番、再質疑をいたし

ます。 

 ３点について、再質疑を行いたいと思います。 

 まずは、議案第１３号別冊の、平成２３年度

宿毛市一般会計予算の５６ページの、先ほど言

いました宿毛市木造住宅耐震改修工事費等補助

金の１６０万円についてであります。 

 これは、今回、新規ではありませんので、内

容については、ある程度、把握をしているつも

りではありますが、特に耐震改修の面で、昨年

の金額と、ことしの受けれる補助金の金額が違

うのではないかという思いもあって、質疑もさ
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せていただいております。 

 昨年、幾らか上乗せがあったように聞いてお

りますが、そのあたりの補助金の、昨年とこと

しの金額に差があるようでありましたら、お示

しを願いたいと思います。 

 続きまして、同じく、ページが９７ページ。

こちらのほうの宿毛市中山間地域集落営農等支

援事業費補助金についてであります。 

 篠南の集落営農の組合については、課長のほ

うから説明ございました。それで、もう一つの

ほうのいも生産組合のほうの現在の人数、そし

て昨年のいもの生産高というのが、もしおわか

りでありましたら、お示しを願いたいと思いま

す。 

 続きまして、議案第１４号別冊、平成２３年

度宿毛市国民健康保険事業特別会計予算につい

てであります。 

 こちらのほうも、課長のほうから詳しい説明

がございましたが、その、要するに、こちらの

ほうに参加というか、指導を受けようとしてい

る方々は、個人負担のほうは必要であるのかな

いのか、その点について、再度、質疑をいたし

たいと思いますので、よろしくお願いをいたし

ます。 

○議長（寺田公一君） この際、中平富宏君の

質疑に対する答弁保留のまま、午後１時まで休

憩いたします。 

午前１１時５４分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 １時００分 再開 

○議長（寺田公一君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 中平富宏君の質疑に対する答弁を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（弘瀬徳宏君） 総務課長、中平議

員の再質疑にお答えいたします。 

 議案第１３号別冊、平成２３年度宿毛市一般

会計予算のページ５６ページ。 

 第２款総務費、第１項総務管理費、１５目防

災対策費、１９節負担金補助及び交付金の宿毛

市木造住宅耐震改修工事費等補助金の２２年度

と２３年度の補助限度額に違いがあるかという

質問やったと思いますが、違いがございません。

限度額は、いずれも６０万です。 

 ただ、平成２２年度につきましては、２２年

の第４回定例会で補正予算として計上しました

木造住宅耐震改修費等補助金、緊急経済対策耐

震改修事業費補助金、これは１件３０万の限度

額で補助する、いわゆる上乗せ分という形のも

のがありましたので、こういった補助事業を利

用される住民の方にとっては、平成２２年度に

ついては、９０万までの限度額を受けられると

いうことになります。 

 これは、別の事業で行っておりますが、確か

に耐震改修という、工事については、一緒に利

用することができるということになってます。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（頼田達彦君） 産業振興課長、

中平議員の再質疑にお答えいたします。 

 議案第１３号別冊、平成２３年度宿毛市一般

会計予算、ページ９７ページ。 

 ６款農林水産業費、１項農業費、３目農業振

興費、１９節負担金補助及び交付金の中の、宿

毛市中山間地域集落営農等支援事業費補助金の

中の、いも生産組合の昨年度の人数と、生産高

という御質問でございました。 

 ２２年度の実績といたしまして、栽培者数は

１８名です。生産量は８６．９トンとなってお

ります。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） 保健介護課長。 

○保健介護課長（三本義男君） 保健介護課長、

中平議員の再質疑にお答えいたします。 
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 議案第１４号別冊、平成２３年度国民健康保

険事業特別会計予算、２３ページ、歳出の第８

款保健事業費、第２項保健事業費、１目保健衛

生普及費の中で、生活習慣改善運動事業費関連

予算２０２万８，０００円について、個人の負

担金はあるのかとの質問でございますが、今回

の生活習慣改善運動事業は、特定保健指導とタ

イアップして実施いたしますので、積極的支援、

動機づけ支援の対象者の方を優先的に指導を行

っていきます。そのため、個人負担はありませ

ん。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） ６番中平富宏君。 

○６番（中平富宏君） ６番、丁寧な答弁をあ

りがとうございました。 

 その木造住宅の耐震改修を行った場合は、受

益者にとりますと、来年度は補助金が３０万円

減るということだと理解をいたしました。 

 他市では独自の予算を持って、これにプラス

アルファで補助金を増額したり、また、場合に

よっては、リフォームとともにすることにより

まして、補助金のほうを増額したりといった施

策をとりながら、この耐震化を進めているとこ

ろもあります。 

 この場は質疑でありますので、答弁は求めま

せんが、そういったことも含めまして、この予

算が補正で減額されることのないことを願って

おります。 

 以上で質疑を終わります。 

○議長（寺田公一君） ５番浅木 敏君。 

○５番（浅木 敏君） ５番の浅木です。質疑

をいたします。 

 さきの４人の方が、かなり質疑をしてくれま

したので、私が予定しておった分も理解できた

分はのけて、そのほかの分を質疑いたします。 

 まず、議案第１３号別冊、平成２３年度一般

会計予算の５３ページ。 

 第２款総務費、第１項総務管理費、９目開発

推進費、１９節負担金補助及び交付金、この中

の宿毛佐伯航路運航経費支援事業補助金２，０

００万円、これについてお尋ねします。 

 これについては、宿毛市長は、着任した時点

で、これまでの宿毛佐伯航路はだめになり、あ

と、新たにやってくれる人ができて、今、宿毛

佐伯航路は復活してやっていきようわけですが、

これに対して、毎年２，０００万円支援してい

かなあかんという状況が続いております。 

 これについて、現在の経営内容ですね、これ

について、どうなっているのかお尋ねします。 

 ２番目に、５４ページ、第２款総務費、第１

項総務管理費、１１目国土調査費、１３節委託

料、この中の地籍調査事業委託料、２，１１３

万１，０００円が計上されております。 

 今年度についての実施箇所は、当初説明の中

で山奈町と聞いておりますが、今後の事業はど

うなっていくのか。今年、山奈町が全部済むの

か。引き続いて、今後どういうふうにこの国土

調査を進めていくのか、お尋ねします。 

 それから、ページ９７ページ。 

 第６款農林水産事業、第１項農業費、３目農

業振興費、１９節負担金補助及び交付金のとこ

ろでございます。 

 宿毛市新規就農研修支援事業の補助金ですが、

これについては、２４０万。これにつきまして

は、先ほどの中平さんの議論の中で、かなり理

解できましたが、私として、若干聞いておきた

いことがあるので、質疑いたします。 

 この先ほどのやりとりを聞いてみると、この

２４０万を対象とした人は決まっているという

ふうに感じ取れる内容でした。 

 そういうことは、この制度は、私はこれから

農業後継者を育てていく上で、非常にいいと思

いますので、新たにこういう制度にのって、自

分も農業者になりたいという人が出てきた場合、
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どういうふうに手続をし、またどういう、今後、

補正予算を組むような方向に持っていってもら

えるのかどうなのか、それを聞きたいわけです。 

 それと、この対象者となる方の年齢ですね。

年齢制限はあるのか。例えば、何歳以上はこの

対象にならないとかいうふうな制限があるのか

ないのか、これを聞きたい。 

 それから、これを何かの都合で、途中でやめ

たりした場合、ペナルティー、例えばもう既に

払ったものを戻しなさいとか、そういうものが

ついているのかついていないのか、そこらあた

り答えていただきたい。 

 次は、ページ１１４ページ。第８款土木費、

第４項都市計画費、３目公園費。この中の１５

節で、工事費として２７３万円、材料費として

１，５３０万５，０００円が計上されておりま

す。説明では、咸陽島を含む４カ所の公園に、

複合遊具を整備すると説明がありましたが、咸

陽島以外の箇所については、どこになるのかお

示し願いたい。 

 以上で１回目の質疑、終わります。 

○議長（寺田公一君） 企画課長。 

○企画課長（岡崎匡介君） 企画課長、浅木議

員の質疑にお答えいたします。 

 議案第１３号別冊、平成２３年度一般会計予

算、ページ５３ページ。 

 第２款総務費、第１項総務管理費、９目開発

推進費、１９節負担金補助及び交付金で、宿毛

佐伯航路運航経費支援事業補助金２，０００万

に関連いたしまして、宿毛フェリーの経営状況

についての質疑でございます。 

 この質疑につきましては、議案第２号別冊、

平成２２年度宿毛市一般会計補正予算（第５

号）、ページ２６ページ。同じく第２款総務費、

第１項総務管理費、９目開発推進費、１９節負

担金補助及び交付金の宿毛佐伯航路運航経費支

援補助金の減額補正についても、関連いたしま

すので、あわせてお答えいたします。 

 当補助金につきましては、補助金額２，００

０万円を上限といたしまして、高知県と幡多６

カ市町村で支援をしております宿毛佐伯航路運

航経費支援事業と位置づけておりまして、まず、

議案第２号別冊におきまして、１，２３５万円

の減額補正をいたしております経過がございま

す。 

 この減額に際しましては、宿毛フェリーがエ

ンジンの回転数を調整するなどの効率的な運航

を実施すること等によりまして、約１２％の燃

料費の節約を図るなどの経営努力によりまして、

２，０００万円の満額補助に至っておりません。 

 ２３年度におきましては、満額補助分として、

こちらのほうに２，０００万を計上いたしてお

りますが、現在、石油産油国におきまして、政

情不安に起因する燃料費が急激に上がっている

ことから、また景気低迷によりまして、利用者

の減少もあることから、航路運営は非常に厳し

い状況にあると聞いております。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） 建設課長。 

○建設課長（安澤伸一君） 建設課長、５番、

浅木議員の質疑にお答えをいたします。 

 議案第１３号別冊、平成２３年度宿毛市一般

会計予算、５４ページ。 

 第２款総務費、第１項総務管理費、１１目国

土調査費、１３節委託料２，１１３万１，００

０円でございます。 

 まず、２３年度についてでございますが、こ

れは山奈の調査となっておりますが、山奈、全

部完了となるのかという御質問でございますが、

これは、山奈の２３年度におきましては、今回

も小島近辺、０．４６平方キロメートルを予定

をしておりますので、まだ、山奈も全部は完了

いたしません。 

 それから、２４年度以降の見通しについてで



 

－ 150 － 

ございますが、２４年度以降については、どこ

を現地調査するかということについては、まだ

決まっておりません。 

 ある地区などからは、要望、国土調査やって

いただきたいという要望などもあがっておりま

すので、２３年度になってから、どこを調査す

るか決定をしてまいりたいというふうに考えて

おります。 

 それから、同じく１１４ページ。８款土木費、

４項都市計画費、３目公園費、１５節工事請負

費６７７万１，０００円と、１６節原材料費１，

５３０万５，０００円でございますが、これ、

この中で公園遊具設置４カ所ということで、咸

陽島以外の３カ所についての御質問でございま

す。 

 一つ目といたしましては、駅東１号公園、与

市明川のそばでございます。ここにはベンチ５

基、それから高木などの植樹を考えております。 

 それから、次に平田近隣公園、ここには複合

遊具がもう既に設置しておりますので、ベンチ

を８基設置をしたいというふうに考えておりま

す。 

 それから、駅前２号公園、奥谷病院の前でご

ざいますが、ここについても、花壇の土の入れ

かえとか、そういったことをやるような予定と

しております。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（頼田達彦君） 産業振興課長、

浅木議員の質疑にお答えをいたします。 

 議案第１３号別冊、平成２３年度宿毛市一般

会計予算、ページ９７ページ。 

 ６款農林水産業費、１項農業費、３目農業振

興費、１９節負担金補助及び交付金、宿毛市新

規就農研修支援事業費補助金で、新たになりた

い人が出た場合は、補正等で対応するのかとい

う御質問に対してですけれども、当然、新たに

来年度、また新規で研修を行いたいという方が

出た場合には、県のほうに補助金の申請をして

いきたいと考えております。 

 それから、２番目の対象者の年齢でございま

すけれども、年齢制限はその年の４月１日現在

で１５歳以上、６５歳未満の方が研究生として

の対象になります。 

 それから、３番目の、やめた場合にはペナル

ティー等があるのかということでございますが、

半年以上を、一応、研修を受けていただくとい

うのが義務づけになっております。 

 なお、最終的には、補助金の実績に基づいて、

県のほうへ申請いたしますので、３カ月とか、

そういうことでやめた場合には、補助金等はつ

かなくなりますので。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） ５番浅木 敏君。 

○５番（浅木 敏君） ５番、再質疑をいたし

ます。 

 ５３ページの分で、宿毛佐伯航路の問題で、

今、説明をいただきました。エンジンの回転数、

細部など、節約に努めているということですが。 

 もう１点、私の聞くところでは、やはり同じ

九州へ渡っても、ほかにも航路があると、八幡

浜を含めてほかにも航路があるということで、

そちらのほうへ客をとられているんじゃないか

というふうに言う方もおるわけです。向こうの

ほうがサービスがええというような話もありま

すので、乗ってもらう方に対するサービス、特

に、常時乗る方ですね。物を輸送するトラック

とか、そういう方ですね、そういうお客をしっ

かりつかむことが大事じゃないかと思いますが、

こういった面については、何かの努力をされよ

うような情報が入っておったら、知らせてもら

いたいと。 

 なお、この補助については、長年続けてきた

わけですが、今後ともずっと続けていくという
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ことになるのか、そこらの見通しもお示し願い

たい。 

 それから、国土調査につきましては、今後も

取り組んでいくということですが、先般、高知

新聞の読者の広場ですかね、あれにも投書が載

っておりましたが、やはりこれを早く完了して

もらいたいという市民の要望は強いようですの

で、引き続いて、今後取り組んでいただきたい

ということで、これは再質疑は求めません。 

 それから、９７ページの新規就農者への支援

の問題ですが、今の課長の説明で大方わかりま

したが、ちょっと後半の部分で、わかりにくか

ったのは、ペナルティーの問題ですね。これに

ついて、補助金がなくなるというふうに聞いた

わけです。 

 これは、中身としては、月々何ぼというもの

を払っていくんじゃないかと。１５万いうたで

すかね、そのお金を払っていくんやけど、一回

払ったものを、また、例えば３カ月でやめたと

か、６カ月でやめた場合、それを戻すというこ

とになるのかならんのか。そんなペナルティー

があるのかないのかを聞きたかったわけです。

それがわかれば教えていただきたい。 

 なお、もう一つ、来年度も希望があれば予算

を組むということですが、これは本人がそうい

う制度があったら、希望したいという場合には、

どういうふうにしておけば予算化されるのか。 

 例えば、きょうの議論でも聞いたり、またい

ろんな情報を見て、やりたいという場合に、前

もって連絡してないと、これは予算化されない

ような感じのものになっているよと思うんです。 

 そういう面で、やりたい人はどういうふうに

しておけばええのか、それをお知らせ願いたい。 

 それから、１１４ページの公園遊具の関係に

ついては、内容はわかりました。しかし、これ

が、１５節で工事費で組まれ、１４節の原材料

では、１，５３０万も組まれてますので、ほと

んどのものを全部、こちらで買って、現物は提

供ということになるんじゃないかと思いますが。 

 それぞれの場所に、同じようなものができる

ようになるのか。特に咸陽島公園については、

いろいろ皆さんの意見を聞く中で、やはりあそ

この場所は、自分たちの心を休ます場所だと、

憩いの場所だというようなことから、そこに変

わった遊具があるきに、休まらんということで

はないかもわからんですが、私の感覚としては、

以前みたいな、木でつくった、そういう安らぎ

のあるようなものができたらええと思うわけで

すが、そこらあたり、同じ物をつくるようにな

っているのかどうか、お聞きしたいんです。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） 企画課長。 

○企画課長（岡崎匡介君） 企画課長、浅木議

員の再質疑にお答えいたします。 

 まず、豊後水道、他のフェリー等もある中で、

何か特異のサービスをするような情報があれば

ということと、それから、補助に対しての継続

はするのかという二つの御質問だったと思いま

す。 

 まず、乗ってもらうためのいろいろなサービ

スというのは、今の宿毛フェリーとしましては、

各旅行会社等に観光企画なんかを提案する等の

営業は、常に行っております。 

 ただ、運航に対して、利用者が減ったことに

対しては、各フェリー会社とも同等の減り方を

しておりまして、特に宿毛フェリーが、他の航

路に取られたというふうな情報は聞いておりま

せんが、ただ、運航回数が少ないために、九州

方面とか、九州方面に渡るための部分で、一番

便利なフェリーを使うということで、多少、移

動があるということは考えられると思います。 

 それと、この補助の継続についてでございま

すが、この補助金は、先ほども申しましたとお

り、高知県と幡多６カ市町村の合同で出してお
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ります補助金でございまして、平成２１年度か

らおおむね５年間をめどに、創設された補助金

でございまして、今まで宿毛市単独で行ってお

ります補助金とは違いますことを御理解いただ

きたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（頼田達彦君） 産業振興課長、

浅木議員の再質疑にお答えをいたします。 

 議案第１３号別冊、平成２３年度宿毛市一般

会計予算、ページ９７ページの宿毛市新規就農

研修支援事業費補助金で、半年以内にやめた場

合に、市は当然、補助金、月々払っているので、

そういった場合の返還はどうなるのかという御

質問と思います。 

 おっしゃるように、市は毎月、支払いはいた

しますけれども、当然、６カ月、半年以内にや

めた場合には、県の補助金もおりてきませんの

で、市としても当然、その方に対して、補助金

の返還は求めていくようにしております。 

 なお、これは要綱等にもうたって、入れてい

かなければならないと考えております。 

 それから、やりたい方については、農協を通

じていただいてもええし、直接、市の産業振興

課へ来ていただいても構いません。幅広く人材

を確保していかないけませんので、どちらでも

いいですので、予算化する前に、相談しに来て

いただければと思っております。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） 建設課長。 

○建設課長（安澤伸一君） 建設課長、５番、

浅木議員の再質疑にお答えをいたします。 

 議案第１３号別冊、平成２３年度宿毛市一般

会計予算、ページ１１４ページ。 

 ８款土木費、４項都市計画費、３目公園費、

１５節工事請負費６７７万１，０００円と、１

６節原材料費、１，５３０万５，０００円につ

いての、その工事の方法でございますが、工事

請負費には、遊具などの材料費は含まれており

ません。経費を節減する上で、原材料費に計上

して、工事請負費は手間とか、そういったもの

にしております。 

 それから、それぞれ公園に、４カ所の公園に、

同じような遊具を設置するのかという御質問で

ございますが、それぞれの公園には、見合った

物をというふうに考えておりますので、全部同

じ、一律同じような物は考えてございません。 

 それから、咸陽島につきましては、複合遊具

１基、それからブランコが老朽化しております

ので、ブランコ、それから芝張り等を計画して

おります。 

 この複合遊具につきましても、木材とか、い

ろいろ材料とかございますが、耐用年数とかい

うような問題等もありますので、現在のところ、

木材遊具は考えてございません。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） ５番浅木 敏君。 

○５番（浅木 敏君） ５番、再質疑は終わり

ますが、希望として、先ほど、産業振興課長か

らお話ありましたペナルティーの問題ですね。

これも、これから文書化して、どうするか、要

綱をつくっていくということでございますが、

私としては、そんなペナルティーになるような、

６カ月でやめました、３カ月でやめましたいう

ことにはなってほしくないと。一人前の、ちゃ

んとしたそういう農業者に育ってほしいという

気持ちは、胸いっぱい自分はそう思うわけです

が。 

 ３カ月いかなかったら、１５万ずつのお金、

４５万を戻しなさいということになるのは、こ

れも酷じゃないかと思うんで。本人もやりたく

てやり始めたことなんで、途中でやめるいうた

ら、よっぽどのことだと思います。そこらは配

慮した要綱というものを考えていただきたい。
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これは私の希望でございます。 

 そういうことを申し上げて、質疑を終わりま

す。どうもありがとうございました。 

○議長（寺田公一君） 以上で、通告による質

疑は終了いたしました。 

 ほかに質疑はありませんか。 

 １５番西村六男君。 

○１５番（西村六男君） ２３年度の新予算を

見ておりましたら、他市と比べまして、若干、

総額が低いと。もう少し前向きにと思っており

ましたけれども、中身を見れば、大変、苦心を

したあとが見られまして、非常に中身の濃い、

いい予算編成ではないかと思います。 

 それを見ておりましたとこに、それだけシビ

アに予算を組んだのに、その項目だけが、なぜ

こんなに甘いかなということが、ちょっと今、

一つ気がつきましたので、その点だけをお聞き

したいと思います。 

 それは、２３年度予算の、別冊２０号、国民

宿舎「椰子」の予算でございます。 

 もう皆さん御存じのとおり、国民宿舎「椰

子」は、金利と工事費ともで年間８，８００万

ほど、市民の税金で支払いをしておるところで

ございますが、それを現在、民間企業に年間９

００万円で貸しておるわけでございます。 

 もちろん、貸し手が９００万円で貸すに当た

っては、火災保険も市が払うし、そして修繕費

が５０万以上あれば、それも市が払うと。財産

そのものが宿毛市のものでございますので、当

然、かかるべき固定資産税も市が払っておりま

すので、丸々、何も要らない、９００万円で借

りてもらっておるわけでございますが。 

 今年度、この予算を見ておりましたら、この

５０万以上の修繕費は市が払うというのは当然

でございますが、ここに１００万と、そして積

立金２００何万だか出ておりますが、この説明

を求めたいと思います。 

○議長（寺田公一君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（津野元三君） 商工観光課長、

西村議員の議案質疑にお答えいたします。 

 議案第２０号別冊、平成２３年度宿毛市国民

宿舎運営事業特別会計予算、ページ７ページ。 

 第１款国民宿舎費、第１項国民宿舎費、１目

国民宿舎運営費、２５節積立金の関係でござい

ますが、この積立金につきましては、国民宿舎

施設整備等基金積立金でございまして、「椰

子」施設を整備するための大型の施設整備費が

かかった場合に、急遽、予算を組むということ

ができませんので、あらかじめその大きい工事

経費なんかのために、積立金を積み立てており

ます。 

 また、１１節の需用費の１００万につきまし

ては、「椰子」の指定管理の協定の中で、５０

万以下は指定管理者の修繕をしていただくと。

５０万以上になりますと、担当課のほうで、市

のほうで修繕を行うわけですけれども、これも

１００万を超しますと、また補正予算を組んだ

りせないけませんので、あらかじめ軽微な部分

について、１００万の修繕費を組んでおいて、

それから大まかな施設整備の部分については、

積み立てをして、対応していくようにしており

ます。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） １５番西村六男君。 

○１５番（西村六男君） その理由はよくわか

っておるわけでございますが、この積立金２０

０万は、毎年やっておるわけですが、現在、幾

らほど残って、過去にどのような項目に、どれ

くらい使っておるか、ちょっと説明を求めたい

と思います。 

 そして、この修繕費１００万でございますが、

学校等、その他教育施設なんかにつきましては、

修繕してもらいたいことがいっぱいある。しか

し、予算査定でどんどんどんどん落とされてい
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る。なかなか現場では、修繕をしてもらいたい、

やってもらえん、その残念がいっぱい、ＰＴＡ

の中にもあります。 

 ところが、咸陽島では、今差し当たって直さ

んでもかまわん、直さないかんとこら出てくる

から、まあ１００万おいちょくかという予算で

ございますが。 

 考え方の違いもありますけれども、そこらあ

たり、もう少し納得いく御説明をお願いします。 

○議長（寺田公一君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（津野元三君） 商工観光課長、

西村議員の再質疑にお答えいたします。 

 現在の積立金の残高でございますが、８２５

万４４０円の積み立てをしております。 

 そして、過去の整備につきましては、ちょっ

と今、資料を持ち合わせてませんので、今、資

料を準備してますので、ちょっと。 

 過去５年間の修理金額としましては、５００

万ちょっとやっております。済みません、５年

間で１，７００万ほどやっております。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） １５番西村六男君。 

○１５番（西村六男君） くどくどは申しませ

んが、考え方の違いでございますので、これ以

上のことは申しませんけれども、この「椰子」

は、なぜか扱いにくいと。特別なような考え方

があるのではないかというふうに、私は思って

おります。 

 このシビアな予算を組んでおる中でございま

すので、たとえ「椰子」であろうとも、ほかの

予算編成と同じように、シビアな目で、今後は

取り組んでいただきますようにお願いしておき

たいと思います。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） ほかに質疑はありませ

んか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） ほかに質疑がありませ

んので、これにて質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております議案のうち

「議案第１号」については、会議規則第３７条

第３項の規定により、委員会の付託を省略いた

したいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） 御異議なしと認めます。 

 よって「議案第１号」については、委員会の

付託を省略することに決しました。 

 ただいま議題となっております議案のうち、

「議案第２号から議案第４３号まで及び議案第

４６号から議案第５０号まで」の４７議案は、

お手元に配付してあります議案付託表のとおり、

所管の委員会に付託いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案等審査のため、３月１０日及び３月１１

日並びに３月１４日から３月１７日までの６日

間は休会いたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） 御異議なしと認めます。 

 よって、３月１０日及び３月１１日並びに３

月１４日から３月１７日までの６日間は休会す

ることに決しました。 

 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

 ３月１０日から３月１７日までの８日間は休

会し、３月１８日午前１０時より再開いたしま

す。 

 本日はこれにて散会いたします。 

午後 １時４７分 散会 
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陳  情  文  書  表 

                           平成２３年第１回定例会 

受理番号 受理年月日 件       名 提 出 者       付託委員会 

第３８号 
平成 

23. 3. 7 

子ども達が主役である学校づく

りのために再編計画実施は慎重

に行うことを求める陳情につい

て 

宿毛市小中学校ＰＴ

Ａ連合会 

  会長 柴岡宏行 

総 務 文 教 

 

     上記のとおり付託いたします。 

     平成２３年３月９日 

                     宿毛市議会議長 寺 田 公 一 
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議案第 ４号 

 

議案第 ５号 

議案第 ６号 

 

議案第 ７号 
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議案第 ９号 

議案第１０号 

 

議案第１１号 

 

議案第１２号 

議案第１３号 

議案第１４号 

議案第１５号 

議案第１６号 

議案第１７号 

 

議案第１８号 

議案第１９号 

議案第２０号 

議案第２１号 

議案第２２号 

議案第２３号 

議案第２４号 

議案第２５号 

平成２２年度宿毛市一般会計補正予算について 

平成２２年度宿毛市国民健康保険事業特別会計補正予算につ

いて 

平成２２年度宿毛市へき地診療事業特別会計補正予算につい

て 

平成２２年度宿毛市定期船事業特別会計補正予算について 

平成２２年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計補正予算に

ついて 

平成２２年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予算について 

平成２２年度宿毛市下水道事業特別会計補正予算について 

平成２２年度宿毛市介護保険事業特別会計補正予算について 

平成２２年度宿毛市土地区画整理事業特別会計補正予算につ

いて 

平成２２年度宿毛市後期高齢者医療特別会計補正予算につい

て 

平成２２年度宿毛市水道事業会計補正予算について 

平成２３年度宿毛市一般会計予算について 

平成２３年度宿毛市国民健康保険事業特別会計予算について 

平成２３年度宿毛市へき地診療事業特別会計予算について 

平成２３年度宿毛市定期船事業特別会計予算について 

平成２３年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計予算につい

て 

平成２３年度宿毛市学校給食事業特別会計予算について 

平成２３年度宿毛市下水道事業特別会計予算について 

平成２３年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計予算について 

平成２３年度幡多西部介護認定審査会特別会計予算について 

平成２３年度宿毛市介護保険事業特別会計予算について 

平成２３年度宿毛市土地区画整理事業特別会計予算について 

平成２３年度宿毛市後期高齢者医療特別会計予算について 

平成２３年度宿毛市水道事業会計予算について 
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総 務 文 教 

常任委員会 

（１４件） 

議案第２６号 

議案第２７号 

 

議案第２８号 

 

議案第２９号 

 

議案第３０号 

 

議案第３１号 

 

議案第３２号 

 

議案第３３号 

 

議案第３４号 

 

議案第３７号 

議案第４０号 

議案第４１号 

議案第４２号 

議案第４３号 

宿毛市暴力団排除条例の制定について 

宿毛市課設置条例及び宿毛市特別会計設置条例の一部を改正

する条例について 

宿毛市移動通信用施設の設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例について 

宿毛市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関

する条例の一部を改正する条例について 

宿毛市一般職員の給与に関する条例の一部を改正する条例に

ついて 

宿毛市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例に

ついて 

長期継続契約を締結することができる契約に関する条例の一

部を改正する条例について 

宿毛市スクールバスの住民利用に関する条例の一部を改正す

る条例について 

宿毛市立体育館の設置及び管理に関する条例の一部を改正す

る条例について 

宿毛市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

宿毛市振興計画（基本構想）について 

宿毛市の特定の事務を取り扱わせる郵便局の指定について 

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 

産 業 厚 生 

常任委員会 

（ ９件） 

議案第３５号 

議案第３６号 

議案第３８号 

 

議案第３９号 

 

議案第４６号 

議案第４７号 

議案第４８号 

議案第４９号 

議案第５０号 

宿毛市立保育所設置条例の一部を改正する条例について 

宿毛市児童遊園設置条例の一部を改正する条例について 

宿毛市営改良住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正

する条例について 

企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正す

る条例について 

宿毛湾港港湾区域内の公有水面埋立てについて． 

市道路線の認定について 

市道路線の認定について 

市道路線の変更について 

市道路線の廃止について 
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平成２３年 

第１回宿毛市議会定例会会議録第５号 

 

１ 議事日程 

    第１７日（平成２３年３月１８日 金曜日） 

午前１０時 開議 

   第１ 議案第１号から議案第４３号まで及び議案第４６号から議案第５０号まで 

      （議案第１号、討論、表決） 

      （議案第２号から議案第４３号まで及び議案第４６号から議案第５０号まで、委 

       員長報告、質疑、討論、表決） 

   第２ 議案第５１号から議案第５４号まで 

      議案第５１号 宿毛市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部 

             を改正する条例の一部を改正する条例について 

      議案第５２号 宿毛市議会議員定数条例の一部を改正する条例について 

      議案第５３号 宿毛市議会委員会条例の一部を改正する条例について 

      議案第５４号 宿毛市議会政務調査費の交付に関する条例の一部を改正する条例

について 

   第３ 陳情第３６号外１件 

   第４ 委員会調査について 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

２ 本日の会議に付した事件 

   日程第１ 議案第１号から議案第４３号まで及び議案第４６号から議案第５０号まで 

   日程第２ 議案第５１号から議案第５４号まで 

   日程第３ 陳情第３６号外１件 

   日程第４ 委員会調査について 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

３ 出席議員（１４名） 

   １番 今 城 誠 司 君     ２番 岡 﨑 利 久 君 

   ３番 野々下 昌 文 君     ４番 松 浦 英 夫 君 

   ５番 浅 木   敏 君     ６番 中 平 富 宏 君 

   ８番 浦 尻 和 伸 君     ９番 寺 田 公 一 君 

  １０番 宮 本 有 二 君    １１番 濵 田 陸 紀 君 

  １２番 西 郷 典 生 君    １４番 中 川   貢 君 

  １５番 西 村 六 男 君    １６番 岡 崎   求 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

４ 欠席議員（ １名） 

   ７番 有 田 都 子 君 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

５ 事務局職員出席者 

   事 務 局 長        岩 本 昌 彦 君 

   次長兼調査係長  朝比奈 淳 司 君 

   議 事 係 長        岩 村 研 治 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

６ 出席要求による出席者 

   市 長  中 西 清 二 君 

   副 市 長  岡 本 公 文 君 

   企 画 課 長  岡 崎 匡 介 君 

   総 務 課 長        弘 瀬 徳 宏 君 

   市 民 課 長  滝 本   節 君 

   税 務 課 長  山 下 哲 郎 君 

   会計管理者兼 

   会 計 課 長 
小 島 秀 夫 君 

   保健介護課長  三 本 義 男 君 

   環 境 課 長        岩 本 克 記 君 

   人権推進課長  乾     均 君 

   産業振興課長  頼 田 達 彦 君 

   商工観光課長  津 野 元 三 君 

   建 設 課 長  安 澤 伸 一 君 

   福祉事務所長  沢 田 清 隆 君 

   水 道 課 長  豊 島 裕 一 君 

   教 育 長        岡 松   泰 君 

   教 育 次 長 兼       

   学校教育課長 
出 口 君 男 君 

   生涯学習課長 

   兼 宿 毛 文 教       

   センター所長 

金 増 信 幸 君 

   学 校 給 食       

   センター所長 
岡 村 好 知 君 

   千 寿 園 長        村 中   純 君 

   農 業 委 員 会 

   事 務 局 長 
小 野 正 二 君 

   選挙管理委員 

   会 事 務 局 長 
島 内 千 尋 君 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後１０時０１分 開議 

○議長（寺田公一君） これより本日の会議を

開きます。 

 この際、議長から報告いたします。 

 去る３月１１日に発生した東北地方太平洋沖

地震により、多くのとうとい命が奪われました。

本市議会として、犠牲者の皆様に対し、黙祷を

もって哀悼の意を表したいと思います。 

 御出席の皆様方の御賛同を賜りますよう、お

願いいたします。 

○事務局長（岩本昌彦君） ただいまより、１

分間の黙祷を行います。 

 皆様の御起立をお願いいたします。 

 黙祷。 

（黙 祷） 

○事務局長（岩本昌彦君） 黙祷を終わります。 

 御着席願います。 

○議長（寺田公一君） 未曾有の大災害に襲わ

れ、現在もなお厳しい生活を強いられている被

災者の皆様方に対し、心からお見舞いを申し上

げますとともに、一日も早い復興をお祈り申し

上げます。 

 日程第１「議案第１号から議案第４３号まで

及び議案第４６号から議案第５０号まで」の４

８議案を一括議題といたします。 

 これより「議案第１号」について討論に入り

ます。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 これより、「議案第１号」を採決いたします。 

 本案は、これに同意することに賛成の諸君の

起立を求めます。 

（賛 成 者 起 立） 

○議長（寺田公一君） 起立多数であります。 

 よって、「議案第１号」は、原案のとおり可

決されました。 

 これより「議案第２号から議案第４３号まで

及び議案第４６号から議案第５０号まで」の４

７議案について委員長の報告を求めます。 

 予算決算常任委員長。 

○予算決算常任委員長（中川 貢君） 予算決

算常任委員長。 

 本委員会に付託されました議案２４件につき

まして、審査の概要と結果を御報告いたします。 

 まず、３月２日の全体委員会において、審査

方針の確認と、執行部への審査資料要求の集約

を行った後、効率的な審議を行うため、本委員

会を二つの分科会に分けて、３月１０日、１１

日、１４日、１５日の４日間にわたり、審議を

行いました。 

 その後、３月１７日に意見調整のための全体

委員会を開催し、各分科会主査の審議経過報告

と質疑を経て、意見調整を行った結果、本委員

会に付託されました議案２４件のうち、議案第

１３号については修正可決、その他の２３議案

については、いずれも原案を可決すべきものと

決しました。 

 以下、各分科会の審査結果報告の概要につい

て、御報告をいたします。 

 まず、第１分科会主査より、次のような審議

内容の報告がありました。 

 議案第１３号、平成２３年度宿毛市一般会計

予算歳出の１０款教育費、２項小学校費、３目

学校建設費、１３節委託料、宿毛小学校統合改

築工事基本・実施設計委託料８，７００万円と、

宿毛小学校統合改築工事地質調査業務委託料６

５０万円について、審査過程で委員からいろい

ろな意見が出されました。 

 主な意見として、実施設計の委託料８，７０

０万円について、小筑紫小学校の例では、入札

減が出て、２，０００万円以下で落札されたが、
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同じように入札すれば、宿毛小学校は５，００

０万円くらいの入札減の効果が出るのではない

か。そういう効果を超えてまで、市長が以前の

議員協議会で説明したように、随意契約とする

というのは、非常に問題があるのではないかと

いう意見。 

 あるいは、国交省の新しい基準に基づき、面

積に新基準をかけて８，７００万円という金額

を出しているわけですが、これから他の学校も

こういう基準で積算するとなれば、全体の再編

計画の中で、予算が過大にかかるのではないか

という意見。 

 あるいは、市長は随意契約を希望しているよ

うだが、コンペとか指名競争入札にするべきで

あり、そのような条件をつけるべきではないか。

そして、競争入札には当然、市長が思いのある

有名な建築家も入ってもらって、競争してもら

ったらいいのではないかなどの意見が出されま

した。 

 そのほか、ここでボーリング調査の予算を認

めると、結果的に建設場所が確定することにな

ることも懸念される。小学校を現在のグラウン

ドの南向きの位置に建てると、反対側の運動場

が日陰になったり、狭くなったりするのではな

いかというふうなこと。また、そのほかには、

現小学校の北側の民家を買い取れば、小学校の

面積は十分そこで確保できるので、なるべくそ

ちらに校舎を建築すれば十分、現在地でもやれ

るのではないかなどの意見が出され、現行計画

をそのまま認めることは、非常に問題があると

いうことでございました。 

 第１分科会での主な質疑としましては、入札

について、コンペもしくは指名競争入札をすべ

きではないかという意見があったとのことであ

るが、執行部として、入札に関して、どういっ

た考えを持っているのかという質問に対しまし

て、担当の答弁としては、指名選定委員会等が

あるから、その中でもみ直しし、指名競争入札

にするのか、一般競争入札にするのか、随意契

約にするのか、一番いい方法を選ぶとの報告が

ありました。 

 続いて、第２分科会主査より、以下のような

審議概要の報告がありました。 

 議案第１３号、平成２３年度宿毛市一般会計

予算、歳出中の８款土木費、４項都市計画費、

４目都市再生整備事業費のうち、中心市街地活

性化事業に関連する道路実施設計委託料２，３

００万円ほか、合計６，７５４万円についての

審議の中で、全体の合意形成がなされてない中

で、道路整備事業が計画されており、本会議で

も同僚議員が一般質問した際に、再検討したい

との市長答弁もありましたが、本分科会でも中

心市街地活性化の全体計画が確定してから実施

するようにとの意見が多数出されたとの報告が

ありました。 

 第２分科会の主な質疑としては、土居の後線

の道路改良について、都市防災の補助事業を導

入するに当たって、宿毛小学校にコミュニティ

ーエリアをつくることを前提に、補助率が上が

っているのではないかとの質問に対し、担当課

からは、宿毛小学校の建設により、土居の後線

の補助率が５０％だが、それがだめということ

になれば、４５％でやらなければならないとの

回答がございました。 

 また、中心市街地活性化のめどがつくまで、

道路設計委託料を執行すべきではないとの報告

があったが、計画されている道路は三つの路線

がそれぞれ違う。３路線とも、問題があるとの

ことかとの質問に対して、土居の後線は、学校

と関連した道路、水道通りや用排水路が傷んで

いて、早急に改修しなければならないため、喫

緊の課題として問題ないが、商工会議所から沖

須賀に抜ける桜町沖須賀線については、一般質

問でも言ったように、中心市街地活性化と密接



 

－ 163 － 

な関係があり、その部分については、問題があ

るのではないかと指摘したとの回答がございま

した。 

 その後、冒頭でも御報告したとおり、議案第

１３号、平成２３年度宿毛市一般会計予算に対

して、中平委員から修正動議が提出され、審議

の結果、修正可決となりましたが、以下、提案

理由の説明を御報告をいたします。 

 修正しようとするものは、議案第１３号、平

成２３年度宿毛市一般会計予算についてであり

ます。 

 その内容は、小学校建設費を省くために、歳

出予算の第１０款教育費、第２項小学校費、３

目学校建設費の９，３６１万円のすべてと、そ

れに伴う歳入、予算及び地方債を減額するもの

であります。 

 この予算は、今議会の一般質問においても議

論されましたが、小・中学校再編計画の中で、

宿毛中学校と松田川小学校の児童３４８名のた

めの小学校建築基本・実施設計予算であります。 

 この小学校は、学校施設面積４，５００平方

メートルに加え、コミュニティーエリア５００

平方メートルを含む床面積５，０００平方メー

トルであり、現在の宿毛小学校の東側にあるグ

ラウンドに建設を予定しております。 

 学校内に設けようとしているコミュニティー

エリアは、災害時の避難場所として整備をし、

中心市街地活性化とも連動して、地域の方との

交流に使いたいとの説明でありますが、どのよ

うな施設なのか、その全容は全く示されておら

ず、その完成予想図、構想図さえない状況であ

ります。 

 避難場所といっても、学校建設予定地は津波

ハザードマップで３メートルの浸水が予想され

ている地域であり、学校内に併設するとはいえ、

余分に２億円余りを使って新しく避難場所を建

設するには、ふさわしくないと考えます。 

 また、このエリアを、ほかにもいろいろなこ

とに利用するといっておりますが、その利用に

ついての計画内容は乏しく、教室や体育館利用

で十分対応できる内容であると考えます。 

 本市の財政状況の中で、そのようなあいまい

な計画で多額な予算を使うべきではありません。

そして、基本・実施設計料８，７００万円は、

国土交通省の新しい基準で算出されており、妥

当とのことでありますが、近隣の同規模の学校

と比較すると、２倍から４倍の設計予算であり、

２１年建設の小筑紫小学校と比較しても、小筑

紫の建築費に対する基本・実施設計費の比率は、

体育館の設計も入っているにもかかわらず、校

舎建設費に対して２．６％であるのに対して、

今回の予算は約２倍の５．１％であります。 

 同時に、１７億円の校舎建設予定額も、３５

０人程度の学校としては、かなり高額なものに

なっております。 

 さらに、この設計は、確定した設計者に随意

契約することを既に表明されており、競争原理

が働かず、決定額が予算額に近くなると予想さ

れます。 

 以上の理由により、新たな宿毛小学校はコミ

ュニティーエリアを省いた本来の学校の形に戻

し、従来の積算根拠も加味した設計予算に変更

し、競争入札を行うべきであります。 

 そのために、平成２３年度宿毛市一般会計予

算において、小学校建築の基本・実施設計の予

算すべてを減額するものであります。 

 最後に、南海地震がいつ発生してもおかしく

ない宿毛市において、学校の耐震化を行うこと

は急務であり、宿毛小学校改築について、２３

年度の設計、２４年度校舎建築に向け、早急に

予算の組み直しを行い、補正予算にて計上すべ

きであることをつけ加え、提案理由の説明とい

たします。 

 以上が、提案理由の説明でございました。 
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 なお、本委員会が提出する修正案につきまし

ては、お手元に配付した審査報告書に添付した

内容のとおりであります。 

 その後、同じく議案第１３号、平成２３年度

宿毛市一般会計予算に対しまして、宮本委員か

ら附帯決議案が提出され、提案理由の説明の後、

質疑、意見調整を行い、全会一致をもって採択

をされました。 

 以下、その内容を読み上げます。 

 議案第１３号に対する附帯決議。 

 １、本議案中第８款土木費、第４項都市計画

費、４目都市再生整備事業費、１３節委託料の

道路実施設計委託料のうち、桜町沖須賀線の道

路設計委託料については、中心市街地活性化の

全体計画の見通しがつくまで執行を凍結するこ

と。 

 以上、本委員会に付託されました議案２４件

につきまして、予算決算常任委員長の審査の報

告をいたします。 

○議長（寺田公一君） 総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（宮本有二君） 総務文

教常任委員長。 

 総務文教常任委員会に付託されました議案の

審査結果の報告をいたします。 

 本委員会に付託をされました議案は、議案第

２６号から議案第３４号まで及び議案第３７号

並びに議案第４０号から議案第４３号までの１

４議案であります。 

 議案第２６号は、宿毛市暴力団排除条例の制

定についてであります。 

 本案は、市民が安全で安心して暮らせる生活

を確保するとともに、社会経済活動の健全な発

展に寄与するため、官民一体となって、暴力団

の排除に向けた施策を推進しようとするもので

あります。 

 議案第２７号は、宿毛市課設置条例及び宿毛

市特別会計設置条例の一部を改正する条例につ

いてであります。 

 本案は、老人保健制度が平成２０年３月診療

分の支払いをもって廃止となり、平成２０年４

月から後期高齢者医療制度へ移行したことに伴

うもので、老人保健制度廃止後の老人保健特別

会計の設置期間については、平成１８年に公布

された健康保険法等の一部を改正する法律附則

第３９条の規定により、平成２３年３月末まで

の３年間とされており、このたび、経過措置が

終了するため、両条例から老人保健に関する記

述を削る必要があるので、本条例の一部を改正

しようとするものであります。 

 議案第２８号は、宿毛市移動通信施設の設置

及び管理に関する条例の一部を改正する条例に

ついてであります。 

 本案は、公共投資臨時交付金を活用し、平成

２１年度の繰越事業として実施していた橋上町

楠山地区への携帯電話中継局の整備が、本年度

中に完了することに伴い、条文中に、宿毛市橋

上町楠山地区移動通信用施設に関する記述を加

える必要があるので、本条例の一部を改正しよ

うとするものです。 

 議案第２９号は、宿毛市特別職の職員で非常

勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例についてであります。 

 本案は、非常勤の特別職として、新たに退職

手当審査会委員及び学校運営協議会委員を設置

することに伴うもので、退職手当等審査会委員

については、国家公務員退職手当法の一部を改

正する法律等の施行に伴い、退職した職員の過

去に行った行為が、懲戒免職等の処分を受ける

ような行為と認められた場合、当該職員の退職

手当の全部、または一部の返納処分等ができる

制度が、平成２１年４月１日に新設されている

ため、このたび、本制度を導入し、処分を行う

際の市長の諮問機関の委員として設置するもの

であります。 
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 また、学校運営協議会委員については、地方

教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を

改正する法律の施行に伴い、地域に開かれた、

信頼される学校づくりに向け、保護者、地域、

学校及び教育委員会が一体となって、学校運営

に参画する学校運営協議会制度が、平成１６年

９月９日に新設されているため、このたび、本

制度を宿毛小学校において導入し、合議制機関

の委員として設置するものであります。 

 このため、両委員に関する記述を別表に加え

る必要がありますので、本条例の一部を改正し

ようとするものであります。 

 議案第３０号は、宿毛市一般職員の給与に関

する条例の一部を改正する条例についてであり

ます。 

 本案は、人事院勧告に基づき、超過勤務手当

の取り扱いを改定しようとするもので、平成２

１年の人事院勧告に基づき、平成２２年４月１

日から月６０時間を超える超過勤務にかかわる

超過勤務手当の支給割合を引き上げたところで

ありますが、日曜日及びこれに相当する日の勤

務時間は、６０時間の算定基礎から除外されて

おり、その後、民間企業の実態を踏まえ、平成

２２年の人事院勧告において、平成２３年４月

１日から、日曜日及びこれに相当する日の勤務

時間も算定基礎に含めることとされたことに伴

い、本条例の一部を改正しようとするものであ

ります。 

 議案第３１号は、宿毛市職員の退職手当に関

する条例の一部を改正する条例についてであり

ます。 

 本案は、先ほどの議案第２９号の中でも触れ

ましたが、退職手当制度の一層の適正化に向け、

国家公務員退職手当法の一部を改正する法律が

施行され、退職した職員の過去に行った行為が

懲戒免職等の処分を受けるような行為と認めら

れる場合、当該職員の退職手当の全部、または

一部の返納命令や共済年金の支給制限ができる

ようにするための新たな制度が、平成２１年４

月１日から設けられており、地方公務員におい

ても、同様の措置を講ずることが求められてい

ることから、本制度を導入することに伴い、本

条例の一部を改正しようとするものであります。 

 議案第３２号は、長期継続契約を締結するこ

とができる契約に関する条例の一部を改正する

条例についてであります。 

 本案は、これまで、定期船事業における乗車

券の販売、及び貨物等の取り扱いにかかわる委

託業務は、毎年度、年間を通じて繰り返し履行

され、なおかつ翌年度以降にわたって契約を締

結しなければ、事務の取り扱いに支障を及ぼす

ものでありながら、地方自治法施行令第１６７

条１７の規定に基づく長期継続契約ができる契

約として規定していないので、条文中に役務の

提供を受ける契約として位置づけることに伴い、

本条例の一部を改正しようとするものでありま

す。 

 議案第３３号は、宿毛市スクールバスの住民

利用に関する条例の一部を改正する条例であり

ます。 

 本案は、平成２３年４月１日から、小筑紫小

学校と栄喜小学校が統合することに伴い、栄喜

地区に居住する児童の通学支援に向けて、新た

に導入するスクールバスを、有償運行路線県道

安満地福良線として、一般住民も利用できるよ

うにするため、本条例の一部を改正しようとす

るものであります。 

 議案第３４号は、宿毛市立体育館の設置及び

管理に関する条例の一部を改正する条例につい

てであります。 

 本案は、平成２２年度をもって栄喜小学校が

閉校となることに伴い、平成２３年４月１日か

ら、栄喜小学校体育館を宿毛市栄喜体育館に名

称を改めるとともに、地域住民の体育振興を図
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るための宿毛市立体育館として位置づけるため、

本条例の一部を改正しようとするものでありま

す。 

 議案第３７号は、宿毛市国民健康保険条例の

一部を改正する条例についてであります。 

 本案は、国の緊急な少子化対策として、出産

育児一時金の支給額が、平成２１年１０月１日

から平成２３年３月３１日までの間、暫定的に

４万円引き上げられ、現在、３９万円となって

いますが、国は平成２３年４月１日から、現行

の支給額を恒久化する意向を示し、平成２３年

３月中旬を目途に、恒久化に向けた政令改正を

行う見込みであることを受け、本条例の一部を

改正しようとするものであります。 

 議案第４０号は、宿毛市振興計画についてで

あります。 

 本案は、地方自治法第２条４項の規定に基づ

き、宿毛市振興計画の基本構想を別冊のとおり

定めることについて、議会の議決を求めるもの

であります。 

 議案第４１号は、宿毛市特定の事務を取り扱

わせる郵便局の指定についてであります。 

 本案は、平成１５年７月から、宿毛西町郵便

局において、取り扱っています納税証明書や、

住民票の写しの交付等の事務について、平成２

３年も継続して行うことに伴い、地方公共団体

の特定の事務の郵便局における取り扱いに関す

る法律第３条第３項の規定により、議会の議決

を求めるものであります。 

 議案第４２号は、辺地に係る公共的施設の総

合整備計画の策定についてであります。 

 本案は、地上デジタル放送を良好に受信する

共聴施設の整備に伴うもので、ケーブルテレビ

のエリア外となる橋上町楠山地区において、事

業を実施するに当たり、辺地対策事業債の申請

を行うため、計画を策定する必要があるので、

辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政

上の特別措置等に関する法律第３条第１項の規

定により、議会の議決を求めるものであります。 

 議案第４３号も、辺地に係る公共的施設の総

合整備計画の変更についてであります。 

 本案は、水道施設の整備及び地上デジタル放

送を良好に受信する共聴施設の整備等に伴うも

ので、沖の島町母島地区を中心に、事業を実施

するに当たり、辺地対策事業債の変更を行うた

め、計画を変更する必要があるので、辺地に係

る公共的施設の総合整備のための財政上の特別

措置等に関する法律第３条第５号において、準

用する同条第１項の規定により、議会の議決を

求めるものであります。 

 以上、１４議案については、担当課からも詳

しい説明を受ける中で、慎重に審査をした結果、

いずれも原案を適当であると認め、全会一致を

もって可決すべきものと決しました。 

 以上で、本委員会に付託されました議案１４

件についての報告を終わります。 

○議長（寺田公一君） 産業厚生常任委員長。 

○産業厚生常任委員長（浦尻和伸君） 産業厚

生常任委員長。 

 本委員会に付託されました９議案の審査結果

を御報告いたします。 

 議案第３５号は、宿毛市立保育所設置条例の

一部を改正する条例について。 

 本案は、平成２３年４月１日から、小筑紫保

育園と栄喜保育園が統合することに伴い、平成

２２年度をもって栄喜保育園が閉園となるため、

別表から栄喜保育園に関する記述を削る必要が

ありますので、本条例の一部を改正しようとす

るものでございます。 

 議案第３６号は、宿毛市児童遊園設置条例の

一部を改正する条例について。 

 本案は、立地条件が悪く、遊具等も整備され

ていない現在の貝礎児童遊園の利用者が少ない

状況を受け、貝礎保育園跡地に整備をした公園
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を、新たに貝礎児童遊園として位置づけること

に伴い、本条例の一部を改正しようとするもの

でございます。 

 議案第３８号は、宿毛市営改良住宅の設置及

び管理に関する条例の一部を改正する条例につ

いて。 

 本案は、所得税法改正による扶養控除の見直

しを受け、公営住宅法施行令の一部を改正する

政令が、平成２３年１月１日から施行され、入

居者等の収入に関する規定が改正されたこと、

及び平成１８年度から行ってきた手代岡、貝礎、

正和地区の入居者組合等との協議の結果、家賃

改正について、一定の理解が得られたことに伴

い、これまで月額３，０００円の定額方式だっ

た家賃を応能応益方式として、入居者等の収入

に応じて月額１万円、１万５，０００円、及び

２万５，０００円の３段階に改めるとともに、

減免措置を設ける等の必要があるため、本条例

の一部を改正しようとするものでございます。 

 議案第３９号は、企業職員の給与の種類及び

基準に関する条例の一部を改正する条例につい

て。 

 本案は、議案第３１号宿毛市職員の退職手当

に関する条例の一部を改正する条例と同様の趣

旨で、企業職員においても、退職手当の返納処

分等ができる制度を導入することに伴い、本条

例の一部を改正しようとするものであります。 

 議案第４６号は、宿毛湾港港湾区域内の公有

水面埋立てについて。 

 本案は、平成２年第２回宿毛市議会定例会に

おいて議決された宿毛湾港港湾区域内の公有水

面埋立てについて、埋立地の用途変更を行うこ

とに伴い、高知県知事から意見を求められてお

ります。 

 異議のない旨を返答することについて、公有

水面埋立法第１３条の２第２項において、準用

する同法第３条第４項の規定により、議会の議

決を求めるものでございます。 

 議案第４７号及び議案第４８号の２議案は、

市道路線の認定について。 

 本案は、両議案の路線とも、市道認定要件を

満たしているにもかかわらず、過去に行った開

発の際に、市道認定ができていなかったことが

判明したため、議案第４７号で、起点から終点

までの延長６３メートルを市道貝塚団地５号線

とし、さらに議案第４８号で、起点から終点ま

での延長９６．４メートルを、市道貝塚団地６

号線とし、新たに市道認定することについて、

道路法第８条第２項の規定により、議会の議決

を求めるものです。 

 議案第４９号は、市道路線の変更について。 

 本案は、議案第４７号及び議案第４８号と同

様の理由で、市道貝塚団地３号線の終点を１１

３．４メートル延長し、総延長を２３２．７メ

ートルに変更することについて、道路法第１０

条第３項の規定により、議会の議決を求めるも

のです。 

 議案第５０号は、市道路線の廃止について。 

 本案は、本年度橋梁点検を行った際、橋上町

楠山地区の市道池の上線上にある池の上橋が、

坂本ダムのどんぐり湖に水没している状況で、

本路線が使用できないことが判明したため、本

路線を廃止することについて、道路法第１０条

第３項の規定により、議会の議決を求めるもの

でございます。 

 以上９議案につきましては、執行部の出席を

求め、慎重に審査をした結果、いずれも全会一

致で原案を適当と認め、可決すべきものと決し

ました。 

 以上で、本委員会に付託されました議案につ

いての報告を終わります。 

○議長（寺田公一君） 以上で、委員長の報告

は終わりました。 

 ただいまの委員長報告に対する質疑に入りま
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す。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） 格別質疑がありません

ので、これにて質疑を終結いたします。 

 これより「議案第２号から議案第１２号まで

及び議案第１４号から議案第４３号まで並びに

議案第４６号から議案第５０号まで」の４６議

案について、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 これより「議案第２号から議案第１２号まで

及び議案第１４号から議案第４３号まで並びに

議案第４６号から議案第５０号まで」の４６議

案を一括採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長の報告のとおり決することに

賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛 成 者 起 立） 

○議長（寺田公一君） 全員起立であります。 

 よって「議案第２号から議案第１２号まで及

び議案第１４号から議案第４３号まで並びに議

案第４６号から議案第５０号まで」の４６議案

は、原案のとおり可決されました。 

 これより、「議案第１３号」について、討論

に入ります。 

 本案に対する委員長の報告は修正可決であり

ますので、まず、委員長の修正案について、討

論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 これより、「議案第１３号」に対する委員長

修正案を採決いたします。 

 本修正案に賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛 成 者 起 立） 

○議長（寺田公一君） 全員起立であります。 

 よって、本修正案は可決されました。 

 次に、修正可決した部分を除く原案について、

討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 これより、修正可決した部分を除く原案につ

いて、採決いたします。 

 修正部分を除くその他の部分については、原

案のとおり可決することに賛成の諸君の起立を

求めます。 

（賛 成 者 起 立） 

○議長（寺田公一君） 全員起立であります。 

 よって、修正部分を除くその他の部分につい

ては、原案のとおり可決されました。 

 日程第２、「議案第５１号から議案第５４号

まで」の４議案を一括議題といたします。 

 この際、提案理由の説明を求めます。 

 １６番岡崎 求君。 

○１６番（岡崎 求君） １６番、ただいま議

題となっております「議案第５１号から議案第

５４号まで」の４議案について、提案理由の説

明をいたします。 

 初めに、議案第５１号、宿毛市議会議員の報

酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正す

る条例の一部を改正する条例と、議案第５２号、

宿毛市議会議員定数条例の一部を改正する条例

について、御説明をいたします。 

 議員定数と報酬について、平成２２年第４回

宿毛市議会定例会において、議会改革調査特別

委員会の調査結果の報告として、議員定数につ

いては、定数の削減による議会機能の低下や、

広く市民の声を行政に反映されにくくなるなど
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の理由により、現行の１６名を維持することと

いたしました。 

 議員報酬は、報酬削減により、議員という仕

事の魅力を低下させ、議員の年齢層や職種の固

定化を招き、多様な声が議会に反映されにくく

なることなど、弊害があるものの、議員として

の職責と活動に見合った報酬額について、その

明確な積算根拠を示すことは困難をきわめた。 

 そのため、全国の類似規模団体の平均値３１

万１，７００円を参考数値としたほか、本市の

厳しい経済状況を考慮した結果、全会一致をも

って、現行の議員報酬を５，０００円減額した

が、その後において、市民から報酬５，０００

円削減による経費節減効果について不満の声を

多く聞いた。さらに、現在の市民の要求は、報

酬については日当制の議論まで及んでおります。 

 しかしながら、際限なく報酬を削減し続ける

と、議員は年金受給者、あるいは資産家だけに

なり、偏った年齢、職種の議会構成に陥ってし

まいます。 

 今回行われる選挙は、前回、前々回の選挙と

異なり、３０代、４０代の若い立候補予定者が

出馬を断念いたしました。 

 このような状況が続くと、議会の新陳代謝と

活性化が図れなくなる。さらに、地方分権が進

むと、執行部の業務範囲や、財政面の裁量権は

ますます拡大することが想定され、二元代表制

の中で、議員の責務、資質の能力の向上が求め

られ、日常議員の活動に加え、調査研究、国、

県のかかわりの中で、政治活動や経費が必要で

ある。 

 したがって、報酬については、５，０００円

削減を取りやめて、現行維持に戻し、定数につ

いては、弊害は懸念されるものの、現在の市民

感情を反映し、より大きな財政上の削減効果を

求めて、議会運営上、最低限の議員定数１４名

とする。 

 続く議案第５３号、議会委員会の条例の一部

を改正する条例につきましては、議員定数の削

減に応じて、委員会の定数を改正するものであ

ります。 

 具体的には、定数を１４名に削減するに伴い、

総務文教、産業厚生各常任委員会の定数を８か

ら７名に、予算決算常任委員会の定数を、１６

名から１４名に改正しようとするものでありま

す。 

 最後に、議案第５４号、宿毛市議会政務調査

費の交付に関する条例の一部を改正する条例に

つきましては、議会改革調査特別委員会の最終

報告でも提言されており、政務調査費について

は、その使途などについて、以前から批判的な

目を向けられてきた経過があります。 

 この際、使途の透明性を高めるために、政務

調査費収支報告書への領収書添付を義務づける

よう、条例の一部を改正しようとするものであ

ります。 

 以上で、「議案第５１号から議案第５４号ま

で」の４議案について、提案理由の説明を終わ

ります。 

 よろしく審議の上、御賛同賜りますようお願

い申し上げます。 

○議長（寺田公一君） これにて、提案理由の

説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑の通告がありますので、発言を許します。 

 １５番西村六男君。 

○１５番（西村六男君） 席を同じくして三十

数年、ともに働きました岡崎議員の提案に、反

対の立場から１点、質疑をさせていただきたい

と思います。 

 今、ちまたでは議員の報酬が高過ぎる、議員

の仕事と比べて、どうも今の報酬は高過ぎると

いうふうな意見が多々あるわけでございますが、

せっかく、わずか３カ月前に歳費を５，０００
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円下げて、少しでも市民の負託にこたえようと

した姿が、わずか３カ月で、そうこうで元の３

１万５，０００円にしようではないという提案

でございますが、どうしても私は、このお考え

は市民に賛同を得られないのではないかという、

強い気持ちがいたしますので、もう少しそこら

あたりを御説明いただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） １６番岡崎 求君。 

○１６番（岡崎 求君） １５番、西村議員の

質疑にお答えいたします。 

 ただいま質疑がございましたこの議案の中で、

３カ月前に議会議決をしたこれが、３カ月足ら

ずで変更されたという、市民には受け入れでき

んのじゃないかという御質疑であったと思いま

すけれども。 

 この内容に書いておりますように、詳しく説

明しますと、今回、議会の改選ということで、

１２月以後から同僚議員皆さんが市民と接触す

る場が多うございます。 

 その中でだんだんと、だれが話しかけたかわ

かりませんけれども、市民の声が非常に、５，

０００円減額するということについては、１け

た違うんではないかというような意見から、非

常に市民から批判があったんです。 

 いうことで、もちよった同士が協議をして、

市民のいろんな形の中で、議会に対する見方、

そしてまた議会に対する意見等が聞かされまし

て、こういう議案の提案になったということで

ございまして、同士諸君と協議した結果、５，

０００円よりか、思い切って１４にしたらどう

かという話ができまして、今の議案になったと。 

 この程度でおわかりいただけると思うんです

けれども、西村議員は、前回の改正のときに、

１６名にした動議者でございますから、御理解

いただけるものと考えておりましたが。 

 その程度の質疑でええございますかね、答弁

で。 

○議長（寺田公一君） １５番西村六男君。 

○１５番（西村六男君） 今の答弁で、５，０

００円歳費を下げたことに対して、市民は納得

してないと。だから、元に戻して、そのかわり、

我々がもっと働くというお考えでございますの、

ごもっともだと思いますが、私は、市民が納得

してないのは、何で５，０００円だろうと。こ

の際、３万、４万何で下げんがぞという声では

なかったかという気がしております。 

 そして、私は議員の定数削減、１６名を１４

名にするという基本的の考えには、全く私は同

感でございます。５年前にも、私が提案をして、

同僚議員の皆さんの賛同をいただいて、１８名

のところを１６名にした経過がありますので、

今回も１６名を１４名にしようとするのは、賛

成したくてたまりません。 

 ただし、これは昨年の１２月議会で、削減を

しようではないかという意見を出したけれども、

その必要はない。現在の１６名でいくという決

定をされました。 

 私は、今、この時点で、なぜ１４名にするの

を反対かと言えば、もう市会議員の選挙は告示

まで３０日です。それぞれ新人さんも顔ぶれが

そろい、そして後援会活動の真っ最中でござい

ます。この真っ最中に、突如、２名減らそうと。

これは良識ある市民の方々の、私は賛同は得ら

れないと思います。 

 悪く言えば、後出しじゃんけんのような気が

してなりません。どうか、ここで私は、今、岡

崎議員が、厳しい市の財政をかんがみて、２名

減そうという御提案をいただきましたが、もう

一歩踏み込んで、市の財政をおもんばかっての

２名減であれば、それに相当する金額を、報酬

を下げて、ぜひ新しい議員を迎えるような体制

でやってあげたい。 

 そのために、この議員２名削減の提案理由を
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修正して、議員の歳費を減額するというふうな

方向でやっていただければという、強い希望を

持っております。いかがでしょうか。 

○議長（寺田公一君） １６番岡崎 求君。 

○１６番（岡崎 求君） １５番、西村議員の

質疑で、討論みたいな形になる。重複はしませ

んけれども、若干、私含めて、私たちの考えと

若干違います。 

 というのは、今、提案で説明いたしましたよ

うに、若い議員の断念した理由。報酬削減とい

うことが、ずっと続いておる。議員になっても、

家庭の生活すら担保してもらえんようなことで

は、新しい議員がなかなか、立候補はできにく

い状況下である。 

 でありますから、私たちは今の現状、お互い

の報酬を含めて、これから先の議会が存続をす

るためには、どうしたらいいかというところま

で慎重に審議しました。 

 そこで、報酬、１４名にすることについては、

言うては悪いと思うんですけれども、新人、今

の立候補予定者が１２名にするというパンフレ

ットまで出しておる。そういう方は、やっぱり

売名行為にうつると、私は判断します。 

 議員の定数は、皆さん、過半数をもって議会

で決めることですから、そういう公約でするよ

うな立候補者の予定者でございます。 

 特に心配するのは、これから先、若い議員が

来て、新陳代謝をして、やれる一つの土壌をつ

くりたい、そういう気持ちが含まれておるとい

うことを御理解いただきたいということです。 

 答弁になりましたでしょうか。 

○議長（寺田公一君） １５番西村六男君。 

○１５番（西村六男君） 終わります。 

○議長（寺田公一君） 以上で、通告による質

疑は終わりました。 

 ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） ほかに質疑がありませ

んので、これにて質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、会議規則第３７条第３項の規定によ

り、委員会の付託を省略いたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員会の付託を省略すること

に決しました。 

 これより、議案第５１号について、討論に入

ります。 

 討論の通告がありますので、順次、発言を許

します。 

 ５番浅木 敏君。 

○５番（浅木 敏君） ５番議員の浅木です。

ただいまから議案第５１号についての討論を行

います。 

 この議案は、先ほど岡崎議員から説明があり

ましたように、昨年１２月議会で５，０００円

引き下げ決議をした議員報酬を、また５，００

０円引き上げて元に戻すための条例改正案であ

ります。 

 私は、岡崎議員の提案に反対する立場で討論

を行います。 

 宿毛市議会は、議会改革を進めるため、昨年

の３月１５日に議会改革調査特別委員会を設置

しました。 

 委員に任命されたのは、今城誠司、岡﨑利久、

野々下昌文、松浦英夫、浅木 敏、中平富宏の

６名でした。全委員が今城委員長のもとに結束

し、先進地視察を含め、１４回の会合等をもち、

１１月１５日には、全員一致で調査報告書をま

とめ上げ、議長に報告し、１２月議会で委員長

がその内容を報告しました。 

 その報告の中には、当然に、議員報酬や議員

定数についても調査し、特別委員会としての結
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論も盛り込まれていました。 

 報告では、議員報酬については、報酬削減が

進むと、新人議員の減少などにより議会の活性

化が図れなくなる等の弊害が生じることも指摘

しています。それでも議員報酬が高過ぎるとい

う市民の声も考慮し、宿毛市と同規模の自治体

の全国平均額３１万１，７００円より低くする

ため、５，０００円引き下げ、一般議員の報酬

を３１万円としたものであります。 

 なお、議長など議会内役付者の報酬も、すべ

て５，０００円引き下げることにし、１２月議

会で５，０００円削減の条例改正案を全会一致

で決定したものであります。 

 議会改革調査特別委員会が公費を使い、８カ

月かけて調査し、その結果に基づいて全議員一

致で改正した条例を、わずか３カ月後に元に戻

して増額するということの条例改正案は、宿毛

市民のみならず、報道で知る全県、全国の人か

らも、宿毛市議会が奇異な目で見られる恐れが

あります。 

 この条例案賛同者に、議会改革調査特別委員

として活躍いただいた３名の議員が含まれてい

ることに対して、私は愕然としました。 

 提案者と賛同者の皆さんが、たとえ後から議

論される定数削減議案とセットで考えたのでは

ないかと推察しつつも、こうした朝令暮改の議

会対応が、市民の議会不信をさらに増幅させる

と私は思います。 

 月額わずか５，０００円くらい議員報酬がふ

えたとしても、それが議員活動に、また議員生

活にいかほどの効果があるのでしょうか。 

 議員報酬５，０００円引き上げに賛同されて

いる皆さん、後世に汚点を残さぬためにも、こ

こは考えを切りかえ、せっかく１２月議会で決

めた条例を大切にし、この議案には反対してい

ただきたい、このことを切に訴え、私の討論を

終わります。 

○議長（寺田公一君） １０番宮本有二君。 

○１０番（宮本有二君） １０番、ただいま議

題となっております議員報酬の点につきまして、

賛成の立場から討論をいたします。 

 ただ一つ、私が考えておることは、５，００

０円という値段にこだわっておるわけではあり

ません。本来ならば、議員の報酬には、それぞ

れ適正な報酬の値があろうかと思いますが、今

の社会を見ますと、議員定数も下げる、報酬も

下げるといえば、確かに聞こえがいいかもしれ

ませんが、今回、報酬を５，０００円引き戻し

た大きな理由は、議員の必要経費というものを、

市民の皆様が認めるか認めないかの判断の中に、

現状維持では、本当は私は少しアップして、現

状維持ということにとどめましたけれども、少

しアップすればいいんじゃないかという考えも

持っておりましたが、やはり今の状況を見ると、

まず現状維持はしていただこうと。これは認め

ていただかないと、ただいま提案理由の説明で、

岡崎 求君も申しましたが、やはり生活のすべ

てをみてくれとは言わないが、いろんな議会活

動や、あるいは政治活動の中で、必要経費とい

うものさえも認めなくなれば、議員になり手が

ないんじゃないかと。 

 若い方々が入ることは、議会が最も望むとこ

ろであります。今回、５人の方が勇退をされて、

議席があきました。私は、３名の若い方々に声

をかけました。３０代、４０代の方、出てくれ

ないかと。 

 出ようかという考えの方が、３名とも、家族

と話をする中で、やめました。やめた理由は、

報酬だけではないと思いますが、やっぱり両立

しない。どうしても議員活動をして、奥さんの

了解が得られないとか、もろもろございまして

断念をされた。 

 やはり、一定の報酬というものを認めていた

だいて、議員としての活動を十分に果たしてい
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くべきではないか。議会は確かに、会社もそう

です、市役所もそうです、やはり若い方々を入

れて、年齢構成をして、新陳代謝をしていかな

ければ活性化できない。住民の声を代弁するに

当たっても、さまざまな年齢構成が必要であろ

うと思われます。 

 したがって、際限なく下げ続けて、あるいは

日当制にして、本会議のみの出席、あるいは委

員会の出席のみの日当としてやれば、私はだれ

も出なくなると思っております。 

 適正な報酬は幾らなのか。今回は５，０００

円にこだわったのではなく、まず現状を維持し、

しかも財政難、いろいろありますから、大きな

削減効果としては、議員活動、もろもろの面を

踏まえまして、最低限の１４でやってみようじ

ゃないかということの意思を示したわけでござ

います。 

 議員の皆さんには、この案に対して賛同を求

めて、賛成の立場からの討論を終わります。 

○議長（寺田公一君） １５番西村六男君。 

○１５番（西村六男君） 賛成も反対も、どち

らにも本当に心にこもる、ひるむような理由が

あるわけでございます。 

 先ほども申しましたが、３０数年、議席が同

じ、行動をともにした同士の岡崎議員が提案い

たしました議案５１号に、反対の立場で討論す

ることは、まことに残念でなりませんが、私は、

月額３１万円の議員報酬を３１万５，０００円

に、すなわち５，０００円アップするとのこの

条例案に、反対の立場で討論をいたします。 

 同議案は、平成２２年１２月議会で、当時の

宿毛市議会改革調査特別委員会委員長 今城誠

司君から、議会改革の一環として提案なされ、

本市の厳しい経済状況を考慮して、月額３１万

円に引き下げを決定された経過があります。 

 その主な理由は、いまや全国各地で議員報酬

削減の動きが相次いでおり、これはまさしく厳

しい財政状況が背景にあり、住民からの相次ぐ

議会及び議員への批判、並びに議員はその職務

内容に比べて、報酬が高過ぎるとの声を反映し

た結果であります。 

 それからわずか３カ月、住民の批判はますま

す厳しく、参考までにほかの議会を見れば、大

阪府議会には３０％の削減が論議されておりま

す。また、名古屋市議会では、５０％のカット

が論議されております。大阪市議会でも、２

０％の削減が話題となっておりますし、また、

全国の２万から２万５，０００の宿毛市の類似

の報酬を見れば、３０万円以下の市もたくさん

あります。 

 この時期に、月額５，０００円の報酬アップ

は、驚きの一言に尽き、到底、市民の理解は得

られません。 

 同僚議員各位の、いま一度、常識ある御判断

をいただき、議案５１号に反対していただきま

すよう、切にお願いいたしまして、反対討論を

終わります。 

○議長（寺田公一君） ４番松浦英夫君。 

○４番（松浦英夫君） 私も、議案第５１号に

反対をする立場で討論をさせていただきます。 

 反対の理由は、西村議員と若干違う部分があ

ろうかと思いますけれども、この議案について

の、根本的に反対をする立場であります。 

 先ほど、浅木議員から議会改革調査特別委員

会の設置、そして審議内容、そして結論等につ

いてはお話がございましたので、割愛をさせて

いただきます。 

 簡潔に反対の討論をさせていただきますが、

本当に朝令暮改のごとく、１２月議会で全会一

致をもって出した結論を、わずか３カ月で逆の

方向の提案をされる。議会の議決決議とは、決

議の重さ、本当に残念でなりません。 

 私も１期４年、新人議員としてこの場で皆さ

ん方と討論をし、議論をしてまいりましたけれ
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ども、こうした議案が出てくることは夢にも思

っておりませんでした。 

 しかも、１４回にわたる討論を一生懸命費や

してきた調査特別委員会の委員の３名が、この

議案に賛成をするということは、これからの宿

毛市を背負って立つ、宿毛市議会を背負って立

つこの若い３人、本当に残念でなりません。 

 そして、この議案が通るとなれば、数で何で

も決めていけれる。宿毛市議会にとって、市議

会史上にとって、大きな汚点になるということ

を申し上げまして、反対の討論といたします。 

○議長（寺田公一君） 以上で通告による討論

は終わりました。ほかに討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） ほかに討論がありませ

んので、これにて討論を終結いたします。 

 これより、議案第５１号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することに賛成の

諸君の起立を求めます。 

（賛 成 者 起 立） 

○議長（寺田公一君） 起立多数であります。 

 よって、「議案第５１号」は、原案のとおり

可決されました。 

 これより、「議案第５２号」について、討論

に入ります。 

 討論の通告がありますので、順次、発言を許

します。 

 ５番、浅木 敏君。 

○５番（浅木 敏君） ５番議員の浅木です。 

 私は、議案第５２号についての討論を行いま

す。 

 この議案は、宿毛市議会の定数１６名を２名

削減し、１４名にするための条例改定案であり

ます。 

 私は、この議案に反対する立場で討論をしま

す。 

 議会がどのように設置され、どのように運営

されるか。また、その議会議員がどのようにし

て選ばれるかによって、民主主義の成熟度が変

わってきます。 

 また、議員数についても、多いほどより民主

主義が貫徹されますが、運営や維持していく上

での限界もあるため、地方自治体の議員定数の

上限を法律で定めております。 

 しかし、今日では、法定定数を維持している

自治体は皆無の状態であります。私が宿毛市へ

転勤してきた３５年前には、宿毛市の議員定数

は２６名でしたが、今日では１０名も減少し、

わずか１６名になっています。 

 この議員定数についても、議会改革調査特別

委員会では、調査と真摯な議論を積み重ねまし

た。その結果、宿毛市と同程度の人口を持つ全

国自治体の平均議員数１７．２名と比較しても、

宿毛市の議員定数１６名は、多過ぎるわけでは

ないことも確認し、全会一致で現在の定数を維

持することを提言しています。 

 １２月議会では、この報告に対して、どの議

員からも、これに疑義の声はありませんでした。

また、投票前の３月議会に、急に定数削減案を

提出にならないよう、話し合いもしていました。 

 ところが、先ほど岡崎議員から、２名削減案

が提案されました。この賛同者も議員報酬改定

案のメンバーと同一であります。 

 この３カ月の間に何があったのかはわかりま

せんが、余りにも政治理念のぶれが多過ぎます。 

 昨年秋の段階では、無投票の心配もありまし

たが、年明けてから立候補の意思表明が続き、

１８名の予定候補となりました。立候補を決意

された方の中には、定数１６名を前提に決意し

た方も多いと思われます。選挙直前に定数を削

減するのは、現職議員の横暴ではないでしょう

か。 

 確かに市民の中には、定数削減論もあります。

１６名を１４名に、次には１２名に、その次に
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は１０名に、削減論の声ばかりを気にして果て

しもなく同調すると、行き着く先は議会不要論

であります。 

 戦後の日本の平和と繁栄を築いてきた土台の

一つが、地方自治であります。国と違う考え方

の首長もあり、議会も意見書が出せる。国と地

方が協力したり、牽制したりする中で、調和の

とれた政治が進むわけであります。 

 議員を果てしなく削減することは、市政の執

行機関をチェックする役割を弱めます。このこ

とが、ひいては市民生活に重大な結果をもたら

すことにもなりかねません。 

 議会改革調査特別委員会が昨年１０月に開い

た市民との意見交換会でも、議員の動きが見え

ない。もっと議会の動きを知らせてほしいなど

の議員活動への要望が多くありました。 

 定数削減の声ばかり気にするのではなく、市

民の命と暮らしを守る立場で、全議員が動くな

らば、市民が議員の必要性を必ず理解してくれ

ると思います。 

 市民の声、特に少数意見の切り捨てになる定

数削減案を否決するよう、皆さんの御賛同を求

め、私の討論を終わります。 

○議長（寺田公一君） １０番宮本有二君。 

○１０番（宮本有二君） １０番、提案者の賛

成の立場から、賛成の討論をいたします。 

 ただいま、反対討論の浅木君が言ったことは、

私にも本当によくわかります。際限なく報酬も

定数も削減していけば、議会は消滅します。そ

のとおりだと思います。 

 定数と報酬とは、それぞれ別の次元で検討し

なきゃいけないことは、私もよくわかっており

ますが、報酬に一定の歯どめをかけなければ、

先ほど申しましたように、やはり有能な、若い

だけではないですけど、有能な方々が出てこら

れなくなるのは現実です。 

 日当制にまで及べば、だれも出てきません。

５，０００円にこだわっておるのではなく、こ

こで市民の皆様にも、一定な必要経費は要るこ

とを認めていただきたいから、現状維持に戻し

ました。戻したことで、定数を２名、簡単に削

減をして、帳じりを合わしたわけではございま

せん。これから地方分権も進み、あるいは道州

制も進んでいくでしょう。２名減じてでも、有

能な方々を求めて、議会が新陳代謝をしていか

なければ、やがて議会の評価は下がってくると

思います。 

 定数を２名減じることは、身を切るようにつ

らいことですが、そのような考えを持って、財

政的にもこれから４年、８年間、これ以上、議

会は１４以下にすることは、私も到底できない

と思いますから、その最小限のメンバーで、市

民の負託にこたえていくという決意を持って、

２名減に、現在の報酬を維持しながら、御理解

を求めていくという考えで、賛成の討論といた

します。 

○議長（寺田公一君） １５番西村六男君。 

○１５番（西村六男君） せっかく傍聴の方が

たくさんおいでていただきましたけれど、同じ

メンバーで反対、賛成、まことに申しわけござ

いません。 

 議案５２号に反対の立場で討論を行います。 

 ５年前、私が議員定数２名削減の提案をした

とき、くしくも宮本議員は、反対討論をされま

したが、きょうは攻守ところをかえて、討論を

することになりまして、５年の月日の長さを感

じます。 

 私のこの１５年間のライフワークは、議会改

革、特に市町村合併と議員定数の削減にありま

した。 

 残念ながら、市町村合併はなりませんでした

が、定数削減は１８年３月議会に、私が提案を

させていただき、同僚議員の御賛同をいただき

まして、平成１９年選挙から２名削減の現在の
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１６名で実施しているところでございます。 

 そのようなことから、私は昨年１２月の第４

回定例会の閉会日までは、２名削減の定数１４

名にすべきという考えを持っておりましたが、

きょう、この時期での削減には反対でございま

す。 

 もう一度申します。この時期での削減は反対

でございます。なぜならば、議会改革調査特別

委員会に、委員長、今城誠司君が設置され、以

来１４回の委員会を開催し、定数削減を初め、

もろもろの問題を論議いたしました。その内容

は、公費でもって伊予市、鳴門市、四万十市を

視察調査し、また地区長連合会、各種団体代表

者との会合を重ねての結論が、次のようなもの

でありました。 

 本市の財政は大変厳しい状況ではあるが、定

数削減は各界、各世代、各地域など、広く市民

の声を行政に反映されにくくなる。特別委員会

の席を持っておった方は、よく聞いてください。 

 また、多様な職歴、経歴に精通した議員の政

策提言、及び監視機能が必要であり、定数削減

は議会機能の低下につながり、かつ市政運営に

好ましくない影響を及ぼすという報告でありま

した。 

 特別委員会の皆様、おわかりですかね。 

 議会は、それを受けて、全会一致で現在の定

数１６名を維持すると、再度確認し、追認した

次第であります。 

 では、西村は、定数削減に理解を示しながら、

なぜこの時期に反対なのかの理由を述べます。 

 その一つ。特別委員会が十数日の論議をした

上で、各地を視察し、各種団体の意見を聞き、

審査をした結論とは何であったのか。また、そ

れを受け、全会一致で定数１６名を追認した議

会議決を何と説明するのか。 

 二つ目、議会議決、それも全会一致で決まっ

たことが、わずか３カ月で軽々しく、いとも簡

単に変わってよいものか。削減の理由と意義が、

私には見出せません。 

 特に、常日ごろから、声高く言っている議会

の権威とは何をいうのか。おのれが議会の権威

をおとしめる行為ではないか。 

 ３番目に、告示までわずか３０日となりまし

た今、既に選管による立候補者への事務手続の

説明も終えています。この時期では、余りにも

拙速で、常識ある市民には、到底理解できませ

ん。 

 ４番目、新人７人のすばらしい顔ぶれも出そ

ろい、後援会活動の真っただ中のこの時期の定

数削減の提案は、先ほど申しましたように、や

やもすれば後出しじゃんけんのような感がして

なりません。 

 ５番目に、もし本市の財政状況を慮って定数

削減が提案の理由の一つではないかと思います

が、それならば、先ほど質疑で申しましたよう

に、議員２名の報酬額に匹敵する額の報酬の削

減をすれば、市民にその思いは届きます。 

 どうか、報酬削減を図り、この時期での定数

削減を思いとどまり、すばらしい新人を迎えて、

栄光ある宿毛市をつくるため、議案５２号の修

正案を提出していただきますように強く求めて、

５２号に反対の討論をいたします。 

 終わります。 

○議長（寺田公一君） ４番松浦英夫君。 

○４番（松浦英夫君） ただいま審議をされて

おります議案第５２号について、私も反対の立

場で討論をさせていただきます。 

 反対の理由については、浅木議員、西村議員

からるる申し上げております。一定、私もその

部分については理解をし、重複は避けたいと思

いますけれども、議会に設置をされました議会

改革調査特別委員会は、昨年の６月７日、地区

長連合会の会長以下役員との懇談をもちました。

その一つの理由が、地区長会のほうから提言さ
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れました、議員定数の削減並びに報酬の削減の

問題についてであります。 

 その中で、私たち６名の委員は、地区長連合

会の皆さんに対し、我々の行っている議会の活

動等について説明をし、御理解をいただいた部

分があるわけでございます。 

 そしてまた、１０月２１日には、議会改革調

査特別委員会と市民各界各層の皆さんとの懇談

会も開催をいたしました。 

 それぞれの会で出された御意見は、議員の顔

が見えない。議員の質の向上さえ図っていただ

ければ、定数削減は必要ではない。そして、報

酬についても、先ほど議論されましたけれども、

アップしていいんじゃないかと、そういう御意

見が多数でございます。 

 そして、議員の数は、多ければ多いほどとい

う部分がないわけですけれども、一定、確保し

ていく、そのことが重要であるというふうに思

います。 

 先ほど、宮本議員の賛成討論の中で、有能な

方を求めていることは大事であるというお話を

いただきました。 

 先ほど、西村議員も申されましたように、既

に７名の新人の皆さんが、市政の場、議会の場

に臨むために、全力で活動されておるこの今日、

議員定数の削減をするということは、本当にこ

の皆さん方に対しても失礼なことではないかと

思いますし、各界各層から意見が、議会に参加

をしていただき、それぞれの立場で議論をし、

よりよい方向を決定していく、これが宿毛市に

とって、経費削減より、より大きな効果が出て

くるものと信じております。考えております。 

 本当に、先ほども言いましたけれども、議会

の議決の重さ、１２月議会は何だったんだ。

我々、１４回の調査特別委員会の質疑はどうだ

ったんだ。本当に情けない思いで、この反対討

論をさせていただくことに、私自身として、非

常に残念であります。 

 議会には、一事不再議という文言があります。

これは、議決した案件については、同じ会期中

に重ねて審議をしないことというふうになって

おります。 

 この問題については、この一事不再議には当

たりませんけれども、同じ１５名の議員が、１

２月に決定をし、同じ議員がこの議会で議論を

する。これ、本当に、先ほども言いました、あ

っていいものだろうか。議会の議決の重さ、本

当に真剣に、お互いに考えて、将来の宿毛市を

築くためにも、提案されておる皆さん方の御理

解をいただきたい。 

 反対の討論を終わります。 

○議長（寺田公一君） 以上で通告による討論

は終わりました。ほかに討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） ほかに討論がありませ

んので、これにて討論を終結いたします。 

 これより、議案第５２号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することに賛成の

諸君の起立を求めます。 

（賛 成 者 起 立） 

○議長（寺田公一君） 起立多数であります。 

 よって、「議案第５２号」は、原案のとおり

可決されました。 

 これより、「議案第５３号」について、討論

に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 これより、議案第５３号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することに賛成の

諸君の起立を求めます。 

（賛 成 者 起 立） 

○議長（寺田公一君） 起立多数であります。 
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 よって、「議案第５３号」は、原案のとおり

可決されました。 

 これより、「議案第５４号」について、討論

に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 これより、議案第５４号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することに賛成の

諸君の起立を求めます。 

（賛 成 者 起 立） 

○議長（寺田公一君） 起立多数であります。 

 よって、「議案第５４号」は、原案のとおり

可決されました。 

 日程第３「陳情第３６号外１件」の２件を一

括議題といたします。 

 これより「陳情第３６号外１件」の２件につ

いて、委員長の報告を求めます。 

 総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（宮本有二君） 総務文

教常任委員長、本委員会に付託をされました陳

情１件の審査結果を御報告いたします。 

 陳情第３８号は、子供たちが主役である学校

づくりのために、再編計画実施は慎重に行うこ

とを求める陳情であります。 

 宿毛市小・中学校ＰＴＡ連合会から提出をさ

れたものです。 

 陳情の趣旨は、平成２３年度当初予算に、宿

毛小学校総合改築工事基本実施設計委託料が計

上されましたが、学校に通う子供たちの保護者

には、どのような学校を建てようとしておるの

か、十分な説明がなされておらず、有名デザイ

ナーへの設計依頼や、グラウンド確保のための

宿毛中学校移転、さらには県立病院跡地への建

築断念などといった、さまざまな不確定な情報

に、保護者は混乱をしている。 

 また、平成２２年５月に示された小・中学校

再編計画についても、ＰＴＡと教育委員会は平

行線のままの学校もあり、そんな状況の中で、

異色な学校建築や、小学校建築に伴う中学校移

転など、今後の学校建設に影響のある事業に踏

み切るべきではないと考えている。 

 私たちＰＴＡは、一日も早い、市内全小・中

学校の耐震化を求めているが、子供たちの学習

環境が、快適で安全になるために、次の陳情を

いたすものであります。 

 １、決定した計画を説明するのではなく、複

数案の時点で保護者と協議を行うこと。 

 ２、正確な情報を、速やかに保護者に届ける

こと。 

 ３、まちの活性化を主眼とした学校づくりで

はなく、子供たちの教育環境を整える計画であ

ること。 

 ４、市内全体の計画を確定した後に学校建築

を行うこと。 

 以上、陳情１件について、陳情の趣旨も踏ま

えて、慎重に審査をした結果、全会一致をもっ

て採択すべきものと決しました。 

 以上、本委員会に付託されました陳情１件に

ついての報告を終わります。 

○議長（寺田公一君） 産業厚生常任委員長。 

○産業厚生常任委員長（浦尻和伸君） 産業厚

生常任委員長、産業厚生常任委員会に付託され

ました陳情について、審査結果の御報告をいた

します。 

 陳情第３６号、保育制度改革に関する意見書

の提出については、平成２２年第４回定例会か

ら閉会中の継続審査となっている案件でありま

す。 

 本陳情は、保育の公的補償を求める大運動実

行委員会から提出されたもので、国に対し、保

育所、幼稚園、学童保育及び子育て支援予算を

大幅にふやし、子育てにかかる経済的負担軽減
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を図ること。 

 児童福祉施設、最低基準を引き上げ、抜本的

に改善すること。保育に格差が生じる直接契約、

直接補助方式は導入しないこと。 

 幼保一体化については拙速な結論を避け、慎

重に検討することを求める意見書の提出を求め

るものであります。 

 担当課の説明を受ける中で、慎重に審査をし

た結果、前回から国の動きもなく、むしろトー

ンダウンしているような状況に感じる。 

 議員も改選期を迎えており、結論を出すべき

等の意見が出され、全会一致をもって不採択と

すべきものに決しました。 

 以上、本委員会に付託されました陳情１件に

ついての御報告を終わります。 

○議長（寺田公一君） 以上で、委員長の報告

を終わります。 

 ただいまの委員長報告に対する質疑に入りま

す。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） 格別質疑がありません

ので、これにて質疑を終結いたします。 

 これより「陳情第３６号」について、討論に

入ります。 

 討論の通告がありますので、発言を許します。 

 ５番浅木 敏君。 

○５番（浅木 敏君） ５番の浅木です。きょ

うは３度目の討論になります。 

 陳情第３６号について、討論を行います。 

 陳情３６号は、保育の公的保障を求める大運

動実行委員会の代表者が、保育制度改革に関す

る意見書の提出を宿毛市議会に求めてきたもの

であります。 

 産業厚生常任委員長の報告は、この陳情を不

採択としたと報告しましたので、私は委員長報

告に反対する立場で討論します。 

 今、政府は、これまでの保育制度を抜本的に

変えようとしています。これまでの保育制度は、

国と自治体の公的な責任を明確にし、最低基準

の遵守、公費による財源保障と応能負担を制度

の原則にして、すべての子供が保育を受けられ

る権利を保障してきました。 

 ところが、国が現在検討している制度改革は、

国の責任を市町村にゆだねるだけでなく、児童

福祉法２４条に基づく市町村の保育実施責任を

大幅に後退させるものであります。 

 このため、保育格差は広がり、家庭の経済状

況により、子供が受ける保育のレベルにも格差

が生じることになります。 

 あわせて、それぞれ成り立ちも運営形態も違

う幼稚園と保育所を一体化することに対して、

拙速な結論を出すことは、社会に大きな混乱を

起こすことになります。 

 今、子供の貧困や子育て困難が広がり、少子

化が進行しているのに、都市部では保育所の待

機児童がふえ続けています。 

 こうしたことから、今、必要なことは、国と

自治体の責任で、保育や子育て支援を拡充し、

十分な財源を確保することなど、すべての子供

に質の高い保育を保障する保育制度の拡充が必

要であります。 

 こうした現状から、陳情者は、まず１番目に、

保育所、幼稚園、学童保育及び子育て支援関連

予算を大幅にふやし、子育ての経済的負担の軽

減を図ること。 

 ２番目に、児童福祉施設最低基準を引き上げ、

抜本的に改善すること。 

 ３番目に、保育に格差が生じる直接契約や、

直接補助方式は導入しないこと。 

 ４番目に、幼稚園と保育所の一体化について

は、拙速な結論を避け、慎重に検討すること。 

 以上の４点を政府に求めているものでありま

す。 



 

－ 180 － 

 例えば、保育所への入所にしても、現在の制

度では保育所への入所は、児童福祉法で市町村

の保育に対する直接の実施義務を定めているこ

とから、保護者が市町村に申し込み、市町村は

保護者の就労状況などを考慮して、入所を決定

しています。 

 ところが、新制度案では、保育所の入所を希

望する保護者が、まず市町村が判断する保育時

間の上限量の認定証明書の交付を受ける必要が

あります。 

 保護者は、自分で保育所を探し、個別に契約

を結ばなくてはなりません。 

 今やっているところの介護保険の制度と似た

ような状況にするつもりであります。 

 このように、これまでの保育行政から市場化

された保育サービスを買うことになり、すべて

のことが自己責任にされます。 

 こうした保育行政の悪化をとめるためにも、

この陳情は採択すべきであります。 

 皆さんの御賛同を求め、討論を終わります。 

○議長（寺田公一君） 以上で、通告による討

論は終わりました。 

 ほかに討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） ほかに討論がありませ

んので、これにて討論を終結いたします。 

 これより、「陳情第３６号」を採決いたしま

す。 

 本件については、審査報告書のとおり決する

ことに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛 成 者 起 立） 

○議長（寺田公一君） 起立多数であります。 

 よって、本件については、審査報告書のとお

り決しました。 

 これより、「陳情第３８号」について、討論

に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 「陳情第３８号」については、お手元に配付

いたしました審査報告書のとおりであります。 

 本件は、審査報告書のとおり決することに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件については、審査報告書のとお

り決しました。 

 日程第４「委員会調査について」を議題とい

たします。 

 各常任委員長及び議会運営委員長から、目下

委員会において調査中の事件については、会議

規則第１０４条の規定により、お手元に配付い

たしました申出書のとおり、閉会中の継続調査

の申し出があります。 

 お諮りいたします。 

 委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調

査に付することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） 御異議なしと認めます。 

 よって、委員長から申し出のとおり、閉会中

の継続調査に付することに決しました。 

 以上で、今期定例会の日程はすべて議了いた

しました。 

 閉会に当たり、市長からあいさつがあります

ので、発言を許します。 

 市長。 

○市長（中西清二君） 市長。閉会に当たり、

ごあいさつを申し上げます。 

 まず、初めに、最初、議長のほうからお申し

出がありましたように、去る３月１１日に発生

しました東北地方太平洋沖地震によりまして被

災した皆様に、心よりお見舞いを申し上げます。 
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 あわせて、犠牲になられた皆様の御冥福をお

祈りをするとともに、御家族、御親族の皆様に

お悔やみを申し上げます。 

 マグニチュード９．０という、国内観測史上

最大級となった本地震が残した傷あと、余りに

も大きく、とうとい人命と多くの家屋が失われ

ております。 

 現在、行方不明者の捜索とか、復旧作業等が

続けられているのは御存じのとおりでございま

す。 

 さらに被害でございますが、福島にあります

原子力発電所にまで被害が及びまして、機能不

全となった設備の影響で、外部への放射能漏れ

が発生しまして、多くの周辺住民が自宅からの

避難を余儀なくされていることも御存じのとお

りでございます。 

 本市としましても、今後、一人でも多くの方

の命が救われるよう、また被災された方々が、

一日も早く、元の生活を取り戻せるよう、人的、

物的両面から、被災地域や被災者への復旧支援

を最大限努めてまいりたいと、このように考え

ております。 

 なお、こうした状況を勘案しまして、３月２

０日に開催を予定をしていました第３回宿毛花

へんろマラソンは、実行委員会の御意見により

まして、中止することに決定をいたしました。

参加を予定されていました選手の皆様を初め、

ボランティアとか、沿線地区住民の皆様方には、

大変御迷惑をおかけしますが、このような事情

でございますので、御理解を賜りますよう、お

願いを申し上げます。 

 今後におきましても、本マラソンへの御支援、

御協力をよろしくお願いを申し上げます。 

 去る３月２日に開会いたしました今期定例会、

本日までの１７日間、議員の皆様方には、連日

御熱心に御審議をいただく中、御提案申し上げ

ました５０議案のうち４９議案については、原

案どおり御決定をいただきました。 

 ただいま、議案第１３号の平成２３年度宿毛

市一般会計予算については、修正の決議がなさ

れたわけでございます。 

 これは、宿毛小学校の建設着手に係る予算が

削除、議決されたということでございます。私

としては、非常に残念なことでございます。 

 特に、その中で御指摘がありました設計委託

費は、担当の者がきちんとした基準にのっとっ

て算定したものでございますけど、なお精査を

してみたいと、そのように考えております。 

 学校建設着手の予算が白紙となりまして、早

期に我々としては、子供に安心な学校環境を提

供できることが、非常に遅くなるんじゃなかろ

うかというふうに思っておりまして、非常に残

念な結果でございます。 

 なお、子供の安全に責任を持たなければなら

ない身として、何らかきちんとした取り組みを

してまいらなきゃいけないというふうに思って

おります。 

 しかしながら、議会のほうのいろいろなお話

の中を聞く中で、少し時間を多くかけなきゃい

けないのかなというふうなところもございます。 

 さらに道路の実施設計委託料として計上され

ています路線のうち、附帯決議のありました桜

町沖須賀線につきましては、附帯決議の中身を

きちんと踏まえた上で、対応してまいりたいと

考えております。 

 平成２３年度を迎えるに当たりましては、市

政執行の基本的な考え方につきましては、行政

方針の中で申し上げております。これは、後の

広報にも掲載させていただきまして、市民の皆

様にも御了知願いたいというふうに考えており

ます。 

 市民並びに議員の皆様方におかれましては、

今後とも、より一層の御指導、御協力を賜りま

すようお願いを申し上げます。 
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 今議会は、議員の皆様方には、任期最後の定

例会となりました。この４年間、市政発展のた

めに、日夜御活動をいただき、貴重な御指導、

御助言もいただきましたことに対しまして、厚

くお礼を申し上げます。ありがとうございます。 

 特に、今期をもって御勇退される議員の皆様

におかれましては、長きにわたり、本市の発展

のために多大な御尽力を賜りました。非常に皆

様方に対しまして、心から感謝を申し上げます。

ありがとうございます。 

 どうか御健康に留意されまして、市井にあっ

ても、宿毛市発展のために、今後とも御指導、

御協力を賜りますようお願いを申し上げます。 

 これをもちまして、今期定例会閉会のあいさ

つとさせていただきます。 

 どうもありがとうございました。 

○議長（寺田公一君） 以上で、市長のあいさ

つは終わりました。 

 これにて、平成２３年第１回宿毛市議会定例

会を閉会いたします。 

午後 ０時０３分 閉会 
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地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。 
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                          議 員   浅 木   敏 

 

 

                          議 員   浦 尻 和 伸 
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                               平成２３年３月１７日 

 宿毛市議会議長 寺 田 公 一 殿 

 

                        予算決算常任委員長 中 川   貢 

 

委員会審査報告書 

 

 本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１０３条の規

定により報告します。 

記 

 

事 件 の 番 号       件          名 審査結果 理 由 

議案第 ２号 平成２２年度宿毛市一般会計補正予算について 原案可決 適 当 

議案第 ３号 
平成２２年度宿毛市国民健康保険事業特別会計補正

予算について 
原案可決 適 当 

議案第 ４号 
平成２２年度宿毛市へき地診療事業特別会計補正予

算について 
原案可決 適 当 

議案第 ５号 
平成２２年度宿毛市定期船事業特別会計補正予算に

ついて 
原案可決 適 当 

議案第 ６号 
平成２２年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計補

正予算について 
原案可決 適 当 

議案第 ７号 
平成２２年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予算

について 
原案可決 適 当 

議案第 ８号 
平成２２年度宿毛市下水道事業特別会計補正予算に

ついて 
原案可決 適 当 

議案第 ９号 
平成２２年度宿毛市介護保険事業特別会計補正予算

について 
原案可決 適 当 

議案第１０号 
平成２２年度宿毛市土地区画整理事業特別会計補正

予算について 
原案可決 適 当 

議案第１１号 
平成２２年度宿毛市後期高齢者医療特別会計補正予

算について 
原案可決 適 当 

議案第１２号 平成２２年度宿毛市水道事業会計補正予算について 原案可決 適 当 

議案第１３号 平成２３年度宿毛市一般会計予算について 修正可決 修正適当 

議案第１４号 
平成２３年度宿毛市国民健康保険事業特別会計予算

について 
原案可決 適 当 
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議案第１５号 
平成２３年度宿毛市へき地診療事業特別会計予算に

ついて 
原案可決 適 当 

議案第１６号 
平成２３年度宿毛市定期船事業特別会計予算につい

て 
原案可決 適 当 

議案第１７号 
平成２３年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計予

算について 
原案可決 適 当 

議案第１８号 
平成２３年度宿毛市学校給食事業特別会計予算につ

いて 
原案可決 適 当 

議案第１９号 
平成２３年度宿毛市下水道事業特別会計予算につい

て 
原案可決 適 当 

議案第２０号 
平成２３年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計予算

について 
原案可決 適 当 

議案第２１号 
平成２３年度幡多西部介護認定審査会特別会計予算

について 
原案可決 適 当 

議案第２２号 
平成２３年度宿毛市介護保険事業特別会計予算につ

いて 
原案可決 適 当 

議案第２３号 
平成２３年度宿毛市土地区画整理事業特別会計予算

について 
原案可決 適 当 

議案第２４号 
平成２３年度宿毛市後期高齢者医療特別会計予算に

ついて 
原案可決 適 当 

議案第２５号 平成２３年度宿毛市水道事業会計予算について 原案可決 適 当 
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                                平成２３年３月１４日 

 宿毛市議会議長 寺 田 公 一 殿 

 

                         総務文教常任委員長 宮 本 有 二 

 

委員会審査報告書 

 

 本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１０３条の規

定により報告します。 

記 

 

事 件 の 番 号       件          名 審査結果 理 由 

議案第２６号 宿毛市暴力団排除条例の制定について 原案可決 適 当 

議案第２７号 
宿毛市課設置条例及び宿毛市特別会計設置条例の一

部を改正する条例について 
原案可決 適 当 

議案第２８号 
宿毛市移動通信用施設の設置及び管理に関する条例

の一部を改正する条例について 
原案可決 適 当 

議案第２９号 
宿毛市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用

弁償に関する条例の一部を改正する条例について 
原案可決 適 当 

議案第３０号 
宿毛市一般職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例について 
原案可決 適 当 

議案第３１号 
宿毛市職員の退職手当に関する条例の一部を改正す

る条例について 
原案可決 適 当 

議案第３２号 
長期継続契約を締結することができる契約に関する

条例の一部を改正する条例について 
原案可決 適 当 

議案第３３号 
宿毛市スクールバスの住民利用に関する条例の一部

を改正する条例について 
原案可決 適 当 

議案第３４号 
宿毛市立体育館の設置及び管理に関する条例の一部

を改正する条例について 
原案可決 適 当 

議案第３７号 
宿毛市国民健康保険条例の一部を改正する条例につ

いて 
原案可決 適 当 

議案第４０号 宿毛市振興計画（基本構想）について 原案可決 適 当 

議案第４１号 
宿毛市の特定の事務を取り扱わせる郵便局の指定に

ついて 
原案可決 適 当 
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議案第４２号 
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定につい

て 
原案可決 適 当 

議案第４３号 
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更につい

て 
原案可決 適 当 
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                               平成２３年３月１５日 

 宿毛市議会議長 寺 田 公 一 殿 

 

                        産業厚生常任委員長 浦 尻 和 伸  

 

委員会審査報告書 

 

 本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１０３条の規

定により報告します。 

記 

 

事 件 の 番 号       件          名 審査結果 理 由 

議案第３５号 
宿毛市立保育所設置条例の一部を改正する条例につ

いて 
原案可決 適 当 

議案第３６号 
宿毛市児童遊園設置条例の一部を改正する条例につ

いて 
原案可決 適 当 

議案第３８号 
宿毛市営改良住宅の設置及び管理に関する条例の一

部を改正する条例について 
原案可決 適 当 

議案第３９号 
企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部

を改正する条例について 
原案可決 適 当 

議案第４６号 宿毛湾港港湾区域内の公有水面埋立てについて 原案可決 適 当 

議案第４７号 市道路線の認定について 原案可決 適 当 

議案第４８号 市道路線の認定について 原案可決 適 当 

議案第４９号 市道路線の変更について 原案可決 適 当 

議案第５０号 市道路線の廃止について 原案可決 適 当 
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                                平成２３年３月１４日 

 宿毛市議会議長 寺 田 公 一 殿 

 

                        総務文教常任委員長 宮 本 有 二  

 

陳情審査報告書 

 

  本委員会に付託の陳情は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１３６条第 

 １項の規定により報告します。 

記 

 

受理番号 件            名 審査結果 意  見 

第３８号 
子ども達が主役である学校づくりのために再編計画実

施は慎重に行うことを求める陳情について 
採  択 妥  当 
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                                平成２３年３月１５日 

 宿毛市議会議長 寺 田 公 一 殿 

 

                        産業厚生常任委員長 浦 尻 和 伸 

 

陳情審査報告書 

 

  本委員会に付託の陳情は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１３６条第 

 １項の規定により報告します。 

記 

 

受理番号 件            名 審査結果 意  見 

第３６号 保育制度改革に関する意見書の提出について 不 採 択 不 適 当 
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                                平成２３年３月１４日 

 宿毛市議会議長 寺 田 公 一 殿 

 

                        総務文教常任委員長 宮 本 有 二  

 

               閉会中の継続調査申出書 

 

  本委員会は、下記により閉会中もなお継続調査を要するものと決定したので、会議規則第 

 １０４条の規定により申し出ます。 

  

記 

１ 事 件 （１） 総合計画の策定状況について 

      （２） 行政機構の状況について 

      （３） 財政の運営状況について 

      （４） 公有財産の管理状況について 

      （５） 市税等の徴収体制について 

      （６） 地域防災計画について 

      （７） 教育問題について 

２ 理 由 議案審査の参考とするため 
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                                平成２３年３月１５日 

 宿毛市議会議長 寺 田 公 一 殿 

 

                        産業厚生常任委員長 浦 尻 和 伸  

 

閉会中の継続調査申出書 

 

  本委員会は、下記により閉会中もなお継続調査を要するものと決定したので、会議規則第 

 １０４条の規定により申し出ます。 

 

記 

１ 事 件 （１） 農林水産業の振興対策状況について 

      （２） 商工業の活性化対策状況について 

      （３） 観光産業の振興対策状況について 

      （４） 市道の管理状況について 

      （５） 環境、保健衛生の整備状況について 

      （６） 下水道事業の運営管理状況について 

      （７） 保育施設の管理状況について 

      （８） 介護保険制度について 

２  理  由  議案審査の参考とするため 
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                               平成２３年３月１７日 

 宿毛市議会議長 寺 田 公 一 殿 

 

                          議会運営委員長 岡 崎   求 

 

閉会中の継続調査申出書 

 

  本委員会は、下記により閉会中もなお継続調査を要するものと決定したので、会議規則第 

 １０４条の規定により申し出ます。 

 

記 

１ 事 件 （１） 議会の運営に関する事項 

      （２） 議会の会議規則、委員会に関する条例等に関する事項 

      （３） 議長の諮問に関する事項 

      （４） 議会報に関する事項 

２ 理 由 議会運営を効率的かつ円滑に行うため 
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              一  般  質  問  通  告  表 

                           平成２３年第１回定例会    

質問 

順位 
質 問 議 員      質 問 の 要 旨                      

１ 
 ４番 

 松浦英夫君 

１ 保育行政について（市長） 

（１）沖の島保育園の再開について 

（２）小筑紫地区の保育園のあり方について 

 

２ 宿毛小・中学校の再編計画について（教育長） 

２ 
 ３番 

野々下昌文君 

１ 宿毛市の新年度予算について（市長） 

（１）国勢調査人口の減少による本市財政への影響について 

（２）子ども手当の財源構成、地方負担は計上しない動きにつ

いて 

（３）年少扶養控除、特定扶養控除上乗せの廃止による財政へ

の影響について 

（４）集中改革プランに対する行政改革への取り組みについて 

 

２ 「地デジ難民」対策について（市長） 

（１）難視聴対策の進捗状況と広報体制について 

（２）低所得者のデジタル化、高齢者へのサポート体制につい

て 

（３）不法投棄への対策について 

３ 
 １番 

 今城誠司君 

１ 市長の政治姿勢について（市長） 

（１）宿毛市振興計画について 

（２）財政運営について 

４ 
１４番 

 中川 貢君 

１ 産業振興について（市長） 

（１）ソフト分野の支援策について 

（２）文化・スポーツイベントによる「まちおこし」について 

 

２ 人権と地域福祉のまちづくりについて（市長） 

５ 
 ８番 

 浦尻和伸君 

１ 市町村合併について（市長） 

 

２ 幡多けんみん病院の医師不足について（市長） 

６ 
１５番 

 西村六男君 

１ 宿毛市中心市街地活性化について（市長） 

 

２ 小筑紫小学校跡地の活用について（市長） 

７ 
 ５番 

 浅木 敏君 

１ 宿毛湾への米軍艦船入港について（市長） 

 

２ 有害鳥獣対策について（市長） 

 

３ 在宅リフォーム助成制度について（市長） 

 

４ 学校再編について（教育長） 



 

付 － 2 

 

８ 
 ６番 

 中平富宏君 

１ 火災について（市長） 

（１）防火水槽の数、貯水量について 

（２）消火栓の数、水圧について 

（３）貯水槽（上水道）の利用について 

（４）火災で排出される廃棄物処理について 

 

２ 学校建設について（市長、教育長） 

（１）宿毛小学校設計費について 

（２）宿毛小学校の青写真（構想図）について 

（３）小中学校再編計画における今後の建設費について 

（４）コミュニティーエリアの利用について 

９ 
 ２番 

 岡﨑利久君 

１ 母子保健推進員制度について（市長） 

 

２ 産後のうつ病について（市長） 

１０ 
１０番 

 宮本有二君 

１ 都市再生整備事業について（市長） 

（１）中心市街地活性化に伴う道路施設整備について 

１１ 
１１番 

 濵田陸紀君 

１ 宿毛中学校の移転問題について 

（教育委員長、教育長、市長） 
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平成２３年第１回宿毛市議会定例会議決結果一覧表 

 

   議  案 

 

議案番号 件 名                議決月日 結  果 

第 １号 
教育委員会委員の任命につき同意を求めることに

ついて 
３月１８日 同  意 

第 ２号 平成２２年度宿毛市一般会計補正予算について ３月１８日 原案可決 

第 ３号 
平成２２年度宿毛市国民健康保険事業特別会計補

正予算について 
３月１８日 原案可決 

第 ４号 
平成２２年度宿毛市へき地診療事業特別会計補正

予算について 
３月１８日 原案可決 

第 ５号 
平成２２年度宿毛市定期船事業特別会計補正予算

について 
３月１８日 原案可決 

第 ６号 
平成２２年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計

補正予算について 
３月１８日 原案可決 

第 ７号 
平成２２年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予

算について 
３月１８日 原案可決 

第 ８号 
平成２２年度宿毛市下水道事業特別会計補正予算

について 
３月１８日 原案可決 

第 ９号 
平成２２年度宿毛市介護保険事業特別会計補正予

算について 
３月１８日 原案可決 

第１０号 
平成２２年度宿毛市土地区画整理事業特別会計補

正予算について 
３月１８日 原案可決 

第１１号 
平成２２年度宿毛市後期高齢者医療特別会計補正

予算について 
３月１８日 原案可決 

第１２号 
平成２２年度宿毛市水道事業会計補正予算につい

て 
３月１８日 原案可決 

第１３号 平成２３年度宿毛市一般会計予算について ３月１８日 修正可決 

第１４号 
平成２３年度宿毛市国民健康保険事業特別会計予

算について 
３月１８日 原案可決 

第１５号 
平成２３年度宿毛市へき地診療事業特別会計予算

について 
３月１８日 原案可決 

第１６号 
平成２３年度宿毛市定期船事業特別会計予算につ

いて 
３月１８日 原案可決 

第１７号 
平成２３年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計

予算について 
３月１８日 原案可決 
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第１８号 
平成２３年度宿毛市学校給食事業特別会計予算に

ついて 
３月１８日 原案可決 

第１９号 
平成２３年度宿毛市下水道事業特別会計予算につ

いて 
３月１８日 原案可決 

第２０号 
平成２３年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計予

算について 
３月１８日 原案可決 

第２１号 
平成２３年度幡多西部介護認定審査会特別会計予

算について 
３月１８日 原案可決 

第２２号 
平成２３年度宿毛市介護保険事業特別会計予算に

ついて 
３月１８日 原案可決 

第２３号 
平成２３年度宿毛市土地区画整理事業特別会計予

算について 
３月１８日 原案可決 

第２４号 
平成２３年度宿毛市後期高齢者医療特別会計予算

について 
３月１８日 原案可決 

第２５号 平成２３年度宿毛市水道事業会計予算について ３月１８日 原案可決 

第２６号 宿毛市暴力団排除条例の制定について ３月１８日 原案可決 

第２７号 
宿毛市課設置条例及び宿毛市特別会計設置条例の

一部を改正する条例について 
３月１８日 原案可決 

第２８号 
宿毛市移動通信用施設の設置及び管理に関する条

例の一部を改正する条例について 
３月１８日 原案可決 

第２９号 

宿毛市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費

用弁償に関する条例の一部を改正する条例につい

て 

３月１８日 原案可決 

第３０号 
宿毛市一般職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例について 
３月１８日 原案可決 

第３１号 
宿毛市職員の退職手当に関する条例の一部を改正

する条例について 
３月１８日 原案可決 

第３２号 
長期継続契約を締結することができる契約に関す

る条例の一部を改正する条例について 
３月１８日 原案可決 

第３３号 
宿毛市スクールバスの住民利用に関する条例の一

部を改正する条例について 
３月１８日 原案可決 

第３４号 
宿毛市立体育館の設置及び管理に関する条例の一

部を改正する条例について 
３月１８日 原案可決 

第３５号 
宿毛市立保育所設置条例の一部を改正する条例に

ついて 
３月１８日 原案可決 
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第３６号 
宿毛市児童遊園設置条例の一部を改正する条例に

ついて 
３月１８日 原案可決 

第３７号 
宿毛市国民健康保険条例の一部を改正する条例に

ついて 
３月１８日 原案可決 

第３８号 
宿毛市営改良住宅の設置及び管理に関する条例の

一部を改正する条例について 
３月１８日 原案可決 

第３９号 
企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一

部を改正する条例について 
３月１８日 原案可決 

第４０号 宿毛市振興計画（基本構想）について ３月１８日 原案可決 

第４１号 
宿毛市の特定の事務を取り扱わせる郵便局の指定

について 
３月１８日 原案可決 

第４２号 
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定につ

いて 
３月１８日 原案可決 

第４３号 
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更につ

いて 
３月１８日 原案可決 

第４４号 工事請負契約の変更について ３月 ７日 原案可決 

第４５号 工事請負契約の変更について ３月 ７日 原案可決 

第４６号 宿毛湾港港湾区域内の公有水面埋立てについて ３月１８日 原案可決 

第４７号 市道路線の認定について ３月１８日 原案可決 

第４８号 市道路線の認定について ３月１８日 原案可決 

第４９号 市道路線の変更について ３月１８日 原案可決 

第５０号 市道路線の廃止について ３月１８日 原案可決 

第５１号 

宿毛市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関

する条例の一部を改正する条例の一部を改正する

条例について 

３月１８日 原案可決 

第５２号 
宿毛市議会議員定数条例の一部を改正する条例に

ついて 
３月１８日 原案可決 

第５３号 
宿毛市議会委員会条例の一部を改正する条例につ

いて 
３月１８日 原案可決 

第５４号 
宿毛市議会政務調査費の交付に関する条例の一部

を改正する条例について 
３月１８日 原案可決 
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   陳  情 

 

受理番号 件 名                議決月日 結  果 

第３６号 保育制度改革に関する意見書の提出について ３月１８日 不 採 択 

第３８号 
子ども達が主役である学校づくりのために再編計画

実施は慎重に行うことを求める陳情について 
３月１８日 採  択 

 

 


